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21
　2005 年、エコノフォーラム
は『エコノフォーラム 21』と
いう名前に変わりました。
　エコノフォーラムは、もとも
とゼミを中心とする経済学部の
活性化の「広場」でした。しか
し、10 年を経て、わたしたち
は 21 世紀の世界経済と日本社
会をもっと確実な「目」で捉え、
経済学部から新鮮な発想で社会
に向けて提言できれば、と考え
るようになりました。『エコノ
フォーラム 21』は新たな世紀
にふさわしく、学生と教員、さ
らには一般市民をも巻き込んで
様々な声が響き合う広場を目差
します。
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　日本経済は円高・デフレ基調からなかなか抜け出せず、

加えて「3.11東日本大震災・福島第一原発事故」の経済的・

社会的な影響もあり、日本国民の多くが、ここ数年憂鬱な

日々を暮らしてきたと思います。しかし、年末の衆議院選

挙による政権交代後、株価の上昇や円安傾向など、若干の

景気回復の様相を見せています。「コンクリートからひと

へ」というテーゼが実現しないまま、老朽化したインフラ

整備の必要性も相まって、再び「ひとからコンクリート」

に戻りつつあります。そして、企業の業績が回復しても、

賃金や雇用の著しい改善を見ないままでは、分配率の不均

衡が懸念されます。そのことは、所得格差の拡大につなが

り、14年４月以降の消費税増税とともに、低所得階層へ

さらなる打撃になると予想されます。

　また、グローバル化が進む中で、日本を取り巻く世界経

済も大変厳しい状況にあります。「財政の崖」に直面して

いるアメリカ経済が「崖」から落ちた場合、その世界経

済へ与えるマイナスの影響は計り知れません。また、こ

こ 10年ほど中国の経済成長に依存してきた日本経済は、

日中間の政治的な緊張や中国の労働力の賃金上昇などによ

り、経済の拠点を中国から東南アジアへシフトさせること

が喫緊の課題となっています。

　こうした危機的な経済状況は過去にも何度も起こり、「第

１、第２、そして第３の経済学の危機」として、経済学者

に対し「経済学の限界」を示してきました。しかし、その

一方で経済学は自然科学（特に、数学や物理学）を真似て

制度化され、いつの間にか「社会科学の女王」と呼ばれる

ようになってしまいました。そのもとで、多くの経済学の

専門雑誌が出版され、山のように理論研究や実証研究の論

文が掲載されるようになりました。さらに、最近では、

ネット上にも多くの研究論文が公開されています。こうし

た過剰ともいえる研究情報の氾濫は、実際、一個人だけで

は整理・管理をできないほどになってしまいました。そし

て、その研究論文のなかには、現実的な経済問題や社会的

事象を十分に解明できているのか、疑問の残るものもあり

ます。

　ところで、100年も前にA・マーシャルは、「経済学は『実

践の下僕』であり、『倫理の侍女』である」と述べています。

「第Nの経済学の危機─一大学教師の反省─」
� 経済学部長　利光　強

研究者はこのマーシャルの言葉の意味をきちんと理解し、

経済学の限界や射程を認識すべきであると考えます。経済

学は人々の幸福のために資する政策手段を提案する段階で

留まらねばならず、政策の選択に際しては、公共の倫理な

どの視点、つまり経済理論の射程外の価値判断に基づいて

なされなければなりません。人間社会にとって経済という

営みが続く限り、その反省がなければ、「第Nの経済学の

危機」が繰り返し叫ばれることになります。

　同じことですが、学生たちに経済や経済学を教える立場

にある大学教師もまた、マーシャルの言葉を忘れてはなら

ないと思います。学生たちの大半は社会に出て、大学で学

んだ考え方─あるいは、「思想」─に基づいて、多くの現

実的な課題に取り組んでいくことになります。したがっ

て、学生には「経済学の守備範囲」をしっかりと意識させ、

その上で経済理論をきちんと教育しなければなりません。

大層に聞こえるかもしれませんが、大学教育によって培わ

れた「思想」が、社会の方向性を決める際に多大な影響を

与えることになりかねないことを大学教師、したがって研

究者は常に自戒しておくべきです。守備範囲を外れた経済

理論（もどき）が、深刻な「第Nの経済の危機」を引き

起こすかもしれません。

巻頭言
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特集

特
集モ

ラ
ル
の
功
罪
│
経
済
学
の
視
点
か
ら

　

今
号
の
特
集
の
テ
ー
マ
は
、「
モ
ラ
ル
」
で

あ
る
。
モ
ラ
ル
と
い
う
単
語
を
一
般
的
な
辞
書

で
引
い
て
み
る
と
、
道
徳
と
か
倫
理
と
か
い
っ

た
単
語
が
出
て
く
る
。
そ
れ
で
は
、
道
徳
や
倫

理
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
様
々
な
定
義
が
あ
る
と

は
思
う
が
、
お
よ
そ
、
あ
る
社
会
に
お
い
て
人

が
正
し
く
行
動
す
る
た
め
の
規
範
、
あ
る
い
は

人
が
そ
の
社
会
に
お
い
て
守
る
べ
き
道
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

　

や
や
強
引
な
こ
じ
つ
け
の
印
象
は
あ
る
も
の

の
、
今
回
は
あ
え
て
そ
の
モ
ラ
ル
の
負
の
側
面

に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
と
し
た
。
規
範
は
、

絶
対
不
変
の
も
の
で
は
な
い
。
異
な
る
社
会
に

は
、
異
な
る
規
範
が
存
在
す
る
。
同
じ
社
会
で

あ
っ
て
も
、
時
と
と
も
に
規
範
は
変
化
し
て
い

く
。
現
在
の
わ
れ
わ
れ
が
生
き
て
い
る
日
本
社

会
の
規
範
は
、
１
０
０
年
前
の
そ
れ
と
異
な
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
し
、 

30
年
前
の
そ
れ
と

も
同
じ
で
は
な
い
。
法
律
の
よ
う
に
明
文
化
さ

れ
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
変
化
の
瞬
間
が
見

え
に
く
い
だ
け
で
あ
る
。

　

さ
て
、
モ
ラ
ル
が
不
変
の
も
の
で
は
な
い
な

ら
ば
、
漠
然
と
正
し
い
と
思
わ
れ
て
い
る
よ
う

な
事
柄
に
つ
い
て
、
少
し
疑
っ
て
み
る
こ
と
は

面
白
い
。
そ
れ
が
、
本
当
に
規
範
と
な
る
べ
き

こ
と
な
の
か
ど
う
か
を
考
え
て
み
る
こ
と
は
大

切
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
が
よ
り
良
い

次
の
規
範
を
作
り
だ
し
て
い
く
原
動
力
と
な
る

か
ら
で
あ
る
。
と
、
な
ん
だ
か
大
げ
さ
に
書
い

て
み
た
が
、
取
り
上
げ
る
個
々
の
ト
ピ
ッ
ク
は
、

と
て
も
身
近
な
も
の
で
あ
る
。

　

１
つ
め
は
「
節
電
」
で
あ
る
。
最
近
で
こ
そ

少
し
緊
張
が
緩
ん
で
き
た
も
の
の
、
少
し
前
ま

で
は
多
く
の
人
た
ち
が
、
頑
張
っ
て
節
電
を
し

て
い
た
。 

２
つ
め
は
「
食
の
安
全
・
安
心
」

で
あ
る
。
政
府
、多
く
の
自
治
体
が
こ
の
コ
ピ
ー

を
宣
伝
し
て
お
り
、
な
か
に
は
小
学
校
で
こ
の

テ
ー
マ
の
授
業
や
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。 

３
つ
め
は
、
日
本
特
有
の
「
み

ん
な
で
心
を
一
つ
に
し
て
頑
張
ろ
う
！
」
と

い
っ
た
タ
イ
プ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
あ

る
。
特
に
大
震
災
後
、
多
く
の
人
々
が
、
一
つ

に
な
っ
て
頑
張
る
こ
と
は
美
徳
で
あ
る
と
感
じ

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
４
つ
め
は
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
モ
ラ
ル

を
問
う
も
の
で
あ
る
。
私
た
ち
の
多
く
が
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
の
経
済
予
測
を
信
じ
こ
ん
で
し
ま
う

が
、
そ
の
有
効
性
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
？

　

今
回
は
あ
え
て
モ
ラ
ル
の
負
の
側
面
に
つ
い

て
経
済
学
の
観
点
か
ら
切
り
込
ん
だ
の
で
あ
る

が
、
決
し
て
現
在
の
規
範
を
否
定
し
よ
う
と
し

た
の
で
は
な
い
。
客
観
的
に
事
象
を
観
察
す
る

こ
と
、
ま
た
面
倒
く
さ
が
ら
ず
に
冷
静
に
物
事

を
考
え
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
そ
れ
に
気
づ

い
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
今
回
の
特

集
を
き
っ
か
け
に
、
よ
り
深
く
考
え
る
癖
を
身

に
つ
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

 

（
編
集
担
当
：
東
田
啓
作
）
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� モラルの功罪─経済学の視点から
　
「
モ
ラ
ル
」の
意
味
は
、
辞
書
で
引
く
と
概
ね「
道
徳
。

倫
理
。
人
生
・
社
会
に
対
す
る
精
神
的
態
度
」で
あ
り
、

「
士
気
」。「
や
る
気
」の
こ
と
を
意
味
す
る「
モ
ラ
ー
ル
」

と
は
違
う
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、「
功
罪
」
の
意
味
を

調
べ
て
み
る
と
、「
良
い
点
と
悪
い
点
」
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　

今
回
、
私
が
「
エ
コ
ノ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
か
ら
頂
い
た

「
お
題
」
は
、「
節
電
は
、
モ
ラ
ル
の
観
点
か
ら
良
い
か

も
し
れ
な
い
け
ど
、「
経
済
的
」
に
は
ど
う
な
の
？
良

い
の
？
悪
い
の
？
」
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

「
節
電
の
意
義
」
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
た
結

果
、
次
の
四
つ
ぐ
ら
い
に
ま
と
め
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

（
１
） 

電
気
料
金
が
下
が
る
。
電
気
料
金
は
使
用
量
に

よ
る
従
量
制
な
の
で
、
節
電
す
る
と
目
に
見
え

た
効
果
が
あ
る
。

（
２
） 

電
力
消
費
の
低
下
に
よ
り
発
電
設
備
に
余
裕
が

で
き
、
発
電
コ
ス
ト
の
高
い
火
力
発
電
に
使
用

す
る
化
石
燃
料
が
減
る
と
同
時
に
、
二
酸
化
炭

素
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
て
、
地
球
温

暖
化
の
抑
制
に
つ
な
が
る
。

（
３
） 

電
力
消
費
の
低
下
は
、
東
日
本
大
震
災
で
の
福

島
原
発
事
故
以
降
批
判
と
完
全
廃
止
が
強
く
主

張
さ
れ
て
い
る
、
原
子
力
発
電
所
へ
の
発
電
依

存
度
も
減
ら
せ
る
。

（
４
） 

夏
な
ど
電
力
需
給
が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
と
き
、

ピ
ー
ク
時
の
電
力
消
費
が
減
ら
せ
る
の
で
、
大

規
模
停
電
や
計
画
停
電
に
よ
る
生
活
や
生
産
活

動
へ
の
影
響
を
す
く
な
く
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

し
た
が
っ
て
、
上
記
の
「
節
電
の
意
義
」
を
も
と
に

考
え
れ
ば
、
自
分
の
生
活
の
快
適
さ
や
企
業
の
営
利
活

動
の
た
め
に
電
力
を
た
く
さ
ん
消
費
す
る
こ
と
を
や
め

て
、「
節
電
」す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
は
、「
モ
ラ
ル
」

の
側
面
か
ら
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
理

解
で
き
る
。
確
か
に
、「
節
電
」
す
る
と
電
気
代
が
下

が
り
、
家
計
に
優
し
い
し
、
地
球
温
暖
化
抑
制
な
ど
環

境
に
も
よ
い
、
さ
ら
に
国
民
に
長
期
に
わ
た
る
放
射
能

被
害
を
も
た
ら
す
原
発
へ
の
依
存
度
も
減
ら
せ
る
し
、

大
規
模
停
電
や
計
画
停
電
の
リ
ス
ク
も
減
る
か
ら
で
あ

る
。

　

し
か
し
、「
節
電
」を
経
済
学
的
に
考
え
て
み
る
と
、

決
し
て
話
は
そ
う
簡
単
に
は
い
か
な
い
。
こ
こ
で
ミ
ク

ロ
経
済
学
を
よ
く
勉
強
し
た
人
は
「
市
場
の
失
敗
」
の

と
こ
ろ
で
で
て
き
た
「
費
用
逓
減
産
業
」
の
話
を
思
い

出
し
、「
何
か
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
？
」
と
疑
問
を
呈
し

て
ほ
し
い
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
、
電
力
、
ガ
ス
、
鉄
道
な
ど
の
事

業
は
、
国
民
生
活
や
企
業
の
生
産
活
動
に
と
っ
て
、
必

要
不
可
欠
で
公
共
性
が
高
く
、
ま
た
そ
の
事
業
を
行
う

た
め
の
固
定
費
用
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
る
。
今
回
の
お
題
の
「
節
電
」
に
関
し
て
言
え
ば
、

電
力
会
社
も
発
電
所
、
変
電
所
、
送
電
網
の
建
設
維
持

管
理
費
用
な
ど
の
固
定
費
用
が
非
常
に
大
き
い
。
こ
う

し
た
産
業
で
は
こ
う
し
た
費
用
が
非
常
に
大
き
な
企
業

は
、
生
産
量
が
大
き
い
ほ
ど
、
生
産
量
を
１
単
位
当
た

り
の
費
用
で
あ
る
「
平
均
費
用
」
は
下
が
っ
て
、
い
わ

ゆ
る
「
規
模
の
経
済
」
が
働
く
生
産
量
の
領
域
が
大
き

い
こ
と
か
ら
、「
費
用
逓
減
産
業
」
と
呼
ば
れ
る
。
そ

う
な
る
と
、
費
用
逓
減
産
業
で
は
、
市
場
で
複
数
企
業

が
操
業
す
る
と
、
市
場
全
体
で
、
大
き
い
固
定
費
用
が

重
複
し
て
か
か
る
た
め
に
社
会
的
に
無
駄
と
な
る
た

め
、
独
占
と
な
る
傾
向
が
強
い
。
現
に
現
在
、
日
本
で

も
電
力
会
社
は
全
国
９
社
の
地
域
独
占
で
あ
り
、
独
占

の
弊
害
（
過
少
供
給
と
高
価
格
）
を
な
く
す
た
め
、
政

府
に
よ
る
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

経
済
学
の
教
え
る
と
こ
ろ
で
は
、「
企
業
が
限
界
費

用
と
等
し
い
価
格
と
な
る
と
こ
ろ
ま
で
生
産
供
給
す
る

こ
と
が
、
資
源
配
分
上
望
ま
し
い
。（
限
界
費
用
価
格

形
成
原
理
）」
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
企

モ
ラ
ル
の
功
罪

│「
節
電
」

新
海 

哲
哉　

教
授
（
理
論
経
済
学
）
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業
の
採
算
面
か
ら
考
え
る
と
、
企
業
は
限
界
費
用
価
格

形
成
原
理
に
よ
り
価
格
付
け
す
る
と
生
産
費
用
が
十
分

ま
か
な
え
な
く
な
り
、
赤
字
に
な
る
の
で
、
事
業
存
続

の
た
め
に
政
府
が
、「
電
力
会
社
が
赤
字
に
な
ら
ず
に

利
潤
ゼ
ロ
と
な
る
よ
う
に
価
格
付
け
す
る
。（
平
均
費

用
価
格
形
成
原
理
）」
よ
う
に
規
制
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
国
民
が
「
節
電
」
に
励
む
と
、
ど
の
電
力
料

金
の
高
低
に
関
わ
ら
ず
電
力
消
費
を
減
ら
す
こ
と
に
な

る
の
で
、
需
要
曲
線
は
左
に
シ
フ
ト
す
る
。
他
方
、
先

に
述
べ
た
よ
う
に
「
費
用
逓
減
産
業
」
で
は
、「
規
模

の
経
済
」
が
働
い
て
い
る
の
で
、
平
均
費
用
は
「
節
電

前
」
は
右
下
が
り
で
あ
り
、
そ
こ
で
需
要
曲
線
が
左
に

シ
フ
ト
す
れ
ば
、
需
要
曲
線
と
平
均
費
用
曲
線
の
交
点

で
価
格
を
決
め
る
、「
平
均
費
用
価
格
形
成
原
理
」
で

の
規
制
下
で
は
、
電
力
会
社
の
市
場
均
衡
供
給
量
は
減

り
（
そ
の
た
め
の
節
電
で
あ
る
）、
平
均
費
用
は
「
節

電
前
」
よ
り
上
昇
し
、
企
業
は
赤
字
に
転
落
す
る
こ
と

を
恐
れ
、政
府
に
値
上
げ
を
申
請
し
価
格
も
上
昇
す
る
。

（
こ
れ
を
読
ん
だ
学
生
諸
君
は
、
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
テ

キ
ス
ト
を
参
考
に
グ
ラ
フ
を
描
い
て
考
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。）

　

価
格
上
昇
の
効
果
は
次
に
挙
げ
る
よ
う
な
、「
負
の

効
果
」
を
わ
れ
わ
れ
家
計
や
企
業
の
経
済
活
動
、
経
済

全
体
に
与
え
る
。

　

第
一
に
、
価
格
上
昇
は
「
家
計
」
の
光
熱
費
支
出
を

増
加
さ
せ
る
の
で
、家
計
に
打
撃
を
与
え
る
。し
か
し
、

こ
れ
は
ま
だ
、
影
響
の
程
度
は
緩
慢
で
あ
る
が
、
次
に

あ
げ
る
悪
影
響
は
甚
大
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
電
力
の
消
費
者
は
、
家
計
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
企
業
も
含
ま
れ
、
需
要
規
模
も
企
業
の
方
が
大

き
い
。
電
気
料
金
の
値
上
げ
は
、
企
業
の
費
用
を
増
加

さ
せ
、
国
際
市
場
で
激
し
い
価
格
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て

い
る
企
業
の
収
益
を
下
げ
、
業
績
を
悪
化
さ
せ
る
。
業

績
の
悪
化
は
、
生
産
活
動
拠
点
を
日
本
か
ら
、
他
の
コ

ス
ト
が
相
対
的
に
安
価
な
海
外
へ
の
移
転
に
よ
る
、「
産

業
の
空
洞
化
」
を
さ
ら
に
進
展
さ
せ
、
企
業
の
日
本
国

内
で
の
「
雇
用
」
を
減
ら
し
、
失
業
の
増
加
を
も
た
ら

す
。
ま
た
、
企
業
の
業
績
悪
化
は
、
株
価
を
下
げ
海
外

か
ら
日
本
へ
の
投
資
資
金
の
引
き
揚
げ
を
も
た
ら
し
、

資
産
市
場
で
の
取
引
の
低
迷
を
も
た
ら
す
。
最
近
、
国

際
市
場
で
の
価
格
競
争
に
敗
れ
た
結
果
、
シ
ャ
ー
プ
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
な
ど
の
急
速
な
業
績
悪
化
に
よ
る
大
幅

な
株
価
の
下
落
、
外
国
企
業
へ
の
部
門
の
売
却
等
の
加

速
を
み
れ
ば
、
コ
ス
ト
上
昇
が
い
か
に
日
本
経
済
や
国

民
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
か
は
、明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
に
、「
節
電
」
に
よ
る
電
力
消
費
の
減
少
は
、

電
力
会
社
の
平
均
費
用
を
上
昇
さ
せ
る
の
で
、
電
力
会

社
は
長
期
的
に
は
、
老
朽
化
し
た
発
電
所
に
代
わ
る
新

た
な
発
電
所
の
建
設
や
設
備
の
更
新
、
既
存
の
発
電
所

の
操
業
を
停
止
し
た
り
、
変
電
、
送
電
設
備
の
保
守
維

持
費
用
な
ど
固
定
費
用
を
節
約
し
て
、（「
節
電
前
」
よ

り
左
下
方
の
短
期
平
均
費
用
曲
線
を
選
択
し
、）
赤
字

を
避
け
よ
う
と
す
る
の
で
、
長
期
的
に
電
力
の
供
給
能

力
が
減
少
し
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
の
よ
う

な
、
自
然
災
害
等
に
よ
っ
て
電
力
供
給
網
が
途
切
れ
た

と
き
、電
力
を
安
定
供
給
す
る
体
制
が
と
れ
な
く
な
り
、

も
た
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
大
規
模
停
電
や
計
画
停
電
に

よ
っ
て
、
国
民
の
生
活
や
企
業
の
生
産
活
動
、
経
済
活

動
に
大
き
な
悪
影
響
を
与
え
る
可
能
性
を
高
め
る
こ
と

に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
モ
ラ
ル
」
の
上
で
は
「
良
い
」
で

あ
ろ
う
「
節
電
」
は
、
市
場
取
引
で
も
た
ら
す
効
果
や

そ
れ
に
対
し
て
企
業
が
と
る
行
動
の
結
果
を
通
じ
て
国

民
生
活
や
経
済
全
体
に
も
た
ら
す
影
響
を「
経
済
学
的
」

に
考
慮
す
る
と
、
か
え
っ
て
長
期
的
に
は
わ
れ
わ
れ
国

民
生
活
や
国
民
経
済
に
悪
影
響
を
も
た
ら
し
て
し
ま
う

か
も
し
れ
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、「
経
済
学
」
を
学
ぶ
経
済
学
部
の
学

生
諸
君
は
、
大
部
分
の
国
民
が
、「
モ
ラ
ル
」に
よ
る「
節

電
」
の
推
奨
を
主
張
す
る
と
き
で
も
、
上
述
し
た
「
経

済
学
的
な
も
の
の
見
方
、
考
え
方
」を
鍛
え
、「
モ
ラ
ル
」

で
は
良
し
と
さ
れ
る
「
節
電
」
の
、
国
民
生
活
、
企
業

行
動
、
国
民
経
済
に
与
え
る
「
悪
」
の
部
分
を
も
考
慮

す
る
よ
う
主
張
で
き
る
、「
科
学
的
か
つ
冷
静
な
頭
脳
」

と
国
民
生
活
や
国
民
経
済
の
悪
化
に
よ
る
国
民
の
苦
し

み
を
も
考
え
る
「
温
か
い
心
」
を
も
つ
社
会
人
と
な
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
小
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
す

る
。
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二
〇
一
二
年
の
五
月
二
十
一
日
の
朝
に
は
金
環
日
食

が
あ
り
、
天
文
フ
ァ
ン
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
人
々
を

含
め
、
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
そ
の
こ

ろ
、「
金
環
日
食
の
経
済
効
果
、
た
っ
た
５
分
で
一
六

四
億
円
」（
読
売
新
聞
、
二
〇
一
二
年
五
月
十
八
日
）

と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
が
目
を
引
き
ま
し
た
。
日
食
グ
ラ

ス
の
購
入
や
日
食
観
察
の
た
め
の
旅
行
支
出
、
関
連
書

籍
や
グ
ッ
ズ
の
購
入
な
ど
の
直
接
需
要
と
そ
こ
か
ら
の

波
及
効
果
が
そ
の
内
容
と
の
こ
と
で
す
。

　

近
年
で
は
、
金
環
日
食
以
外
に
も
以
下
の
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
の
経
済
波
及
効
果
を
取
り
上
げ
た
ニ
ュ
ー
ス
が

あ
り
ま
し
た
。

・ 

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
経
済
効
果
八
八
〇
億
円
（
東
京
都

墨
田
区
に
よ
る
試
算
）

・ 

二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
経
済
効
果　

全

国
ベ
ー
ス
二
兆
九
六
〇
〇
億
円
（
東
京
都
に
よ
る
試

算
）

・ 

二
〇
一
一
年
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
の
経
済
効
果
三
九
・
六

億
円
（
関
西
社
会
経
済
研
究
所
に
よ
る
試
算
）

　

こ
の
よ
う
に
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
た
り
計

画
さ
れ
た
り
す
る
と
、
そ
の「
経
済（
波
及
）効
果
が
、

○
○
億
円
」
と
か
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ

せ
ま
す
。
上
の
例
で
挙
げ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
例

の
よ
う
に
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
支
援
材
料
と
し
て
用
い
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
金
額
で
表
わ
さ
れ
る
と
も
っ

と
も
ら
し
さ
も
伴
い
ま
す
。
こ
の
経
済
効
果
の
金
額
は

ど
の
よ
う
に
し
て
求
め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、

そ
の
金
額
を
額
面
通
り
に
受
け
取
っ
て
も
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。以
下
で
は
、身
近
な
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
の
ケ
ー

ス
を
取
り
上
げ
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
（
ほ
か
の
ケ
ー
ス

で
も
考
え
方
は
全
く
同
じ
で
す
）。

１
．
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
の
ケ
ー
ス

　

大
阪
、
神
戸
、
京
都
と
関
西
で
も
市
民
マ
ラ
ソ
ン
の

開
催
は
一
種
の
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
背

景
の
一
つ
に
は
そ
れ
が
地
域
経
済
の
振
興
に
一
役
買
う

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
は
な

ぜ
、
市
民
マ
ラ
ソ
ン
レ
ー
ス
の
開
催
が
な
ぜ
地
域
経
済

に
影
響
を
与
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

大
阪
で
市
民
マ
ラ
ソ
ン
レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
れ
ば
、

全
国
の
多
く
の
地
域
か
ら
参
加
者
や
付
添
者
、
応
援
者

が
集
ま
り
ま
す
。
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
の
場
合
、
参
加
者
の

定
員
は
合
計
三
万
人
と
か
な
り
の
ス
ケ
ー
ル
で
す
。
マ

ラ
ソ
ン
に
参
加
す
る
に
は
大
会
参
加
費
も
必
要
に
な
り

ま
す
し
（
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
の
個
人
参
加
費
は
一
万
円
で

す
）、
往
復
の
交
通
費
も
必
要
で
す
。
地
元
か
ら
参
加

す
る
人
も
、
遠
方
か
ら
参
加
す
る
人
も
い
ま
す
。
遠
方

か
ら
で
は
交
通
費
も
か
さ
み
ま
す
し
、
期
間
中
の
飲
食

費
や
宿
泊
費
も
必
要
で
す
。
お
土
産
を
買
っ
て
帰
る
人

も
多
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
は
地
域
経
済
に
お
い
て
追

加
的
な
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
購
入
と
な
り
ま
す
（
た
だ
し

大
会
参
加
費
は
大
会
事
務
局
の
財
源
と
な
り
事
務
局
を

通
じ
て
支
出
さ
れ
ま
す
）。
一
方
、
大
会
事
務
局
も
大

会
の
運
営
に
あ
た
っ
て
コ
ー
ス
を
設
営
し
た
り
、
広
報

を
し
た
り
、
様
々
な
支
出
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
直

接
的
な
需
要
と
し
て
経
済
に
波
及
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
直
接
的
な
需
要
は
間
接
的
に
様
々
な
部
門

に
波
及
し
て
い
き
ま
す
。
飲
食
支
出
に
注
目
す
る
と
追

加
的
に
発
生
し
た
食
品
需
要
が
波
及
し
て
、
農
業
や
食

料
品
製
造
業
、
運
輸
業
な
ど
他
の
産
業
の
生
産
が
拡
大

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
あ
る
食
品
の
売
上
げ
が
伸
び

れ
ば
、
そ
の
食
品
メ
ー
カ
ー
は
生
産
を
拡
大
さ
せ
、
残

業
が
続
く
と
そ
こ
で
働
く
労
働
者
の
残
業
手
当
が
増

え
、
そ
の
一
部
は
消
費
に
ま
わ
る
で
し
ょ
う
。
残
業
手

当
で
デ
ジ
カ
メ
を
買
う
と
マ
ラ
ソ
ン
と
は
直
接
の
関
係

の
無
い
業
界
に
も
波
及
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
マ
ラ
ソ
ン
開
催
に
よ
っ
て
発
生
し
た
あ

る
産
業
に
対
す
る
需
要
の
変
化
は
、
次
々
と
他
の
産
業

に
波
及
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
が
循
環
し
て
地

域
の
経
済
や
景
気
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
交
通
費
や
宿
泊
費
、
お
土
産
の
購
入
の
波

及
に
つ
い
て
も
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
．
経
済
効
果
の
求
め
方

　

も
ち
ろ
ん
、
常
識
で
こ
の
よ
う
な
波
及
効
果
が
あ
る

こ
と
は
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
経
済
分
析
の
道
具
を

使
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
波
及
効
果
の
大
き
さ
や
、
ど

の
部
門
へ
の
波
及
効
果
が
大
き
い
か
具
体
的
な
数
値
で

示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
分
析
道
具
が
、「
産
業

連
関
表
」
で
す
。
産
業
連
関
表
自
体
は
産
業
間
の
様
々

な
経
済
取
引
を
行
列
形
式
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
が
、

「
経
済
効
果
」
っ
て
何
？高林 

喜
久
生　

教
授
（
財
政
学
）
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こ
の
表
を
も
と
に
、

　

生
産
誘
発
額
＝
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
乗
数
×
直
接
需
要
額

と
い
う
関
係
式
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
は

産
業
連
関
表
の
創
始
者
で
一
九
七
三
年
の
ノ
ー
ベ
ル
経

済
学
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

レ
オ
ン
チ
ェ
フ
乗
数
は
、
消
費
な
ど
の
直
接
需
要
額

が
追
加
さ
れ
た
と
き
に
何
倍
の
生
産
が
誘
発
さ
れ
る
か

を
示
し
ま
す
。
先
ほ
ど
の
例
で
言
え
ば
、
大
阪
マ
ラ
ソ

ン
の
開
催
に
よ
っ
て
飲
食
支
出
の
売
上
げ
が
一
億
円
増

え
れ
ば
（
直
接
効
果
）
そ
の
関
連
業
界
を
通
じ
て
そ
の

乗
数
倍
だ
け
の
生
産
が
誘
発
さ
れ
ま
す
（
間
接
１
次
効

果
）。
そ
れ
に
対
応
し
て
賃
金
が
増
加
し
、
そ
の
一
定

割
合
が
消
費
に
回
り
、
ま
た
生
産
を
誘
発
し
ま
す
（
間

接
２
次
効
果
）。
通
常
は
こ
こ
ま
で
で
一
区
切
り
と
し

て
そ
の
生
産
誘
発
額
の
合
計
と
し
て
経
済
効
果
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
阪
マ
ラ
ソ
ン
の
経
済
効
果
に
つ
い
て
は
、
大
阪
経

済
や
関
西
経
済
に
与
え
る
影
響
が
分
析
の
中
心
と
な
り

ま
す
か
ら
、
大
阪
府
や
近
畿
地
区
の
産
業
連
関
表
を
用

い
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
て
積
上
げ
試

算
し
た
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
の
経
済
効
果
が
冒
頭
に
取
り
上

げ
た
三
九
・
六
億
円
と
い
う
わ
け
で
す
。

３
．
経
済
効
果
の
読
み
方

　

し
か
し
、
経
済
効
果
の
金
額
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
開
催
で
経
済
効
果
が

発
生
し
て
も
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
地
域
経
済
の
拡
大
を

も
た
ら
す
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
は
、

他
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
関
連
の
消
費
を
控
え
た
り

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
地
元
か
ら
の
参
加
者
に
つ
い

て
は
こ
の
影
響
が
無
視
で
き
な
い
で
し
ょ
う
）。
ま
た

マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
の
混
雑
を
考
慮
し
て
、
一
般
観
光

客
が
訪
問
を
取
り
や
め
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
に
も
注

意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
く
に
京
都
の
よ
う
な

観
光
地
で
開
催
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
影
響
は
大
き

い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
産
業
連
関
表
に
よ
る
経
済
効

果
の
試
算
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
プ
ラ
ス
の
効
果

の
み
で
、マ
イ
ナ
ス
の
効
果
は
考
慮
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
そ
も
そ
も
直
接
需
要
の
正
確
な
把
握
が
非
常

に
難
し
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
マ
ラ
ソ
ン
参
加

者
の
実
際
の
支
出
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
と
ら
な
い
限
り
か
な
り
難
問
で
す
。
上
の

大
阪
マ
ラ
ソ
ン
の
試
算
例
で
は
「
大
阪
市
観
光
客
動
態

調
査
」
と
い
う
一
般
の
観
光
客
の
数
字
を
流
用
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
用
い
る
資
料
が
違
う
と
直
接
効
果
が
異
な

り
、
そ
れ
以
降
の
間
接
効
果
も
当
然
異
な
っ
て
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
調
査
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
て
い

る
経
済
効
果
の
金
額
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
生
産
誘

発
額
で
あ
っ
て
、
原
材
料
等
の
中
間
の
生
産
物
を
含
む

全
体
の
生
産
額
の
増
加
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
が
一
般
に
経

済
規
模
の
指
標
で
用
い
る
県
内
総
生
産
（
国
全
体
で
見

れ
ば
、
国
内
総
生
産
＝
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
増
加
額
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
県
内
総
生
産
は
中
間
生
産
物
を
除
い
た
新
た
4

4

に
生
み
出
さ
れ
た

4

4

4

4

4

4

4

付
加
価
値
生
産
額
で
す
。
付
加
価
値

生
産
額
に
対
応
さ
せ
る
た
め
に
は
、
生
産
誘
発
額
で
は

な
く
付
加
価
値
誘
発
額
を
用
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

先
の
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
の
例
で
は
、
生
産
誘
発
額
は
約
三

九
・
六
億
円
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
付
加
価
値
誘

発
額
は
そ
の
約
四
十
四
％
の
約
一
七
・
三
億
円
と
大
幅

に
小
さ
く
な
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
一
般
に
イ
ベ
ン
ト
が
対
象
と
す
る
時
点
と

使
用
す
る
産
業
連
関
表
が
対
象
と
す
る
時
点
の
間
に
は

大
き
な
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
産
業

連
関
表
の
作
成
に
は
非
常
に
手
間
が
か
か
り
、
５
年
ご

と
に
作
成
さ
れ
る
こ
と
が
基
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国

や
近
畿
地
区
の
産
業
連
関
表
は
２
０
０
５
年
表
が
最
新

で
、
経
済
効
果
の
試
算
に
そ
れ
以
降
の
経
済
構
造
の
変

化
は
反
映
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

４
．
経
済
効
果
試
算
の
す
す
め

　

産
業
連
関
表
に
よ
る
経
済
効
果
は
読
み
方
に
注
意
し

な
け
れ
ば
点
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
具
体
的
な
影

響
度
を
測
定
で
き
る
と
い
う
意
義
は
大
き
い
と
い
え
ま

す
。
そ
し
て
、
必
須
の
分
析
道
具
で
あ
る
産
業
連
関
表

の
多
く
は
、
ネ
ッ
ト
上
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
分
析

の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
産
業
連
関
表
は
基
本
的
に
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ

シ
ー
ト
の
形
で
提
供
さ
れ
、
経
済
効
果
の
計
算
も
Ｅ
Ｘ

Ｃ
Ｅ
Ｌ
上
で
可
能
で
す
。
後
述
の
参
考
文
献
・
資
料
リ

ス
ト
で
は
教
科
書
と
と
も
に
総
務
省
提
供
の
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
（
全
国
ベ
ー
ス
の
産
業
連
関
表
を
用
い
て
い
ま

す
）
や
兵
庫
県
提
供
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
兵
庫
県
産
業

連
関
表
を
用
い
て
い
ま
す
）
を
挙
げ
て
お
き
ま
し
た
。

と
く
に
兵
庫
県
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
具
体
例
も
豊
富
で

か
な
り
お
す
す
め
で
す
。
卒
論
や
イ
ン
ゼ
ミ
な
ど
で
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
経
済
効
果
の
試
算
に
取
り
組
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
参
考
文
献
・
資
料
】

宮
沢
健
一
（
二
〇
〇
二
）『
産
業
連
関
分
析
入
門
（
新
版
）』
日
本
経
済

新
聞
社

関
西
経
済
連
合
会
・
関
西
社
会
経
済
研
究
所
（
二
〇
一
一
）「〝
新
〞
近

畿
産
業
連
関
表 

お
よ
び 

京
・
阪
・
神 

市
民
マ
ラ
ソ
ン
の
経
済
波
及

効
果
」（http://w

w
w

.apir.or.jp/ja/project/pdf/111026_Pdf01.
pdf

）
兵
庫
県
企
画
県
民
部
統
計
課
「
産
業
連
関
分
析
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
」

（http://w
eb.pref.hyogo.lg.jp/ac08/ac08_2_000000016.htm

l

）

総
務
省
統
計
局
「
経
済
波
及
効
果
を
計
算
し
て
み
ま
し
ょ
う
│
平
成
十

七
年
産
業
連
関
表
（
三
十
四
部
門
別
）
│
」http://w

w
w

.stat.go.jp/
data/io/hakyu.htm

」
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� モラルの功罪─経済学の視点から
　

経
済
学
部
の
皆
さ
ん
が
、
日
常
接
し
て
い
る
統
計

デ
ー
タ
。
こ
こ
で
は
普
段
あ
ま
り
気
に
し
な
い
よ
う
な

統
計
（
学
）
に
つ
い
て
、
お
話
し
し
ま
す
。

統
計
に
法
律
が
あ
る
の
？

　

は
い
。「
統
計
法
」
と
い
う
法
律
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
戦
後
日
本
が
連
合
国
の
占
領
下
に
あ
っ
た
昭
和

二
十
二（
一
九
四
七
）年
に
公
布
さ
れ
、
平
成
十
九（
二

〇
〇
七
）
年
に
全
面
改
訂
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に

こ
の
法
律
の
目
的
が
第
一
条
に
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で

引
用
し
ま
す
。

（
目
的
）

第
一
条　

こ
の
法
律
は
、
公
的
統
計
が
国
民
に
と
っ
て

合
理
的
な
意
思
決
定
を
行
う
た
め
の
基
盤
と
な
る
重
要

な
情
報
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
公
的
統
計
の
作
成

及
び
提
供
に
関
し
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に

よ
り
、
公
的
統
計
の
体
系
的
か
つ
効
率
的
な
整
備
及
び

そ
の
有
用
性
の
確
保
を
図
り
、
も
っ
て
国
民
経
済
の
健

全
な
発
展
及
び
国
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

　

つ
ま
り
、
太
閤
検
地
を
引
き
合
い
に
出
す
ま
で
も
な

く
、
国
力
を
き
ち
ん
と
把
握
す
る
に
は
統
計
デ
ー
タ
の

収
集
、
利
活
用
が
重
要
だ
と
言
う
こ
と
で
、
当
然
の
こ

と
と
し
て
人
も
予
算
も
付
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

法
律
を
元
に
し
て
行
わ
れ
て
い
る
基
幹
統
計
が
、
国
勢

調
査
と
国
民
経
済
計
算
で
す
。

　

ご
存
じ
の
よ
う
に
国
勢
調
査
は
、
五
年
に
一
度
行
わ

れ
ま
す
（
正
確
に
は
西
暦
の
末
尾
が
０
の
年
の
大
規
模

調
査
と
西
暦
の
末
尾
が
５
の
と
き
の
簡
易
調
査
か
ら
成

り
立
っ
て
い
ま
す
）。
全
員
を
く
ま
な
く
調
べ
る
の
で

悉
皆（
し
っ
か
い
）調
査
と
も
呼
ば
れ
る
国
勢
調
査
は
、

統
計
法
が
で
き
る
以
前
の
大
正
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
は
統
計
法
に
も
と
づ
い
て
い
ま
す
の

で
個
人
情
報
を
扱
う
調
査
員
だ
け
で
な
く
虚
偽
の
答
弁

を
し
た
も
の
に
も
罰
則
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
そ

れ
ぞ
れ
一
〇
〇
万
円
以
下
と
五
〇
万
円
以
下
の
罰
金
）

　

噂
で
は
、
む
か
し
、
国
勢
調
査
を
行
う
た
め
の
大
型

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
構
想
が
示
さ
れ
た
と
き
、
五
年
に
一

度
し
か
使
わ
な
い
の
で
無
駄
だ
と
各
方
面
か
ら
指
摘
さ

れ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
当
局
は
そ
の
空
い
て

い
る
時
期
に
は
共
通
一
次
試
験（
今
の
セ
ン
タ
ー
試
験
）

の
処
理
を
行
う
と
提
案
し
、
予
算
を
獲
得
で
き
た
そ
う

で
す
。

　

ま
た
経
済
学
部
で
は
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
国
民

経
済
計
算
（
Ｓ
Ｎ
Ａ
）
で
す
が
、
海
外
で
はU

N
sna

と

い
わ
れ
て
お
り
、
国
連
経
済
社
会
理
事
会
の
下
に
あ
る

国
連
統
計
委
員
会
（U

nited N
ations Statistics 

D
ivision

）
で
各
国
地
域
か
ら
の
提
案
が
議
論
さ
れ
、

議
決
さ
れ
た
も
の
が
た
と
え
ば93SN

A

と
い
っ
た
名

称
で
採
用
さ
れ
、
社
会
の
変
化
に
応
じ
て
進
化
を
遂
げ

て
い
ま
す
。
逆
に
言
え
ば
、
ル
ー
ル
が
変
わ
る
と
デ
ー

タ
の
遡
及
が
難
し
く
な
り
、
日
本
国
内
の
デ
ー
タ
で

あ
っ
て
も
、
現
時
点
で
は
一
九
八
〇
年
ま
で
し
か
得
ら

れ
な
い
も
の
の
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
私
が
学
生
の

頃
は
Ｇ
Ｎ
Ｐ
（Gross N

ational Product ; 

国
民
総

生
産
）
が
議
論
の
中
心
で
し
た
が
、
海
外
と
の
や
り
と

り
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ
て
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（Gross 

D
om

estic Product ; 

国
内
総
生
産
）
を
分
析
対
象
に

す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
資
料
集
に
よ
っ
て
は

両
者
を
掲
げ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
実
質
値
な

ど
少
し
丁
寧
な
分
析
を
試
み
る
と
き
に
は
、
デ
ー
タ
の

変
換
、
近
似
な
ど
の
対
応
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

S
tatistics

と
統
計
学
の
関
係
は
？

　

次
は
、
統
計
学
を
示
すStatistics

と
い
う
単
語
に

つ
い
て
で
す
。
辞
書
に
よ
れ
ば
、
ラ
テ
ン
語
で「
立
つ
」

を
示
すstare

と
い
う
単
語
か
ら
、「
政
治
」
を
し
め
す

統
計
の
豆
知
識

豊
原 

法
彦　

教
授
（
経
済
統
計
学
）
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statisticus

を
経
て
こ
の
単
語
が
生
ま
れ
た
そ
う
で

す
。つ
ま
り
、も
と
も
と
は
国
の
状
態
を
示
す
単
語
で
、

先
の
統
計
法
の
概
念
に
近
い
も
の
で
す
。
実
は
、
明
治

の
初
期
に
はstatistics

を
「
国
勢
学
」
と
呼
ん
で
い
た

時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本
語
の
「
統

計
学
」
と
は
計
っ
た
も
の
を
統
べ
る
（
＝
全
体
を
ま
と

め
、
支
配
す
る
）
学
問
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
よ
り

実
務
を
示
す
形
へ
と
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
変
わ
っ
て
き
た
こ

と
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
単
に
数
字
を
ま

と
め
る
だ
け
で
は
な
い
こ
と
は
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
皆
さ
ん
が
大
学
で
学
ん

で
い
る
、
目
の
前
に
あ
る
デ
ー
タ
か
ら
そ
の
背
後
に
あ

る
母
集
団
を
統
計
的
に
推
測
す
る
と
い
う
、
統
計
学
と

は
少
し
違
う
印
象
を
持
た
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

実
は
明
治
の
初
期
に
創
作
さ
れ
た
言
葉
に
は「
情
報
」

（
情
況
報
告
の
短
縮
語
と
言
わ
れ
、
決
し
て
「
情
け
に

報
い
る
」
と
い
う
ウ
エ
ッ
ト
な
意
味
で
は
な
い
）
や
虚

数
（
虚
々
実
々
と
い
う
熟
語
か
ら
「
実
」
の
反
対
語
と

し
て
「
虚
」
が
選
ば
れ
た
。
英
語
で
はim

aginary 
num

ber

な
の
で
、
想
像
上
の
数
）、「
野
球
」（baseball

を
素
直
に
訳
せ
ば
塁
球
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

お
金
を
か
け
た
Ｇ
Ｄ
Ｐ
統
計
の
は
ず
な
の
に
数
字

が
合
っ
て
な
い
っ
て
本
当
？

　

は
い
。
統
計
上
の
不
突
合
と
言
い
ま
す
。
経
済
学
で

は
最
初
の
と
こ
ろ
で
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
生
産
面
、
分
配
面
、

支
出
面
に
つ
い
て
一
致
す
る
と
い
う
三
面
等
価
の
原
則

を
学
び
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
総
理
府
統
計
局
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
見
て
み
る
と
、
平
成
二
十
二
年
度
の
国
内
総

生
産
勘
定
（
生
産
側
及
び
支
出
側
）
で
は
、
生
産
側
の

方
に
「
統
計
上
の
不
突
合
」
と
し
て
約
二
兆
円
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
デ
ー
タ
捕
捉
が
消
費
、
投

資
と
い
っ
た
支
出
面
の
方
が
、
雇
用
者
報
酬
、
営
業
余

剰
な
ど
の
分
配
・
生
産
面
よ
り
も
容
易
な
の
で
、
支
出

面
に
あ
わ
せ
る
形
で
生
産
側
を
調
整
し
て
い
る
こ
と
が

原
因
で
す
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
都
道
府
県
庁
は
じ
め
各
機
関
が

デ
ー
タ
を
収
集
し
、
産
業
連
関
表
を
用
い
て
中
間
生
産

な
ど
を
精
査
し
な
が
ら
作
成
さ
れ
た
二
次
統
計
な
の

で
、
そ
の
性
質
上
、
漏
れ
の
部
分
が
出
て
き
ま
す
。
そ

れ
を
、
よ
り
正
確
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
支
出
側
に
あ
わ

せ
る
形
で
こ
の
よ
う
な
処
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

景
気
回
復
と
言
わ
れ
て
も
実
感
を
伴
わ
な
い
の
で

す
が
。

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、「
景
気
」
を
ダ

イ
レ
ク
ト
に
表
す
経
済
指
標
は
な
く
、
内
閣
府
経
済
社

会
総
合
研
究
所
が
生
産
、雇
用
、流
通
等
の
時
系
列
デ
ー

タ
を
加
工
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
銀
行

も
金
融
政
策
決
定
会
合
後
に
金
融
経
済
月
報
に
お
い
て

公
表
し
て
お
り
、
例
え
ば
２
０
１
３
年
１
月
で
は
「
わ

が
国
の
景
気
は
、
弱
め
に
推
移
し
て
い
る
。」
と
し
て

い
ま
す
。

　

景
気
が
実
感
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
理
由
を
元
気

と
い
う
体
調
と
比
較
し
て
考
え
て
み
ま
す
。
あ
る
人
が

元
気
で
あ
る
か
の
判
断
に
は
そ
の
人
の
身
体
状
態
に
関

す
る
情
報（
身
長
、
体
重
、
血
圧
、
血
液
組
成
分
な
ど
）

の
継
続
的
な
デ
ー
タ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば

Ｂ
Ｍ
Ｉ（
＝
㎏
表
示
の
体
重
÷
ｍ
表
示
の
身
長
の
２
乗
）

は
肥
満
度
を
示
す
指
標
で
20
未
満
で
あ
れ
ば
や
せ
気

味
、
26
・
５
以
上
で
あ
れ
ば
太
り
過
ぎ
な
ど
と
言
わ
れ

ま
す
。
ま
た
過
去
の
値
と
比
較
す
る
こ
と
も
重
要
で
、

同
じ
Ｂ
Ｍ
Ｉ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
が
増
加
傾
向
に

あ
る
か
減
少
傾
向
に
あ
る
か
に
よ
っ
て
判
断
が
異
な
る

で
し
ょ
う
し
、
さ
ら
に
メ
ン
タ
ル
状
況
も
合
わ
せ
る
こ

と
で
「
元
気
」
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
の
で

し
ょ
う
。

　

景
気
の
判
断
に
関
し
て
経
済
社
会
総
合
研
究
所
は
あ

ら
か
じ
め
選
ば
れ
た
指
標
を
先
行
、
一
致
、
遅
行
に
分

け
、
各
々
の
過
去
３
ケ
月
の
変
化
方
向
に
基
づ
い
て

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
個
別
指
標
の
う
ち
雇
用
や
家
計

に
関
す
る
も
の
は
先
行
系
列
に
は
「
新
規
求
人
数
」、

一
致
系
列
に
は
「
有
効
求
人
倍
率
」
と
「
所
定
外
労
働

時
間
指
数
」、
遅
行
系
列
に
は
「
家
計
消
費
支
出
（
全

国
勤
労
者
世
帯
）」と「
常
用
雇
用
指
数
」が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
景
気
が
よ
く
な
る
と
期
待
し
た
企
業
が
新
規

雇
用
を
行
い
、
人
手
不
足
の
改
善
を
行
う
中
で
家
計
の

消
費
が
拡
大
す
る
と
い
う
モ
デ
ル
を
想
定
し
て
お
り
、

実
際
に
デ
ー
タ
で
裏
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
家

計
が
景
気
回
復
を
実
感
す
る
に
は
ラ
グ
が
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
よ
り
個
人
実
感
に
近
づ
け
る
た
め
に
景
気

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
の
よ
う
に
市
井
の
人
た
ち
が
も
つ

景
気
の
実
感
を
大
ま
か
に
調
べ
る
も
の
も
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
新
聞
な
ど
で
見
ら
れ
る
景
気

に
つ
い
て
は
、
少
し
長
い
ス
パ
ン
で
見
た
方
が
い
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

統
計
デ
ー
タ
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
お
話
し
し
て
き
ま

し
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
さ
え
あ
れ
ば
デ
ー
タ
が
す

ぐ
に
手
に
入
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
出
自
を
明
確
に

し
た
上
で
、
日
々
の
勉
学
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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日
本
文
化
史
家
に
し
て
評
論
家
の
加
藤
周
一１

が
晩
年

の
対
談
の
な
か
で
、
議
会
主
義
の
伝
統
の
あ
る
イ
ギ
リ

ス
で
の
多
数
決
の
考
え
方
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
欧

米
と
は
異
な
る
日
本
で
の
意
思
統
一
の
問
題
性
に
つ
い

て
熱
っ
ぽ
く
説
い
て
い
る
場
面
が
あ
る２

。
結
論
か
ら
言

え
ば
日
本
で
は
「
少
数
意
見
の
尊
重
」
が
不
充
分
だ
と

い
う
こ
と
な
の
だ
が
、
老
練
な
評
論
家
の
次
の
よ
う
な

議
論
に
は
、
亡
き
後
も
な
お
一
層
の
共
感
を
覚
え
る
も

の
で
あ
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
多
数
決
を
す
る
と
き
、
多
数
派
も
少
数

派
も
そ
れ
な
り
に
理
由
が
あ
る
中
で
「
現
段
階
で
は
ど

ち
ら
が
正
し
い
か
分
か
ら
な
い
」
け
れ
ど
も
、「
ま
あ

仮
に
」
一
定
の
方
向
で
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す

れ
ば
多
数
派
の
意
見
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
い
、
と
考
え

て
決
定
す
る
。
そ
の
結
果
、
少
数
派
も
ひ
っ
く
る
め
て

集
団
が
多
数
派
の
方
向
に
進
む
こ
と
に
な
る
が
、
少
数

派
の
意
見
は
、
そ
れ
は
そ
れ
で
あ
り
う
る
こ
と
と
し
て

集
団
の
中
に
と
っ
て
お
か
れ
る
。「
あ
と
で
」
そ
れ
が

正
し
い
こ
と
が
分
か
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
留
保
と

と
も
に
、
集
団
内
に
保
持
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に

対
し
て
日
本
で
は
、採
決
で
多
数
を
と
っ
た
意
見
が「
正

し
い
」
こ
と
に
な
り
、
進
む
か
ら
に
は
全
員
一
致
で
進

む
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
少
数
意
見
保
持
者
を
説
得

し
、多
数
派
の
意
見
に
変
え
さ
せ
よ
う
と
す
る
。い
や
、

そ
の
作
業
は
採
決
を
す
る
前
か
ら
行
わ
れ
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
あ
る
。
そ
も
そ
も
多
数
決
を
好
ま
な
い
の
が
日

本
社
会
で
あ
る
。「
徹
夜
で
説
得
し
ま
し
た
」
と
い
う

の
が
美
談
と
な
り
、「
全
員
一
丸
と
な
っ
て
」
事
を
進

め
た
い
と
思
う
。「
説
得
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
あ
く
ま

で
少
数
意
見
を
正
し
い
と
信
ず
る
者
は
「
村
八
分
」
に

さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
日
本
の
「
ム
ラ
社
会
」
な
の

で
あ
る
。

　

そ
こ
に
は
皆
で
一
緒
に
頑
張
る
清
々
し
さ
は
あ
る
の

だ
が
、
そ
の
た
め
に
常
に
生
ず
る
日
本
特
有
の
弊
害
が

あ
る
。
そ
の
最
た
る
も
の
は
、
一
定
の
方
向
へ
と
進
行

す
る
際
に
反
対
意
見
を

│
少
な
く
と
も
決
定
機
関
か

ら
は

│
消
滅
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
進

路
が
間
違
っ
て
い
る
こ
と
に
後
で
気
付
い
て
も
途
中
で

の
軌
道
修
正
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
だ
、
と
加
藤

は
言
う
。
方
向
転
換
は
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
カ
タ
ス

ト
ロ
ー
フ
に
陥
る
ま
で
で
き
な
い
の
で
あ
る
。例
え
ば
、

第
二
次
世
界
大
戦
で
は
あ
る
程
度
の
時
点
で
日
本
が
負

け
る
こ
と
が
上
層
部
を
含
め
て
分
か
っ
て
き
て
い
た
の

だ
が
、
戦
争
を
や
め
る
意
見
が
抹
殺
さ
れ
て
い
て
、
う

す
う
す
分
か
っ
て
い
て
も
誰
も
そ
れ
を
言
わ
な
い
。
原

爆
投
下
と
い
う
大
カ
タ
ス
ト
ロ
ー
ス
が
来
る
ま
で
言
え

な
か
っ
た
の
だ
が
、
も
っ
と
早
く
方
向
転
換
で
き
て
い

れ
ば
原
爆
犠
牲
者
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
水
俣
病
の
と

き
も
そ
う
で
、
工
場
排
水
が
問
題
だ
と
い
う
こ
と
は
あ

る
程
度
の
時
点
で
分
か
っ
て
き
た
の
に
、
人
が
死
ん
だ

り
重
傷
者
が
出
た
り
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
初
め
て
排

水
を
止
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
早
期
に
そ
う
し
て
い
れ

ば
犠
牲
者
は
減
ら
せ
た
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
決
定
機

関
の
中
に
少
数
意
見
が
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
な
の
で

あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
加
藤
の
指
摘
が
彼
の
死
後
な
お
一
層

私
た
ち
に
強
い
共
感
を
呼
ぶ
の
は
、
昨
年
三
月
十
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
カ

タ
ス
ト
ロ
ー
フ
と
と
も
に
、
原
発
を
め
ぐ
る
議
論
が
い

か
に
乏
し
か
っ
た
の
か
暴
露
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。「
国

策
」
と
し
て
権
威
づ
け
ら
れ
た
原
発
推
進
と
い
う
多
数

意
見
に
よ
っ
て
、
脱
原
発
・
反
原
発
と
い
う
少
数
意
見

が
圧
殺
さ
れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
す
で

に
指
摘
さ
れ
て
い
た
津
波
に
よ
る
損
傷
・
大
事
故
の
可

能
性
が
、
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
原
発
推

進
派
は
そ
れ
を
聞
こ
う
と
せ
ず
安
全
神
話
で
も
っ
て
押

し
切
っ
て
き
た
の
で
事
故
を「
想
定
外
だ
っ
た
」と
言
っ

た
が
、
反
対
派
や
地
震
学
者
か
ら
そ
の
問
題
が
指
摘
さ

れ
て
い
た
の
だ
か
ら３

、
た
だ
単
に
そ
れ
を
「
想
定
」
の

「
ム
ラ
社
会
」
日
本
の
損
失

原
田 

哲
史　

教
授
（
文
化
と
社
会
の
経
済
学
）
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中
に
入
れ
な
か
っ
た
だ
け
な
の
で
あ
る
。
東
京
電
力
内

に
は
そ
の
懸
念
に
注
意
を
喚
起
す
る
者
は
い
な
か
っ
た

し
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
東
電
の
一
般
幹
部
で
も
意
見
が

言
え
な
い
よ
う
な
「
原
子
力
村
」
と
呼
ば
れ
た
限
ら
れ

た
者
た
ち
（
原
発
推
進
を
至
上
目
的
と
す
る
産
官
学
の

グ
ル
ー
プ
）
の
意
向
の
み
で
原
発
が
管
理
・
運
営
さ
れ

て
い
た
。
様
々
な
意
見
を
取
り
入
れ
て
運
営
す
る
体
制

に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
大
カ
タ

ス
ト
ロ
ー
フ
が
起
き
て
初
め
て
そ
う
し
た
問
題
を
考
え

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
損
害
は
計
り
知
れ
な
い
。

そ
れ
以
前
か
ら
そ
う
し
た
声
を
真
摯
に
考
慮
し
て
い
れ

ば
、
被
害
は
防
げ
た
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
よ
り
適

切
な
対
処
に
よ
っ
て
、
被
害
は
少
な
く
で
き
た
は
ず
で

あ
る
。
ま
さ
に
こ
の
原
発
事
故
は
加
藤
の
指
摘
し
た
日

本
社
会
で
の
意
思
形
成
の
問
題
を
如
実
に
示
し
て
い

る
。

　

個
人
的
な
話
に
な
る
が
、
大
学
院
生
の
頃
、
熱
心
に

反
原
発
運
動
を
し
て
い
た
知
人
が
い
た
。
そ
の
後
、
私

の
留
学
な
ど
で
彼
と
は
連
絡
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
た

し
、
も
う
か
れ
こ
れ
三
十
年
も
た
っ
て
い
る
の
だ
が
、

福
島
の
あ
の
事
故
の
後
ふ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
彼
の

名
前
を
検
索
し
て
み
た
。
す
る
と
彼
の
サ
イ
ト
が
あ
っ

て
、
懺
悔
す
る
よ
う
な
口
調
で
次
の
よ
う
な
内
容
が
吐

露
さ
れ
て
い
た
。
自
分
は
も
と
も
と
反
原
発
運
動
に
力

を
入
れ
て
い
た
し
、
今
回
の
よ
う
な
事
故
が
起
き
る
可

能
性
を
指
摘
し
て
電
力
会
社
に
も
訴
え
か
け
た
が
、
い

く
ら
言
っ
て
も
「
安
全
だ
」
で
突
っ
ぱ
ね
ら
れ
る
だ
け

で
電
力
会
社
か
ら
は
ま
と
も
に
相
手
に
さ
れ
な
か
っ

た
。
そ
れ
に
、
反
原
発
運
動
を
し
て
い
た
ら
、
他
に
も

携
わ
っ
て
い
た
市
民
運
動
で
自
治
体
の
仕
事
な
ど
を
請

け
負
お
う
と
し
て
も
、
反
原
発
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ

て
締
め
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
子
供
を

抱
え
て
生
活
を
立
て
て
い
か
な
い
と
い
け
な
か
っ
た
の

で
、
あ
る
と
き
か
ら
反
原
発
の
運
動
を
や
め
て
し
ま
っ

た
。
こ
ん
な
こ
と
で
本
当
に
申
し
訳
な
か
っ
た
。
福
島

の
方
々
に
謝
罪
し
た
い
。
と
、
こ
う
書
か
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

坂
本
龍
一
の
よ
う
に
財
を
成
し
た
有
名
人
な
ら
事
故

前
か
ら
反
原
発
を
発
言
し
て
も
ビ
ク
と
も
し
な
い
だ
ろ

う
け
れ
ど
、
事
故
後
で
さ
え
反
原
発
を
表
明
し
た
俳
優

が
職
を
失
っ
た
と
聞
く
。
事
故
前
に
下
か
ら
の
市
民
運

動
と
し
て
そ
れ
を
訴
え
る
の
は
あ
ま
り
に
も
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
が
大
き
く
、
生
活
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
を
意

味
し
た
の
で
あ
る
。
現
在
、
政
府
も
脱
原
発
を
決
定
し

よ
う
と
し
て
お
り
、
も
は
や
反
原
発
を
叫
ぶ
こ
と
も
少

数
派
に
属
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
日
本
社
会

に
お
け
る
少
数
意
見
の
圧
殺
の
構
造
そ
れ
自
体
は
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
機
に
振
り
返
っ
て
み
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。「
皆
で
一
緒
に
頑
張
ろ
う
！
」
と
い
う

こ
と
自
体
は
良
い
し
、
日
本
社
会
の
美
徳
で
も
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
一
定
の
方
向
で
集
団
が
進
ん
で
い
く
と
き

は
、
行
動
を
共
に
す
る
必
要
も
あ
る
。
け
れ
ど
、
た
と

え
そ
う
だ
と
し
て
も
、
そ
の
と
き
心
の
中
で
別
の
意
見

を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
圧
殺
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。そ
し
て
機
会
が
あ
る
と
き
に
そ
れ
を
発
言
で
き
、

ま
た
多
数
者
が
そ
れ
に
耳
を
傾
け
る
空
気
と
い
う
も
の

が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
心
情
や
意
識
の
み
な
ら
ず
、

制
度
で
も
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
そ
う
し
て
日
本
社
会
の
特
質
か
ら
生
ず
る
弊
害

が
軽
減
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
経
済
学
的
・
数
量

的
に
見
て
も
、
カ
タ
ス
ト
ロ
ー
フ
が
来
て
か
ら
の
軌
道

修
正
で
は
、
あ
ま
り
に
も
損
失
が
大
き
い
の
で
あ
る
。

１　

 

加
藤
周
一
、
一
九
一
九
〜
二
〇
〇
八
年
。
東
京
帝
国
大
学
医
学
部

を
卒
業
し
医
師
と
な
る
が
、
文
芸
評
論
や
文
化
論
・
文
化
史
論
を

中
心
に
執
筆
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
通
じ
て
欧
米

と
の
比
較
に
お
け
る
日
本
文
化
・
社
会
の
特
性
を
明
ら
か
に
し
、

社
会
・
政
治
に
関
す
る
批
評
も
多
数
発
表
し
て
い
る
。
一
九
六
〇

年
に
は
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
（
本
学

の
提
携
大
学
）
に
招
聘
さ
れ
て
、
日
本
の
文
化
・
文
学
史
を
講
義

す
る
。
そ
の
内
容
を
含
む
主
著
『
日
本
文
学
史
序
説
』
上
（
一
九

七
五
年
）・
下
（
一
九
八
〇
年
）
は
、
英
語
を
は
じ
め
数
か
国
語

に
翻
訳
さ
れ
て
、
世
界
的
な
名
著
と
な
っ
て
い
る
。『
加
藤
周
一

著
作
集
』
全
二
十
四
巻
お
よ
び
別
巻
（
平
凡
社
、
一
九
七
八
〜
九

七
年
）。

２　

 『
日
本
そ
の
心
と
か
た
ち
』（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
ジ
ブ
リ
学
術
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
』）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
、
二
〇
〇
五
年
、「
特
別
講

義
」。
そ
の
他
、
同
様
の
加
藤
氏
の
議
論
は
『
日
本
文
化
に
お
け

る
時
間
と
空
間
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
第
一
部
「
第
三
章

行
動
様
式
」
に
も
見
ら
れ
る
。

３　

 

大
惨
事
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
脱
原
発
・
反
原
発
の
市
民
運
動
に

よ
る
叫
び
が
無
視
さ
れ
続
け
た
の
み
な
ら
ず
、
原
子
力
安
全
委
員

会
委
員
で
あ
っ
た
地
震
学
者
の
石
橋
克
彦
（
当
時
、
神
戸
大
学
教

授
）
が
活
断
層
と
の
関
連
で
大
地
震
発
生
に
よ
る
原
発
の
危
険
性

を
指
摘
し
て
も
受
容
さ
れ
ず
二
〇
〇
六
年
に
委
員
を
辞
任
す
る
と

い
う
事
態
を
鑑
み
た
と
き
、
そ
の
深
刻
さ
を
あ
ら
た
め
て
思
い
知

ら
さ
れ
る
。
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� モラルの功罪─経済学の視点から

「
食
の
安
全
・
安
心
」の
リ
ス
ク

東
田 

啓
作　

教
授
（
資
源
経
済
学
）

　

最
近
、「
食
の
安
全
・
安
心
」
と
い
う
コ
ピ
ー
を
見

聞
き
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
で
は
、「
食
の
安
全
」

あ
る
い
は
「
食
の
安
心
」
と
は
何
だ
ろ
う
か
。

　

食
の
安
全
に
つ
い
て
は
、
平
成
15
年
７
月
１
日
に
内

閣
府
の
下
に
設
置
さ
れ
た
食
品
安
全
委
員
会
の
役
割
を

み
る
と
分
か
り
や
す
いⅰ

。
食
品
安
全
委
員
会
は
、
食
品

に
含
ま
れ
る
可
能
性
の
あ
る
添
加
物
や
農
薬
、
あ
る
い

は
病
害
虫
や
ウ
ィ
ル
ス
な
ど
の
危
害
要
因
の
摂
取
が
、

ど
の
く
ら
い
の
確
率
で
ど
の
程
度
健
康
に
影
響
を
与
え

る
の
か
を
、
科
学
的
知
見
に
基
づ
き
客
観
的
に
評
価
す

る
。
し
た
が
っ
て
、
食
の
安
全
は
、
リ
ス
ク
（
＝
被
害

が
発
生
す
る
確
率
）
と
発
生
し
た
場
合
の
被
害
の
深
刻

さ
に
基
づ
い
て
、客
観
的
に
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
、
食
の
安
心
は
客
観
的
に
評
価
す
る
こ
と
が
難

し
い
。
安
心
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
個
々
の
消
費
者
の

主
観
的
評
価
に
依
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
食

品
添
加
物
を
気
に
す
る
人
も
い
れ
ば
、
全
く
気
に
し
な

い
人
も
い
る
。
低
価
格
が
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
の
フ
ァ

ミ
レ
ス
の
食
事
を
喜
ん
で
食
べ
る
人
も
い
れ
ば
、
そ
れ

を
安
心
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
も
い
る
。
輸

入
食
品
と
聞
く
だ
け
で
安
心
で
き
な
い
人
も
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
食
の
安
心
の
程
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
消
費

者
に
よ
っ
て
異
な
る
。

　

確
か
に
、
我
々
の
食
生
活
が
安
全
で
あ
る
こ
と
は
望

ま
し
い
し
、
安
心
し
て
豊
か
な
食
生
活
を
送
れ
る
こ
と

は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
食
糧
を
生
産
す
る
農
家

や
農
業
生
産
法
人
、
食
品
を
加
工
す
る
企
業
、
食
事
を

提
供
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
っ
た
供
給
者
は
、
食
品
添

加
物
や
残
留
農
薬
の
基
準
を
遵
守
す
べ
き
で
あ
る
。
基

準
が
適
正
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
モ
ラ
ル
の
観
点
か
ら
も

そ
う
す
べ
き
で
あ
る
。
食
品
偽
装
に
い
た
っ
て
は
問
題

外
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
生
産
に
関
す
る
情
報
が
市
場
を

通
じ
て
消
費
者
に
伝
達
さ
れ
る
仕
組
み
（
＝
ラ
ベ
リ
ン

グ
制
度
）
が
出
来
上
が
れ
ば
、
市
場
価
格
は
安
全
が
生

み
出
す
効
用
や
安
全
を
作
り
出
す
た
め
の
費
用
を
反
映

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

し
か
し
、
安
全
・
安
心
を
や
み
く
も
に
求
め
る
こ
と

は
必
ず
し
も
社
会
に
と
っ
て
望
ま
し
い
結
果
を
も
た
ら

さ
な
い
。
特
に
、
最
近
こ
の
コ
ピ
ー
が
濫
用
さ
れ
る
傾

向
に
あ
り
、
消
費
者
も
求
め
す
ぎ
る
傾
向
に
あ
る
よ
う

な
印
象
を
受
け
る
。

　

一
般
的
に
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
に
は
費
用
が
か
か

る
。
以
下
で
は
、
安
全
・
安
心
を
過
度
に
求
め
る
こ
と

の
費
用
に
つ
い
て
、
経
済
学
的
に
考
え
て
み
よ
う
。

　

第
１
に
、
効
率
的
な
農
業
生
産
、
効
率
的
な
食
品
流

通
が
阻
害
さ
れ
る
。
経
済
学
部
で
は
、
１
回
生
の
時
か

ら
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
勉
強
す
る
（
こ
と
に
な
っ
て
い

る
）。
市
場
は
、
効
率
的
な
資
源
配
分
を
実
現
す
る
た

め
の
最
良
の
仕
組
み
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
リ
ス
ク

を
減
ら
す
た
め
に
は
費
用
が
か
か
る
。
し
た
が
っ
て
、

安
全
の
た
め
に
ど
の
程
度
費
用
を
か
け
る
か
は
、
実
現

さ
れ
る
安
全
性
の
便
益
と
比
較
衡
量
し
た
う
え
で
決
め

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
極
端
な
安
全
や
安
心
を
求
め
る

こ
と
は
、
本
来
な
ら
ば
よ
り
低
い
費
用
で
供
給
さ
れ
て

い
た
は
ず
の
食
糧
や
食
品
が
、
高
い
費
用
で
供
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
使
用
し
て
も
健
康
に
被
害
が
出
な
い

農
薬
や
食
品
添
加
物
の
使
用
を
禁
止
す
る
こ
と
は
、
生

産
費
用
を
極
め
て
大
き
な
も
の
と
す
る
た
め
、
社
会
厚

生
の
観
点
か
ら
決
し
て
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
現

在
の
日
本
で
は
、
農
薬
は
、
そ
の
安
全
性
を
確
保
す
る

た
め
農
薬
取
締
法
に
基
づ
き
製
造
、
輸
入
か
ら
販
売
そ

し
て
使
用
に
至
る
全
て
の
過
程
で
厳
し
く
規
制
・
管
理

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
使
用
方
法
を
誤
ら
な
け

れ
ば
、
安
全
性
は
極
め
て
高
いⅱ

。

　

第
２
に
、
貿
易
の
利
益
を
失
う
。
消
費
者
は
、
輸
入

さ
れ
た
食
糧
や
食
品
か
ら
、
病
害
虫
、
カ
ビ
、
有
害
な

食
品
添
加
物
、
あ
る
い
は
残
留
農
薬
が
検
出
さ
れ
た
と

聞
く
と
、
過
剰
に
反
応
す
る
傾
向
が
あ
る
。
過
去
の
実

証
研
究
や
実
験
で
も
示
さ
れ
て
い
る
が
、
我
々
は
、
新
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し
い
も
の
、あ
る
い
は
よ
く
知
ら
な
い
も
の
に
対
し
て
、

よ
り
そ
の
リ
ス
ク
を
過
大
に
評
価
す
る
傾
向
に
あ
る
。

安
全
・
安
心
を
過
剰
に
求
め
る
場
合
、
特
定
の
輸
入
食

料
・
食
品
の
輸
入
禁
止
措
置
が
と
ら
れ
か
ね
な
い
。
経

済
学
部
で
は
、
や
は
り
１
回
生
か
ら
貿
易
の
利
益
が
い

か
に
大
き
く
重
要
な
こ
と
な
の
か
を
勉
強
す
る
（
こ
と

に
な
っ
て
い
る
）。
ほ
ん
の
一
握
り
の
食
糧
や
食
品
が

有
害
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
、
同
種
の
食
糧
や
食
品
す

べ
て
を
輸
入
禁
止
に
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
便
益
に
比

べ
て
大
き
な
費
用
が
か
か
る
政
策
措
置
で
あ
るⅲ

。

　

第
３
に
、
か
え
っ
て
リ
ス
ク
を
高
め
る
結
果
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
る
。
多
く
の
人
々
は
、
農
薬
を
用
い

て
生
産
さ
れ
た
通
常
の
農
産
物
よ
り
も
、
有
機
栽
培
の

認
証
を
受
け
た
農
産
物
の
ほ
う
が
安
全
だ
と
考
え
る
傾

向
に
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
正
し
い
判
断

で
は
な
い
。
有
機
農
産
物
に
も
、
有
害
な
物
質
は
含
ま

れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、

現
在
の
日
本
に
お
い
て
登
録
さ
れ
て
い
る
農
薬
に
よ
っ

て
健
康
被
害
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
は
極
め
て
小
さ
い
。

我
々
は
、
あ
る
基
準
を
満
た
し
た
も
の
（
認
証
を
受
け

た
も
の
）
は
実
際
よ
り
も
安
全
だ
と
考
え
、
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
も
の
（
認
証
を
受
け
て
い
な
い
も
の
）

は
実
際
よ
り
も
安
全
で
は
な
い
と
考
え
が
ち
で
あ
る
。

消
費
者
は
ま
た
、
安
全
・
安
心
に
見
え
る
も
の
を
過
度

に
信
頼
す
る
傾
向
も
あ
る
。
健
康
食
品
は
、
と
て
も
健

康
に
良
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、
読
者
の
多
く
は
、
ダ

イ
エ
ッ
ト
食
品
で
健
康
被
害
が
出
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

は
し
ば
し
ば
耳
に
す
る
が
、
普
通
に
利
用
さ
れ
て
い
る

食
品
添
加
物
で
健
康
被
害
が
出
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は

ほ
と
ん
ど
聞
い
た
こ
と
が
な
い
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、

食
品
添
加
物
が
健
康
被
害
を
も
た
ら
す
と
い
う
因
果
関

係
を
デ
ー
タ
で
検
証
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
食
品
添
加
物
が
健
康
被
害

を
も
た
ら
さ
な
い
こ
と
の
結
果
か
も
し
れ
な
い
。

　

消
費
者
に
と
っ
て
、
情
報
の
持
つ
意
味
を
正
確
に
理

解
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
情
報
に
よ
っ
て
判
明
し
た
リ
ス

ク
に
基
づ
い
て
合
理
的
に
行
動
を
す
る
こ
と
は
、
か
な

り
難
し
い
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
リ
ス
ク
を
ゼ
ロ
に
す

る
と
い
う
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
例
え

ば
、
タ
マ
ネ
ギ
に
含
ま
れ
る
あ
る
成
分
は
、
大
量
に
摂

取
す
る
と
、
肝
臓
に
悪
影
響
を
も
た
ら
し
た
り
、
溶
血

性
貧
血
を
引
き
起
こ
し
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
食

品
添
加
物
で
は
な
く
普
通
に
我
々
が
食
す
る
食
品
で
あ

る
た
め
、
基
準
は
存
在
し
な
い
し
、
我
々
の
多
く
が
こ

の
事
実
を
知
ら
な
いⅳ

。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
成
分

か
ら
発
生
す
る
被
害
の
確
率
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
に

は
、
タ
マ
ネ
ギ
を
食
べ
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
筆
者
は
コ
ー
ヒ
ー
が
大
好
き
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
含
ま
れ
る
カ
フ
ェ
イ
ン
は
大
量
に
摂
取
す
る
と

健
康
被
害
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。こ
の
リ
ス
ク
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
に
は
、コ
ー
ヒ
ー

を
あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
いⅴ

。

　

日
本
に
は
、
食
品
添
加
物
、
農
薬
な
ど
に
つ
い
て
、

安
全
の
観
点
か
ら
厳
し
い
基
準
が
存
在
す
る
。
ま
た
、

コ
ー
デ
ッ
ク
ス
規
格
と
言
わ
れ
る
国
際
食
品
規
格
も
存

在
す
るⅵ

。
農
薬
が
危
な
い
の
で
は
な
く
て
、
違
法
な
農

薬
や
違
法
な
農
薬
使
用
法
が
安
全
で
は
な
い
。
輸
入
食

品
が
危
な
い
の
で
は
な
く
て
、
危
な
い
輸
入
食
品
が
安

全
で
は
な
い
。
モ
ラ
ル
の
観
点
か
ら
安
全
・
安
心
を
追

及
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
よ
い
こ
と
の
よ
う
に
考
え
ら

え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、「
食
の
安
全
・
安
心
」

の
コ
ピ
ー
の
氾
濫
に
惑
わ
さ
れ
て
、「
安
全
な
も
の
に

安
心
で
き
ず
に
、
安
全
で
は
な
い
も
の
に
安
心
す
る
」

こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

参
考
文
献

岩
田
健
太
郎
（
２
０
１
２
）『「
リ
ス
ク
」
の
食
べ
方　

│
食
の
安
全
・

安
心
を
考
え
る
』　

ち
く
ま
新
書

畝
山
智
香
子
（
２
０
０
９
）『
ほ
ん
と
う
の
「
食
の
安
全
」
を
考
え
る
』   

化
学
同
人

山
下
一
仁
（
２
０
０
８
）『
食
の
安
全
と
貿
易
│W

T
O

・SPS

協
定
の

法
と
経
済
分
析
』　

日
本
評
論
社

〈
文
末
脚
注
〉

ⅰ　

 

食
品
安
全
委
員
会　
（http://w

w
w

.fsc.go.jp/

）
を
参
照
さ
れ
た

い
。

ⅱ　

 

制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
消
費
安
全
技
術
セ
ン
タ
ー

の
農
薬
に
関
す
る
情
報
の
ペ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ
た
い
。（http://

w
w

w
.acis.fam

ic.go.jp/index.htm

）

ⅲ　

 

食
の
安
全
と
貿
易
に
つ
い
て
は
、
山
下
（
２
０
０
８
）
に
詳
し
く

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ⅳ　

 

こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
畝
山
（
２
０
０
９
）
の
第
１
章
第
３
節

を
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

ⅴ　

 

岩
田
（
２
０
１
２
）
は
、
生
レ
バ
ー
の
禁
止
を
例
に
、
リ
ス
ク
に

つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。

ⅵ　

 

コ
ー
デ
ッ
ク
ス
委
員
会
が
策
定
す
る
。
こ
の
委
員
会
は
、
消
費
者

の
健
康
の
保
護
、食
品
の
公
正
な
貿
易
の
確
保
等
を
目
的
と
し
て
、

１
９
６
３
年
に
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
と
世
界
保
健
機

関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
。
規
格
に
つ
い
て
は
以
下
の

H
P

を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　

 （http://w
w

w
.codexalim

entarius.org/standards/list-of-
standards/en/

）
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� モラルの功罪─経済学の視点から
　

毎
年
の
年
初
め
に
、
多
く
の
調
査
機
関
や
シ
ン
ク
タ

ン
ク
が
一
年
間
の
経
済
予
測
を
行
い
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
講
演
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
年
の
経
済
予

測
は
、
企
業
に
と
っ
て
は
需
要
予
測
や
設
備
投
資
を
行

う
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
経
済
予
測
ほ
ど
胡
散
臭
い
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。
と
言
い
ま
す
の
も
、
調
査
機
関
や
シ
ン
ク

タ
ン
ク
が
行
っ
て
き
た
過
去
の
経
済
予
測
、
例
え
ば
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
な
ど
が
的
中
し
た
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な

い
か
ら
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
予
測
に
は
ハ
ズ
レ
は
つ
き

も
の
な
の
で
す
が
、
こ
れ
ほ
ど
的
中
し
な
い
と
、
経
済

予
測
を
す
る
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
た
ち
が
自
己
の
経
済
予
測

の
蓋
然
性
を
ど
こ
ま
で
信
用
し
て
い
る
の
か
、
い
さ
さ

か
疑
問
を
抱
く
と
こ
ろ
で
す
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、﹁
当

た
る
も
八
卦
、
当
た
ら
ぬ
も
八
卦
﹂
と
い
う
の
が
内
実

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
い
さ
さ
か

無
責
任
で
あ
る
よ
う
な
気
も
し
ま
す
し
、
エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
と
し
て
の
モ
ラ
ル
が
問
わ
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
以
下
で
は
、
こ
の
経
済
予
測
の
有
効
性
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

経
済
予
測
と
い
う
場
合
、
マ
ク
ロ
計
量
経
済
モ
デ
ル

に
よ
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
予
測
や
先
行
指
数
を
用
い
た
景
気
予
測

な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
前
者
の
も
の
と
し
て

は
毎
年
元
旦
の
日
本
経
済
新
聞
に
発
表
さ
れ
る
年
間
Ｇ

Ｄ
Ｐ
成
長
率
の
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
マ
ク
ロ
予
測
な
ど
が
あ

り
、
後
者
と
し
て
は
内
閣
府
が
毎
月
発
表
し
て
い
る
景

気
動
向
指
数
︵
速
報
︶
の
Ｃ
Ｉ
先
行
指
数
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
以
下
で
は
、
こ
の
二
つ
の
数
値
を
用
い
て
経
済

予
測
の
有
効
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

毎
年
お
正
月
に
発
表
さ
れ
て
い
る
日
経
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
の
予
測
値
と
そ
の
年
の
実
現
値
を
プ

ロ
ッ
ト
し
た
の
が
第
１
図
で
す
。

　

こ
の
第
１
図
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率

の
予
測
値
は
実
現
値
を
う
ま
く
予
想
し
て
い
る
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
実
際
、
両
者
の
相
関
係
数
は
０
・
５
１
２

と
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
、
興
味
深
い
事
実
が
観
察

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
予
測
値
と
前
年

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
実
現
値
の
相
関
係
数
が
０
・
８
５
６

と
極
め
て
高
い
と
い
う
事
実
で
す
。
実
際
、
両
者
を
プ

ロ
ッ
ト
す
る
と
第
２
図
の
よ
う
に
描
け
ま
す
。
こ
の
第

２
図
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
予
測
値
は

前
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
実
現
値
と
極
め
て
似
か
よ
っ
た

動
き
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の

で
し
ょ
う
か
。日
経
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
マ
ク
ロ
予
測
の
場
合
、

原
油
価
格
、
為
替
レ
ー
ト
や
金
利
な
ど
の
外
生
変
数
や

政
策
変
数
の
予
測
値
を
与
件
と
し
て
、
次
年
度
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
成
長
率
を
予
測
し
て
い
ま
す
。
実
は
、
こ
れ
ら
の
外

生
変
数
や
政
策
変
数
の
予
測
値
は
前
年
の
実
現
値
に

モ
ラ
ル
の
功
罪�

「
経
済
予
測
の
有
効
性
」

村
田　

治　

教
授
（
理
論
経
済
学
）-6
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引
っ
張
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

そ
の
結
果
と
し
て
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
の
予
測
値
も
前
年

度
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
実
現
値
に
連
動
す
る
傾
向
が
生
じ

る
と
解
釈
さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
内
閣
府
の
Ｃ
Ｉ
先
行
指
数
に
つ
い
て
見
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
１
９
８
５
年
以
降
の
内
閣
府
の
Ｃ
Ｉ
先

行
指
数
と
景
気
基
準
日
付
の
関
係
を
図
示
し
た
の
が
第

３
図
で
す
。
こ
の
第
３
図
か
ら
、
Ｃ
Ｉ
先
行
指
数
は
確

か
に
景
気
基
準
日
付
に
先
行
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　

こ
こ
で
、
第
６
循
環
︵
い
ざ
な
ぎ
景
気
︶
以
降
の
景

気
基
準
日
付
に
対
す
る
Ｃ
Ｉ
先
行
指
数
の
平
均
先
行
月

数
を
求
め
ま
す
と
、
景
気
の
谷
に
対
し
て
は
４
・
２
个

月
、
山
に
対
し
て
は
６
・
４
个
月
Ｃ
Ｉ
先
行
指
数
が
先

行
し
て
い
る
事
実
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

Ｃ
Ｉ
先
行
指
数
は
景
気
の
山
や
谷
に
対
し
て
平
均
で
約

半
年
先
行
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
き
ま
す
と
、
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｓ
な
ど
の

計
量
経
済
モ
デ
ル
を
用
い
た
予
測
で
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長

率
予
測
が
、
与
件
と
な
る
為
替
レ
ー
ト
や
金
利
な
ど
の

外
生
変
数
や
政
策
変
数
の
前
年
度
の
予
測
値
に
依
存
す

る
た
め
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
の
予
測
値
が
前
年
度
の
実
現

値
に
引
っ
張
ら
れ
て
し
ま
い
、
予
測
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
今
年
度
の
経

済
的
条
件
を
前
提
に
次
年
度
を
予
測
し
て
い
る
た
め
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
悪
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
意

味
で
は
、
経
済
予
測
と
し
て
は
望
ま
し
い
結
果
が
出
て

い
な
い
と
言
え
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
予
測
を
行
っ
て
い
る
当
事
者
も
気
づ
い
て
い
な
が

ら
ど
う
し
よ
う
も
で
き
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

他
方
、Ｃ
Ｉ
先
行
指
数
を
用
い
た
景
気
の
転
換
点︵
谷

や
山
︶
に
関
す
る
予
測
で
は
、
平
均
約
半
年
の
先
行
期

間
を
伴
い
な
が
ら
、
転
換
点
の
予
測
に
あ
る
程
度
成
功

し
て
い
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
Ｃ
Ｉ
先
行
指

数
自
体
が
過
去
何
十
年
も
の
経
験
か
ら
改
良
を
重
ね
て

作
ら
れ
て
き
た
指
標
で
あ
る
か
ら
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、こ
の
Ｃ
Ｉ
先
行
指
数
に
よ
る
予
測
も
、

景
気
の
転
換
点
と
い
っ
た
２
～
３
年
に
一
回
発
生
す
る

出
来
事
を
予
測
す
る
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
一
年
ご
と

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
の
予
測
の
よ
う
な
短
期
的
な
予
測
で

は
な
く
中
期
的
な
予
測
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
そ
の
意
味

で
は
、経
済
予
測
は
中
期
的
に
は
か
な
り
有
効
で
す
が
、

半
年
後
な
ど
の
短
期
の
予
測
に
関
し
て
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
、
必
ず
し
も
正
確
で
あ
る
保
証
は
な
い
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
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日本の農業について

東
田　

本
日
は
、ゲ
ス
ト
と
し
て
、私
が
お
世
話
に
な
っ

た
方
お
二
人
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
三
菱
商
事

株
式
会
社
に
お
勤
め
の
山
田
浩
雅
さ
ん
と
株
式
会
社

フ
ィ
デ
ア
総
合
研
究
所
に
お
勤
め
の
齋
藤
信
也
さ
ん
で

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
山
田
さ

ん
は
、
私
が
大
学
時
代
と
も
に
学
ん
だ
友
人
で
あ
り
、

齋
藤
さ
ん
は
、前
任
大
学
で
の
教
え
子
に
あ
た
り
ま
す
。

　

本
日
の
座
談
会
の
テ
ー
マ
は
﹁
日
本
の
農
業
に
つ
い

て
﹂。
今
話
題
の
日
本
の
貿
易
の
自
由
化
は
、
日
本
の

農
業
が
抱
え
る
課
題
や
問
題
の
ほ
ん
の
一
つ
で
す
。
流

通
制
度
や
農
地
制
度
な
ど
、
貿
易
よ
り
も
重
要
な
課
題

は
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
問
題
の
背
景
に
あ

る
事
情
を
お
二
人
に
は
お
話
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
の
日
本
の
農
業
に
つ
い
て
議
論
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

山
田　

は
じ
め
ま
し
て
。
三
菱
商
事
の
山
田
と
申
し
ま

す
。
一
昨
年
の
夏
に
６
年
の
任
期
を
終
え
上
海
駐
在
か

ら
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
は
新
興
国
、
特
に
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
進
出
の
仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。

齋
藤　

は
じ
め
ま
し
て
。
フ
ィ
デ
ア
総
合
研
究
所
の
齋

藤
で
す
。
東
田
先
生
は
私
が
学
生
︵
福
島
大
学
︶
時
代

の
ゼ
ミ
担
当
教
官
で
、
当
時
か
ら
大
変
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
後
は
大
学
院
に
進
学
し
地
域
経

済
に
つ
い
て
研
究
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
修

士
課
程
修
了
と
と
も
に
現
在
の
会
社
に
入
社
し
ま
し

た
。
大
学
と
環
境
は
違
い
ま
す
が
、
東
北
を
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
た
調
査
や
研
究
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

東
田　

ま
た
、
本
日
は
、
私
の
ゼ
ミ
に
所
属
す
る
学
生

２
名
に
も
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。
お
二
人
は
研
究
活
動

を
通
じ
て
農
業
に
関
し
て
強
い
問
題
意
識
を
持
っ
て
い

ま
す
。

武
智　

経
済
学
部
３
年
生
の
武
智
英
里
子
と
申
し
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
研
究
で
農
業
の
生
産
性
に
つ
い
て
研
究

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
卒
論
で
は
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
に
つ
い
て
研
究
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
村　

経
済
学
部
３
年
生
の
中
村
早
利
と
申
し
ま
す
。

山田浩雅さん
三菱商事

齋藤信也さん
フィデア総合研究所

東田啓作・教授

武智英里子さん
３年生

中村早利さん
３年生

　今回の座談会は、「日本の農業について」です。今号の特集「モ
ラルの功罪」でもそうであったように、一般的に正しいと思わ
れていることを、もう一度客観的に考えてみることは大切です。
「日本の農業を守るためには、農産物貿易の自由化は避けなけれ
ばならない」と聞いた人は多いと思います。でも、「日本の農業
を守るためには、農産物貿易を自由化しなければならない」と
聞いたら、皆さんはどう思うのでしょうか。社会科学において
絶対不変の正解はありません。日本の農業を守り、強くするた
めの正しい処方箋も時とともに変わります。そしてなにより大
事なのは、貿易の自由化は、日本の農業が抱える課題・問題の
ほんの一つの側面にすぎないということです。流通制度や農地
制度など、貿易よりも重要な問題が存在しています。個人が自
分にとって正しい判断をしていくためには、多くの事実を知ら
なければなりません。今回の座談会もそのきっかけになってく
れれば嬉しく思います。ところで、座談会冒頭より、話がそれ
てしまい、日本のお菓子についても議論しました。そちらにつ
いても興味を持ってもらえれば幸いです。

「
日
本
の
農
業
に
つ
い
て
」

エ
コ
ノ
フ
ォ
ー
ラ
ム

座
談
会

司会
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武
智
さ
ん
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
で
研
究
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
卒
論
で
は
、
水
産
資
源
管
理
と
漁
業
の
生
産
性
に

つ
い
て
研
究
を
す
る
予
定
で
す
。

●
日
本
の
お
菓
子
は
美
味
し
い
の
に

山
田　

日
本
の
お
菓
子
を
作
る
レ
ベ
ル
は
高
い
。
安
く

作
る
こ
と
が
で
き
、
味
も
お
い
し
い
。

武
智　

世
界
の
お
菓
子
に
比
べ
て
も
で
す
か
？

山
田　

同
じ
費
用
で
作
る
と
な
れ
ば
、
日
本
と
同
じ
も

の
は
な
か
な
か
作
れ
ま
せ
ん
。
だ
け
ど
、
日
本
の
お
菓

子
は
海
外
で
は
全
然
と
は
い
わ
な
く
て
も
、
あ
ま
り
浸

透
し
て
い
な
い
。

　

理
由
の
一
つ
に
は
、
日
本
の
会
社
全
般
に
言
え
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
日
本
に
は
、
１
億
２
千
万
人
の
人
が
い

て
市
場
が
大
き
か
っ
た
。
ど
の
会
社
も
生
存
で
き
る
だ

け
の
市
場
が
あ
っ
た
。
わ
ざ
わ
ざ
海
外
に
打
っ
て
出
な

く
て
も
よ
か
っ
た
。
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
作
る
の
は

上
手
だ
け
ど
、
売
る
力
が
強
く
な
い
。
こ
れ
は
日
本
企

業
全
般
に
い
え
ま
す
。
販
売
と
い
う
か
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
力
が
も
っ
と
必
要
か
な
と
。例
え
ば
、中
国
で
は
、

韓
国
や
台
湾
の
お
菓
子
と
い
っ
し
ょ
に
日
本
の
お
菓
子

が
売
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
あ
ま
り
シ
ェ
ア

を
取
っ
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
国
内
を
軸
と
し
た
市
場
で

や
っ
て
い
る
た
め
、
中
国
で
こ
れ
だ
け
や
る
ぞ
、
と
い

う
よ
う
な
体
制
に
な
っ
て
い
な
い
。
日
本
の
人
口
が
減

る
中
で
、
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
。
メ
ー
カ
ー
が
生
き

残
る
た
め
に
は
、
欧
米
と
い
う
よ
り
も
新
興
国
に
打
っ

て
出
な
い
と
し
ん
ど
い
環
境
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

武
智　

費
用
や
製
品
差
別
化
な
ど
の
課
題
は
ク
リ
ア
ー

で
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
需
要

を
ど
う
つ
か
む
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
課
題
が
残

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
経
済
学

の
教
科
書
を
応
用
さ
せ
て
考
え
る
と
、
市
場
の
潜
在
的

な
規
模
と
消
費
者
の
選
好
と
を
正
確
に
つ
か
ん
で
い
く

こ
と
が
大
事
な
ん
で
す
ね
。
で
き
れ
ば
、
具
体
的
な
事

例
が
知
り
た
い
で
す
。

●
新
興
国
を
視
野
に

山
田　

私
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
チ
ー
ム
に
い
る
の
で
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
話
を
し
ま
す
。
現
在
は
一
人
当
た
り
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
や
っ
と
３
５
０
０
ド
ル
を
超
え
た
ぐ
ら
い
で

す
が
、
年
率
で
６
％
以
上
の
成
長
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

ま
ま
い
く
と
、18
年
後
の
２
０
３
０
年
に
は
ド
イ
ツ
を
、

30
年
以
内
に
は
、
総
額
で
日
本
を
抜
く
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
ア
ジ
ア
に
今
の
日
本
の
よ

う
な
規
模
の
市
場
が
も
う
一
つ
で
き
て
し
ま
う
わ
け
で

す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
は
も
っ
と

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
、
商
社
に
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
、
日
本
の
企
業
だ
け
で
は
な
く
、
海
外
の
企

業
も
含
め
て
、
そ
の
成
長
す
る
市
場
を
取
り
込
ん
で
い

く
こ
と
で
す
。

中
村　

単
純
な
質
問
で
す
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
国
の

大
き
さ
は
日
本
と
変
わ
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

山
田　

面
積
は
大
き
い
で
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
面
積

は
約
１
９
２
万
㎢
で
す
。日
本
が
約
37
万
㎢
で
す
か
ら
、

約
５
倍
で
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
島
が
１
万
８
０
０

０
島
ぐ
ら
い
あ
り
、人
口
は
２
億
４
０
０
０
万
人
。ち
ょ

う
ど
日
本
の
２
倍
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
島
の
一
番
東
か

ら
西
ま
で
は
ア
メ
リ
カ
よ
り
も
長
さ
が
あ
っ
て
５
０
０

０
キ
ロ
以
上
で
す
。

中
村　

日
本
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
日
本
の
市
場
が
小
さ
く
な
っ
て
き
て
い
る
と

き
に
、
な
ぜ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
行
く
の
か
な
と
。
ロ
シ

ア
な
ど
国
土
の
大
き
な
と
こ
ろ
に
行
け
ば
い
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
。

山
田　

ロ
シ
ア
は
日
本
と
似
て
い
て
、
今
後
、
人
口
が

減
っ
て
い
き
ま
す
。
新
興
国
の
定
義
は
色
々
あ
り
ま
す

が
、
あ
る
成
長
段
階
に
あ
る
国
を
一
般
的
に
新
興
国
と

呼
び
ま
す
。
特
徴
は
若
い
人
が
多
い
こ
と
。
平
均
年
齢

で
、
日
本
は
今
40
歳
を
超
え
て
い
ま
す
が
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
よ
う
な
国
は
20
歳
台
で
す
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
も
そ

う
で
す
。
こ
の
人
た
ち
は
50
～
60
歳
ぐ
ら
い
ま
で
ず
っ

と
消
費
す
る
わ
け
で
す
。
経
済
用
語
で
人
口
ボ
ー
ナ
ス

と
い
う
言
葉
が
あ
っ
て
、
こ
の
期
間
は
爆
発
的
に
消
費

が
伸
び
る
こ
と
が
読
め
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本
や

ロ
シ
ア
、
韓
国
は
こ
れ
か
ら
減
っ
て
、
高
齢
化
し
て
い

き
ま
す
。
人
が
減
る
以
上
に
、
消
費
が
弱
く
な
り
ま
す
。

東
田　

そ
れ
は
単
純
に
そ
の
世
代
の
厚
み
が
少
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

武
智　

単
純
に
人
口
が
多
い
、
イ
コ
ー
ル
市
場
規
模
が

大
き
い
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。
お
菓
子
を
消
費
す
る

世
代
が
鍵
を
握
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

山
田　

そ
う
で
す
。

武
智　

と
こ
ろ
で
、
そ
ん
な
に
島
が
散
り
ぢ
り
だ
っ
た

ら
売
り
に
く
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
日
本

み
た
い
に
ぎ
ゅ
っ
と
固
ま
っ
て
い
な
い
か
ら
。

山
田　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
。
日
本
は
さ
す
が
と
い
う

部
分
が
あ
り
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
ほ
と
ん
ど
の
方

が
同
じ
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
お
腹
が
空
い
た
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ら
コ
ン
ビ
ニ
に
行
く
よ
う
な
同
じ
パ
タ
ー
ン
の
行
動
を

と
り
ま
す
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
島
格
差
が
激
し
い
。

例
え
ば
、
ジ
ャ
ワ
島
は
小
さ
く
て
13
万
㎢
し
か
な
く
、

日
本
の
３
分
の
１
の
大
き
さ
で
す
が
、
人
口
の
半
分
以

上
の
１
億
４
４
０
０
万
人
が
住
ん
で
い
ま
す
。
日
本
の

３
分
の
１
の
場
所
に
日
本
人
よ
り
も
た
く
さ
ん
の
人
間

が
住
ん
で
い
る
計
算
で
す
。
こ
の
島
を
中
心
に
発
展
し

て
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

武
智　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
全
体
に
均
一
に
や
る
の
で
は
な

く
、
ジ
ャ
ワ
島
メ
イ
ン
で
や
っ
て
い
く
の
で
す
か
。

山
田　

島
が
多
す
ぎ
る
た
め
、
い
っ
ぺ
ん
に
は
無
理
で

す
。
島
に
よ
っ
て
格
差
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
も
成
長

の
一
つ
の
モ
デ
ル
で
す
。
中
国
は
沿
海
部
か
ら
集
中
的

に
投
資
し
て
、
あ
る
程
度
の
水
準
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で

内
陸
に
少
し
ず
つ
投
資
を
振
り
分
け
た
。
そ
の
国
の
や

り
方
が
あ
り
、
同
じ
よ
う
に
や
っ
て
も
う
ま
く
い
か
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

東
田　

日
本
も
最
初
は
東
京
と
か
大
阪
か
ら
、
太
平
洋

ベ
ル
ト
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
で
し
た
。

武
智　

懐
か
し
い
で
す
ね
。
太
平
洋
ベ
ル
ト
。

東
田　

人
口
は
東
京
の
方
に
移
動
さ
せ
、
資
本
は
地
方

に
持
っ
て
い
く
こ
と
に
平
準
化
し
て
い
く
。

山
田　

隣
の
タ
イ
に
し
て
も
、
各
国
何
に
重
点
投
資
を

し
て
成
長
し
て
い
く
か
と
い
う
成
長
モ
デ
ル
が
違
い
ま

す
。
総
じ
て
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
、
軌
道
に
乗
り
始
め

ま
し
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
は
相
当
発
展
し
て
い
ま
す
。
中

国
も
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
す
が
、
沿
海
部
は
見
た
目
は
日
本

以
上
。
高
層
ビ
ル
の
数
は
上
海
だ
け
で
、
日
本
の
全
高

層
ビ
ル
の
２
、
３
倍
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
で
す
。

●
生
産
性
か
ら
見
た
日
本
の
農
業
に
つ
い
て

東
田　

話
題
を
変
え
ま
し
ょ
う
。
中
村
さ
ん
、
武
智
さ

ん
、
こ
れ
ま
で
書
い
て
き
た
論
文
の
内
容
を
コ
ン
パ
ク

ト
に
、
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

武
智　

日
本
は
農
地
が
狭
い
た
め
、
限
ら
れ
た
と
こ
ろ

で
い
か
に
生
産
性
を
上
げ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
大

事
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中
村　

兼
業
農
家
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
と
コ
ス
ト

が
か
か
る
た
め
生
産
性
が
低
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
企
業
な
ら
大
規
模
農
業
を
し
て
、
生
産
性
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
点
に
焦
点

を
当
て
、回
帰
分
析
を
用
い
て
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

武
智　

一
農
家
あ
た
り
の
農
地
面
積
が
広
く
な
れ
ば
広

く
な
る
ほ
ど
生
産
性
が
上
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
、
説
明
変
数
の
一
つ
に
農
地
面
積
を
、
五
大
都

市
か
ら
の
距
離
が
近
け
れ
ば
近
い
ほ
ど
輸
送
コ
ス
ト
が

低
い
の
で
生
産
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
、二
つ
目
の
説
明
変
数
に
五
大
都
市
か
ら
の
距
離
を
、

ま
た
、
地
域
の
誤
差
を
な
く
す
た
め
に
、
平
均
気
温
も

説
明
変
数
と
し
て
用
い
て
、
産
出
額
と
収
穫
量
を
回
帰

分
析
し
た
と
こ
ろ
、
有
意
な
結
果
が
で
ま
し
た
。

齋
藤　

全
部
の
変
数
が
有
意
に
出
ま
し
た
か
。

武
智　

出
ま
し
た
が
⋮

齋
藤　

そ
の
と
き
の
生
産
性
と
い
う
の
は
、
皆
さ
ん
は

ど
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
か
。
収
量
を
増
や
す
の
か
、

農
業
法
人
の
収
益
を
増
や
す
の
か
。

武
智　

収
量
で
す
。
コ
ス
ト
の
面
は
う
ま
く
地
域
の

デ
ー
タ
が
持
っ
て
こ
ら
れ
な
く
て
⋮
。
産
出
量
や
産
出

額
を
追
っ
て
い
ま
し
た
。

東
田　

そ
こ
は
す
で
に
指
摘
を
受
け
て
い
ま
す
よ
ね
。

私
も
デ
ー
タ
が
入
手
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
、
単
位

面
積
当
た
り
の
生
産
量
と
単
位
面
積
当
た
り
の
農
業
収

入
、
売
り
上
げ
で
や
ら
せ
て
き
ま
し
た
が
、
本
当
は
費

用
を
見
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
さ
ら
に
研
究
を
進
め
る

の
で
あ
れ
ば
、
費
用
の
デ
ー
タ
を
集
め
ら
れ
れ
ば
い
い

と
い
う
話
は
し
て
い
ま
す
。

齋
藤　

少
し
歴
史
的
な
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で

農
業
の
生
産
性
を
問
題
に
す
る
場
合
、
一
般
的
に
は
単

位
当
た
り
の
収
量
を
増
や
す
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
き
た

と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
終
戦
直
後
に
外
地
か
ら

６
０
０
万
人
ぐ
ら
い
の
方
︵
当
時
の
人
口
の
約
８
％
に

相
当
︶、
が
一
気
に
日
本
に
戻
っ
て
来
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
、
食
糧
を
ど
う
や
っ
て
増
や
す
の
か
と
い
う
こ

と
は
非
常
に
重
要
な
政
策
課
題
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

山田 浩雅（やまだ ひろまさ）　三菱商事株式会社 生活
産業グループ 新興市場事業開発ユニット インドネシア
チームリーダー。日本で成功したビジネスモデルを新興
国の実情に合わせて展開。
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ま
た
、
戻
っ
て
く
る
人
々
の
雇
用
の
場
を
ど
う
や
っ
て

確
保
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
大
き
な
課
題
で
し
た
の

で
、
農
地
の
解
放
を
行
っ
て
、
そ
れ
ま
で
集
約
化
が
図

ら
れ
て
い
た
農
地
を
一
気
に
細
切
れ
に
し
て
、
ほ
と
ん

ど
無
償
と
い
う
か
た
ち
で
渡
し
た
わ
け
で
す
。つ
ま
り
、

戦
後
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
我
が
国
で
は
と
に
か
く

収
量
を
増
や
す
こ
と
が
一
番
重
要
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
現
在
は
、
収
量
だ
け
で
は
な
く
、
収
益
を

ど
う
や
っ
て
改
善
す
る
の
か
も
大
切
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
農
家
が
国
際
化
の
波
に
さ
ら
さ
れ
る
な
か
で
、

よ
り
安
定
し
た
経
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
一
戸

一
戸
の
農
家
の
収
益
力
を
強
化
し
、
収
益
面
で
は
諸
外

国
と
比
べ
て
も
遜
色
な
い
レ
ベ
ル
に
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

中
村　

現
在
の
方
向
性
と
は
全
く
逆
だ
っ
た
の
か
と
思

う
と
、
不
思
議
な
気
も
し
ま
す
。
で
も
当
時
の
状
況
で

は
、
こ
う
す
る
こ
と
で
増
産
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
ね
。

武
智　

な
る
ほ
ど
。
制
度
や
慣
習
の
条
件
に
よ
っ
て
、

望
ま
し
い
政
策
が
変
わ
っ
て
く
る
。
そ
れ
か
ら
、
時
代

背
景
に
よ
っ
て
、
政
策
の
目
的
変
数
も
変
わ
っ
て
く
る

と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。

齋
藤　

先
ほ
ど
山
田
さ
ん
か
ら
面
白
い
指
摘
が
あ
り
ま

し
た
。
日
本
の
お
菓
子
は
お
い
し
い
で
す
。
私
の
子
ど

も
も
、
み
ん
な
お
い
し
い
と
言
っ
て
食
べ
て
い
ま
す
。

私
は
山
形
か
ら
来
ま
し
た
が
、
山
形
と
い
え
ば
米
、
サ

ク
ラ
ン
ボ
、
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
、
ブ
ド
ウ
、
メ
ロ
ン
、
柿
、

ス
イ
カ
と
い
う
こ
と
で
、
４
月
か
ら
12
月
ぐ
ら
い
ま
で

一
年
間
果
樹
か
ら
畑
作
ま
で
、
色
々
な
も
の
が
と
れ
ま

す
。
見
た
目
も
き
れ
い
で
す
。
そ
れ
は
皆
さ
ん
が
、
形

の
悪
い
も
の
と
か
、
虫
食
い
が
あ
る
も
の
を
選
ば
な
い

結
果
と
し
て
、
そ
う
い
う
も
の
を
作
っ
て
き
た
と
い
う

こ
と
な
ん
で
す
。
農
業
試
験
場
が
各
都
道
府
県
に
あ
っ

て
、
そ
こ
で
品
種
改
良
を
し
な
が
ら
、
例
え
ば
キ
ュ
ウ

リ
が
曲
が
ら
な
い
よ
う
に
ま
っ
す
ぐ
に
作
る
た
め
の
不

断
の
努
力
を
し
て
い
る
。
サ
ク
ラ
ン
ボ
で
も
糖
度
が
20

度
と
か
、
砂
糖
を
そ
の
ま
ま
食
べ
て
い
る
よ
う
な
も
の

が
つ
く
れ
る
か
ら
、
そ
の
技
術
力
は
も
の
す
ご
い
。
そ

れ
は
、
工
業
分
野
、
農
業
分
野
で
も
同
じ
だ
と
思
い
ま

す
。

　

た
だ
、
山
田
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
そ
れ
を

ど
う
や
っ
て
売
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
視
点
が
今
ま
で

は
弱
か
っ
た
。
貿
易
の
自
由
化
に
よ
っ
て
、
競
争
力
の

高
い
農
産
品
が
日
本
に
入
っ
て
き
た
と
き
に
、
ど
う

や
っ
て
よ
り
お
い
し
く
、
安
く
、
い
い
も
の
を
提
供
で

き
る
か
と
い
う
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る

は
ず
で
す
。
品
質
や
鮮
度
も
含
め
、
消
費
者
に
と
っ
て

よ
り
魅
力
的
な
農
産
物
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
は
、
こ

れ
か
ら
の
挑
戦
だ
と
思
い
ま
す
。

中
村　

今
は
ま
だ
具
体
案
の
よ
う
な
も
の
は
出
て
い
な

い
ん
で
す
か
。

●
６
次
産
業
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
と
人
材
育
成

齋
藤　

ち
ょ
う
ど
３
年
前
か
ら
山
形
６
次
産
業
ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル
と
い
う
も
の
を
や
っ
て
い
ま
す
。
今
、
山

形
の
農
業
が
本
当
に
厳
し
い
状
況
な
ん
で
す
。
東
北
と

い
う
と
、
山
が
あ
っ
て
、
木
が
あ
っ
て
、
畑
が
あ
っ
て
、

さ
ぞ
か
し
農
業
生
産
が
豊
富
な
地
域
な
ん
だ
ろ
う
な
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
、

20
年
ほ
ど
前
か
ら
比
べ
る
と
出
荷
額
は
半
分
以
下
。
そ

れ
を
作
っ
て
い
る
、
生
産
者
、
米
農
家
は
、
平
均
６
５
．

８
歳
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
農
業

の
若
手
と
い
わ
れ
て
い
る
。
先
々
考
え
て
も
、
向
こ
う

10
年
、
東
北
の
農
業
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
機
感
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
な
か
で
、
６
次
産
業
を
始
め
た
き
か
っ
け

は
、人
の
育
成
が
大
事
だ
と
。人
の
育
成
と
い
う
の
は
、

ど
う
い
う
人
を
育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う

と
き
に
、
今
ま
で
の
よ
う
に
、
た
だ
作
る
だ
け
の
人
で

は
な
い
と
。
山
田
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
販

売
、
販
路
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
分
か
っ
た
人
が
生
産

も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
プ
ロ
の
生
産
者
に
対
し

て
少
し
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き
ま

し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
山
形
大
学
や
農
業
大
学
校
と

連
携
し
た
り
、
商
社
の
方
な
ど
に
も
来
て
い
た
だ
い
て

齋藤 信也（さいとう しんや）　株式会社フィデア総合研
究所研究開発グループ主事研究員。主に自治体から受託
する調査業務を担当するほか、各種政策提言活動を実施。
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話
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
出

口
か
ら
、
売
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
の
を
作
り
ま
し
ょ

う
と
い
う
と
こ
ろ
に
力
を
入
れ
て
や
っ
て
い
ま
す
。

中
村　

売
る
と
こ
ろ
を
考
え
て
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
い
ま
参
入
し
て
い
る
企
業
さ
ん

は
、
そ
う
い
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
は
蓄
積
し
て
き
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
農
業
を
し
て
い
な
い
人
た
ち
が
参
入
し
て

く
る
よ
り
、
農
業
の
方
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
の
力
を
付
け
て

い
っ
た
方
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

齋
藤　

逆
で
す
。
６
次
産
業
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
来

て
い
た
だ
い
て
い
る
方
は
、
農
家
の
方
は
少
な
く
、
食

品
会
社
や
観
光
関
係
の
物
産
館
の
方
、
お
土
産
を
開
発

し
て
い
る
方
な
ど
も
多
く
、
そ
の
方
た
ち
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
１
次

産
業
、
２
次
産
業
、
３
次
産
業
、
足
し
て
も
掛
け
て
も

﹁
６
﹂と
い
う
こ
と
で
６
次
産
業
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
川
下
の
食
品
会
社
さ
ん
と
か
サ
ー

ビ
ス
、
商
業
の
方
か
ら
、
今
の
農
業
の
あ
り
方
を
変
え

よ
う
と
い
う
発
想
に
立
っ
て
、
そ
こ
で
よ
り
皆
さ
ん
方

が
買
い
求
め
や
す
い
農
産
品
だ
っ
た
り
、
食
品
だ
っ
た

り
と
い
う
も
の
を
考
え
て
、
そ
れ
に
ど
う
や
っ
て
地
域

の
農
産
物
を
つ
な
げ
ら
れ
る
の
か
と
い
う
発
想
で
考
え

て
い
ま
す
。

中
村　

６
次
産
業
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
は
、
全
国
的
に

も
同
様
の
も
の
が
増
え
て
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

齋
藤　

数
と
い
う
の
は
私
ど
も
も
把
握
は
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
ス
タ
ー
ト
は
早
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
九
州
や

神
戸
市
か
ら
も
視
察
に
来
て
い
た
だ
い
た
り
し
ま
し

た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
全
国
各
地
か
ら
関
心
を
持
っ

て
見
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
裏
を
返
す
と
、
色
々
な

地
域
で
、
こ
う
い
っ
た
も
の
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
６
次
産
業
に
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
す
。

中
村　

６
次
産
業
は
、
農
協
と
ど
う
い
う
関
係
で
や
っ

て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
６
次
産
業
が
あ
れ
ば
、
農
協

は
い
ら
な
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

東
田　

こ
の
点
は
大
事
で
す
ね
。
ち
な
み
に
、
農
協
で

は
な
く
Ｊ
Ａ
で
す
ね
。
農
協
に
は
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ

が
あ
り
ま
す
。

齋
藤　

販
路
を
考
え
た
と
き
に
、
こ
れ
ま
で
の
最
大
は

Ｊ
Ａ
系
、
農
協
系
で
す
。
そ
れ
か
ら
市
場
を
通
す
流
通

経
路
が
あ
っ
て
、
そ
し
て
大
手
量
販
店
系
、
最
近
で
は

直
接
販
売
系
の
ル
ー
ト
も
増
え
て
き
ま
し
た
。農
協
系
、

大
手
量
販
店
系
、
市
場
系
に
加
え
て
、
第
４
の
直
販
系

の
農
家
を
ど
う
や
っ
て
増
や
す
か
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
従
来
は
、
物
流
コ
ス
ト
が
か
な
り
か
か
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
純
粋
に
農
業
だ
け
で
食
べ
て
い
け

な
い
農
家
も
出
て
離
農
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
。
言
い

換
え
れ
ば
、
農
業
に
若
い
方
た
ち
が
魅
力
を
感
じ
て
飛

び
込
ん
で
こ
な
い
。
農
業
で
儲
け
る
た
め
に
、
選
択
肢

と
し
て
直
販
系
、
自
分
で
売
る
と
い
う
道
も
あ
る
と
い

う
こ
と
を
教
え
て
い
ま
す
。

●
変
化
に
は
痛
み
が
伴
う
が
…

東
田　

客
観
的
に
い
う
と
、
変
え
る
た
め
に
は
絶
対
に

誰
か
が
傷
ん
で
し
ま
う
。
そ
れ
は
農
業
に
限
ら
ず
、
何

で
も
そ
う
で
す
。
言
い
方
は
失
礼
で
す
が
、
東
北
で
こ

れ
を
や
っ
て
い
く
と
き
に
、
誰
も
傷
ま
な
い
か
た
ち
で

進
め
よ
う
と
す
る
と
、
結
局
、
花
火
を
打
ち
上
げ
て
、

10
年
経
っ
て
み
る
と
あ
れ
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
な

る
。
そ
の
傷
み
を
受
け
る
の
は
た
ぶ
ん
Ｊ
Ａ
で
あ
り
、

今
農
業
を
や
っ
て
い
る
60
～
70
代
の
方
だ
と
。
そ
う
い

う
方
た
ち
は
覚
悟
で
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

齋
藤　

難
し
い
質
問
で
す
。
日
本
の
農
業
を
よ
く
し
て

い
く
た
め
に
は
、
競
争
に
さ
ら
さ
れ
な
い
と
よ
く
な
い

と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、
経
済
原
理
だ
け
を
追
求
し

て
も
最
適
な
解
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
米
を
作
る
う
え
で
一
番
大

事
な
の
は
水
の
管
理
で
す
。
水
の
管
理
を
ど
う
や
る
か

で
、
米
の
出
来
不
出
来
に
大
き
く
影
響
が
あ
る
。
今
は

水
路
の
掃
除
を
地
域
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
た
ち
が
出
て
き
て
や
っ
た
り
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

草
刈
も
や
っ
て
く
れ
る
。
こ
れ
は
、
農
村
と
い
う
共
同

社
会
の
な
か
で
米
生
産
が
維
持
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ

な
せ
る
技
で
す
。
そ
れ
が
突
然
、
東
田
農
業
株
式
会
社

が
出
て
き
て
、
水
の
管
理
を
す
る
と
な
っ
た
時
に
地
域

武智 英里子（たけち えりこ）　経済学部３年生、東田啓
作ゼミ。ゼミに入ってから 1年半、農業と食糧に関心を
持ち研究を続けている。今後も、農産物のブランド化を
研究予定。
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の
お
ば
さ
ん
た
ち
を
雇
っ
て
コ
ス
ト
に
合
う
か
と
い
っ

た
ら
、
絶
対
に
ペ
イ
し
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
東
田
農

業
株
式
会
社
が
所
有
し
て
い
な
い
山
の
す
そ
野
の
方
の

水
路
の
管
理
は
一
体
誰
が
や
る
の
か
と
。
貿
易
の
自
由

化
を
し
た
と
き
に
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、
生

産
性
を
上
げ
て
い
け
る
の
か
、
ま
だ
誰
も
自
信
が
な
い

ん
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
土
地
の
制
約
。
簡
単
に
集
約

し
ま
し
ょ
う
と
い
う
声
が
出
る
。
圃
場
整
備
さ
れ
て
田

ん
ぼ
の
大
き
さ
も
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
が
、

地
域
全
体
に
目
を
や
る
と
、
ま
る
で
オ
セ
ロ
の
よ
う
に

作
付
け
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
ば

ら
ば
ら
に
分
布
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
気
に
集
約

し
て
規
模
を
大
き
く
し
よ
う
と
し
て
も
、
土
地
の
所
有

者
と
相
対
で
交
渉
し
て
い
て
は
時
間
も
手
間
も
か
か

る
。

東
田　

農
地
の
保
有
税
を
、
ず
っ
と
高
く
す
れ
ば
み
ん

な
手
放
す
で
し
ょ
う
。
と
い
う
話
も
あ
る
け
ど
⋮
。

齋
藤　

そ
れ
が
難
し
い
。
先
祖
代
々
受
け
継
い
で
き
た

土
地
で
す
。
80
歳
ぐ
ら
い
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
、
な
ん

と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
た
だ
手

放
し
た
く
な
い
。
そ
う
い
っ
た
と
き
に
、
50
歳
代
ぐ
ら

い
の
若
い
担
い
手
の
方
が
出
て
く
る
と
﹁
お
ら
い
の
土

地
で
も
何
と
か
作
っ
て
け
ん
ね
が
︵
我
が
家
の
土
地
で

も
な
ん
と
か
耕
作
し
て
ほ
し
い
︶﹂
み
た
い
な
話
に
な

る
。
実
際
、
６
次
産
業
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
来
て
い

る
元
農
水
省
の
キ
ャ
リ
ア
の
方
が
あ
る
町
で
就
農
し
た

ん
で
す
が
、
当
初
の
計
画
で
は
３
年
間
で
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
ぐ
ら
い
広
げ
ら
れ
れ
ば
い
い
か
な
と
い
う
話
で
し
た

が
、
う
わ
さ
が
広
が
り
、
う
ち
で
も
や
っ
て
く
れ
と
い

う
引
き
合
い
が
多
く
、
結
果
的
に
約
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま

で
規
模
が
拡
大
し
ま
し
た
。
で
も
、
自
分
が
耕
し
て
い

る
農
地
は
バ
ラ
バ
ラ
に
分
散
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
っ
ち
で
ト
ラ
ク
タ
ー
を
入
れ
て
い
た
の
が
、
あ
っ
ち

の
遠
く
ま
で
ト
ラ
ク
タ
ー
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
な
る
。
そ
の
移
動
コ
ス
ト
や
手
間
を
考
え
る
と
海
外

に
太
刀
打
ち
で
き
な
い
。

中
村　

土
地
に
対
す
る
意
識
が
す
べ
て
の
国
で
強
い
の

で
あ
れ
ば
、
同
じ
よ
う
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
思
う

の
で
す
が
、た
と
え
ば
中
国
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

山
田　

土
地
は
国
有
で
す
が
、
中
国
は
中
華
人
民
共
和

国
が
成
立
し
た
と
き
に
農
地
解
放
で
地
主
を
な
く
し

た
。
当
時
は
９
割
強
が
農
民
だ
っ
た
か
ら
、
農
地
を
み

ん
な
に
払
い
下
げ
ま
し
た
が
、
一
人
当
た
り
の
農
地
面

積
は
、
例
え
ば
、
上
海
の
隣
の
江
蘇
省
の
農
民
の
平
均

農
地
は
日
本
よ
り
も
小
さ
い
ん
で
す
。

●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て

山
田　

中
国
も
自
由
化
で
か
な
り
打
撃
を
受
け
る
国
で

す
。ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
も
小
麦
も
北
米
に
は
か
な
わ
な
い
。

日
本
の
農
産
物
が
自
由
化
で
負
け
る
と
か
勝
つ
と
か
い

う
話
が
あ
り
ま
す
が
、
農
産
物
は
一
種
類
じ
ゃ
な
い
の

で
、
勝
て
る
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
日
本
の
農

家
が
考
え
て
い
る
市
場
は
日
本
国
な
ん
で
す
。
北
米
と

か
南
米
と
か
と
比
べ
て
圧
倒
的
に
有
利
な
の
は
距
離
が

近
い
と
い
う
こ
と
。
例
え
ば
、
絶
対
に
北
米
や
南
米
が

日
本
に
進
出
で
き
な
い
分
野
と
い
う
の
は
生
鮮
野
菜
で

す
。鮮
度
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。細
か
く
言
え
ば
、キ
ャ

ベ
ツ
や
レ
タ
ス
も
、
穀
物
に
次
い
で
需
要
の
あ
る
ジ
ャ

ガ
イ
モ
な
ど
の
イ
モ
類
も
も
た
な
い
。
こ
う
い
う
も
の

は
自
由
化
し
よ
う
が
何
を
し
よ
う
が
、
入
っ
て
く
る
の

は
難
し
い
。
新
米
が
入
荷
し
ま
し
た
と
い
っ
て
、
お
店

に
何
日
間
置
か
れ
て
い
る
か
。
あ
れ
は
最
長
２
週
間
ぐ

ら
い
で
す
。
２
週
間
過
ぎ
た
ら
店
頭
か
ら
な
く
な
る
。

そ
う
い
う
世
界
で
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
ブ
ラ

ン
ド
化
と
い
う
か
差
別
化
は
可
能
で
、
農
作
物
一
般
で

全
部
負
け
ち
ゃ
う
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

閉
じ
ち
ゃ
っ
た
場
合
に
日
本
が
や
っ
て
い
け
な
い
商
品

も
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
例
え
ば
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
ほ
ぼ

１
０
０
％
輸
入
品
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
も
う
買
い
ま
せ

ん
と
い
っ
た
ら
、
日
本
の
食
が
回
ら
な
い
。
こ
れ
は
人

が
食
べ
る
よ
り
も
飼
料
が
中
心
で
、
日
本
の
神
戸
牛
や

松
阪
牛
は
み
ん
な
北
米
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
食
べ
て

育
っ
て
い
ま
す
。
自
給
自
足
で
き
て
い
る
の
は
米
と
野

菜
類
な
ど
、
鮮
度
の
高
い
も
の
で
す
。
代
表
的
な
日
本

食
で
あ
る
豆
腐
や
納
豆
も
ほ
と
ん
ど
が
輸
入
原
料
に

中村 早利（なかむら　さとし）　経済学部３年生、東田
啓作ゼミ。グループ研究で、農業の研究をしている。卒
論では、食糧つながりで水産資源を研究の予定。明るく
声も大きい。プレゼンテーションが得意。
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日本の農業について

頼
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
も
の
は
い
ま
さ
ら
自
由
化

し
よ
う
が
し
ま
い
が
と
い
う
か
、
も
う
入
っ
て
き
て
い

ま
す
の
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
入
ろ
う
が
入
る
ま
い
が
あ
ま
り

影
響
は
受
け
ま
せ
ん
。
北
海
道
の
も
の
が
好
き
な
人
は

北
海
道
の
も
の
を
食
べ
ま
す
。

武
智　

ア
メ
リ
カ
は
何
と
な
く
イ
メ
ー
ジ
が
わ
き
ま
す

が
、
例
え
ば
、
中
国
は
農
業
生
産
性
を
上
げ
る
と
い
う

努
力
は
し
て
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

山
田　

中
国
は
戦
後
ほ
と
ん
ど
が
農
民
で
し
た
が
、
い

ま
は
都
市
の
人
口
が
農
民
を
超
え
ま
し
た
。
だ
か
ら
農

業
の
観
点
か
ら
と
い
う
よ
り
も
都
市
化
が
ど
ん
ど
ん
進

ん
で
し
ま
っ
て
、
中
国
も
農
業
は
衰
退
し
て
い
る
。

　

中
国
も
食
糧
安
全
保
障
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
戦
後

自
給
率
１
０
０
％
で
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
き

て
成
長
の
速
度
に
農
業
生
産
が
追
い
つ
か
な
く
な
っ

た
。
い
く
つ
か
の
商
品
は
あ
き
ら
め
て
し
ま
っ
た
。
例

え
ば
、大
豆
も
10
年
ぐ
ら
い
前
ま
で
輸
出
国
で
し
た
が
、

今
は
輸
入
国
で
断
ト
ツ
で
す
。
５
年
、
10
年
ぐ
ら
い
前

ま
で
は
日
本
が
最
大
の
大
豆
の
輸
入
国
だ
っ
た
ん
で

す
。
現
在
、
日
本
の
大
豆
の
輸
入
は
３
０
０
万
ト
ン
を

切
っ
て
い
ま
す
。
中
国
は
昨
年
の
大
豆
の
輸
入
が
一
桁

違
っ
て
５
８
０
０
万
ト
ン
で
し
た
。
日
本
の
10
倍
以
上

を
輸
入
し
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
10
年
前
ま
で
は
、
大
豆

の
国
際
価
格
は
日
本
が
決
め
て
い
た
。
日
本
が
何
ト
ン

買
う
か
で
価
格
が
落
ち
着
い
て
い
た
。
今
相
場
を
決
め

る
の
は
中
国
で
す
。
中
国
が
買
わ
な
く
な
っ
た
ら
、
日

本
は
安
く
買
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
食
糧
の
安
定
調
達

と
い
う
意
味
で
は
、
日
本
は
工
夫
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
期
に
き
て
い
ま
す
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
は
い

ま
で
も
世
界
で
一
番
輸
入
し
て
い
ま
す
が
、
徐
々
に
一

番
じ
ゃ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
実
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

は
ほ
と
ん
ど
北
米
か
ら
買
っ
て
い
て
、
自
然
災
害
の
と

き
に
打
撃
を
受
け
る
弱
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
小
麦
、
大
豆
は
実
は
世
界
中
で
つ
く

れ
ま
す
が
、
北
米
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
競
争
力
が
高
す

ぎ
る
た
め
、
他
の
国
が
輸
出
用
に
作
っ
て
い
な
い
だ
け

で
す
。
世
界
の
農
業
は
、
日
本
よ
り
も
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ

ク
で
、
政
府
が
決
め
る
と
い
う
か
、
や
っ
て
い
る
人
た

ち
が
企
業
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
て
い
て
、
高
く
売
れ
る
も

の
を
つ
く
る
と
い
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

商
品
に
よ
っ
て
は
作
っ
て
い
る
地
域
が
偏
る
傾
向
に
は

あ
り
ま
す
。

東
田　

そ
れ
は
先
ほ
ど
出
た
６
次
産
業
化
と
重
な
っ
て

い
る
感
じ
で
す
ね
。
日
本
の
米
で
も
、
生
産
調
整
を
や

め
て
、
こ
れ
ま
で
減
反
で
生
産
を
や
め
て
い
た
土
地
で

も
自
由
に
作
っ
て
い
い
よ
と
い
っ
て
、
自
由
に
作
り
は

じ
め
れ
ば
、
た
ぶ
ん
価
格
は
下
が
る
け
れ
ど
も
、
逆
に

輸
出
商
品
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。
中
国
は
こ
れ
か

ら
確
実
に
コ
メ
の
輸
入
国
に
な
っ
て
い
く
の
で
、
そ
こ

を
な
ぜ
狙
わ
な
い
の
か
不
思
議
で
す
。
そ
う
い
う
感
覚

を
現
場
の
人
は
持
っ
て
い
ま
す
か
。
地
域
の
研
究
所
と

か
が
、
そ
う
い
う
こ
と
を
支
援
し
よ
う
と
し
て
い
る
戦

略
が
あ
る
か
が
聞
き
た
い
で
す
。

齋
藤　

減
反
に
協
力
す
る
否
か
は
別
と
し
て
も
、
規
模

拡
大
や
輸
出
志
向
の
強
い
積
極
的
な
農
家
は
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
た
だ
、
農
家
の
高
齢
化
が
進
ん
で
き
て
い
る

な
か
で
、
積
極
的
な
農
業
を
展
開
で
き
る
若
い
担
い
手

が
少
な
い
の
も
事
実
で
す
。
弊
社
は
地
域
金
融
機
関
の

グ
ル
ー
プ
会
社
で
す
が
、
銀
行
で
は
販
路
開
拓
な
ど
の

面
で
積
極
的
に
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
も
た
ら
す
日
本
へ
の
影
響
と
は
？

齋
藤　

先
ほ
ど
山
田
さ
ん
の
話
の
な
か
で
、
海
外
の
も

の
が
入
っ
て
き
た
と
し
て
も
、
日
本
の
農
産
物
に
は
あ

ま
り
影
響
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
例
え
ば
、
山
形
の
米
を
見
た
と
き
、
年
間
約

37
万
ト
ン
生
産
し
て
い
る
う
ち
の
７
割
が
実
は
業
務
用

米
で
す
。
一
般
家
庭
用
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
の
は
３

割
な
い
ぐ
ら
い
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
一
般
消
費

者
の
方
に
対
し
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、
輸
入
米
が
入
っ
て

き
た
と
し
て
、
価
格
が
仮
に
１
割
安
く
な
っ
た
場
合
、

３
割
安
い
、
５
割
安
い
、
８
割
安
い
と
設
定
し
た
と
き

に
、
何
割
安
く
な
っ
た
ら
国
産
米
か
ら
外
国
産
米
に
切

り
替
え
ま
す
か
と
質
問
し
た
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
一
般
消

費
者
の
方
は
切
り
替
え
ま
せ
ん
と
。
多
少
安
く
な
っ
た

東田 啓作（ひがしだ けいさく）教授、研究テーマは資
源と貿易。現在は、循環資源貿易と水産資源管理を中心
に研究。
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分
、海
外
産
米
は
買
い
ま
す
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、

お
そ
ら
く
家
庭
用
と
い
う
意
味
で
は
影
響
は
な
い
で

し
ょ
う
と
。
と
こ
ろ
が
、
問
題
な
の
は
７
割
を
占
め
る

業
務
用
米
で
す
。
業
務
用
米
を
使
っ
て
い
る
先
は
ど
こ

か
と
い
う
と
、
例
え
ば
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
、

い
わ
ゆ
る
外
食
産
業
、
コ
ン
ビ
ニ
も
含
め
た
と
こ
ろ
。

そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
話
を
聞
き
に
行
く
と
、
安
い
方
を

買
い
ま
す
よ
と
。
一
般
消
費
者
に
比
べ
て
価
格
弾
力
性

が
も
の
す
ご
く
高
い
。
そ
う
な
っ
た
と
き
に
業
務
用
米

を
作
っ
て
い
る
農
家
の
方
々
の
受
け
る
影
響
は
お
そ
ら

く
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

山
田　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
締
結
し
打
撃
を
受
け
る
の
は
米
の
業

務
用
だ
と
分
か
っ
た
ら
、
そ
こ
を
聖
域
と
し
て
交
渉
を

す
れ
ば
い
い
。
聖
域
な
き
関
税
撤
廃
と
い
う
の
は
あ
り

え
な
く
て
、
ア
メ
リ
カ
も
絶
対
に
入
れ
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
や
砂
糖
。
砂
糖
は
ア

メ
リ
カ
に
と
っ
て
は
す
ご
く
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
商
品

で
、
砂
糖
そ
の
も
の
を
入
れ
る
と
い
う
の
は
お
そ
ら
く

不
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
加
盟
し
よ
う
と
し

て
い
る
国
々
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ
っ
て
、
聖
域
ゼ
ロ

は
難
し
い
で
す
。で
は
、日
本
は
何
？
と
な
っ
た
と
き
、

日
本
で
関
税
が
高
い
も
の
は
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
米
、
で

ん
ぷ
ん
、
小
豆
、
バ
タ
ー
、
小
麦
。
日
本
の
平
均
関
税

率
は
21
％
ぐ
ら
い
で
す
。
関
税
が
高
い
商
品
を
入
れ
て

21
％
と
い
う
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
の
関
税
は
10
％
を

切
っ
て
い
ま
す
。
一
部
商
品
を
例
外
品
目
と
し
て
交
渉

で
守
れ
ば
い
い
の
で
す
。
関
税
だ
け
で
は
な
く
制
度
面

の
解
放
な
ど
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
簡
単
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う

が
。

　

日
本
は
通
商
国
家
で
す
。
輸
入
し
て
き
て
付
加
価
値

を
付
け
て
輸
出
し
て
食
べ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ん
で
す
。
だ
か
ら
輸
出
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
と
、
国
内

の
人
口
が
減
っ
て
い
く
な
か
で
、
国
が
成
長
し
な
い
。

こ
こ
で
、
他
国
に
３
％
で
も
、
５
％
で
も
関
税
を
か
け

ら
れ
て
し
ま
う
と
、
世
界
の
激
烈
な
競
争
で
圧
倒
的
に

不
利
に
な
っ
て
し
ま
う
。
交
渉
も
し
な
い
の
は
本
当
に

も
っ
た
い
な
い
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
か
た
ち
が
決
ま
っ
た
あ
と

に
入
っ
て
も
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ン
バ
ー
で
決
ま
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
入
っ
て
い

け
な
い
と
い
う
か
、
完
全
に
不
利
に
な
り
ま
す
。

東
田　

私
は
も
っ
と
極
端
で
、
米
も
自
由
化
で
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
、
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
ぐ
ら
い
ま
で
の
ス
タ
ン
ス
は
認
め
る
べ
き
だ
ろ

う
と
。そ
の
交
渉
に
入
る
と
こ
ろ
ま
で
は
と
思
い
ま
す
。

齋
藤　

む
し
ろ
Ｊ
Ａ
は
地
域
の
実
態
を
知
っ
て
い
る
わ

け
で
す
し
、
そ
う
い
う
交
渉
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
言
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
な
ん

と
な
く
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
黒
船
、
ち
ょ
っ
と
怖
い
な
と
い
う
、

セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
と
こ
ろ
で
反
対
し
て
い
る
だ
け
の

よ
う
な
印
象
で
す
。
だ
か
ら
、
守
る
べ
き
と
こ
ろ
は
ど

こ
な
の
と
い
う
と
こ
ろ
を
も
っ
と
は
っ
き
り
さ
せ
て
戦

略
的
に
交
渉
し
ま
し
ょ
う
と
言
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

山
田　

交
渉
が
弱
い
の
で
し
ょ
う
か
。
韓
国
の
農
産
物

の
関
税
平
均
は
た
し
か
約
40
％
で
日
本
の
倍
で
す
。
そ

の
国
が
ア
メ
リ
カ
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
結
べ
る
と
い
う
の
は
、

ど
れ
だ
け
例
外
項
目
を
引
き
出
し
た
り
し
た
の
か
と
。

そ
の
辺
り
は
し
た
た
か
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
も
入
り
た
が
っ
て

い
る
。
国
を
挙
げ
て
、
農
業
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
ほ
か
の

国
に
打
っ
て
出
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
南
米
の
土
地
を

買
う
と
か
。
南
米
で
東
京
23
区
分
ぐ
ら
い
の
土
地
を

買
っ
て
、
そ
こ
で
つ
く
っ
た
も
の
を
全
部
韓
国
に
持
っ

て
く
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
も
う
韓
国
の
領
土
で

す
よ
ね
。
日
本
の
な
か
で
も
そ
う
い
う
意
見
は
あ
る
か

も
し
れ
な
い
け
ど
、韓
国
は
ア
ク
シ
ョ
ン
が
早
い
。や
っ

て
み
よ
う
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
日
本
は
い
つ

も
後
手
後
手
に
回
っ
て
し
ま
う
。
や
っ
ぱ
り
利
害
調
整

に
す
ご
く
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
の
政
治
が
で
き
て
い
な
い
。

東
田　

先
ほ
ど
の
韓
国
の
農
地
買
収
の
話
の
よ
う
に
、

農
家
、
農
業
生
産
法
人
が
他
国
の
土
地
で
の
農
地
を
経

営
す
る
な
ど
の
経
営
感
覚
が
必
要
で
す
。
利
益
は
誰
か

と
い
う
と
、
日
本
企
業
が
持
て
ま
す
。
製
造
業
と
同
じ

よ
う
に
考
え
て
動
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

齋
藤　

米
だ
っ
て
、
こ
れ
だ
け
お
い
し
い
も
の
を
作
る

技
術
が
あ
る
の
な
ら
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
法
人
化
し
た

か
た
ち
で
、
現
地
で
も
っ
と
大
き
な
と
こ
ろ
で
つ
く
ら

せ
て
収
益
を
上
げ
て
、
そ
れ
を
国
内
に
還
元
さ
せ
る
と

い
う
や
り
方
も
当
然
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
辺
り

は
や
っ
ぱ
り
商
社
の
方
と
地
域
と
連
携
で
き
る
と
こ
ろ

か
な
と
思
い
ま
す
。

東
田　

商
社
は
や
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
米
は
。

山
田　

法
律
上
難
し
い
こ
と
も
色
々
と
あ
り
ま
す
。
た

だ
、
日
本
の
米
は
美
味
し
い
で
す
か
ら
、
出
て
い
る
こ

と
は
出
て
い
る
。
台
湾
や
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、

と
に
か
く
世
界
中
か
ら
農
産
物
を
買
い
付
け
る
ん
で

す
。
日
本
か
ら
も
実
際
に
数
十
万
ト
ン
ぐ
ら
い
で
す
が

い
い
値
段
で
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

商
社
は
穀
物
類
を
中
心
に
大
量
に
日
本
に
輸
入
し
て

き
て
い
ま
す
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
日
本
の
農
家
は
ど

う
で
も
い
い
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
日
本
の
農
家
を
生
か
す
た
め
に
ど
う
い
う
組
み

合
わ
せ
が
最
適
化
か
を
考
え
て
い
る
。
持
っ
て
こ
な
く

な
っ
た
ら
、
日
本
自
体
が
立
ち
ゆ
か
な
く
な
る
。
日
本
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日本の農業について

の
な
か
で
の
自
給
自
足
を
ど
う
や
っ
て
、
農
家
が
や
っ

て
い
け
る
よ
う
に
な
る
の
か
。
そ
の
先
に
日
本
が
打
っ

て
出
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
長
期
的
に
み
れ

ば
、
日
本
は
必
ず
為
替
は
円
安
に
な
っ
て
い
き
、
あ
る

と
こ
ろ
で
輸
出
競
争
力
が
付
き
ま
す
。
黙
っ
て
い
て
も

い
ま
の
量
よ
り
も
少
し
ず
つ
増
え
て
い
き
ま
す
が
、

も
っ
と
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
日
本
の
作
物
が
ど
う
や
っ
て

海
外
で
勝
て
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
方
も

い
ま
す
。
今
は
あ
ま
り
に
も
規
模
が
小
さ
す
ぎ
る
こ
と

と
、
や
っ
ぱ
り
農
家
の
人
た
ち
と
の
連
携
が
ま
だ
ま
だ

で
き
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
構
想
は
あ
っ
た
と
し
て

も
、
戦
略
戦
術
に
落
と
し
込
む
と
こ
ろ
に
は
い
っ
て
い

な
い
。

●
日
本
の
農
業
の
戦
略

中
村　

日
本
は
保
守
的
な
国
で
す
ね
。
特
に
日
本
の
農

業
に
関
し
て
は
、
先
ほ
ど
も
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

生
産
し
た
ら
終
わ
り
と
い
う
考
え
が
強
く
て
、
い
い
も

の
を
作
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
世
界
に
取
ら
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
農
業
の
生
産
に
関
し
て
、
も
っ
と
経
営
意
識

を
持
つ
た
め
に
６
次
産
業
を
や
っ
て
い
け
ば
い
い
と
感

じ
ま
し
た
。

山
田　

日
本
は
保
守
的
だ
と
い
う
の
は
、﹁
日
本
﹂
が

主
語
じ
ゃ
な
く
て
、﹁
日
本
の
農
業
﹂
が
主
語
で
す
。

日
本
は
世
界
レ
ベ
ル
の
企
業
が
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
ト
ヨ
タ
や
キ
ヤ
ノ
ン
。
有
名
な
消
費
材
の
企
業

も
あ
れ
ば
、
コ
マ
ツ
や
東
レ
と
い
っ
た
材
料
を
作
っ
て

い
る
会
社
や
業
者
し
か
知
ら
な
い
よ
う
な
会
社
も
山
ほ

ど
あ
り
ま
す
。
世
界
に
通
用
す
る
企
業
は
あ
り
ま
す
。

今
の
日
本
は
、
強
い
分
野
と
弱
い
分
野
が
極
端
に
分
か

れ
て
し
ま
っ
た
。
農
業
に
関
し
て
は
、
今
ま
で
は
国
内

の
大
き
な
市
場
に
甘
ん
じ
て
い
た
部
分
が
あ
る
の
か
な

と
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
６
次
産
業
ス
ク
ー
ル
の
よ
う
な
取
り

組
み
は
重
要
だ
と
思
う
し
、
こ
れ
が
大
き
な
流
れ
に

な
っ
て
、
商
社
な
ん
か
も
巻
き
込
む
よ
う
な
か
た
ち
で

戦
略
と
し
て
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
面
白
い

話
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

齋
藤　

山
田
さ
ん
の
よ
う
な
方
と
つ
な
が
り
を
持
て

る
、
中
間
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
人
物
が
地
域

に
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
農
家
は
生
産

す
る
こ
と
に
対
し
て
も
の
す
ご
い
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
農
家
を
ど
う
や
っ
て
集
約

し
て
、
山
田
さ
ん
の
よ
う
な
方
に
つ
な
げ
ら
れ
る
の
か

と
い
う
取
り
組
み
が
必
要
。
個
々
の
農
家
が
バ
ラ
バ
ラ

に
商
社
と
つ
な
が
れ
る
か
と
い
っ
た
ら
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

山
形
の
庄
内
地
域
と
い
う
沿
岸
部
に
、
あ
る
米
商
社

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
の
方
が
い
ま
そ
う
い
っ
た
取
り
組

み
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
に
点
在
す
る
田
ん
ぼ
は
田

ん
ぼ
で
し
か
な
い
の
で
、
そ
こ
で
つ
く
っ
て
い
る
米
を

買
い
取
っ
て
、
あ
る
程
度
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
確
保
し
て

商
社
の
方
に
つ
な
げ
て
、
米
を
輸
出
し
て
い
る
。
そ
れ

が
農
業
法
人
と
い
う
株
式
会
社
が
で
き
る
ま
で
の
過
渡

期
の
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
イ
メ
ー
ジ

の
会
社
が
地
域
に
で
き
て
、
商
社
と
つ
な
が
っ
て
、
例

え
ば
、
国
内
の
関
西
方
面
に
売
れ
る
と
か
、
あ
る
い
は

中
国
の
上
海
で
売
れ
る
と
い
う
よ
う
な
道
筋
が
つ
い
て

い
く
と
、
も
う
少
し
い
ま
の
農
業
は
変
わ
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

山
田　

一
例
で
す
が
、
何
か
制
度
的
な
仕
組
み
や
、
日

本
の
も
の
を
輸
出
す
る
動
機
、
こ
う
し
た
ら
輸
出
し
た

い
な
と
い
う
仕
組
み
な
ど
、
米
に
限
ら
ず
何
か
作
っ
て

い
け
れ
ば
い
い
の
か
な
と
。

齋
藤　

い
ま
米
を
を
輸
出
し
よ
う
と
す
る
と
、
事
前
に

輸
出
用
米
だ
と
い
う
こ
と
で
、
作
付
け
の
前
に
申
請
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
か
な
り
リ
ス
ク
が
あ
り

ま
す
。
震
災
が
あ
っ
た
と
き
に
、
こ
れ
は
輸
出
用
米
だ

と
い
う
こ
と
で
作
付
け
を
し
て
、
も
う
出
荷
を
待
つ
ば

か
り
だ
と
な
っ
た
と
き
に
原
発
の
問
題
が
あ
っ
て
、
中

国
か
ら
入
れ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

輸
出
米
だ
と
し
て
作
っ
て
い
た
も
の
が
全
部
パ
ー
に

な
っ
た
。
よ
う
や
く
国
の
方
で
も
輸
出
を
言
い
始
め
て

い
ま
す
が
、ま
だ
制
度
が
そ
れ
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
。

東
田　

輸
出
を
特
別
な
も
の
と
考
え
る
こ
と
自
体
が
そ

も
そ
も
間
違
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
一
つ

だ
と
考
え
れ
ば
い
い
だ
け
の
話
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

● 

消
費
者
目
線
の
情
報
と
は 

 

農
家
を
守
る
と
農
業
を
守
る
は
違
う

武
智　

知
ら
な
い
こ
と
が
多
す
ぎ
で
す
。
そ
う
い
う
事

実
っ
て
世
の
中
に
出
て
い
な
い
で
す
よ
ね
。
学
者
さ
ん

と
か
専
門
家
の
方
は
知
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
消
費
者

レ
ベ
ル
に
ま
で
情
報
が
落
ち
て
い
か
な
い
。

東
田　

本
屋
さ
ん
に
行
く
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
こ
ん
な
に
怖
い

と
い
う
本
が
た
く
さ
ん
出
て
い
ま
す
。﹃
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
日

本
を
滅
ぼ
す
﹄
と
い
う
よ
う
な
表
現
で
。
マ
ス
コ
ミ
は

そ
う
い
う
切
り
口
が
好
き
で
す
。
客
観
的
に
は
こ
う
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な
話
、
こ
う
い
う
条
件
だ
と
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駄
目
だ
け
ど
こ
う
い
う
条
件
だ
と
い
い
よ
ね
と
い
う
話

は
、
消
費
者
は
飛
び
つ
か
な
い
。
何
が
危
な
い
！
と
い

う
コ
ピ
ー
が
あ
る
と
、
買
っ
て
読
ん
で
し
ま
う
。
だ
か

ら
冷
静
な
本
質
的
な
話
が
見
え
て
こ
な
い
。

武
智　

先
生
が
お
米
は
自
由
で
い
い
と
い
う
の
は
な
ぜ

で
す
か
。
今
、
お
米
は
制
限
を
付
け
る
べ
き
だ
と
い
う

意
見
も
あ
り
ま
す
。

東
田　

武
智
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？
僕
が
今
言
っ

た
ら
、
あ
あ
、
そ
う
な
ん
で
す
か
で
終
わ
る
で
し
ょ
う
。

武
智　

今
の
話
を
聞
く
限
り
は
、
業
務
用
が
８
割
を
占

め
る
の
で
あ
れ
ば
、
制
限
を
守
ら
な
い
と
い
け
な
い
か

な
と
。
日
本
は
お
米
が
強
い
。
そ
の
８
割
が
危
険
に
さ

ら
さ
れ
る
の
は
危
な
い
か
な
と
は
思
い
ま
し
た
。

東
田　

な
る
ほ
ど
。
国
際
経
済
学
で
は
、
機
会
費
用
と

い
う
こ
と
を
考
え
ま
す
。
そ
れ
を
守
る
た
め
に
、
ど
れ

だ
け
他
の
産
業
に
投
入
さ
れ
る
は
ず
の
土
地
と
資
本
を

あ
き
ら
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
、と
考
え
る
。

学
生
に
よ
く
言
う
の
は
、今
の
農
家
を
守
り
た
い
の
か
、

今
の
日
本
の
農
業
を
守
り
た
い
の
か
ど
っ
ち
な
の
と
。

今
の
日
本
の
農
家
を
守
り
た
い
な
ら
、
そ
れ
は
社
会
保

障
政
策
に
な
る
の
で
、
ど
れ
だ
け
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て

も
守
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
で
も
、
農
業

を
強
く
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
現
在
い
る
す
べ
て
の
農

家
を
守
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
現
状
の
大

部
分
の
農
家
を
守
っ
て
い
た
ら
日
本
の
農
業
は
強
く
な

ら
な
い
。
生
産
性
の
高
い
農
家
が
生
産
を
拡
大
し
、
ま

た
生
産
性
が
高
け
れ
ば
外
か
ら
で
も
入
っ
て
こ
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
の
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

中
村　

経
済
学
で
い
う
競
争
原
理
を
導
入
し
な
が
ら
、

強
い
農
業
を
作
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

東
田　

農
業
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
今
の
日
本
の
社
会
の

仕
組
み
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
全
部
だ
と
思
い
ま
す
。

既
得
権
益
で
固
ま
っ
て
い
て
、
動
き
が
取
れ
な
い
産
業

が
多
い
。

山
田　

日
本
の
全
産
業
で
国
際
的
に
絶
対
負
け
な
い
ぞ

と
い
う
の
は
、
た
ぶ
ん
２
割
と
か
３
割
ぐ
ら
い
で
、
自

動
車
、
工
作
機
械
と
か
決
ま
っ
て
い
て
、
残
り
は
決
し

て
世
界
で
伍
し
て
い
け
る
競
争
力
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
。。
そ
れ
を
い
ま
ま
で
は
守
れ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、

こ
の
仕
組
み
が
い
ま
限
界
に
き
て
い
る
。

東
田　

大
学
も
そ
う
で
す
。

山
田　

大
学
？

東
田　

大
学
も
、
昔
の
ま
ま
の
制
度
が
根
強
く
残
っ
て

い
る
。
今
の
ま
ま
で
は
、
日
本
の
大
学
は
世
界
の
大
学

と
張
り
合
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
韓
国
、
中

国
で
は
、
教
員
は
、
２
、
３
年
間
論
文
を
書
か
か
な
い

状
態
が
続
け
ば
解
雇
に
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
日

本
以
外
は
基
本
的
に
そ
う
な
り
つ
つ
あ
る
。
ク
ビ
に
な

ら
な
く
て
も
、
少
な
く
と
も
給
料
は
減
る
。
基
本
的
に

日
本
の
大
学
の
世
界
は
ぬ
る
ま
湯
で
す
。

　

だ
か
ら
、農
業
の
こ
と
を
あ
れ
こ
れ
言
う
け
れ
ど
も
、

実
は
自
分
の
足
元
の
こ
と
を
最
初
に
言
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
農
業
だ
け
で
は
な
い

で
す
。
日
本
が
強
く
な
る
た
め
に
は
、
一
回
既
得
権
益

を
壊
さ
な
い
と
い
け
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
農
業

は
ま
だ
競
争
力
が
あ
る
と
思
う
。
80
年
代
、
牛
肉
と
オ

レ
ン
ジ
を
自
由
化
す
る
と
き
に
、
日
本
の
畜
産
農
家
と

み
か
ん
農
家
は
壊
滅
す
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。
た
し
か

に
利
益
幅
は
減
っ
て
い
る
し
、
や
め
て
い
っ
た
農
家
も

い
る
け
ど
、
実
際
、
壊
滅
し
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、
そ

ん
な
に
心
配
す
る
必
要
は
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま

す
。

山
田　

牛
肉
な
ん
か
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ブ
ラ
ン

ド
化
を
進
め
て
い
て
、
松
阪
牛
は
、
東
南
ア
ジ
ア
で
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
れ
は
成
功
事
例
だ
と
は
思

い
ま
す
。

東
田　

み
か
ん
に
し
て
も
、
北
米
の
ス
ー
パ
ー
に
山
積

み
に
し
て
日
本
の
温
州
み
か
ん
が
売
ら
れ
て
い
る
。

武
智　

意
外
。オ
レ
ン
ジ
し
か
な
い
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。

齋
藤　

農
家
の
所
得
構
造
を
見
る
と
、
専
業
は
別
と
し

て
兼
業
農
家
で
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
た
ん
ぼ
と
畑
を
や
っ
て
、
小
遣
い
か
せ
ぎ
を
し
て
い

る
。
そ
の
下
の
私
ぐ
ら
い
の
世
代
が
近
く
の
工
場
に

行
っ
て
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
や
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
兼

業
農
家
が
多
す
ぎ
る
。
農
業
を
生
業
と
し
て
や
っ
て
い

な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
プ
ロ
意
識
が
な
い
と
い
わ

れ
て
も
仕
方
が
な
い
。
い
っ
そ
の
こ
と
、
自
由
化
し
た

と
き
に
、
そ
う
い
う
農
業
の
あ
り
方
が
が
ら
り
と
変

わ
っ
て
、
す
べ
て
が
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
な
っ
た

と
き
、
お
そ
ら
く
生
産
性
や
出
荷
額
も
反
転
す
る
と
き

が
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
ま
で
ど
う
い
う
ふ
う
に
制

度
を
変
え
て
、
そ
こ
で
出
て
く
る
調
整
の
痛
み
を
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
の
か
を
示
し
て
あ
げ
な
い
と
、
い
ざ

変
わ
り
な
さ
い
と
い
わ
れ
て
も
、
そ
れ
に
対
す
る
恐
怖

心
と
い
う
か
、
恐
怖
感
の
よ
う
な
も
の
が
先
走
っ
て
し

ま
う
。
そ
の
た
め
抗
議
行
動
し
か
起
こ
ら
な
い
。
政
府

は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
き
ち
ん
と
言
っ
て
あ
げ
る
べ
き

で
す
。

東
田　

大
学
も
そ
れ
ぞ
れ
が
言
い
た
い
放
題
言
っ
て
い

る
。
日
本
の
農
業
、
日
本
の
農
家
と
い
う
世
界
が
大
学

の
世
界
に
似
て
い
る
な
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
個
々

の
零
細
農
家
が
、
大
学
で
い
う
と
個
々
の
教
員
み
た
い

に
な
る
。
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日本の農業について

●
進
む
小
売
業
の
世
界
展
開

山
田　

日
本
の
純
国
内
産
業
の
な
か
で
も
外
に
出
て
い

く
業
種
と
、
ず
っ
と
国
内
と
ど
ま
っ
て
い
る
業
種
と
が

は
っ
き
り
し
て
き
ま
し
た
。
典
型
的
な
の
は
小
売
業
で

す
。
い
ま
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
ロ
ー
ソ
ン
、
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
、
去
年
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
も
入
っ
て
き
て
、

こ
の
３
つ
の
コ
ン
ビ
ニ
は
東
南
ア
ジ
ア
中
で
競
争
を
繰

り
返
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
で
も
出
店
準
備
を
す
る
と

か
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
も
検
討
す
る
と
か
、
ベ
ト
ナ
ム
は

ど
う
す
る
の
か
と
。
20
年
ぐ
ら
い
前
ま
で
は
、
ど
こ
も

外
に
出
て
い
か
な
か
っ
た
の
に
で
す
。

●
安
全
と
安
心
は
違
う

齋
藤　

日
本
の
食
品
の
安
全
性
は
高
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
に
し
て
も
、
生
産
の
と
き
に
は
登
録
農
薬
を
申
請

す
る
。
農
業
普
及
指
導
員
の
も
と
で
農
薬
カ
レ
ン
ダ
ー

を
作
っ
て
、
農
家
に
個
別
に
渡
し
て
、
こ
の
時
期
は
こ

う
い
う
農
薬
を
使
い
な
さ
い
と
、
徹
底
し
た
指
導
が
あ

る
。
出
荷
も
、
生
産
者
団
体
で
自
主
的
に
つ
く
っ
た
団

体
が
、
出
荷
時
の
サ
ン
プ
ル
チ
ェ
ッ
ク
で
農
薬
が
残
っ

て
い
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
ま
た
、
食
品
衛
生
研
究

所
で
実
際
に
物
流
に
乗
っ
た
農
産
物
の
サ
ン
プ
ル

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
て
、
ど
れ
だ
け
残
留
農
薬
が
あ
る

の
か
と
い
う
こ
と
ま
で
き
ち
ん
と
や
っ
て
い
る
。
食
品

に
対
し
て
安
全
だ
な
と
思
え
る
。
そ
れ
っ
て
強
み
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。そ
う
い
う
仕
組
み
や
制
度
も
含
め
て
、

日
本
の
や
り
方
で
作
っ
た
も
の
を
売
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
な
と
。
こ
ん
な
に
安

全
な
も
の
を
作
っ
て
い
る
。
海
外
で
も
売
れ
る
と
単
純

に
思
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。

武
智　

日
本
人
と
い
う
の
は
安
全
に
こ
だ
わ
り
ま
す
。

だ
か
ら
そ
れ
を
売
り
に
し
た
ら
、
い
い
か
も
と
思
う
け

れ
ど
も
、
海
外
の
人
は
そ
こ
ま
で
安
全
を
必
要
と
し
て

い
る
ん
で
し
ょ
う
か
？
。

山
田　

例
え
ば
、
中
国
の
基
準
と
日
本
の
基
準
は
違
い

ま
す
。
飲
み
物
の
菌
の
話
で
言
え
ば
、
菌
数
の
管
理
に

つ
い
て
日
本
は
か
な
り
厳
し
い
。
日
本
の
会
社
は
、
海

外
で
も
そ
の
基
準
に
合
わ
せ
て
つ
く
り
ま
す
。
と
こ
ろ

が
中
国
は
中
国
の
基
準
に
合
わ
せ
て
作
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
基
準
を
満
た
し
た
も
の
は
安
全
で
す
。
そ
れ
で
安

く
て
量
も
多
い
。
ど
ち
ら
が
売
れ
る
か
と
い
え
ば
。
後

者
で
す
。
国
に
よ
っ
て
安
全
基
準
は
違
い
ま
す
。
日
本

独
特
の
基
準
も
あ
る
し
、
中
国
と
ア
メ
リ
カ
も
違
い
ま

す
。
全
部
日
本
基
準
で
や
る
と
、
余
計
な
設
備
投
資
が

か
か
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
部
分
で
競
争

力
を
落
と
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
例
は
粉
ミ
ル
ク
の
話
。。
子
供
に
与
え

る
も
の
は
安
心
・
安
全
の
部
分
の
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
安
心
の
部
分
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
お
い
て
は
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
は
評
価
が

高
い
。
信
頼
が
あ
る
の
で
、
日
本
製
な
ら
何
も
問
題
は

起
こ
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
安
心
で
す
。
安
心
と
安
全

は
違
い
ま
す
。
安
心
は
測
れ
な
い
も
の
で
、
安
全
は
基

準
値
が
あ
る
も
の
で
、
こ
の
部
分
を
ど
う
い
う
ふ
う
に

設
定
し
て
海
外
で
や
っ
て
い
く
の
か
。
幸
い
に
し
て
日

本
製
の
安
心
の
部
分
は
高
い
。
安
全
の
と
こ
ろ
を
ど
こ

に
設
定
す
る
の
か
が
大
事
で
す
。

東
田　

安
心
と
リ
ン
ク
さ
せ
な
い
と
い
け
な
い
。

武
智　

数
値
だ
け
も
駄
目
だ
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

山
田　

駄
目
で
す
。

武
智　

ち
ょ
っ
と
の
違
い
で
も
、
向
こ
う
の
基
準
を
ク

リ
ア
ー
し
て
い
た
ら
、
向
こ
う
の
人
に
は
受
け
入
れ
ら

れ
ち
ゃ
う
か
ら
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

山
田　

そ
う
で
す
。幻
想
に
近
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

や
っ
ぱ
り
長
い
間
培
っ
て
き
た
評
判
と
い
う
の
か
な
。

東
田　

幻
想
は
本
当
に
客
観
的
な
基
準
が
満
た
さ
れ
て

い
な
い
と
、
そ
れ
は
繰
り
返
し
消
費
す
る
財
で
は
す
ぐ

に
ば
れ
ま
す
。
繰
り
返
し
消
費
さ
れ
る
財
は
ち
ゃ
ん
と

客
観
的
基
準
が
ク
リ
ア
ー
さ
れ
て
い
る
必
要
あ
る
け
れ

ど
も
、
良
い
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
り
だ
す
と
も
っ
と
売
れ

る
。
そ
れ
が
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。

齋
藤　

日
本
の
農
産
物
と
か
食
品
は
、
そ
こ
ま
で
や
り

す
ぎ
て
い
る
か
ら
、
逆
に
コ
ス
ト
が
高
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
い
う
け
れ
ど
も
、
僕
は
ま
っ
た
く
違
う
と
思
い

ま
す
。

東
田　

違
う
⋮
。

齋
藤　

例
え
ば
、
リ
ン
ゴ
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
持
っ
て
い

こ
う
と
す
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ギ
ャ
ッ
プ
と
い
う
生

産
管
理
方
式
で
作
ら
れ
た
も
の
し
か
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
受

け
入
れ
ま
せ
ん
と
い
う
話
に
な
る
。
日
本
人
は
日
本
の

生
産
管
理
の
仕
組
み
で
作
ら
れ
た
も
の
を
安
全
だ
と

思
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
仕
組
み
を
広
げ
る

努
力
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
Ｖ
Ｈ
Ｓ
と

ベ
ー
タ
の
話
は
有
名
で
す
が
、
ど
う
や
っ
て
デ
フ
ァ
ク

ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
し
て
い
く
の
か
国
は
も
っ
と
き
ち

ん
と
や
る
べ
き
で
す
。
Ｊ
ギ
ャ
ッ
プ
と
い
っ
て
、
自
分

た
ち
の
生
産
管
理
方
式
を
も
っ
と
よ
い
も
の
に
す
る
と

い
う
こ
と
を
日
本
の
生
産
者
団
体
が
や
っ
て
い
ま
す

が
、
一
方
で
、
チ
ャ
イ
ナ
・
ギ
ャ
ッ
プ
と
い
う
の
も
あ
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り
ま
す
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ユ
ー
レ
ッ
プ
・
ギ
ャ
ッ

プ
︵
Ｅ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｇ
Ａ
Ｐ
︶
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
ど

こ
の
や
り
方
が
い
い
の
か
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
工
業

品
と
違
っ
て
土
地
の
問
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
難
し
い

で
し
ょ
う
が
、
消
費
者
の
目
に
見
え
る
か
た
ち
の
制
度

と
か
基
準
を
き
ち
ん
と
形
作
っ
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ

を
戦
略
的
に
進
め
る
こ
と
で
、
日
本
の
や
り
方
で
つ
く

ら
れ
た
も
の
が
も
っ
と
よ
り
多
く
、
こ
れ
か
ら
人
口
が

爆
発
す
る
と
い
わ
れ
る
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
で
も
っ
と
安

心
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
輸
出
が
増

え
る
。
日
本
の
農
業
バ
ン
ザ
イ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
は
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
。

東
田　

そ
れ
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

齋
藤　

反
対
に
、
日
本
の
や
り
方
で
作
っ
て
い
な
い
も

の
は
受
け
入
れ
ま
せ
ん
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
消

費
者
に
と
っ
て
も
も
っ
と
安
全
な
中
国
の
食
品
を
安
心

し
て
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
環
境
が
で
き
て
く
る
と
思
う

ん
で
す
。

東
田　

そ
れ
は
面
白
い
ね
、
安
全
基
準
を
グ
ロ
ー
バ
ル

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
し
て
い
く
と
い
う
の
は
。

齋
藤　

そ
こ
を
も
っ
と
戦
略
的
に
や
っ
て
も
い
い
と
思

い
ま
す
。

東
田　

な
る
ほ
ど
。

山
田　

実
は
中
国
の
安
全
基
準
は
結
構
厳
し
い
ん
で

す
。
項
目
に
よ
っ
て
は
日
本
よ
り
も
厳
し
か
っ
た
り
も

す
る
。

東
田　

環
境
基
準
な
ん
か
も
全
部
そ
う
で
す
ね
。
数
値

に
関
す
る
限
り
は
、
中
国
は
そ
こ
そ
こ
厳
し
い
で
す
。

東
田　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
お
話
を
し
て
き
ま
し
た
が
⋮

﹁
日
本
の
農
業
を
強
く
す
る
﹂
と
言
っ
て
も
、
改
め
て

さ
ま
ざ
ま
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
食
品
と
農
産
物
共
通
の
課
題
に
、﹁
売

る
力
﹂
と
い
う
も
の
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
能
力
を
高
め
て
い
く
と
い
う
点

は
、
比
較
的
抵
抗
な
く
多
く
の
農
業
関
係
者
が
協
力
し

て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
生
産
性
を
高
め
る
変
革
に
は
痛
み
が
伴
い
ま

す
。
た
だ
、
そ
の
痛
み
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
農
業
の
現
場
で
は
、
そ

の
覚
悟
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い

る
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　

実
は
、
対
立
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
多
く
の
農
業

関
係
者
や
研
究
者
は
、
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
同
じ

な
の
で
は
と
感
じ
ま
す
。
あ
と
は
、
う
ま
く
個
々
の
力

が
農
業
を
強
く
す
る
た
め
に
働
く
よ
う
な
仕
組
み
が
必

要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

座
談
会
の
最
中
に
は
、
つ
い
勢
い
づ
い
て
し
ま
い
、

多
く
の
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
に
失
礼
な
発
言
な
ど

も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
ご
容
赦
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
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山
本
栄
一
先
生
を
偲
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本
誌
初
代
発
行
人 

１
９
６
６
年
４
月
〜
２
０
０
８
年
３
月 

経
済
学
部
在
職

　その学部長職在任中（1993年４月～96年３月）に、学部
活性化の一つとして並々ならぬ熱意を以て本誌創刊を企
画、推進し、初代発行人となった山本栄一先生（経済学部
名誉教授・財政学専攻）。先生は学部長退任後には、本誌
第２号の編集長として、また第３号以降の編集委員として
本誌の編集・刊行に永く貢献を重ねてこられた。
　山本先生は、昨冬（2011年）の師走十日に天に召された
（享年七十二歳）。2013年度には第20号の節目を迎える本誌
は、ここに創刊者の一人であった山本先生を偲び、編集長
経験者の寄稿も収めながら追悼のページを設ける(本誌企
画編集委。
 （似顔イラスト：岸本裕美子　本誌第10号学生編集委員）

「エコノ・フォーラム」の草創期

　山本先生は阪神・淡路大震災の年（1995年）に経済学部長でした。
新学期開始まもなく、山本先生は震災後の混乱に立ち向かうように
経済学部の学部活性化のアイデアを矢継ぎ早に出されます。ディベ
ート大会（ゼミ討論会）も、ゼミ対抗スポーツ大会も、ゼミ連絡会も、
そしてこの学部誌『エコノ・フォーラム』もその時に産声をあげた
企画です。どれもが今なお続いていることには驚かされます。『エコ
ノ・フォーラム』という誌名は当時まだ奇抜に響きましたが、山本
先生はぼくのアイデアにすぐ賛成してくれました。雑誌ができる前
には準備号として壁新聞のような『フォーラム通信』を、ワープロ（「書
院」！）打ちの書面の切り貼りで作ったことを懐かしく思い出します。
草創期の情熱がさらに引き継がれることを祈ります。
 （田村和彦　　国際学部教授・本誌初代編集代表）

“永久編集委員”格・山本先生！

　落語や俳句作り等々、多趣味の文人的存在の山本栄一先生は活字
の虫でもあった。その先生が様々な学部活性化策の一つ、本誌創刊
を第19代学部長として選択・決断したのは当然の成り行き、といえ
るかもしれない。
　創刊を果たした後も先生は第２号から第11号までの編集委正規メ
ンバーであり続け、いわば“永久編集委員”格として、当方担当の
第９号編集でも多彩な企画を山本提案として供して頂き、新米編集
長を助けて下さった。
　本誌も“エコノフォーラム21”と改称し大判化して、当初の「学
部の新鮮なデータブックとしての機能」（第10号）より、「学部から
社会に向けてメッセージを発信すること」（第11代・藤田友尚編集長）
へと舵を切る。本誌の深化する自己成長を、天上の先生にこそ、再
び永久委員として見つめて頂こう。
 （市川文彦　　経済学部教授・本誌第９代編集長）
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〈巻頭言〉：「ゼミナールを学生生活の中心に」　　　　　
 山本栄一学部長              　　　
　「（前略）一年の総まとめとして、本誌を発刊するに至ったのも、全く
同じ思いからです。本誌を通じて、学生諸君も教職員も一つになって、
経済学部がゼミナールを中心とした「知の祝祭典」の場となることが確
認できればと願っています。
　また、本年を第一年目として、経済学部の情報が満載されたフォーラ
ム誌の発行を積み重ねることによって、経済学部が喜びと活力のある「知
の祝祭典」の場となるための方向を定める羅針盤の役割を果たすのでは
ないかと、秘かに願っています。（後略）」
　　“エコノフォーラム”創刊号、1996年３月刊。

＊発刊の言葉：“エコノフォーラム”創刊号の表紙裏に登場

　以後、第10号までの各巻に掲載される。なお現在の＜エコ
ノフォーラム21の言葉＞は、本誌表紙裏に掲載。

“エコノフォーラム21”第11号 編集後記から　（2005年３月刊）

　「形だけとはいえ、『エコノフォーラム』誌発刊以来、編集委員を変わ
らずつとめさせてもらったのは、わたしをはずすまいと思ってなのか、
惰性なのか、いずれにしても、この10年、楽しい経験をさせてもらいま
した。今号から版型も大きくなり、装いも新たになって、第２期という
感じです。今号の編集長藤田先生とは、梅田の太融寺での桂吉朝落語会
ではからずも一緒になって以来、フランス・リール大学に大学間提携の
ために一緒に出かけたりして、無駄口を叩く間柄になっています。今号
を革新したいという熱情を、昨春聞いて、「やる気十分」、大いに期待し
ていました。皆さん出来はいかがでしょうか。これからも、変幻自在、『エ
コノフォーラム』の今後も続く展開を、期待して待っています。（栄一）」

⇐ 本書は山本先生を追想する「追悼文集」。寄稿40篇ほどを収めて、企画から
刊行まで僅か半年足らずで完成。（関西学院大学出版会、2012年12月刊）
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経済と人間
　

生
態
系
は
、
水
質
浄
化
や
大
気
調
節
な

ど
の
環
境
維
持
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、

自
然
資
源
を
生
産
し
ま
す
。
こ
の
自
然
資

源
は
、
我
々
の
生
活
や
経
済
活
動
に
と
っ

て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
場
合
が
多

く
、
こ
れ
ら
は
「
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
」
と

呼
ば
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
生
態
系
は
独

自
の
様
々
な
動
植
物
種
が
存
在
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

生
態
系
サ
ー
ビ
ス
は
、
大
き
く
以
下
の

４
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
食

糧
、
繊
維
、
燃
料
、
遺
伝
子
資
源
、
生
化

学
物
質
（
自
然
薬
品
）、淡
水
な
ど
の
「
供

給
サ
ー
ビ
ス
」、
大
気
質
の
調
節
、
気
候

の
調
節
、
水
の
調
節
、
土
壌
浸
食
の
抑
制

な
ど
の
「
調
整
サ
ー
ビ
ス
」、
文
化
的
多

様
性
、
精
神
的
・
宗
教
的
価
値
、
知
識
体

系
（
伝
統
的
、
慣
習
的
）
な
ど
の
「
文
化

的
サ
ー
ビ
ス
」、
土
壌
形
成
、
光
合
成
、

一
次
生
産
、
栄
養
塩
循
環
、
水
循
環
な
ど

の
「
基
盤
サ
ー
ビ
ス
」
で
す
。

　

生
態
系
の
利
用
価
値
を
経
済
学
的
に
捉

え
る
と
、
利
用
価
値
と
非
利
用
価
値
と
に

分
け
ら
れ
ま
す
。
利
用
価
値
は
、
さ
ら
に

直
接
利
用
価
値
（
食
糧
や
水
な
ど
の
物
質

的
消
費
を
伴
う
も
の
と
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ツ

ア
ー
の
よ
う
に
物
質
的
消
費
を
伴
わ
な
い

も
の
）
と
間
接
利
用
価
値
（
気
候
調
節
機

能
や
水
質
浄
化
機
能
な
ど
）
と
が
あ
り
ま

す
。
自
然
に
生
息
す
る
野
鳥
や
虫
が
受
粉

を
行
っ
て
、
農
作
物
の
生
育
に
良
い
影
響

を
与
え
る
ケ
ー
ス
は
こ
の
間
接
利
用
価
値

に
該
当
し
ま
す
。
一
方
、
直
接
経
済
活
動

に
利
用
す
る
こ
と
は
な
く
て
も
、
そ
こ
に

生
態
系
が
存
在
す
る
だ
け
で
幸
せ
を
感
じ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
非
利
用
価

値
で
す
。
例
え
ば
、
新
潟
県
の
佐
渡
で
は

長
年
ト
キ
を
自
然
に
戻
す
努
力
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
ト
キ
が
存
在
す
る
だ
け
で

効
用
を
得
る
人
々
は
多
い
は
ず
で
す
。
南

極
に
ペ
ン
ギ
ン
が
い
て
そ
の
姿
を
見
る
だ

け
で
、
効
用
を
得
る
人
も
た
く
さ
ん
い
ま

す
。

　

現
在
、
こ
の
生
態
系
の
価
値
を
正
確
に

捉
え
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
増
し
て
い

ま
す
。
正
確
に
捉
え
る
と
は
、
そ
の
貨
幣

価
値
を
計
測
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
貨
幣
価
値
で
表
す
こ
と
が
重

要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

我
々
は
、
し
ば
し
ば
開
発
か
自
然
保
護

か
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
道

路
を
建
設
し
た
り
、
宅
地
を
造
成
し
た
り

す
る
こ
と
は
、
経
済
便
益
を
も
た
ら
す
一

方
で
生
態
系
に
負
の
影
響
を
与
え
る
こ
と

が
多
い
で
す
。
正
し
い
意
思
決
定
を
す
る

た
め
に
は
、
開
発
を
行
っ
た
時
の
純
便
益

を
き
ち
ん
と
評
価
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
で
す
。
生
態
系
の
喪
失
は
、
開
発
を
行

う
こ
と
の
コ
ス
ト
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
純
便
益
を
正
確
に
計

測
す
る
た
め
に
、
生
態
系
の
価
値
を
貨
幣

単
位
で
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で

す
。

　

こ
れ
は
希
少
野
生
動
植
物
の
保
護
に
対

し
て
い
く
ら
支
払
い
を
行
う
べ
き
か
を
判

断
す
る
際
に
も
、
重
要
と
な
り
ま
す
。
絶

滅
危
惧
種
を
保
護
す
る
た
め
に
は
費
用
が

か
か
り
ま
す
。
そ
の
費
用
を
支
払
う
か
ど

う
か
を
意
思
決
定
す
る
た
め
に
は
、
非
利

用
価
値
を
正
確
に
貨
幣
単
位
で
計
測
す
る

こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。

　
「
価
値
の
計
測
」
と
「
社
会
の
合
理
的

な
選
択
」
は
、
ど
ち
ら
も
経
済
学
が
貢
献

で
き
る
課
題
で
す
。
資
源
経
済
学
が
対
象

と
す
る
分
野
は
広
く
、
他
に
も
た
く
さ
ん

の
課
題
を
研
究
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、

生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
の
計
測
と
そ
の

利
用
の
選
択
も
研
究
課
題
の
１
つ
で
す
。

生
態
系
そ
の
も
の
は
市
場
で
取
引
さ
れ
る

こ
と
が
な
い
た
め
、
そ
の
価
格
を
知
る
こ

と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
価
値

の
正
確
な
計
測
の
た
め
に
、
客
観
的
で
バ

イ
ア
ス
の
な
い
方
法
を
生
み
出
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

■

東
田
啓
作　
教
授
（
資
源
経
済
学
）

生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
価
値

2012年
5月17日
木曜日
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シリーズチャペル
　

史
的
に
経
済
社
会
間
の
多
様
性
を
明
ら

か
に
す
る
の
が
我
が
専
攻
領
域
。
そ
し
て

お
話
の
テ
ー
マ
は
文
明
病
と
し
て
の
花
粉

症
。
今
朝
、
舟
木　

譲
先
生
に
読
ん
で
頂

い
た
聖
句
「
テ
モ
テ
へ
の
手
紙 

一
」
６
：

17
（
＊
）
が
問
い
、
我
々
が
注
意
す
べ
き

は
物
質
的
に
満
ち
足
り
た
社
会
に
あ
っ

て
、
我
々
は
そ
れ
を
当
然
の
も
の
と
す
る

だ
け
で
な
く
、
人
に
と
っ
て
の
豊
か
さ
総

体
と
は
何
を
失
っ
て
何
を
獲
得
し
た
帰
結

な
の
か
、
時
に
は
冷
静
に
、
経
済
学
的
に

自
問
す
る
必
要
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
花
粉
症
の
発
症
原
因
は
個
人
差
が

あ
る
よ
う
で
す
が
、
花
粉
症
に
は
文
明
病

と
し
て
の
側
面
も
あ
り
、
近
年
で
は
文
明

の
発
達
と
花
粉
症
の
拡
が
り
と
の
関
係
に

注
目
す
る
医
学
研
究
も
進
展
。
現
在
で
は

軽
症
例
も
含
め
る
と
約
２
０
０
０
万
人
、

つ
ま
り
日
本
国
民
の
１
６
％
が
花
粉
症
で

あ
る
と
推
計
さ
れ
ま
す
。
花
粉
症
蔓
延
を

巡
り
、
①
先
ず
１
９
９
０
年
代
初
め
以
降

に
重
症
の
花
粉
症
例
が
急
増
す
る
こ
と
、

②
次
に
、
こ
の
花
粉
症
例
急
増
期
以
前

の
、
１
９
８
０
年
代
半
ば
か
ら
公
衆
衛
生

上
の
清
潔
化
＝
下
水
道
整
備
が
著
し
く
進

行
し
て
い
た
事
実
が
存
在
し
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
の
観
察
結
果
は
、
実
は
相
互

に
関
係
し
て
い
ま
す
。
経
済
成
長
と
生
活

水
準
向
上
に
連
動
し
た
下
水
道
整
備
を
は

じ
め
と
す
る
人
々
の
暮
ら
し
の
着
実
な
清

潔
化
進
展
が
、
花
粉
症
へ
の
人
々
の
抵
抗

力
、
よ
り
正
確
に
は
免
疫
を
低
下
さ
せ
て

い
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
状
態
が
花
粉
症

人
口
を
増
や
す
大
き
な
原
因
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
衛
生
上
の
清
潔
化
、

つ
ま
り
快
適
な
生
活
ス
タ
イ
ル
追
求
化

が
、
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
免
疫
を
弱
め
て
し

ま
う
の
か
？　

こ
の
疑
問
に
は
、
経
済
史

研
究
は
じ
め
歴
史
的
接
近
法
が
ヒ
ン
ト
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。
下
水
道
が
未
完
備

の
、
つ
ま
り
現
在
の
よ
う
に
清
潔
化
さ
れ

た
時
代
以
前
の
、
高
度
成
長
期
、
ま
た
そ

れ
以
前
の
時
期
の
日
本
の
住
居
で
は
農
村

部
ば
か
り
か
都
市
部
近
郊
で
も
自
宅
の
庭

や
家
屋
内
で
家
畜
の
牛
、
馬
を
飼
う
事
例

が
極
く
普
通
で
し
た
。
つ
ま
り
当
時
の
日

本
人
の
多
く
は
、
日
常
生
活
の
中
で
家
畜

と
接
し
て
い
て
、
そ
の
結
果
、
肥
料
と
し
て

も
用
い
ら
れ
る
家
畜
の
排
出
物
も
身
近
に
。

　

こ
の
清
潔
化
以
前
に
生
ま
れ
た
日
本
の

乳
幼
児
た
ち
は
、
家
畜
か
ら
の
排
出
物
に

含
ま
れ
る
エ
ン
ド
ト
キ
シ
ン
と
い
う
細
菌

に
幼
い
頃
か
ら
晒
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
免
疫
シ
ス
テ
ム
を

体
内
に
確
立
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の

清
潔
化
時
代
以
前
に
生
ま
れ
た
人
々
の
花

粉
症
発
症
は
今
で
も
相
対
的
に
少
数
に
止

ま
っ
て
い
ま
す
。
反
対
に
花
粉
症
に
な
り

や
す
い
の
は
幼
い
時
に
エ
ン
ド
ト
キ
シ
ン

に
接
す
る
こ
と
な
く
育
っ
た
場
合
で
、
家

に
家
畜
の
い
な
い
、
水
洗
ト
イ
レ
が
当
た

り
前
の
清
潔
化
さ
れ
た
時
代
の
、

１
９
６
０
年
代
末
以
降
に
生
ま
れ
た
人
々

に
花
粉
症
が
目
立
つ
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
現
象
が
我
々
に
問
い
か
け
る
の

は
、
人
間
は
自
然
界
の
中
で
元
々
暮
ら
し

て
い
た
生
き
物
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
で
生

か
さ
れ
て
き
た
存
在
で
あ
る
と
い
う
原

点
。
我
々
人
間
の
都
合
に
よ
っ
て
ヒ
ト
と

動
物
や
自
然
と
の
関
係
を
変
え
て
し
ま
う

と
、
人
間
の
側
に
却
っ
て
新
た
な
生
物
学

的
負
荷
も
か
か
っ
て
し
ま
う
逆
説
に
思
い

を
致
し
な
が
ら
、
人
に
と
っ
て
の
豊
か
さ

と
は
何
か
？
を
質
す
今
朝
の
聖
句
の
問
い

か
け
へ
応
え
て
い
く
の
は
、
他
な
ら
ぬ
皆

さ
ん
自
身
で
す
！

 

■

市
川
文
彦　

教
授
（
経
済
史
学
）

〈
快
適
さ
〉追
求
史
の
中
で
の 

 

私
た
ち
：
花
粉
症
＝
文
明
病
論

＊
聖
句
：「 

こ
の
世
で
富
ん
で
い
る
人
々
に
命
じ
な
さ
い
。
高
慢
に
な
ら
ず
、
不
確
か
な
富
に
望
み
を
置
く
の
で
は
な
く
、

わ
た
し
た
ち
に
す
べ
て
の
も
の
を
豊
か
に
与
え
て
楽
し
ま
せ
て
く
だ
さ
る
神
に
望
み
を
置
く
よ
う
に
。」

2012年
5月18日
金曜日



Econo Forum 21／March 2013 32

経済と人間
　

最
初
に
お
聞
き
し
ま
す
。
あ
な
た
は
①

今
１
万
円
を
受
け
取
る
の
と
、
②
１
年
後

に
１
万
５
０
０
円
を
受
け
取
る
こ
と
、
ど

ち
ら
を
選
び
ま
す
か
。
次
に
設
定
を
少
し

変
え
て
、
①
10
年
後
に
１
万
円
を
受
け
取

る
の
と
、
②
11
年
後
に
１
万
５
０
０
円
を

受
け
取
る
こ
と
、
ど
ち
ら
を
選
ぶ
で
し
ょ

う
か
。
挙
手
の
状
況
を
み
る
と
、
最
初
の

問
い
で
は
今
１
万
円
を
受
け
取
る
方
が
圧

倒
的
に
多
く
、
２
番
目
の
問
い
で
は
ほ
ぼ

半
数
ず
つ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
「
時
間
割
引
率
」
に
関
す
る
問

い
で
す
。
具
体
的
に
は
、
今
も
ら
え
る
金

額
と
将
来
も
ら
え
る
金
額
を
比
較
し
て
、

将
来
ど
の
程
度
多
め
に
も
ら
え
る
な
ら
、

同
価
値
と
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
を
示
す

割
合
で
す
。
今
の
１
万
円
と
１
年
後
の

１
万
５
０
０
円
が
同
価
値
で
あ
る
と
考
え

る
人
が
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
人
の
時
間
割

引
率
は
年
５
％
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
今
回
の
２
つ
の
問
い
か
け

は
、
共
に
時
間
割
引
率
は
年
５
％
で
す
。

合
理
的
な
経
済
人
を
前
提
と
す
れ
ば
、
同

じ
人
は
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
も
、
同
じ
時

間
割
引
率
で
判
断
す
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
つ
ま
り
、
全
て
の
人
は
同
じ
方
を
選

ぶ
は
ず
で
す
。
し
か
し
多
く
の
場
合
、
こ

う
し
た
質
問
を
す
る
と
今
回
と
同
様
の
結

果
に
な
る
よ
う
で
す
。
近
い
将
来
の
割
引

率
の
方
が
遠
い
将
来
の
割
引
率
よ
り
も
高

く
な
る
傾
向
を
、
行
動
経
済
学
の
用
語
で

「
双
曲
割
引
」
と
い
い
、
今
を
楽
し
む
こ

と
に
よ
り
高
い
価
値
を
置
く
傾
向
が
強
い

こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

経
済
学
で
は
従
来
、
合
理
的
な
個
人
が

完
全
情
報
の
下
で
選
択
す
る
状
況
を
前
提

に
議
論
が
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
従
来
か
ら
の
経
済
学
が
前

提
と
し
て
い
た
合
理
的
な
経
済
主
体
が
、

実
社
会
で
は
必
ず
し
も
大
多
数
を
占
め
な

い
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。
ま
た
完
全
な

情
報
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
む
し
ろ
稀
で

あ
り
、
限
定
情
報
の
下
で
思
い
込
み
に
基

づ
き
行
動
す
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
が
し
ば
し
ば
、
期
待
通
り
に
経
済

活
動
が
機
能
し
な
い
原
因
と
な
る
の
で
す
。

　

反
面
、
こ
う
し
た
人
間
臭
い
思
い
入
れ

が
、
世
の
中
の
進
歩
を
促
し
て
き
た
面
も

あ
り
ま
す
。
自
分
自
身
の
経
験
を
思
い
起

こ
し
て
も
、
他
の
人
か
ら
評
価
さ
れ
る
仕

事
は
、
基
本
的
に
コ
ス
ト
意
識
を
度
外
視

し
、
何
か
新
し
い
こ
と
を
達
成
・
発
見
し

た
い
と
い
う
動
機
か
ら
達
成
さ
れ
る
場
合

が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
小
手

先
の
効
率
性
か
ら
は
、
人
を
感
動
さ
せ
る

よ
う
な
成
果
は
生
ま
れ
な
い
の
で
す
。

　

勿
論
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
自
体
は
否
定

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
効

率
的
な
資
源
配
分
の
実
現
の
た
め
に
市
場

を
正
常
に
機
能
さ
せ
る
、
ま
た
そ
の
実
現

に
向
け
た
制
度
設
計
・
環
境
整
備
を
進
め

る
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
な
課
題
で
す
。

反
面
、
現
実
社
会
で
は
市
場
が
失
敗
す
る

場
面
は
多
く
あ
り
ま
す
。
市
場
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
最
大
限
生
か
し
つ
つ
、
併
せ
持
つ
限

界
を
補
完
す
る
た
め
に
、市
場
外
で
の「
こ

だ
わ
り
の
あ
る
」
活
動
が
、
社
会
の
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
例

え
ば
そ
れ
は
、
社
会
の
あ
ち
こ
ち
で
行
わ

れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ
り
、
社
会

の
進
歩
の
た
め
に
日
々
追
求
さ
れ
る
研
究

開
発
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
ら
は
全

て
、
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
自

分
の
力
を
行
使
し
た
い
と
い
う
、
使
命
感

に
基
づ
い
て
遂
行
さ
れ
る
も
の
で
も
あ
る

の
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
行
っ
て
い
く
様
々

な
選
択
は
、
決
し
て
完
全
情
報
の
中
で
行

わ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

こ
そ
、そ
れ
を
受
容
し
た
上
で
、与
え
ら
れ

た
場
で
最
善
を
尽
く
し
、ま
た
時
に
は
短

期
的
・
表
面
的
な
効
率
性
を
わ
き
に
置
き
、

使
命
感
を
持
っ
て「
い
い
仕
事
」を
追
求
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

■

小
林
伸
生　

教
授
（
産
業
構
造
論
）

限
定
合
理
性
下
で
の「
い
い
仕
事
」

2012年
5月22日
火曜日
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シリーズチャペル
　

新
約
聖
書
ロ
ー
マ
信
徒
へ
の
手
紙
８
章

28
節
に
は
、『
神
を
愛
す
る
者
た
ち
、
つ

ま
り
、
御
計
画
に
従
っ
て
召
さ
れ
た
者
た

ち
に
は
、
万
事
が
益
と
な
る
よ
う
に
共
に

働
く
と
い
う
こ
と
を
、
私
た
ち
は
知
っ
て

い
ま
す
。』（
新
共
同
訳
）、文
語
訳
で
は『
万

事
相
働
き
て
益
と
な
る
。』　

と
書
か
れ
て

い
る
。
こ
こ
を
読
む
と
き
に
、
経
済
学
の

父
、ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
「
見
え
ざ
る
手
」

を
思
い
出
す
。
こ
の
「
見
え
ざ
る
手
」
と

は
国
富
論
の
中
に
一
度
だ
け
出
て
く
る
言

葉
で
あ
る
。

　
『
人
は
自
分
自
身
の
安
全
と
利
益
だ
け

を
求
め
よ
う
と
す
る
。
こ
の
利
益
は
、
例

え
ば
「
莫
大
な
利
益
を
生
み
出
し
得
る
品

物
を
生
産
す
る
」
と
い
っ
た
形
で
事
業
を

運
営
す
る
こ
と
に
よ
り
、
得
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
人
が
こ
の
よ
う
な
行
動

を
意
図
す
る
の
は
、
他
の
多
く
の
事
例
同

様
、
人
が
全
く
意
図
し
て
い
な
か
っ
た
目

的
を
達
成
さ
せ
よ
う
と
す
る
見
え
ざ
る
手

に
よ
っ
て
導
か
れ
た
結
果
な
の
で
あ

る
。』（『
国
富
論
』
第
４
編
「
経
済
学
の

諸
体
系
に
つ
い
て
」
第
２
章
）

　

こ
の
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
言
葉
の
現
代

的
解
釈
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
よ
く
言
わ

れ
る
。
人
は
す
べ
て
利
己
的
で
あ
る
。
こ

れ
を
現
代
の
経
済
学
で
は
合
理
的
経
済
人

と
い
う
。
こ
の
、
ば
ら
ば
ら
に
動
く
利
己

的
な
人
た
ち
の
行
動
が
、
あ
た
か
も
神
の

見
え
ざ
る
手
に
導
か
れ
て
、
全
体
と
し
て

う
ま
く
調
和
し
、
最
適
な
結
果
が
こ
の
社

会
に
実
現
す
る
。
だ
か
ら
、「
自
由
放
任

が
よ
い
」、
と
。

　

こ
の
最
適
な
結
果
と
は
、
パ
レ
ー
ト
最

適
の
こ
と
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
緩
や
か
な
価
値
観
の
下
で
、
無

駄
な
く
社
会
の
資
源
が
配
分
さ
れ
尽
く
し

て
い
る
と
い
う
最
適
な
状
態
の
こ
と
で
あ

る
。
確
か
に
、
国
富
論
の
原
典
に
当
た
っ

て
み
る
と
、「
人
が
全
く
意
図
し
て
い
な

か
っ
た
目
的
を
達
成
さ
せ
よ
う
と
す
る
見

え
ざ
る
手
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
結
果
」
と

の
み
書
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
パ
レ
ー
ト

最
適
へ
と
導
く
と
解
釈
で
き
る
か
否
か
は

疑
問
が
残
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、「
見
え
ざ
る
手
」
と
は
神
の
手
と

し
か
解
釈
で
き
ず
、
神
が
導
く
と
こ
ろ
な

ら
ば
最
適
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
、
と
の
信

仰
を
働
か
せ
て
以
下
の
よ
う
に
論
理
を
進

め
よ
う
。

　

神
が
利
己
的
な
人
々
を
導
く
と
い
う
こ

と
は
、
利
己
的
な
人
も
利
他
的
な
人
も
、

そ
の
ま
ま
で
社
会
に
貢
献
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
す
べ
て

の
人
は
神
の
御
支
配
の
中
に
あ
り
、
神
の

手
に
導
か
れ
て
い
る
。
こ
の
チ
ャ
ペ
ル
の

最
初
に
歌
っ
た
讃
美
歌
は
「
主
よ
、
み
手

も
て
ひ
か
せ
た
ま
え
」、
と
い
う
歌
詞
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
自
分
か

ら
神
様
に
「
引
い
て
下
さ
い
」
と
は
思
わ

な
く
て
も
、
実
は
引
か
れ
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
最
適
な
状
態
が
こ
の
社
会
に
実
現

し
て
い
る
。
こ
れ
が
神
の
み
わ
ざ
で
あ

る
。
こ
こ
で
ス
ミ
ス
の
「
神
の
見
え
ざ
る

手
」
と
ロ
ー
マ
書
の
「
万
事
相
働
き
て
」

が
結
び
つ
く
。

　

こ
の
「
万
事
」
と
は
何
か
。
今
日
の
全

て
の
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
過
去
の
す
べ
て

の
こ
と
、
と
解
釈
で
き
る
。
つ
ま
り
、
過

去
に
起
こ
っ
た
す
べ
て
の
出
来
事
、
つ
ま

り
、　

過
去
の
自
分
自
身
の
失
敗
で
あ
っ

て
も
、
現
在
や
将
来
の
自
分
自
身
の
益
に

な
る
、
と
い
う
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
例

え
ば
、
第
一
志
望
の
○
○
大
学
に
落
ち

た
。
こ
れ
は
マ
イ
ナ
ス
の
出
来
事
で
あ
る

が
、
し
か
し
、
こ
れ
が
将
来
プ
ラ
ス
に
な

る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
ら
の
過
去
の
失

敗
も
す
べ
て
、
プ
ラ
ス
に
変
え
て
益
と
し

て
く
だ
さ
る
。
こ
れ
が
神
の
愛
で
あ
る

と
。
ど
う
に
も
な
ら
な
い
過
去
の
失
敗

も
、
益
に
変
え
て
く
だ
さ
る
。
万
事
相
働

き
て
益
と
な
る
。
こ
こ
に
神
の
御
愛
が
あ

る
。

河
野
正
道　

教
授
（
理
論
経
済
学
）

ス
ミ
ス
の「
見
え
ざ
る
手
」と
聖
書

2012年
5月24日
木曜日
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経済と人間
　

原
発
の
再
稼
働
が
難
し
い
な
か
、
夏
の

節
電
の
必
要
性
が
唱
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
状
況
下
で
、
関
西
電
力
は
７
月
か
ら

ピ
ー
ク
ロ
ー
ド
料
金
と
い
わ
れ
る
料
金
メ

ニ
ュ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
メ
ニ
ュ
ー
を
選
ぶ
と
、
電
気
料
金
が

昼
間
の
ピ
ー
ク
時
に
は
高
く
な
る
代
わ
り

に
、
夜
の
オ
フ
ピ
ー
ク
時
に
は
安
く
な
り

ま
す
。
今
回
導
入
さ
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
で

は
、
ピ
ー
ク
時
の
価
格
は
オ
フ
ピ
ー
ク
時

の
実
に
６
倍
と
な
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
ピ
ー
ク
ロ
ー
ド
料
金
に
関
し
て

は
、
世
間
で
の
捉
え
ら
れ
方
を
見
る
に
、

時
に
２
つ
の
誤
解
が
あ
る
よ
う
に
思
え
ま

す
。
１
つ
目
は
、
単
な
る
一
時
的
な
節
電

達
成
の
た
め
の
手
段
で
あ
る
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
す
。
こ
の
考
え
方
に
従
う
と
、

長
期
的
に
代
替
電
力
な
ど
で
必
要
な
発
電

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
確
保
し
た
後
は
、
ピ
ー

ク
ロ
ー
ド
料
金
は
不
要
に
な
る
は
ず
で

す
。
２
つ
目
は
、
電
力
需
給
逼
迫
を
解
決

す
る
代
わ
り
に
消
費
者
の
負
担
に
な
る
と

い
う
議
論
で
す
。
つ
ま
り
、
ピ
ー
ク
時
に

高
価
格
で
電
気
使
用
を
我
慢
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
消
費
者
は
犠
牲
に
な
る
と
い
う

わ
け
で
す
。
し
か
し
実
は
、
い
ず
れ
の
議

論
も
経
済
学
的
に
は
誤
り
で
す
。

　

ま
ず
１
つ
目
の
議
論
に
関
し
て
は
発
想

が
逆
で
す
。
ピ
ー
ク
時
の
値
上
げ
に
よ
っ

て
ピ
ー
ク
の
電
力
需
要
が
減
少
す
る
た

め
、
ピ
ー
ク
ロ
ー
ド
料
金
を
長
期
的
に
続

け
れ
ば
、
必
要
な
発
電
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の

上
限
自
体
が
減
る
は
ず
で
す
。
こ
の
結

果
、
単
一
価
格
の
と
き
ほ
ど
巨
大
な
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
を
用
意
し
な
く
て
も
よ
く
な
り

ま
す
（
原
発
の
再
稼
働
も
い
く
ら
か
抑
え

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）。
同
時
に
オ

フ
ピ
ー
ク
時
の
値
下
げ
に
よ
り
、
需
要
変

動
は
小
さ
く
な
り
（
電
力
余
り
の
夜
間
な

ど
に
需
要
が
増
え
）
遊
休
設
備
も
減
ら
さ

れ
ま
す
。
こ
の
料
金
体
系
は
、
発
電
設
備

が
用
意
さ
れ
れ
ば
不
要
に
な
る
の
で
は
な

く
、
長
期
的
に
続
け
る
こ
と
で
発
電
設
備

の
あ
り
方
を
「
よ
り
小
さ
く
、
よ
り
効
率

的
に
」
変
え
る
の
で
す
。

　

次
に
２
つ
目
の
議
論
で
す
が
、
確
か

に
、
需
要
の
大
き
い
ピ
ー
ク
時
す
な
わ
ち

「
電
力
を
使
い
た
い
と
き
」
に
料
金
が
高

く
て
我
慢
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
需
要
の

小
さ
い
オ
フ
ピ
ー
ク
時
す
な
わ
ち
「
電
力

を
使
い
た
く
な
い
」
と
き
に
少
し
ば
か
り

料
金
が
安
く
て
も
、
下
手
を
す
る
と
損
す

る
場
合
が
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。
し

か
し
実
は
、
ピ
ー
ク
ロ
ー
ド
料
金
を
う
ま

く
活
用
す
る
こ
と
で
消
費
者
は
必
ず
得
で

き
ま
す
。
普
段
の
講
義
で
は
図
な
ど
を
用

い
て
、
経
済
学
的
に
き
っ
ち
り
と
こ
の
こ

と
を
説
明
し
て
い
る
の
で
す
が
、
以
下
で

は
簡
略
に
は
な
り
ま
す
が
直
観
的
な
説
明

を
試
み
ま
し
ょ
う
。

　

電
力
料
金
は
総
括
原
価
方
式
と
呼
ば
れ

る
規
制
方
式
で
、電
力
会
社
に
必
要
な「
費

用
」
を
賄
わ
せ
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
単
一
価
格
で
こ
の「
費
用
」を
賄
っ

て
い
る
と
き
に
比
べ
て
、
ピ
ー
ク
ロ
ー
ド

料
金
の
と
き
を
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。
必

要
な
額
を
捻
出
す
る
の
に
、
ピ
ー
ク
時
に

は
も
と
も
と
需
要
が
大
き
い
か
ら
こ
そ
相

対
的
に
あ
ま
り
価
格
を
上
げ
な
い
で
、
オ

フ
ピ
ー
ク
時
に
は
も
と
も
と
需
要
が
小
さ

い
か
ら
こ
そ
ピ
ー
ク
時
の
値
上
げ
を
補
っ

て
有
り
余
る
ほ
ど
に
価
格
を
下
げ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。
こ
の
方
法
で
消
費
者

の
利
益
を
確
保
し
増
進
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
つ
ま
り
、
発
電
設
備
の
効
率
化

の
利
益
は
料
金
体
系
を
通
し
て
分
配
さ

れ
、
消
費
者
も
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。 

■

猪
野
弘
明　
准
教
授
（
産
業
組
織
論
）

ピ
ー
ク
ロ
ー
ド
料
金

　

〜
二
つ
の
誤
解

2012年
5月29日
火曜日
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二
〇
〇
七
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て

Ｎ
Ｈ
Ｋ
土
曜
ド
ラ
マ
で
「
ハ
ゲ
タ
カ
」
が

放
送
さ
れ
ま
し
た
。
普
段
は
ド
ラ
マ
な
ど

あ
ま
り
見
な
い
の
で
す
が
、
た
ま
た
ま
見

た
こ
の
ド
ラ
マ
は
い
わ
ゆ
る
外
資
系
ハ
ゲ

タ
カ
フ
ァ
ン
ド
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

活
き
活
き
と
描
い
て
お
り
、
引
き
込
ま
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
ド
ラ
マ
の
原
作
と
言
わ

れ
る
真
山
仁
『
ハ
ゲ
タ
カ
』
を
読
ん
で
、

経
済
小
説
の
魅
力
に
は
ま
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
し
た
。
私
は
企
業
に
勤
め
た
経
験
が

な
い
の
で
、
企
業
内
で
ど
の
よ
う
な
会
話

が
交
わ
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
駆
け
引
き
が

行
わ
れ
て
い
る
か
、
よ
く
知
り
ま
せ
ん
。

経
済
小
説
は
そ
う
い
う
知
ら
な
い
企
業
社

会
の
内
情
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。こ
の『
ハ

ゲ
タ
カ
』
で
は
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
日

本
経
済
の
軌
跡
に
合
わ
せ
て
、
不
良
債
権

と
化
し
た
銀
行
の
貸
出
債
権
を
安
く
買
い

た
た
く
ハ
ゲ
タ
カ
フ
ァ
ン
ド
や
、
放
漫
経

営
の
同
族
企
業
を
め
ぐ
る
再
生
劇
が
銀
行

の
内
紛
と
と
も
に
生
々
し
く
描
か
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
単
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
描
写
に

と
ど
ま
ら
ず
、
主
人
公
の
一
人
が
元
ジ
ャ

ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
だ
っ
た
た
め
ビ
ル
・
エ
バ

ン
ス
の
ジ
ャ
ズ
音
楽
が
登
場
し
た
り
、
老

舗
ホ
テ
ル
の
経
営
を
つ
い
だ
若
き
女
性
の

フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
の
場
面
が
あ
っ
た

り
と
、
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
に
幅
が
あ
り
、

広
く
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
上
質
の
エ
ン
タ

テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
私
の
ゼ
ミ
に
年
間
百
冊
は
本

を
読
む
と
い
う
優
秀
な
Ｎ
君
が
入
っ
て
き

ま
し
た
。
彼
が
「
先
生
が
金
融
の
専
門
家

な
ら
、
こ
れ
は
面
白
い
で
す
よ
」
と
薦
め

て
く
れ
た
の
が
黒
木
亮
『
ト
ッ
プ
レ
フ

ト
』
と
『
巨
大
投
資
銀
行
』
で
す
。
前
者

は
日
本
の
銀
行
と
ア
メ
リ
カ
の
投
資
銀
行

と
が
国
際
的
な
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
ロ
ー
ン
を

め
ぐ
っ
て
丁
々
発
止
の
せ
め
ぎ
あ
い
を
描

い
た
作
品
で
す
。
後
者
も
国
際
的
な
投
資

銀
行
の
各
国
で
の
案
件
を
め
ぐ
る
活
躍
な

ど
が
活
写
さ
れ
て
い
ま
す
。
著
者
の
黒
木

亮
氏
は
海
外
で
の
経
験
も
豊
か
で
す
の

で
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
、

ロ
ー
マ
、
モ
ス
ク
ワ
、
カ
イ
ロ
な
ど
世
界

各
地
の
歴
史
・
文
化
・
食
事
な
ど
の
話
も

交
え
な
が
ら
、
多
く
の
主
人
公
の
生
き
様

も
含
め
て
、
奥
行
き
深
く
企
業
・
人
間
を

描
い
て
い
ま
す
。（
彼
の
エ
ッ
セ
ー
集『
リ

ス
ク
は
金
な
り
』
も
イ
チ
オ
シ
で
す
。）

　

最
近
読
ん
だ
作
品
と
し
て
は
山
崎
豊
子

『
不
毛
地
帯
』
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
陸

軍
参
謀
だ
っ
た
瀬
島
龍
三
氏
が
モ
デ
ル
と

言
わ
れ
て
お
り
、
彼
の
十
一
年
に
及
ぶ
シ

ベ
リ
ア
抑
留
の
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
艱

難
辛
苦
と
、
日
本
へ
の
帰
還
後
に
採
用
さ

れ
た
伊
藤
忠
商
事
で
の
大
活
躍
を
描
い
て

い
ま
す
。
以
前
か
ら
瀬
島
氏
の
名
前
だ
け

は
知
っ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
（
二
〇
一
一

年
）
九
月
の
日
経
新
聞
「
私
の
履
歴
書
」

欄
を
元
伊
藤
忠
商
事
会
長
の
室
伏
稔
氏
が

執
筆
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
室
伏
氏
が
上

司
だ
っ
た
瀬
島
氏
を
絶
賛
し
て
い
た
の

で
、
色
々
と
調
べ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
『
不

毛
地
帯
』
の
モ
デ
ル
が
瀬
島
氏
と
知
り
、

読
ん
で
み
た
の
で
す
。
こ
れ
は
五
巻
に
及

ぶ
長
編
で
す
が
、
原
作
が
週
刊
誌
に
掲
載

さ
れ
て
い
た
た
め
か
、
次
か
ら
次
へ
と
息

を
飲
む
よ
う
な
ド
ラ
マ
が
展
開
し
、
全
く

長
い
と
感
じ
さ
せ
な
い
作
品
で
し
た
。
航

空
自
衛
隊
の
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
選
定
を
め

ぐ
る
き
な
臭
い
政
治
劇
や
、
商
社
内
で
の

抗
争
な
ど
、
戦
後
日
本
の
闇
と
光
が
活
き

活
き
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

経
済
小
説
を
読
む
こ
と
で
、
現
実
や
過

去
の
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
態
を
知
る
こ

と
が
出
来
る
し
、
大
人
の
会
話
に
耳
を
傾

け
、
上
司
へ
の
口
の
利
き
方
、
宴
会
で
の

作
法
等
々
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
す
。
若

い
諸
君
に
も
是
非
、
経
済
小
説
を
お
薦
め

す
る
次
第
で
す
。

 

■

平
山
健
二
郎　
教
授
（
金
融
論
）

経
済
小
説
の
す
す
め

2012年
5月31日
木曜日
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２
０
１
２
年
３
月
期
の
決
算
で
、
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
、
ソ
ニ
ー
、
シ
ャ
ー
プ
の
日
本

を
代
表
す
る
電
機
メ
ー
カ
ー
３
社
が
何

千
億
円
も
の
赤
字
を
計
上
し
、
大
規
模
な

リ
ス
ト
ラ
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
に
言

葉
を
失
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
日
本
経
済
を
支
え
て
き
た
優

良
企
業
が
、
ど
こ
で
計
算
を
間
違
え
た
の

で
し
ょ
う
か
。
私
は
次
の
２
点
を
指
摘
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
第
１
に
、

日
本
経
済
・
世
界
経
済
の
不
況
や
、
円
高

に
よ
る
需
要
不
振
が
想
定
以
上
に
深
刻
で

あ
っ
た
こ
と
、
第
２
に
、
韓
国
や
台
湾
の

ラ
イ
バ
ル
企
業
の
台
頭
が
予
想
以
上
に
目

覚
ま
し
か
っ
た
こ
と
で
す
。
結
局
、
安
定

的
な
成
長
を
前
提
と
し
た
生
産
計
画
は
通

用
せ
ず
、
想
定
外
の
複
合
的
シ
ョ
ッ
ク
に

翻
弄
さ
れ
ま
し
た

　

加
え
て
よ
り
根
本
的
な
原
因
は
、
家
電

製
品
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
も
た
ら
す
変
化
を

読
め
な
か
っ
た
点
に
あ
り
ま
す
。
家
電
製

品
は
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、
半
導
体
や
液

晶
パ
ネ
ル
な
ど
部
品
主
導
の
組
立
産
業
化

を
促
進
し
、
価
格
破
壊
を
引
き
起
こ
し
た

の
で
す
。
さ
ら
に
、製
品
技
術
は
平
準
化
・

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
、
特
に
テ
レ
ビ
は
誰

も
が
作
れ
る
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
（
汎
用
品
）

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
ア
ナ
ロ
グ

家
電
時
代
に
は
、
ハ
イ
エ
ン
ド
（
技
術
を

ふ
ん
だ
ん
に
採
用
し
た
高
機
能
・
高
性

能
）
性
が
あ
り
、
日
本
企
業
は
優
位
に
立

つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
が
、
コ
モ
デ
ィ

テ
ィ
化
し
た
商
品
は
、
価
格
競
争
と
い
う

消
耗
戦
を
招
い
た
の
で
す
。

　

厳
し
い
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
な
が

ら
、私
は
こ
れ
ま
で
の
経
済
学
の「
常
識
」

を
改
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
始
め
ま
し

た
。
ま
ず
は
経
済
成
長
第
一
主
義
で
す
。

そ
の
市
場
で
ト
ッ
プ
に
な
る
た
め
、
経
営

者
た
ち
は
無
理
な
設
備
投
資
を
行
っ
て
生

産
能
力
を
高
め
、
製
品
の
モ
デ
ル
チ
ェ
ン

ジ
を
頻
繁
に
実
施
し
て
、
ま
だ
使
え
る
製

品
ま
で
買
い
換
え
さ
せ
よ
う
と
い
う
戦
略

を
と
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
経
済
環
境

の
激
変
で
、「
作
れ
ば
売
れ
る
」
と
い
う

シ
ナ
リ
オ
は
通
用
し
な
く
な
っ
た
の
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
経
済
学
や
企
業
経
営

は
、
成
長
や
販
売
数
量
拡
大
を
追
う
の
で

は
な
く
、
質
の
向
上
や
収
益
性
に
焦
点
を

当
て
る
べ
き
で
す
。

　

い
ま
ひ
と
つ
、
企
業
の
行
動
原
則
や
競

争
に
つ
い
て
も
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
競
争
は
経
済
発
展
の
原
動
力

で
あ
り
、
競
争
の
な
い
経
済
・
社
会
は
活

力
を
失
う
と
い
う
考
え
方
は
経
済
学
の
定

説
で
す
。
日
本
企
業
が
圧
倒
的
優
位
を

誇
っ
て
い
た
時
代
に
は
、
あ
ま
り
意
識
し

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
う
し
て
ア
ジ
ア
勢

と
の
競
争
に
お
い
て
日
本
勢
の
敗
北
が

は
っ
き
り
し
て
く
る
と
、「
優
勝
劣
敗
」

に
象
徴
さ
れ
る
資
本
主
義
経
済
の
原
則
に

疑
問
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
こ
の
競
争
は
、
ど
こ
か
が
倒
れ
る
ま

で
続
く
消
耗
戦
で
あ
る
の
は
、
あ
ま
り
に

も
過
酷
で
す
。

　

最
近
で
は
、
競
争
に
打
ち
勝
つ
こ
と
、

あ
る
い
は
利
益
を
追
求
し
、
株
主
価
値
を

最
大
に
す
る
と
い
う
企
業
の
行
動
原
則
を

再
検
討
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

参
考
に
し
た
い
の
は
、
利
益
追
求
と
道
徳

の
合
一
を
説
い
た
渋
沢
栄
一
の
経
済
思
想

や
、
市
場
第
一
主
義
と
決
別
を
説
く
サ
ン

デ
ル
教
授
の
見
解
で
す
。

　

経
済
学
部
で
学
ぶ
意
義
は
、
私
た
ち
ひ

と
り
ひ
と
り
が
善
き
社
会
と
は
何
か
を
構

想
し
、
健
全
な
議
論
に
根
差
し
た
言
説
を

形
成
し
て
ゆ
く
こ
と
で
す
。
経
済
学
の
常

識
と
さ
れ
て
い
た
論
理
も
、
時
代
の
変
化

に
応
じ
て
修
正
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

関
学
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、
ど
の
よ
う
に

改
善
す
べ
き
か
説
得
的
な
主
張
を
展
開
で

き
る
よ
う
、
日
々
の
研
鑽
を
重
ね
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

■

寺
本
益
英　

教
授
（
経
済
史
）

経
済
学
の「
常
識
」を
再
考
す
る

2012年
6月1日
金曜日
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最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
曾
野
綾
子
著

『
人
間
の
基
本
』（
新
潮
新
書
、

２
０
１
２
）
に
関
連
し
て
、「
学
生
の
基

本
」
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
学
生
の
基
本

は
学
ぶ
こ
と
で
す
。
近
年
の
社
会
や
経
済

の
停
滞
に
直
面
し
て
、
教
育
、
あ
る
い
は

広
く
学
ぶ
こ
と
の
意
義
が
問
い
直
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
重
要
な
問
題
で
す
。

　

例
え
ば
、
最
近
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
が
「
就
職
に
役
に
立
つ
」
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
は
違
和
感
を
も
ち
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
「
目
的
化
」

し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。「
面
接

で
の
話
題
作
り
」
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

今
の
就
職
事
情
が
許
さ
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
一
考
の
余
地
が
あ
る
。
事
実
、

今
の
就
職
面
接
は
、「
作
ら
れ
た
話
題
」

が
中
心
で
、
そ
の
話
か
ら
本
当
の
学
生
評

価
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
は
、
と
い
う
懸

念
が
企
業
の
方
で
も
出
て
い
る
ら
し
い
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
よ
く
な
い
と
言
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
教
育
上
の
有
効

性
は
認
め
ま
す
し
、
外
国
で
も
重
視
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
さ
い
、
一
つ
の
科
目
と
し

て
単
位
認
定
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
は
な

く
、
大
学
で
の
勉
学
に
そ
の
成
果
を
生
か

す
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
学
生
の
本
分
は
「
学
ぶ
こ

と
」
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
本
来

学
生
諸
君
の
本
分
で
あ
る
研
究
に
ど
の
よ

う
に
生
か
さ
れ
た
か
を
よ
く
考
え
て
、
そ

し
て
そ
の
結
果
を
基
に
、
大
学
で
何
を
学

ん
だ
か
を
、
面
接
担
当
者
に
伝
え
る
の
が

望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
。
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
は
研
究
の
一
つ
の
過
程
・
手
段
で

あ
る
。
こ
う
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と

研
究
の
相
互
作
用
か
ら
、
学
生
に
と
っ
て

重
要
で
あ
る
「
悟
性
」（
理
解
力
、要
領
）

と
「
感
性
」（
問
題
意
識
、
判
断
力
）
が

養
わ
れ
る
の
で
す
。
特
に
感
性
が
重
要
で

す
。
そ
れ
が
養
わ
れ
る
と
、
問
題
を
究
明

し
た
い
と
い
う
思
い
が
生
ま
れ
、「
挑

戦
」、「
革
新
」
の
能
動
的
、
前
向
き
の
精

神
が
で
て
き
ま
す
。
そ
れ
が
な
い
と
、
語

呂
合
わ
せ
風
に
言
え
ば
「
惰
性
」
の
世
界

と
な
る
。

　

そ
れ
で
は
、
学
ぶ
、
あ
る
い
は
学
問
す

る
と
は
一
体
何
か
。
最
近
、
科
学
の
世
界

で
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
を
覆
す
よ
う
な
議

論
が
出
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
の
相
対
性
原
理
と
は
異
な
る

実
験
結
果
が
話
題
に
な
っ
た
。
文
系
の
人

間
か
ら
す
れ
ば
、
科
学
の
世
界
で
は
た
だ

一
つ
の
理
論
、
真
理
が
あ
る
よ
う
に
も
思

う
の
で
す
が
、
ど
う
も
そ
う
で
も
な
い
ら

し
い
。
ま
し
て
や
、
社
会
科
学
で
は
、
一

つ
の
事
象
に
複
数
の
理
解
・
理
論
が
あ

る
。
例
え
ば
、
な
ぜ
日
本
経
済
は
低
迷
か

ら
抜
け
出
せ
な
い
の
か
。
あ
る
政
策
は
効

果
を
示
さ
な
い
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
に

は
い
く
つ
か
の
説
明
が
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
問
題
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、
そ
う

し
た
多
様
な
議
論
を
理
解
し
、
そ
れ
を
基

に
自
己
の
意
見
を
組
み
立
て
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
先
に
取
り
上
げ
た
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
の
経
験
か
ら
そ
の
ヒ
ン
ト
が
得

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
レ
ッ
ス
ン

を
研
究
の
中
で
生
か
す
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

従
っ
て
、
多
様
な
議
論
を
理
解
し
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
議
論
す
る
こ
と
は
、
要

は
、
我
々
が
「
心
の
余
裕
」
を
も
つ
こ
と

に
つ
な
が
る
。
心
の
余
裕
は
人
生
に
と
っ

て
不
可
欠
で
す
。
例
え
ば
、「
す
ぐ
キ
レ

る
」、
あ
る
い
は
「
社
会
性
が
欠
如
し
て

い
る
」
の
は
心
の
余
裕
の
な
い
こ
と
を
反

映
し
て
い
る
。
大
学
で
学
ぶ
こ
と
は
確
実

に
心
の
余
裕
を
生
む
。

　

最
後
に
あ
ら
た
め
て
、「
学
ぶ
こ
と
を

通
し
て
感
性
を
身
に
つ
け
、
心
の
余
裕
を

も
つ
」
よ
う
に
心
が
け
て
ほ
し
い
。

 

■

土
井
教
之　

教
授
（
産
業
組
織
論
）

学
生
の〝
基
本
〞

―

大
学
で
学
ぶ
こ
と
の
意
義―

2012年
6月5日
火曜日



Econo Forum 21／March 2013 38

経済と人間
　

関
学
で
は
、
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
で
あ

るM
astery for service

を
語
る
と
き

に
、
長
年
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
問
題
を

避
け
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
最
近
、

文
部
科
学
省
の「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」と
、

関
学
の
「
世
界
市
民
」
を
並
べ
て
掲
げ
る

文
書
で
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
言
葉

が
登
場
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
関
学
生
の
ほ
と
ん
ど
は
、
大

学
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
は
な
く
、
ま
し
て
、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
受
け
る
機
会
も

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
対
す
る
反
論
は
、

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
と
い
う
も
の

は
、
教
え
れ
ば
身
に
就
く
も
の
で
は
な

い
」
と
い
う
も
の
で
す
。
し
か
し
、「
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
自
分
な
り
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
見
す
る
場
合
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　

２
０
０
８
年
秋
以
来
、
欧
米
経
済
の
停

滞
の
な
か
で
、
新
興
国
経
済
が
台
頭
し
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
な
か
で
日
本
は
、
急

速
に
発
展
す
る
中
国
や
イ
ン
ド
な
ど
新
興

国
と
も
対
等
に
付
き
合
い
、
協
力
す
る
関

係
を
築
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
最
近
公
表
さ
れ
た
、
ア
ジ

ア
展
開
す
る
日
系
企
業
の
日
本
人
社
員
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
に
関
す
る
調
査
結
果

は
衝
撃
的
で
す
。
日
本
人
ト
ッ
プ
や
管
理

職
の
多
く
は
、
本
社
と
の
パ
イ
プ
役
又
は

調
整
役
に
と
ど
ま
り
、
現
地
従
業
員
か

ら
、
説
得
力
や
信
頼
性
に
欠
け
て
い
る
と

評
価
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

実
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
根
底
で
支

え
る
て
い
る
の
は
、「
な
ぜ
」
や
「
何
の

た
め
に
」
を
徹
底
的
に
問
う
精
神
で
す
。

日
本
語
人
だ
け
の
日
本
語
の
論
理
で
決

め
、
目
的
も
論
理
も
明
示
せ
ず
、
た
だ
従

え
と
い
う
感
覚
で
は
、
言
語
、
文
化
や
価

値
観
の
異
な
る
人
々
が
構
成
す
る
組
織
を

牽
引
す
る
こ
と
が
困
難
で
す
。

　

多
く
の
日
本
人
は
、
中
学
・
高
校
ば
か

り
か
大
学
で
も
、「
受
動
型
」
授
業
に
従

順
に
参
加
す
る
の
が
普
通
で
、
自
分
で
問

を
立
て
自
分
で
答
を
出
す
「
探
究
型
」
の

授
業
は
例
外
的
で
す
。

　

そ
も
そ
も
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
大
学
に

入
っ
た
目
的
を
問
い
直
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。現
代
の
大
学
は
、就
職
や
出
世
な
ど
、

経
済
的
成
功
の
た
め
の
手
段
に
化
し
て
い

ま
せ
ん
か
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
「
ア

イ
ビ
ー
リ
ー
グ
」（
ハ
ー
バ
ー
ド
、イ
エ
ー

ル
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
な
ど
）
な
ど
、
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
を
重
視
す
る
大
学
の
伝
統
に

よ
れ
ば
、
大
学
と
は
人
生
の
目
的
や
価

値
、
意
味
を
探
求
す
る
場
所
な
の
で
す
。

　

イ
エ
ー
ル
大
学
の
卒
業
式
の
資
料
に

は
、
卒
業
生
が
大
学
で
何
を
得
た
か
が
率

直
に
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
探
究

す
る
情
熱
で
あ
る
こ
と
が
判
り
ま
す（fall 

in love w
ith study, study w

ith 
passion

）。
こ
れ
ら
大
学
の
卒
業
生
が
、

そ
の
後
、
経
済
的
に
も
成
功
し
て
い
る
例

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
大
事
な

の
は
、
高
い
所
得
や
地
位
と
同
時
に
、
高

い
責
任
感
と
実
行
力
も
求
め
ら
れ
る
点
で

す
。
こ
れ
を
可
能
に
す
る
の
が
、
探
究
に

心
を
燃
や
す
能
力
で
す
。

　

最
近
、
世
界
中
で
「
幸
福
研
究
」
が
盛

ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
も
、
経
済

的
利
益
だ
け
を
追
求
し
た
人
は
、
社
会
貢

献
を
追
求
し
た
人
に
比
べ
、
結
果
的
に
幸

福
度
は
低
い
と
い
う
結
果
が
で
て
い
る
の

も
、
興
味
深
い
こ
と
で
す
。

　

本
日
の
聖
書
の
箇
所
に
は
、「
わ
た
し

た
ち
が
受
け
た
の
は
、
こ
の
世
の
霊
で
は

な
く
、神
か
ら
の
霊
で
あ
る
。そ
れ
に
よ
っ

て
、
神
か
ら
賜
わ
っ
た
恵
み
を
悟
る
た
め

で
あ
る
。」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
霊
」

と
い
う
言
葉
は
、
何
か
神
秘
主
義
的
で
、

科
学
的
な
説
明
を
許
し
ま
せ
ん
。
そ
の
よ

う
な
用
語
法
が
、
現
代
人
の
聖
書
に
対
す

る
拒
否
反
応
を
生
む
の
な
ら
、
そ
れ
は
、

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
無
策
が
原
因
で
す
。「
霊

を
賜
る
」
と
い
う
の
は
、
私
の
言
葉
で
言

い
換
え
れ
ば
、
人
生
に
目
的
又
は
価
値
あ

る
い
は
意
味
を
与
え
る
も
の
を
探
求
す
る

パ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
つ
こ
と
で
す
。
自
分
の

生
き
る
意
味
や
価
値
を
自
問
し
、
こ
れ
を

積
み
重
ね
な
が
ら
生
き
る
こ
と
こ
そ
、
あ

な
た
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
源
泉
で
あ

り
、
そ
れ
が
、
新
し
い
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を

生
み
、
組
織
や
社
会
を
変
え
る
力
に
な
る

で
し
ょ
う
。

 

■

井
口　

泰　
教
授
（
労
働
経
済
論
）

「
あ
な
た
に
必
要
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」

コ
リ
ン
ト
人
へ
の
第
Ⅰ
の
手
紙　

２
：
12
│
16

2012年
6月7日
木曜日
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シリーズチャペル
　

ブ
ー
タ
ン
が
国
づ
く
り
の
理
念
と
し
て

掲
げ
る
「
国
民
総
幸
福
量
」
＝GN

H

（
グ

ロ
ス
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
ッ
ピ
ネ
ス
）
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
な
か
、

日
本
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
、
日
本

の
幸
福
度
を
測
り
直
そ
う
と
す
る
動
き
が

盛
ん
で
す
。
法
政
大
学
大
学
院
が
「
幸
福

度
」
の
都
道
府
県
別
の
順
位
を
発
表
し
ま

し
た
。「
生
活
・
家
族
」「
労
働
・
企
業
」

「
安
全
・
安
心
」「
医
療
・
健
康
」
の
４

つ
の
部
門
か
ら
指
標
を
選
ん
で
幸
福
度
を

評
価
し
た
結
果
、
福
井
、
富
山
、
石
川
の

北
陸
３
県
が
ベ
ス
ト
３
を
占
め
ま
し
た
。

東
京
は
38
位
で
大
阪
は
最
下
位
で
す
。

　

私
た
ち
が
効
用
の
最
大
化
を
目
指
し
て

行
動
す
る
な
ら
、
生
活
満
足
度
が
高
い
地

域
で
は
人
口
が
増
え
、
低
い
地
域
で
は
人

口
が
減
少
す
る
は
ず
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

最
近
の
人
口
の
動
き
を
見
ま
す
と
、
幸
福

度
で
高
い
ラ
ン
ク
に
位
置
す
る
福
井
県
、

富
山
県
、
石
川
県
の
人
口
は
減
少
し
て
い

る
の
に
対
し
て
、
幸
福
度
の
低
い
東
京
は

増
加
、
全
国
で
最
下
位
の
大
阪
の
人
口
は

ほ
ぼ
横
ば
い
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
実
を
生
み
出
し
た
要
因

は
２
つ
考
え
ら
れ
ま
す
。
第
１
は
幸
福
度

の
計
り
方
が
間
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
調
査
で

取
り
上
げ
ら
れ
た
自
然
環
境
、
家
族
と
の

関
係
、
安
全
、
健
康
と
い
っ
た
項
目
は
、

す
べ
て
幸
福
度
に
大
き
く
影
響
す
る
も
の

で
あ
り
、
調
査
項
目
の
選
択
が
間
違
っ
て

い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
第
２
は
、
世
代

に
よ
っ
て
項
目
間
で
優
先
度
に
違
い
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
高

齢
者
に
と
っ
て
の
重
要
な
項
目
と
、
若
者

が
重
視
す
る
項
目
は
違
う
で
し
ょ
う
。
つ

ま
り
、
若
者
に
と
っ
て
と
く
に
重
要
な
の

は
働
く
場
で
あ
り
、
人
口
移
動
の
傾
向
を

見
る
と
、
若
い
人
た
ち
の
移
動
が
顕
著

で
、
高
齢
者
の
移
動
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は

な
い
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
第
２
の
要

因
が
ど
う
も
効
き
そ
う
で
す
。

　

た
だ
、
若
者
に
と
っ
て
、
家
族
や
地
域

と
の
つ
な
が
り
、自
然
環
境
、安
全
と
い
っ

た
項
目
が
大
切
で
な
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ

ん
。
と
な
る
と
、
東
京
を
は
じ
め
と
し
た

大
都
市
で
生
活
す
る
こ
と
は
、「
幸
福
度
」

に
関
わ
る
他
の
項
目
を
犠
牲
に
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
働
く
場
所
が
あ
れ

ば
、
出
身
地
で
暮
ら
し
た
い
と
考
え
る
若

者
は
多
い
の
で
す
。
つ
ま
り
、
住
み
た
い

と
こ
ろ
に
住
め
な
い
。
こ
の
こ
と
が
、
日

本
人
の
幸
福
感
を
低
め
て
い
る
と
考
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

東
京
は
た
し
か
に
活
気
が
あ
っ
て
、
魅

力
的
な
町
で
す
。
し
か
し
、
東
京
一
極
集

中
に
は
大
き
な
落
と
し
穴
が
隠
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
注
意
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
欧
米
先

進
国
で
は
、
地
域
活
力
を
強
化
す
る
た
め

に
、
各
地
域
が
工
夫
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
を
作
る
こ
と
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
い
で

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、ロ
ン
ド
ン
、パ
リ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
い
っ
た
大
都
市
人
口
の

対
全
国
シ
ェ
ア
は
将
来
的
に
ほ
ぼ
一
定
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、

日
本
で
は
東
京
圏
の
シ
ェ
ア
は
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　

日
本
が
ブ
ー
タ
ン
の
よ
う
に
な
る
こ
と

は
不
可
能
で
し
ょ
う
が
、
日
本
人
の
幸
福

度
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
そ
れ

は
、
選
択
肢
を
拡
大
す
る
こ
と
で
す
。
右

肩
上
が
り
の
経
済
成
長
が
望
め
な
く
な
っ

た
日
本
に
お
い
て
は
、
選
択
肢
の
あ
る
豊

か
さ
を
求
め
る
こ
と
の
重
要
性
は
ま
す
ま

す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

幸
福
度
指
標
を
作
成
し
、
ラ
ン
キ
ン
グ

を
行
う
だ
け
で
は
、
日
本
人
の
幸
福
度
は

大
き
く
な
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
、
私
た
ち
は

幸
福
度
の
大
き
い
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
な
い
の
か
、
そ
の
原
因
を
考
え
、
望

ま
し
い
方
向
に
持
っ
て
行
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

林　

宜
嗣　

教
授
（
財
政
学
）

日
本
人
の
幸
せ
と
東
京
一
極
集
中

2012年
6月11日
月曜日
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経済と人間

①　

生
と
死
を
つ
な
ぐ
納
棺
師

　

山
形
県
を
舞
台
に
し
た
映
画
『
お
く
り

び
と
』
で
、「
納
棺
師
」
と
い
う
仕
事
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。
管
弦
楽

団
で
チ
ェ
ロ
奏
者
を
し
て
い
た
主
人
公
は

リ
ス
ト
ラ
に
直
面
し
、
再
就
職
を
試
み
る

中
で
、「
や
す
ら
か
な
旅
の
お
手
伝
い
」

と
い
う
広
告
に
ひ
か
れ
、
葬
儀
社
で
修
業

を
積
ん
で
い
く
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
で
す
。

　

原
作
に
あ
た
る
の
は
、
青
木
新
門
さ
ん

の
小
説
『
納
棺
夫
日
記
』
で
、
作
者
自
身

の
実
体
験
を
ベ
ー
ス
に
し
た
シ
リ
ア
ス
な

内
容
で
す
が
、
映
画
は
別
作
品
と
し
て
コ

ミ
カ
ル
な
描
写
も
取
り
込
ん
で
い
ま
す
。

両
方
に
共
通
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、「
人

間
は
生
き
物
の
死
の
上
に
し
か
、
生
を
享

受
で
き
な
い
」
と
い
う
点
で
す
。

②　

生
死
の
区
切
り
と
し
て
の
儀
式

　

お
葬
式
は
結
婚
式
と
同
様
、
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
生
前
葬
と

し
て
、
本
人
主
導
の
パ
ー
テ
ィ
に
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
近
年
、
お
墓
は
少
子
化

の
影
響
か
ら
都
心
部
を
中
心
に
、
森
林
葬

や
樹
木
葬
と
い
っ
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
フ

リ
ー
の
形
態
も
出
て
き
ま
し
た
。
お
葬
式

で
は
な
く
、
医
学
の
発
展
を
願
っ
て
、
大

学
病
院
に
献
体
す
る
人
も
い
ま
す
。
地
味

な
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
で
す
が
、
最
期
の
社
会

貢
献
と
し
て
の
儀
式
と
解
釈
で
き
ま
す
。

　
「
冥
途
」
と
い
う
表
現
は
暗
い
イ
メ
ー

ジ
で
す
が
、
英
語
の
「
ネ
ク
ス
ト
・
ワ
ー

ル
ド
」
は
明
る
い
未
来
を
感
じ
ま
す
。
ベ

ト
ナ
ム
で
は
死
者
も
あ
の
世
で
お
金
が
い

る
か
ら
と
、
儀
式
用
の
お
札
を
燃
や
す
習

慣
が
あ
り
ま
す
。
悲
し
い
こ
と
で
す
が
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
は
お
葬
式
が

で
き
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、
親
戚
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
突
然
の
死
に
直
面
し

た
周
囲
の
人
達
も
、
心
の
整
理
が
で
き
て

い
な
い
の
が
実
情
で
す
。

③　
「
中
陰
・
中ち
ゅ
う
う有
」
と
い
う
世
界

　

仏
教
で
は
、「
三
途
の
川
」
が
生
死
の

境
界
と
言
わ
れ
ま
す
。
大
病
を
患
っ
た
人

か
ら
、
ま
ど
ろ
む
よ
う
な
夢
う
つ
つ
状
態

が
続
い
た
、
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
自
分
は
朦も
う

朧ろ
う

と
し
て
い
る
た
め
に
、

喋
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
周
り
の
声
は
聴
こ

え
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
芥
川
賞
作
家
で

僧
侶
の
玄げ
ん

侑ゆ
う

宗そ
う

久き
ゅ
うさ

ん
の
小
説
『
中
陰
の

花
』
は
、生
と
死
の
中
間
状
態
で
あ
る
「
中

陰
・
中
有
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。

　

福
島
県
在
住
の
玄
侑
さ
ん
は
、
大
震
災

以
降
、
グ
リ
ー
フ
・
サ
ポ
ー
ト
に
力
を
注

ぎ
、
東
北
大
学
で
「
実
践
宗
教
学
」
と
い

う
科
目
を
立
ち
上
げ
、
宗
教
学
者
や
僧
・

牧
師
の
連
携
を
図
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
亡

く
な
っ
た
人
も
日
常
を
支
え
て
い
る
点
か

ら
、
悲
し
む
場
所
と
時
間
を
共
有
す
る
弔

い
の
儀
式
の
重
み
を
強
調
さ
れ
て
い
ま

す
。

④　

戦
争
と
震
災
に
向
き
合
う

　

大
林
宣
彦
監
督
は
戦
争
と
震
災
を
重
ね

て
、
映
画
『
こ
の
空
の
花　

長
岡
花
火
物

語
』
を
制
作
し
ま
し
た
。
長
崎
と
新
潟
の

新
聞
記
者
が
交
流
し
、
死
者
と
の
会
話
か

ら
命
の
尊
さ
を
語
る
と
い
う
設
定
で
す
。

原
爆
投
下
候
補
地
だ
っ
た
新
潟
は
、

２
０
０
７
年
の
中
越
沖
地
震
に
遭
遇
し
ま

し
た
。
花
火
で
有
名
な
長
岡
は
、
開
戦
時

の
連
合
艦
隊
司
令
長
官
・
山
本
五い

十そ

六ろ
く

の

生
誕
地
で
あ
り
、
パ
ン
プ
キ
ン
爆
弾
（
原

爆
と
同
型
の
通
常
爆
弾
）
が
投
下
さ
れ
た

町
で
す
。

　

毎
年
８
月
に
開
催
さ
れ
る
花
火
大
会

は
、
空
襲
か
ら
の
復
興
祈
願
の
み
な
ら
ず

鎮
魂
の
儀
式
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
映
画
で
は
、
空
か
ら
落
ち
て
く
る
爆

弾
を
、
夜
空
に
輝
く
花
火
に
替
え
る
と
い

う
希
望
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
ま
だ
間
に
合
う
」。
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
回
復
に
は
時
間
を
要
し
ま
す

が
、
様
々
な
立
場
で
建
設
的
な
行
動
を
継

続
す
れ
ば
、
平
穏
な
社
会
に
復
帰
で
き
る

と
い
う
こ
と
を
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

■

野
村
宗
訓　
教
授
（
経
済
政
策
）

弔
い
の
儀
式
を
考
え
る

2012年
6月12日
火曜日
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シリーズチャペル
　

経
済
学
を
学
ん
で
い
る
と
、
答
え
が
一

つ
で
は
な
い
こ
と
が
よ
く
あ
る
し
、
正
解

が
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
経
済

学
で
有
名
な
話
、
10
人
の
経
済
学
者
が
い

る
と
、
あ
る
問
題
に
対
し
て
11
個
の
答
え

が
あ
っ
た
と
い
う
。
あ
る
一
人
が
２
つ
の

答
え
を
言
っ
た
の
で
あ
る
。
経
済
問
題
に

対
し
て
答
え
と
い
う
の
は
幅
が
広
く
連
続

的
、
ア
ナ
ロ
グ
的
で
あ
る
場
合
が
多
い
。

し
か
し
、
時
代
は
デ
ジ
タ
ル
的
で
あ
る
。

試
験
の
や
り
方
も
変
わ
っ
た
、
何
々
に
つ

い
て
述
べ
な
さ
い
か
ら
、
マ
ー
ク
シ
ー
ト

上
で
１
、
２
、３
、
４
か
ら
正
解
を
選
ぶ
。

問
題
を
作
る
側
も
は
っ
き
り
正
解
の
出
る

問
題
し
か
作
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
解
答
し

て
い
る
と
き
、
答
え
は
１
で
も
２
で
も
い

い
の
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
答
え
は
１

と
２
の
間
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
た

ら
、
時
間
が
来
て
し
ま
う
。
１
と
２
の
間

の
答
え
は
排
除
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
し
ば

し
ば
１
も
２
も
正
解
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
は
デ
ジ
タ
ル
で

は
測
れ
な
い
証
拠
で
あ
る
。
授
業
評
価
も

１
、
２
、３
、
４
で
あ
る
。
あ
い
ま
い
な
も

の
が
排
除
さ
れ
る
。し
か
し
、一
般
的
に
、

物
事
に
は
幅
が
あ
る
。
統
計
学
で
い
え
ば

平
均
が
正
解
で
は
な
く
、
平
均
を
中
心
に

幅
（
標
準
偏
差
）
が
あ
る
。
あ
い
ま
い
さ

（
標
準
偏
差
）は
大
切
で
あ
る
。人
間
は
、

と
き
ど
き
、
こ
う
し
よ
う
と
意
思
を
固
め

る
。
し
か
し
、
固
ま
っ
た
意
思
と
い
う
の

は
一
定
だ
ろ
う
か
。
体
の
調
子
の
い
い
と

き
と
体
の
調
子
の
悪
い
と
き
、
考
え
方
は

変
わ
る
。
一
人
の
人
間
の
意
思
に
も
幅
が

あ
る
の
で
あ
る
。
日
本
人
は
ｙ
ｅ
ｓ
、
ｎ

ｏ
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
昔
か
ら
批
判
さ

れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
枕
草
子
や
徒
然
草

を
学
び
、
わ
び
さ
び
を
重
ん
じ
て
き
た
日

本
人
に
は
１
か
０
は
ど
う
も
な
じ
ま
な

い
。

　

し
か
し
、
時
代
は
デ
ジ
タ
ル
、
そ
し
て

日
本
経
済
は
こ
れ
に
遅
れ
を
と
っ
て
き
た

と
い
わ
れ
、
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
に
の
み

Ｉ
Ｔ
（
あ
る
い
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
導
入
す
る

の
は
後
ろ
向
き
で
、
積
極
的
に
付
加
価
値

を
生
み
出
す
た
め
に
Ｉ
Ｔ
を
利
用
で
き
て

い
な
い
ら
し
い
。
日
本
は
Ｉ
Ｔ
を
う
ま
く

使
っ
て
い
な
い
こ
と
を
、
こ
の
10
数
年
、

経
済
財
政
白
書
は
絶
え
ず
分
析
し
、
Ｉ
Ｔ

の
わ
か
る
経
営
責
任
者
を
置
く
こ
と
を
訴

え
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
で
世
界
は
英
語

化
し
、
中
国
は
ど
ん
ど
ん
米
国
名
門
大
学

に
国
費
留
学
、
英
語
と
中
国
語
は
言
葉
の

並
び
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
味
方
に
、
欧

米
流
を
学
び
、
欧
米
人
を
う
ま
く
使
い
こ

な
し
て
い
る
と
い
う
。
新
興
国
は
デ
ジ
タ

ル
で
台
頭
し
、
液
晶
テ
レ
ビ
は
半
導
体
や

液
晶
パ
ネ
ル
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
部
品
を
購

入
す
れ
ば
、
だ
れ
で
も
ほ
ぼ
同
じ
性
能
の

商
品
が
で
き
、
世
界
は
一
気
に
グ
ロ
ー
バ

ル
化
し
、
同
じ
技
術
の
モ
ノ
を
安
く
作
る

こ
と
が
で
き
る
。
と
く
に
我
々
中
高
年
は

デ
ジ
タ
ル
に
と
ま
ど
い
、
翻
弄
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
セ
ン
タ
ー
試
験
で

１
、
２
、３
、
４
に
慣
れ
て
い
る
若
者
は
デ

ジ
タ
ル
を
巧
み
に
使
い
こ
な
し
、
彼
ら
が

日
本
を
元
気
に
さ
せ
る
可
能
性
を
も
っ
て

い
る
。
若
者
が
活
躍
で
き
る
場
所
づ
く
り

が
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
課
題
の
ひ
と
つ
だ

ろ
う
。
デ
ジ
タ
ル
は
、
日
本
人
同
士
、
海

外
の
人
と
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
ト
、
多
様
な
若
者
が
つ
な
が
り
、
新

し
い
付
加
価
値
を
生
み
出
し
て
い
く
。
日

本
が
得
意
と
す
る
モ
ノ
作
り
は
ア
ナ
ロ
グ

中
心
で
勝
負
す
る
、
そ
し
て
そ
の
製
品
の

良
さ
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
い
世
界
に
発

信
す
る
。
素
材
型
製
造
業
は
長
い
間
我
慢

を
し
、
常
に
研
究
開
発
を
怠
ら
な
か
っ

た
。
高
機
能
繊
維
、
炭
素
繊
維
、
レ
ン
ズ

な
ど
が
面
白
い
。
お
も
て
な
し
の
心
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
あ

る
。
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
バ
ラ
ン
ス

感
覚
を
持
っ
た
若
者
が
、
今
後
日
本
に
十

分
期
待
さ
れ
る
。 

■

根
岸　

紳　
教
授
（
計
量
経
済
学
・
経
済
統
計
学
）

デ
ジ
タ
ル
社
会
を
考
え
る

2012年
7月3日
火曜日
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人間を考える
　

幕
末
の
万
延
元
年
十
二
月
一
四
日

（
一
八
六
一
年
一
月
二
十
四
日
）
プ
ロ
イ

セ
ン
と
徳
川
幕
府
の
間
で
修
好
通
商
条
約

が
結
ば
れ
た
。
近
代
国
家
建
設
に
必
要
な

医
学
、
法
学
、
哲
学
な
ど
の
学
問
や
法
制

度
、
教
育
制
度
を
ド
イ
ツ
か
ら
学
ん
だ
。

ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
で
ド
イ
ツ
で
最
初
の
日

本
研
究
が
始
ま
る
。
ハ
ン
ザ
同
盟
港
湾
都

市
ハ
ン
ブ
ル
ク
に
第
一
次
大
戦
前
の

一
九
〇
八
年
に
設
立
さ
れ
た
植
民
地
研
究

所
が
、
大
戦
後
一
九
一
九
年
に
ハ
ン
ブ
ル

ク
科
学
財
団
（
一
九
〇
七
年
設
立
）
と
統

合
さ
れ
て
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
が
設
立
さ
れ

た
。
植
民
地
研
究
所
は
、
当
時
の
貿
易
に

と
っ
て
最
重
要
で
あ
っ
た
熱
帯
病
の
防
疫

の
た
め
の
研
究
所
で
、
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ

ア
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
す
る
と
貿
易
と
防

疫
の
対
象
で
あ
っ
た
。

　

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
で
育
っ
た
ル
イ

ス
・
ク
ニ
フ
ラ
ー
（1827

│1888

）
は
ハ

ン
ブ
ル
ク
の
商
会
に
入
り
、
長
崎
・
出
島

に
来
る
。
当
時
は
オ
ラ
ン
ダ
と
中
国
だ
け

が
商
館
を
置
く
こ
と
を
許
さ
れ
て
お
り
、

オ
ラ
ン
ダ
の
庇
護
の
下
一
八
五
九
年
に
商

会
を
設
立
、
こ
れ
が
一
八
八
〇
年
に
カ
ー

ル
・
イ
リ
ス
に
引
き
つ
が
れ
、
伊
理
斯
商

会
（
横
浜
）
と
な
り
、
一
八
九
八
年
ハ
ン

ブ
ル
ク
に
本
社
を
移
す
。
ド
イ
ツ
人
が
日

本
に
設
立
し
た
最
初
の
商
社
で
、
琵
琶
湖

疏
水
、
八
幡
製
鉄
な
ど
明
治
期
の
殖
産
興

業
の
大
事
業
に
関
わ
っ
た
。

　

土
佐
藩
の
九
十
九
商
会
を
引
き
継
い
だ

岩
崎
弥
太
郎
は
海
運
業
に
進
出
し
日
本
郵

船
を
設
立
、
欧
州
航
路
を
明
治
二
九
年

（
一
八
九
六
年
）
に
開
設
、
大
正
八
年

（
一
九
一
九
年
）
に
ハ
ン
ブ
ル
ク
航
路
を

開
設
し
た
。
第
二
次
大
戦
後
の
昭
和
二
六

年
（
一
九
五
一
年
）
に
欧
州
復
航
同
盟
、

翌
年
欧
州
往
航
同
盟
に
再
加
入
し
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
講
和
条
約
（
一
九
五
二
年
発
効
）
の

後
に
、
日
本
企
業
の
ド
イ
ツ
再
進
出
が
ハ

ン
ブ
ル
ク
か
ら
始
ま
る
。
一
九
五
四
年
に

は
東
京
銀
行
（
旧
横
浜
正
金
銀
行
）
が
ハ

ン
ブ
ル
ク
支
店
を
設
置
し
、
一
九
五
九
年

に
は
ル
ー
ル
工
業
地
域
を
背
景
に
持
つ

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に
支
店
を
設
置
す

る
。
こ
れ
以
降
、
日
本
と
ド
イ
ツ
の
貿
易

は
、輸
出
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
、輸
入
は
デ
ュ
ッ

セ
ル
ド
ル
フ
と
な
る
。
一
九
七
一
年
に
は

北
米
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
初
め
て
の
日
本

人
学
校
が
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に
設
立
さ

れ
、
日
本
人
社
会
が
発
展
し
た
。

　

ダ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
ハ
ン
ゼ
マ
ン
（1790

│

1864

）
は
ド
イ
ツ
銀
行
を
設
立
し
た
人
物

で
、
そ
の
名
を
冠
す
る
研
修
所
が
デ
ュ
ッ

セ
ル
ド
ル
フ
に
一
九
五
四
年
に
設
置
さ
れ

る
。
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
・
ラ
イ
ン
銀

行
（
現
、
ド
イ
ツ
銀
行
）
の
施
設
で
、
第

一
期
生
の
中
に
第
一
銀
行（
東
京
）行
員
、

T
sunesaburo Saito

の
名
前
が
あ
る
。

齋
藤
常
三
郎
は
一
九
五
三
年
十
一
月
七
日

か
ら
翌
年
十
一
月
三
〇
日
ま
で
の
予
定
で

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に
滞
在
し
、
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
は
七
月
三
十
一
日
か
ら

十
一
月
二
十
九
日
ま
で
逗
留
、
出
発
の
二

日
前
に
不
慮
の
事
故
に
合
い
、
翌
日
死
亡

し
た
こ
と
が
記
録
文
集
に
記
さ
れ
て
い

る
。
齋
藤
が
滞
在
し
た
一
九
五
四
年
二
月

一
八
日
に
は
「
第
一
回
デ
ュ
セ
ル
ド
ル
フ

日
本
人
会　

Zw
eibrückerhof

で
行
は

る
」（
原
文
の
ま
ま
齋
藤
の
手
記
か
ら
）

と
あ
り
、
ボ
ン
大
使
館
か
ら
三
名
の
参

加
、
八
幡
製
鉄
の
砂
堀
氏
が
司
会
を
務
め

た
と
あ
り
、
総
勢
二
十
一
名
の
参
加
者
の

氏
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
第
三
回
手
記
に

は
大
使
館
書
記
官
か
ら
日
独
貿
易
の
説
明

が
あ
り
「
各
商
社
の
奮
闘
を
望
む
」
と
あ

り
、
当
時
の
輸
入
超
過
の
状
況
を
悲
観
し

激
励
し
た
旨
の
記
録
が
あ
る
。
こ
れ
が

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
日
本
人
社
会
の
礎
と

な
っ
た
。

 

■

中
川
慎
二　
教
授
（
言
語
教
育
研
究
・
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）

ド
イ
ツ
と
日
本
の
交
流

ハ
ン
ブ
ル
ク
と
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ

2012年
10月29日
月曜日
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２
０
１
２
年
は
、
日
本
に
お
い
て
人
権

問
題
に
関
す
る
本
格
的
な
取
り
組
み
が
始

ま
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
水
平
社
宣

言
」
が
京
都
に
お
い
て
提
唱
さ
れ
て
90
年

を
迎
え
る
記
念
の
年
で
あ
る
。「
水
平
社

宣
言
」
は
当
時
差
別
さ
れ
る
の
が
当
た
り

前
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
た
「
被
差
別
部

落
」
に
住
み
、
理
不
尽
な
状
況
に
置
か
れ

て
い
た
人
々
の
血
の
叫
び
で
あ
っ
た
。
そ

こ
か
ら
始
ま
る
「
当
た
り
前
」
の
権
利
獲

得
へ
の
長
い
戦
い
は
、「
部
落
差
別
」
の

解
消
と
人
権
の
回
復
を
目
指
す
だ
け
で
な

く
、
そ
の
後
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
義
務

教
育
に
お
け
る
教
科
書
の
無
償
化
を
は
じ

め
、
様
々
な
果
実
を
生
み
出
す
こ
と
と

な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
運
動
は
、
そ
の
後
の
歴

史
の
中
で
様
々
な
変
遷
を
経
て
、「
部
落

差
別
」
問
題
に
対
す
る
考
え
方
を
は
じ
め

と
し
て
人
権
に
関
係
す
る
様
々
な
「
考
え

方
」
も
含
め
て
、
日
本
に
お
け
る
人
権
問

題
か
ら
国
際
的
な
視
野
を
も
っ
た
運
動
へ

と
「
発
展
」
を
続
け
て
い
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
、
そ
う
し
た
運
動

を
実
際
に
担
っ
た
人
々
や
、
そ
こ
か
ら
明

ら
か
に
さ
れ
た
諸
問
題
に
関
わ
っ
た
人
々

が
世
代
交
代
す
る
中
で
、そ
の
歩
み
の「
正

確
な
」
歴
史
を
「
知
ら
な
い
」
人
々
が
増

加
し
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
ま

た
、
当
時
の
高
度
経
済
成
長
時
代
と
は
異

な
り
、「
貧
困
」
が
社
会
構
造
と
し
て
日

本
に
お
い
て
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
て
い
る
現
在
で
は
、
人
々
の

社
会
や
人
生
に
対
す
る
構
え
も
大
き
く
変

わ
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
現
状
も
あ

る
。
年
金
制
度
の
ひ
ず
み
や
、
貧
富
の
差

が
生
み
出
す
貧
困
の
ス
パ
イ
ラ
ル
は
、
希

望
の
あ
る
将
来
が
見
え
な
い
状
況
を
作
り

出
し
、
他
人
の
こ
と
を
思
う
「
余
裕
」
が

な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
が
私
た

ち
を
覆
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

高
度
経
済
成
長
時
か
ら
大
学
「
紛
争
」

を
経
て
も
た
ら
さ
れ
た
バ
ブ
ル
経
済
に

よ
っ
て
「
一
億
総
中
流
化
」
と
い
う
幻
想

が
ね
つ
造
さ
れ
る
中
で
切
り
捨
て
ら
れ
て

き
た
多
く
の
人
々
の
存
在
に
対
す
る
感
性

を
、
私
た
ち
の
多
く
が
失
っ
て
き
た
こ
と

は
、「
マ
ネ
ー
・
ゲ
ー
ム
」
と
い
う
残
酷

な
言
葉
を
生
み
出
し
た
こ
と
か
ら
も
明
ら

か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
バ
ブ
ル
時
代
、

「
地
上
げ
」と
い
う
残
酷
な「
経
済
行
為
」

が
多
く
の
貧
し
い
人
々
の
日
常
の
み
な
ら

ず
そ
の
後
の
人
生
や
い
の
ち
す
ら
突
然
奪

い
取
る
も
の
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
の
悲
惨
さ
が
今
も
語
ら
れ
る
こ
と
は
少

な
い
。

　

日
本
が
こ
れ
ま
で
た
ど
っ
て
き
た
多
く

の
人
々
の「
い
の
ち
」を
蹂
躙
し
、「
人
権
」

を
は
く
奪
し
て
き
た
歴
史
と
、
そ
の
反
省

の
上
で
社
会
を
変
革
し
よ
う
と
し
て
き
た

人
々
が
行
っ
て
き
た
活
動
を
丁
寧
に
伝
え

検
証
し
、
現
代
と
将
来
に
良
き
形
で
継
承

す
る
こ
と
が
焦
眉
の
急
で
あ
る
は
ず
だ

が
、
現
実
は
目
の
前
の
生
活
で
精
い
っ
ぱ

い
と
い
う
の
が
現
状
と
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

日
本
に
限
ら
ず
、
人
間
の
歴
史
を
振
り

返
れ
ば
、
社
会
の
中
で
そ
の
存
在
を
軽
視

さ
れ
、
無
視
さ
れ
否
定
さ
え
さ
れ
る
の

は
、
例
外
な
く
権
力
か
ら
最
も
遠
い
人
々

で
あ
り
、
富
か
ら
最
も
遠
い
と
こ
ろ
に
あ

る
人
々
で
あ
り
、社
会
の
中
で「
少
数
者
」

と
呼
ば
れ
る
人
々
で
あ
る
こ
と
は
紛
れ
も

な
い
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
歪
ん

だ
社
会
を
何
と
か
変
え
よ
う
と
そ
の
現
実

に
真
摯
に
向
か
い
あ
っ
て
き
た
人
々
が
い

つ
の
時
代
に
も
存
在
し
そ
し
て
、
現
在
も

存
在
し
て
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ

る
。

　

今
、
改
め
て
そ
う
し
た
歴
史
を
丁
寧
に

振
り
返
り
、
私
た
ち
が
気
づ
き
、
向
き
合

う
中
で
、
新
た
に
暴
力
的
な
歴
史
を
生
み

出
す
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
何
を
知
り
、
何

を
な
す
べ
き
か
を
「
我
が
こ
と
と
し
て
」

と
ら
え
な
お
す
よ
う
、
一
人
一
人
が
問
わ

れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

 

■

舟
木　

讓　
准
教
授
（
宗
教
哲
学
、
キ
リ
ス
ト
教
学
）

人
間
を
考
え
る

―

歴
史
の
忘
却
が
も
つ
危
険
性―

2012年
10月30日
火曜日
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サ
ン=

テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
の
『
星
の
王
子

さ
ま
』（Le Petit Prince, 1943

）
と
い

う
物
語
に
、
星
が
輝
い
て
い
る
の
は
各
人

が
自
分
の
星
を
見
つ
け
る
た
め
だ
、
と
い

う
言
葉
が
あ
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、

こ
の
種
の
目
的
論
的
説
明
は
、
現
代
科
学

で
は
誤
り

4

4

と
さ
れ
る
。
科
学
と
は
実
に
恐

ろ
し
い
も
の
で
あ
り
、
例
え
ば
そ
の
教
科

書
に
よ
れ
ば
、
宇
宙
は
ビ
ッ
グ
バ
ン
と
い

う
偶
然

4

4

に
よ
っ
て
生
じ
、
地
球
や
太
陽
の

誕
生
も
偶
然
で
あ
り
、
何
億
年
か
先
に
は

太
陽
が
膨
ら
ん
で
地
球
を
飲
み
込
む
ら
し

い
の
だ
が
、
こ
れ
も
ま
た
偶
然
で
あ
る
。

偶
然
だ
か
ら
、
何
の
意
味
も
な
い
（
＝
ナ

ン-

セ
ン
ス
）。
私
は
こ
の
世
界
観
を
科
学

的
に
は
認
め
ざ
る
を
え
な
い
が
、
そ
の
一

貫
し
た
無
意
味
さ
を
と
て
も
不
気
味
に
感

じ
る
。
ふ
る
さ
と
も
性
別
も
結
婚
も
、
障

害
も
病
気
も
事
故
も
、
地
震
も
津
波
も
、

な
に
も
か
も
偶
然
で
あ
る
。
私
た
ち
は
偶

然
に
弄
ば
れ
る
存
在
で
し
か
な
い
！

　
「
人
間
は
ね
、
急
行
列
車
で
走
り
回
っ

て
い
る
け
れ
ど
、
何
を
探
し
て
い
る
か
自

分
で
も
わ
か
っ
て
い
な
い
。
た
だ
忙
し
そ

う
に
ぐ
る
ぐ
る
回
る
ば
か
り
な
の
さ

…
」。
生
物
の
本
に
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
こ
と
は

載
っ
て
い
る
が
、
生
き
る
意
味

4

4

は
載
っ
て

い
な
い
。
生
き
る
こ
と
や
死
ぬ
こ
と
の
意

味
は
ど
こ
に
見
出
さ
れ
る
の
か
？
想
像
力

（
心
の
目
で
見
る
力
）
を
失
わ
な
け
れ

ば
、
こ
こ
に
も
、
そ
こ
に
も
、
す
ぐ
見
出

せ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
種
の
お
と

ぎ
話
を
創
作
す
る
力
、
自
由
に
意
味
を
創

り
出
す
力
で
あ
り
、
知
識
の
な
い
子
ど
も

の
方
が
、
か
え
っ
て
こ
の
力
に
長
け
て
い

る
。
意
味
を
見
つ
け
る
の
が
上
手
な
人

は
、
不
幸
に
も
意
味
を
見
つ
け
る
か
も
し

れ
な
い
。
そ
う
い
う
人
は
た
と
え
不
幸
で

も
、
心
に
い
つ
も
慰
め
が
あ
る
だ
ろ
う
。

こ
の
世
界
に
意
味
を
与
え
る
も
の
は
何

か
？
そ
れ
は
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
能
動
的

精
神
の
ほ
か
に
は
な
い
。

　

人
生
の
意
味
と
は
、
要
す
る
に
「
人
生

の
目
的
」
の
こ
と
で
あ
る
。
目
的
の
な
い

人
生
と
は
、
喩
え
て
言
え
ば
、
的
を
定
め

ず
に
矢
を
射
る
、
あ
る
い
は
ゴ
ー
ル
を
定

め
ず
に
走
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の

場
合
、
ど
こ
に
向
け
て
射
よ
う
が
、
ど
こ

に
向
か
っ
て
走
ろ
う
が
、
あ
る
意
味
で
は

常
に
正
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、「
正
し
い
／

誤
り
」（right

／w
rong

）
と
い
う
概

念
は
、
目
的
に
照
ら
さ
な
け
れ
ば
判
断
不

可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
「
正
し
い

道
」
と
は
、
目
的
地
に
通
じ
る
道
の
こ
と

で
あ
り
、「
誤
っ
た
道
」
と
は
、
目
的
地

に
到
達
で
き
な
い
道
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
を
よ
り
一
般
化
し
て
言
え
ば
、
あ
る
行

為
（
そ
し
て
行
為
の
集
ま
り
が
人
生
）
が

正
し
い
か
否
か
は
、
何
ら
か
の
目
的
に
照

ら
さ
な
け
れ
ば
判
断
不
可
能
で
あ
る
。

　

科
学
知
識
は
、
ど
れ
ほ
ど
発
展
し
て
も

人
生
の
「
目
的
」
の
代
わ
り
に
は
な
り
え

ず
、
む
し
ろ
そ
の
「
手
段
」
に
す
ぎ
な
い

だ
ろ
う
。
も
し
人
生
の
「
目
的
」
を
与
え

て
く
れ
る
も
の
を
広
く
「
宗
教
」
と
呼
ぶ

な
ら
ば
、
人
生
に
は
、
科
学
と
「
宗
教
」

の
両
方
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ

れ
の
領
分
が
あ
り
、
ど
ち
ら
か
一
方
だ
け

で
済
む
よ
う
な
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
王
子
は
自
分
の
星
を
飛
び
出
し

た
後
に
、
色
々
な
星
の
住
人
の
「
宗
教
」

を
見
て
回
っ
た
。
①
権
力
志
向
の
王
様
、

②
人
か
ら
賞
賛
さ
れ
た
く
て
た
ま
ら
な
い

「
う
ぬ
ぼ
れ
屋
」、③
ペ
シ
ミ
ス
ト
の
酔
っ

ぱ
ら
い
、
④
底
な
し
の
所
有
欲
を
も
つ
資

本
家
、
⑤
律
儀
な
労
働
者
、
⑥
知
識
を
追

求
す
る
学
者
。
そ
し
て
王
子
は
つ
い
に
地

球
に
や
っ
て
来
て
、
そ
こ
で
自
分
自
身
の

「
宗
教
」
を
見
出
し
た
。
い
や
、
決
断
し

た
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。本
物
の「
宗
教
」

と
は
、
常
に
そ
の
よ
う
な
人
生
の
決
断
を

伴
う
も
の
で
あ
る
。

 

■

本
郷 

亮　
准
教
授
（
経
済
学
史
）

星
の
王
子
さ
ま

2012年
11月8日
木曜日
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欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
が
２
０
１
２
年
の
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
。
そ
の
受
賞
理
由
は
、

「
過
去
60
年
の
Ｅ
Ｕ
の
歩
み
が
欧
州
の
平
和
と

和
解
、
民
主
主
義
と
人
権
の
促
進
に
貢
献
し
た
」

こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。「
ユ
ー
ロ
危
機
」

が
世
界
経
済
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う

欧
州
統
合
の
負
の
側
面
ば
か
り
が
マ
ス
コ
ミ
を

に
ぎ
わ
し
て
き
た
最
中
に
、
Ｅ
Ｕ
の
統
合
進
展

が
再
評
価
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。

「
リ
ー
マ
ン･

シ
ョ
ッ
ク
」、「
ユ
ー
ロ
危
機
」
に

続
い
て
﹇
世
界
経
済
危
機
Ⅲ
﹈
に
発
展
す
る
危

険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
現
況
下
で
の
、
平
和
賞

の
受
賞
の
意
味
を
高
く
評
価
す
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。

　

そ
れ
で
は
、「
ユ
ー
ロ
危
機
」
は
な
ぜ
発
生
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
Ｅ
Ｕ
は
ジ
ャ
ン
・
モ
ネ
を

は
じ
め
と
す
る
欧
州
の
指
導
者
た
ち
が
過
去
60

年
に
わ
た
っ
て
智
恵
を
し
ぼ
り
、
統
合
へ
む
け

た
た
ゆ
ま
な
い
努
力
を
払
っ
て
来
た
こ
と
の
結

果
で
あ
る
。
欧
州
統
合
に
対
す
る
彼
ら
の
信
念

と
実
行
力
に
基
づ
く
、
独
仏
の
和
解
と
資
源
の

共
同
管
理
を
目
指
し
た
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体

の
創
設
は
Ｅ
Ｕ
設
立
の
原
点
に
な
っ
た
。
そ
の

後
の
東
西
冷
戦
の
終
結
を
受
け
た
共
通
通
貨

「
ユ
ー
ロ
」
の
創
設
は
、
域
内
関
税
の
撤
廃
や

共
通
市
場
（com

m
on m

arkets

）
の
創
設
に
よ

る
「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
」
の
自
由
な
移
動
を

可
能
に
し
た
欧
州
市
場
の
い
っ
そ
う
の
進
展
と

統
合
を
目
的
と
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
最

初
に
着
手
さ
れ
た
の
は
１
９
８
８
年
の
欧
州
中

央
銀
行
の
創
立
に
よ
る
金
融
政
策
の
一
元
化
に

と
ど
ま
っ
た
。
通
貨
同
盟
（a m

onetary 
union

）
を
先
行
さ
せ
て
段
階
的
な
統
合
を
優
先

し
た
結
果
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
う
ち
、
一
部
の
国

は
ユ
ー
ロ
を
採
用
し
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
ま

た
、
財
政
主
権
に
基
づ
く
財
政
政
策
も
銀
行
の

認
可
や
規
制･

監
督
な
ど
の
銀
行
行
政
も
預
金
保

険
制
度
も
各
加
盟
国
に
委
ね
る
現
状
維
持
に
と

ど
ま
っ
た
。

　

共
通
通
貨
「
ユ
ー
ロ
」
は
、
多
く
の
悲
観
的

な
評
価
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
極
め
て
円
滑
に
導

入
さ
れ
各
国
に
受
入
れ
ら
れ
た
。
一
方
で
、
従

来
の
為
替
レ
ー
ト
変
動
の
不
利
益
や
通
貨
交
換

の
手
数
料
な
ど
の
解
消
に
よ
っ
て
、
各
国
の
金

利
水
準
や
イ
ン
フ
レ
率
の
低
下
が
実
現
し
、
域

内
の
貿
易
取
引
や
金
融
取
引
が
急
激
に
拡
大

し
、
経
済
成
長
に
大
い
に
貢
献
し
た
。
他
方
で
、

金
利
水
準
や
物
価
水
準
、
財
政
収
支
や
政
府
債

務
残
高
、
経
常
収
支
の
不
均
衡
（
図
を
参
照
）、

経
済
成
長
率
な
ど
の
面
で
は
、
加
盟
国
間
に
格

差
が
存
在
し
、
ま
た
格
差
の
拡
大
が
生
じ
た
。

い
わ
ゆ
る
「
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
・
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
」

（regional im
balance

）
の
拡
大
で
あ
る
。
こ

の
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
・
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
拡
大
は
、

金
融
政
策
の
み
が
共
通
化
さ
れ
た
の
に
対
し

て
、
そ
れ
以
外
の
財
政
政
策
、
銀
行
行
政
な
ど

は
各
国
バ
ラ
バ
ラ
と
い
う
制
度
的
欠
陥
の
必
然

的
な
帰
結
で
あ
っ
た
。

　
「
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
・
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
」
の
拡
大

を
解
消
し
て
、
欧
州
統
合
を
さ
ら
に
進
展
さ
せ

る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
課
題
が
あ
る
の
か
。

今
次
の
ギ
リ
シ
ャ
危
機
に
端
を
発
す
る
国
家
債

務（
ソ
ブ
リ
ン
・
デ
ッ
ト
）危
機
を
経
験
し
た
ユ
ー

ロ
圏
各
国
は
、
現
在
、
新
た
に
４
つ
の
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
構
築
に
歩
み
始
め
て
い
る

と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
①

ユ
ー
ロ
圏
の
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
化
を
図
る

銀
行
同
盟
（a banking union

）、
欧
州
共
同
債

券
を
発
行
し
て
「
財
政
移
転
」（
所
得
移
転
）
を

可
能
に
す
る
財
政
同
盟
（a fiscal union

）、
労

働
市
場
な
ど
の
改
革
（
汎
欧
州
的
な
失
業
保
険

制
度
の
創
設
な
ど
）
と
競
争
力
の
向
上
を
目
指

す
経
済
同
盟
（an econom

ic union

）、
お
よ
び

Ｅ
Ｕ
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
こ
れ
ま
で
以
上
の
民

主
主
義
的
な
合
法
性
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る

政
治
同
盟（a political union

）で
あ
る
。
特
に
、

現
時
点
で
最
重
要
視
さ
れ
る
の
は
、
上
記
５
つ

の
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
・
ブ
ロ
ッ
ク
を
結
合
し
て
Ｅ

Ｕ
域
内
の
財
政
移
転
に
よ
る
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
・

イ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
縮
小
と
解
消
で
あ
ろ
う
。
イ

ソ
ッ
プ
寓
話
を
引
用
し
て
「
蟻
」
に
た
と
え
ら

れ
る
ド
イ
ツ
な
ど
北
欧
諸
国
か
ら
、「
キ
リ
ギ
リ

ス
」
に
た
と
え
ら
れ
る
ギ
リ
シ
ャ
な
どPIIGS

諸

国
へ
の
財
政
移
転
に
よ
る
経
済
成
長
率
格
差
や

経
常
収
支
不
均
衡
の
縮
小
と
解
消
を
実
現
す
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
目
標
の
達
成
は
決
し
て
生
易
し
い
も
の

で
は
な
く
、
ま
た
十
年
単
位
の
長
い
時
間
を
要

す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

Ｅ
Ｕ
諸
国
は
、
今
後
と
も
紆
余
曲
折
を
経
つ
つ

も
、
新
た
な
欧
州
統
合
へ
の
道
を
新
た
に
歩
み

始
め
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
遥
蕩（
た

ゆ
た
）
え
ど
も
沈
ま
ず
」
が
Ｅ
Ｕ
の
強
み
で
あ

り
、
過
去
60
年
の
実
績
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
と
言

え
る
。 

コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
二
（
12
章
７
〜
10
節
）
■

春
井
久
志　
教
授
（
国
際
金
融
論
）

ユ
ー
ロ
は
な
ぜ
危
機
に
陥
っ
た
の
か
？

2012年
11月13日
火曜日

出所：『日本経済新聞』、2012年10月７日付け。
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人間を考える
　

こ
の
間
友
人
か
ら
名
古
屋
の
名
物
「
う

い
ろ
う
」
を
頂
き
ま
し
た
。
蒸
し
た
も
ち

米
で
、
絶
妙
な
甘
さ
を
加
え
た
美
味
し
い

お
菓
子
で
す
。
食
べ
な
が
ら
、
そ
の
名
前

の
意
味
を
尋
ね
ま
し
た
。
解
釈
は
、
元
の

時
代
に
当
時
の
中
国
か
ら
日
本
に
来
た
陳

宗
敬
が
漢
方
薬
を
日
本
人
に
紹
介
し
ま
し

た
。
陳
さ
ん
の
身
分
は
「
礼
部
員
外
郎
」

で
あ
る
の
で
、そ
の
薬
を
唐
音
の
ま
ま「
う

い
ろ
う
」
と
命
名
し
ま
し
た
。
お
菓
子
の

名
前
に
な
る
の
は
、
外
郎
薬
を
飲
む
と
き

に
、
口
直
し
に
添
え
た
お
菓
子
に
由
来
す

る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
の
人
物
に
由
来
す
る
も

の
は
中
国
に
も
あ
り
ま
す
。
中
華
料
理
の

「
マ
ー
ボ
豆
腐
」
の
「
マ―

ボ
」
は
そ
の

料
理
を
作
っ
た
お
ば
さ
ん
の
名
前
と
い
う

伝
説
が
あ
り
ま
す
。「
マ
」
は
「
あ
ば
た
」

の
こ
と
で
、「
ボ
」
は
お
ば
さ
ん
と
言
う

意
味
で
す
。「
豆
腐
」
と
ゆ
か
り
が
あ
る

女
性
が
も
う
ひ
と
り
い
ま
す
。「
西
施
」

と
い
う
美
人
で
す
。
豆
腐
屋
さ
ん
の
看
板

娘
の
こ
と
は「
豆
腐
西
施
」と
言
い
ま
す
。

西
施
は
中
国
古
代
四
大
美
人
「
春
秋
時
代

の
西
施
、
漢
代
の
王
昭
君
、
三
国
演
義
に

も
登
場
し
た
貂
蝉
（
後
漢
）、
と
唐
代
の

楊
貴
妃
」
の
中
の
一
人
で
す
。
西
施
の
名

は
美
女
の
代
名
詞
と
し
て
そ
の
後
も
広
く

人
々
に
語
り
継
が
れ
、
今
で
も
よ
く
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
中
国
で
は
「
情
人
眼
里
出

西
施
」
と
い
う
諺
が
あ
り
、
恋
す
る
男
の

目
に
は
だ
れ
も
が
西
施
の
よ
う
な
美
人
に

映
る
と
い
う
意
味
で
す
。
西
施
の
美
貌
は

日
本
に
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
松
尾
芭
蕉

は
「
奥
の
細
道
」
の
中
で
こ
ん
な
俳
句
を

残
し
ま
し
た
。「
象
潟
や　

雨
に
西
施　

ね
ぶ
の
花
」。
西
施
は
美
人
の
代
名
詞
と

し
て
中
国
現
代
文
学
に
も
登
場
し
ま
し

た
。
中
国
現
代
文
学
史
で
と
て
も
高
い
位

置
を
占
め
る
有
名
な
作
家
魯
迅
の
小
説

『
故
郷
』
の
中
に
現
れ
て
い
ま
す
。
豆
腐

屋
さ
ん
の
看
板
娘
楊
さ
ん
の
こ
と
を
「
豆

腐
西
施
」
と
言
い
ま
し
た
。
こ
の
作
品
の

影
響
で
、
店
に
客
を
引
き
付
け
る
魅
力
な

娘
の
こ
と
は
「
〜
〜
西
施
」
と
い
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

食
べ
物
以
外
に
、
現
在
日
常
生
活
の
中

に
は
歴
史
人
物
の
名
前
を
つ
け
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
「
中
山
服
」
と
言
う

服
装
は
孫
文
の
名
前
を
使
っ
て
い
ま
す
。

「
中
山
服
」
は
日
本
語
で
「
人
民
服
」
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
、
孫
中
山
先
生
が
日
本

留
学
中
に
日
本
の
学
生
服
を
モ
デ
ル
に
デ

ザ
イ
ン
し
て
、
封
建
社
会
の
清
王
朝
と
決

別
す
る
新
し
い
中
国
の
象
徴
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
服
装
の
腕
に
３
つ
ボ
タ
ン
が
あ

り
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
三
民
主
義
の
「
民

族
、
民
権
、
民
生
」
を
象
徴
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
毛
沢
東
は
こ
の
服
を
愛
着
し

て
、
外
国
要
人
と
会
う
際
に
必
ず
「
中
山

服
」
の
姿
で
現
れ
た
た
め
、英
語
で
「M

ao 
suit

」
と
も
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
人

物
の
名
前
を
付
け
て
、
中
国
で
一
時
的
に

流
行
し
た
服
装
が
も
う
ひ
と
つ
あ
り
ま

す
。
70
年
代
山
口
百
恵
が
出
演
し
た
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
の
主
人
公
幸
子
が
着
た
ワ
ン

ピ
ー
ス
を
「
幸
子
ス
カ
ー
ト
」
と
命
名
さ

れ
、
結
構
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
例
は
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
語
用
論
で
い
う
と
、語
彙
活
用
の﹇
範

疇
延
伸category extension

﹈
や
「
換

喩m
etonym

y

」
な
ど
と
の
現
象
で
す
。

言
葉
が
実
際
に
使
用
さ
れ
る
時
、
本
来
の

意
味
か
ら
離
れ
て
、
活
用
さ
れ
る
現
象
で

す
。
西
施
は
春
秋
時
代
の
人
物
か
ら
「
美

し
い
女
性
、
風
景
」
ま
で
拡
大
さ
れ
、
美

し
い
女
性
、
風
景
が
そ
の
関
わ
る
人
物
の

名
前
で
入
れ
替
え
て
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
ど
の
言
語

も
同
じ
現
象
が
存
在
し
、
人
間
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
際
に
自
動
的
に
そ
の

語
彙
の
変
化
を
把
握
で
き
る
。
こ
れ
は
実

に
す
ば
ら
し
い
人
間
の
能
力
で
あ
る
と
い

つ
も
感
心
し
て
い
ま
す
。�

■

田　

禾　
准
教
授
（
人
文
科
学
、
中
国
語
学
）

現
代
の
外
郎
と
西
施

2012年
11月15日
木曜日
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シリーズチャペル
　

イ
タ
ロ
・
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
の
小
説
『
宿

命
の
交
わ
る
城
』
が
楽
し
そ
う
に
実
践
し

た
タ
ロ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
恣
意
的
な
解
読
に

触
発
さ
れ
て
、
横
尾
忠
則
の
写
真
集
『
東

京
Ｙ
字
路
』（
国
書
刊
行
会 

２
０
０
９
）

を
繰
る
。
始
め
も
終
わ
り
も
な
く
、
次
々

に
同
じ
造
形
が
目
に
突
き
刺
さ
る
。
Ｙ
。

分
岐
す
る
街
路
。
Ｙ
に
よ
っ
て
貫
通
さ
れ

引
き
裂
か
れ
る
地
面
と
建
造
物
。
大
都
会

に
刻
ま
れ
た
Ｙ
の
刻
印
集
で
あ
る
。

　

写
真
集
の
タ
イ
ト
ル
を
「
Ｙ
」
と
「
東

京
」
に
引
き
裂
い
て
み
る
。
何
事
も
人
生

に
置
き
換
え
て
考
え
る
人
な
ら
、
Ｙ
に
人

生
の
岐
路
を
み
る
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
Ｙ

は
血
管
の
分
岐
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ

ら
に
猥
褻
を
好
む
人
な
ら
Ｙ
に
大
腿
部
の

分
岐
を
見
出
し
、
分
岐
路
に
挟
ま
れ
た
現

象
に
エ
ロ
チ
ッ
ク
な
妄
想
を
膨
ら
ま
せ
る

か
も
し
れ
な
い
。
Ｙ
が
生
命
に
近
く
身
体

性
や
肉
体
の
暖
か
み
を
伴
う
の
は
、
Ｙ
染

色
体
を
予
感
さ
せ
る
か
ら
か
も
し
れ
な

い
。
Ｙ
は
性
の
分
岐
と
確
定
、
あ
る
い
は

男
性
の
自
己
主
張
か
。
Ｙ
の
必
然
性
に
つ

い
て
考
え
て
み
る
。
十
字
路
や
Ｔ
字
路
、

一
本
道
の
Ｉ
で
は
な
く
な
ぜ
Ｙ
か
。
い
ず

れ
の
字
体
も
９
０
度
乃
至
は
１
８
０
度
に

支
配
さ
れ
て
い
て
効
率
的
で
あ
り
現
代
の

都
会
に
ふ
さ
わ
し
い
。
そ
れ
に
較
べ
て
Ｙ

の
な
ん
と
非
効
率
な
こ
と
か
。
鋭
角
的
な

二
股
に
挟
ま
れ
た
家
屋
の
内
部
は
、
お
そ

ら
く
部
屋
の
一
角
が
尖
っ
て
い
て
い
び
つ

な
輪
郭
を
呈
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
家

具
を
置
く
わ
け
に
も
い
か
ず
、
い
か
に
も

非
効
率
で
空
虚
な
空
間
を
住
人
は
持
て
余

し
て
い
る
筈
で
あ
る
。
ま
た
、
大
地
を
引

き
裂
く
形
態
と
し
て
Ｙ
を
み
る
な
ら
ば
、

Ｙ
は
暴
力
的
で
あ
り
グ
ロ
テ
ス
ク
で
さ
え

あ
る
。
拡
散
の
起
点
と
し
て
Ｙ
を
想
像
し

て
は
ど
う
か
。
二
股
に
分
岐
し
た
道
が
、

限
り
な
く
分
岐
を
重
ね
て
高
層
ビ
ル
群
の

中
に
分
け
入
り
消
尽
す
る
…
…
。
空
間
は

無
限
に
断
片
化
さ
れ
、
区
画
は
ね
ず
み
算

式
に
拡
散
し
増
殖
す
る
。
こ
れ
は
、
ホ
ル

ヘ･

ル
イ
ス･

ボ
ル
ヘ
ス
の
「
八
岐
の
園
」

を
彷
彿
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
十
字
路
や
Ｔ

字
路
は
そ
の
平
凡
さ
故
に
日
常
に
浸
透
し

て
い
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
Ｙ
字
路
は
非

日
常
を
代
表
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
非
日

常
性
を
補
強
す
る
の
は
、
被
写
体
と
し
て

の
人
間
の
不
在
で
あ
る
。
住
民
と
そ
の
生

活
感
が
粘
液
の
よ
う
に
糊
着
し
た
街
か

ら
、
人
間
が
排
除
さ
れ
る
。
日
常
が
こ
び

り
つ
い
た
空
間
に
、
瞬
間
的
に
非
日
常
を

現
出
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
想
像
す
る
と
、
東
京
で
あ

る
こ
と
の
必
然
性
も
理
解
で
き
る
。
田
舎

の
道
に
は
、
そ
も
そ
も
人
間
が
不
在
で
あ

る
こ
と
が
日
常
な
の
で
あ
る
。
人
間
の
充

満
す
る
都
心
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
人
間
の

不
在
が
非
日
常
を
喚
起
す
る
。
日
本
の
、

そ
し
て
世
界
の
首
都
と
し
て
の
東
京
。
世

界
中
の
人
、物
、そ
し
て
情
報
が
集
結
し
、

機
能
性
と
効
率
性
を
極
限
に
ま
で
追
求
す

る
東
京
に
Ｙ
が
巣
く
う
。
ミ
ク
ロ
経
済
学

の
要
諦
は
「
最
小
の
費
用
で
最
大
の
効
果

を
あ
げ
る
こ
と
」（
最
適
化
行
動
）
に
あ

る
ら
し
い
が
、
世
界
経
済
の
中
心
を
形
成

す
る
東
京
で
、
Ｙ
が
最
大
の
コ
ス
ト
か
ら

最
小
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
抽
出
し
て
い
る

と
い
う
現
実
を
ど
う
受
け
止
め
れ
ば
よ
い

の
か
…
…
。

　

だ
が
、
こ
れ
こ
そ
人
間
で
は
な
い
か
。

Ｙ
が
刻
印
を
残
す
大
都
会
東
京
こ
そ
人
間

な
の
で
あ
る
。
Ｙ
は
世
界
中
に
あ
る
。
Ｙ

は
人
間
の
中
に
あ
る
。
人
間
は
Ｙ
を
忘
れ

た
。
人
間
に
は
Ｙ
が
必
要
だ
。

 

■

山
田　

仁　
准
教
授
（
イ
ギ
リ
ス
文
学
）

Ｙ
・
東
京
・
人
間

2012年
11月16日
金曜日
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人間を考える
　

私
は
計
量
経
済
学
を
教
え
て
い
ま
す
。

計
量
経
済
学
と
は
、
デ
ー
タ
を
分
析
す
る

こ
と
を
通
じ
て
、
経
済
学
の
理
論
を
検
証

し
た
り
、
経
済
政
策
に
お
い
て
よ
り
定
量

的
な
意
思
決
定
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
計
量
経
済
学
に
は

重
要
な
概
念
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、

最
も
重
要
な
概
念
は
因
果
で
す
。

　

字
義
的
に
は
、
因
果
と
は
原
因
と
結
果

も
し
く
は
そ
れ
ら
の
関
係
を
表
す
も
の
で

す
。
例
え
ば
「
暖
房
を
つ
け
る
と
暖
か
く

な
る
」
は
、
因
果
に
関
す
る
一
つ
の
言
明

で
す
。
つ
ま
り
暖
房
と
い
う
原
因
が
あ

り
、
そ
の
結
果
と
し
て
部
屋
の
気
温
が
上

が
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
例
に

お
い
て
は
、
因
果
と
い
う
も
の
は
明
ら
か

で
あ
り
、
疑
問
の
余
地
が
な
い
よ
う
に
思

え
ま
す
。
し
か
し
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う

か
？
実
は
、
因
果
と
は
目
に
見
え
な
い
関

係
で
あ
る
た
め
、
科
学
的
な
検
証
が
難
し

い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　

そ
の
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
、
具
体

的
な
例
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん

が
製
薬
会
社
に
勤
め
て
い
る
と
想
像
し
て

下
さ
い
。
そ
こ
で
は
病
気
を
治
す
た
め
の

薬
が
日
夜
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

そ
れ
は
本
当
に
効
果
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
？
も
し
本
当
に
効
果
が
あ
れ
ば
、「
こ

の
新
薬
は
、
目
的
と
す
る
病
気
に
対
し
て

効
果
が
あ
る
」
と
い
え
ま
す
。
こ
れ
は
因

果
で
あ
り
、
原
因
は
新
薬
で
、
結
果
は
目

的
と
す
る
病
気
の
治
癒
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
因
果
を
確
か
め
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
？
最
初
に
示
し
た
暖

房
の
例
と
は
異
な
り
、
す
ぐ
に
は
分
か
り

ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
新
薬
を
投
与
し
た

人
が
新
薬
を
投
与
し
な
か
っ
た
場
合
と
比

べ
て
、
ど
の
く
ら
い
良
く
な
っ
た
か
が
分

か
ら
な
い
か
ら
で
す
。
同
じ
人
に
対
し

て
、
新
薬
を
投
与
し
た
場
合
と
投
与
し
な

か
っ
た
場
合
を
同
時
に
観
察
す
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
。
投
与
し
て
し
ま
え
ば
前
者

が
、
投
与
し
な
け
れ
ば
後
者
し
か
観
察
で

き
な
い
か
ら
で
す
。
そ
れ
で
は
、
新
薬
の

効
果
は
ど
の
よ
う
に
し
て
確
か
め
ら
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
も
し
く
は
、
こ
の

よ
う
な
因
果
は
ど
の
よ
う
に
し
て
確
か
め

ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

イ
ギ
リ
ス
の
統
計
学
者
ロ
ナ
ル
ド
・

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
次
の
よ
う
な
方
法
を
提

案
し
ま
し
た
。
手
順
は
次
の
通
り
で
す
。

新
薬
を
試
す
た
め
に
似
た
よ
う
な
背
景
の

被
験
者
を
集
め
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
被
験

者
に
対
し
て
、
新
薬
を
投
与
す
る
か
偽
の

薬
、
プ
ラ
シ
ー
ボ
、
を
投
与
す
る
か
を
ラ

ン
ダ
ム
に
決
定
し
ま
す
。
そ
し
て
、
新
薬

を
与
え
た
被
験
者
の
平
均
的
な
効
果
と
そ

れ
以
外
の
被
験
者
の
平
均
的
な
効
果
を
比

べ
ま
す
。
も
し
こ
れ
ら
の
間
に
違
い
が
あ

れ
ば
、
因
果
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
手
順
の
こ
と
を
無
作
為
化
比

較
試
験
と
呼
び
、
投
与
し
た
グ
ル
ー
プ
を

実
験
群
、
投
与
し
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ
を

対
照
群
と
呼
び
ま
す
。
こ
の
手
順
に
お
い

て
重
要
な
こ
と
は
、
実
験
群
と
対
照
群
へ

の
割
り
付
け
に
偶
然
性
を
用
い
る
こ
と
で

す
。

　

な
ぜ
偶
然
性
が
重
要
な
の
で
し
ょ
う

か
？
新
薬
を
用
い
る
か
ど
う
か
を
被
験
者

が
自
由
に
決
定
す
る
場
合
を
想
像
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
被
験
者
に
は
選

好
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
新

薬
を
用
い
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
で

し
ょ
う
。
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
の
選
好
が

被
験
者
の
健
康
状
態
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

別
の
要
因
が
あ
っ
て
、
薬
を
服
用
す
る
こ

と
と
そ
の
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

可
能
性
を
制
御
す
る
た
め
に
偶
然
性
を
用

い
て
い
る
の
で
す
。

　

因
果
と
い
う
目
に
見
え
な
い
関
係
を
浮

き
彫
り
に
す
る
た
め
に
偶
然
性
を
用
い

る
、
と
い
う
点
は
大
変
興
味
深
い
と
思
い

ま
す
。 

■

宮
脇
幸
治　
専
任
講
師
（
計
量
経
済
学
）

因
果
に
つ
い
て

2012年
11月26日
月曜日
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シリーズチャペル
　

今
日
は
韓
国
の
若
者
の
就
職
事
情
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ

数
年
ネ
ッ
ト
上
で
10
代
の
青
少
年
の
相
談

を
し
て
き
て
い
る
の
で
す
が
、
最
近
、
珍

し
く
20
代
の
ソ
ウ
ル
在
住
の
大
学
生
か
ら

の
手
紙
を
も
ら
い
ま
し
た
。
手
紙
の
内
容

は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
「
10
代
の
時
は
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
い

大
学
に
行
け
ば
い
い
人
生
が
送
れ
る
と
思

い
、
塾
な
ど
に
通
い
な
が
ら
一
所
懸
命
に

勉
強
し
ま
し
た
。
そ
ん
な
に
よ
く
は
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
一
所
懸
命
に
頑
張
っ

て
入
っ
た
ソ
ウ
ル
の
＊
＊
大
学
の
経
営
学

科
。
し
か
し
、
大
学
に
入
っ
て
周
り
の
語

学
研
修
に
行
く
波
に
流
れ
語
学
研
修
に
も

行
っ
て
き
ま
し
た
。
語
学
研
修
か
ら
帰
っ

て
き
た
後
は
す
ぐ
に
軍
隊
に
入
隊
し
ま
し

た
。
除
隊
し
て
か
ら
は
就
職
の
た
め
の
Ｔ

Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
勉
強
に
励
み
ま
し
た
。
塾
に

通
い
な
が
ら
頑
張
り
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
点

数
は
９
０
０
点
台
。
し
か
し
、
就
職
の
た

め
に
は
資
格
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
や

ら
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
の
で
、
テ
レ

ビ
講
義
を
受
け
な
が
ら
塾
に
も
通
い
資
格

も
取
り
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も

何
と
か
や
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
校

の
勉
強
も
い
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
し
、

そ
し
て
、
い
ざ
就
職
し
よ
う
と
就
職
活
動

を
す
る
と
Ｉ
Ｍ
Ｆ
時
代
よ
り
厳
し
い
就
職

難
が
待
ち
受
け
て
い
ま
し
た
。
こ
の
前
、

毎
経
（
韓
国
の
経
済
新
聞
の
一
つ
で
あ
る

「
毎
日
経
済
新
聞
」
の
略
字
）
に
よ
る
と
、

Ｓ
Ｋ
Ｙ
（
韓
国
ト
ッ
プ
の
３
大
学
の
英
語
の

イ
ニ
シ
ャ
ル
。
Ｓ
はSeoul N

ational 
U
niversity

、Ｋ
はK

oryo U
niversity

、Ｙ

はY
onsei U

niversity

）

も
就
職
が
で
き
な
い
そ
う
で
す
ね
。あ
あ
、

で
は
、、
面
接
の
塾
に
も
通
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
な
あ
…
、
就
職
を
し
よ
う

と
塾
に
通
う
の
か
、塾
に
お
金
を
注
ぎ
込
む

た
め
に
就
職
し
よ
う
と
す
る
の
か
、本
当
に

分
か
ら
な
い
こ
の
世
の
中
。
ナ
ニ
を
、
ド
ノ

ヨ
ウ
ニ
、
も
っ
と
準
備
を
す
れ
ば
い
い
就
職

先
が
見
つ
か
る
の
で
し
ょ
う
か
。
美
容
整
形

も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
な
あ
…
」

　

韓
国
政
府
統
計
庁
の
発
表
に
よ
る
と

２
０
１
２
年
度
10
月
の
20
代
の
雇
用
率
は

43
カ
月
ぶ
り
の
最
低
値
で
あ
る
57
％
で
あ

る
そ
う
で
す
。
20
代
の
半
分
く
ら
い
は
仕

事
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
韓
国
は
周

知
の
通
り
、
教
育
熱
も
高
く
、
高
校
生
の

大
学
進
学
率
は
世
界
ト
ッ
プ
の
80
％
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
１
年
度

「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
学
業
成
就
調
査
」
か
ら
、

２
０
１
１
年
度
青
少
年
の
学
習
時
間
は
、

韓
国
の
青
少
年
が
最
も
長
く
、
８
時
間
55

分
に
及
ん
で
い
ま
し
た
。
日
本
の
場
合
は

６
時
間
22
分
で
、
韓
国
同
様
、
学
歴
社
会

と
い
わ
れ
て
い
る
日
本
と
も
２
時
間
半
の

差
が
あ
る
の
で
す
。
ま
た
、
統
計
庁
の
調

査
に
よ
る
と
、
青
少
年
の
悩
み
の
ト
ッ
プ

は
勉
強
や
成
績
で
、
38
・
5
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
韓
国
の
青
少
年
た
ち
は
長
時
間

の
学
校
や
塾
な
ど
で
大
学
進
学
の
た
め
に

勉
強
し
、
大
学
進
学
後
は
就
職
の
た
め
に

膨
大
な
量
の
資
格
や
英
語
な
ど
の
勉
強
を

強
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
代
償
と
し

て
良
い
就
職
先
が
見
つ
か
る
わ
け
で
も
な

い
の
で
す
。
就
職
先
が
見
つ
か
ら
な
い
と

恋
愛
も
結
婚
も
難
し
く
な
り
ま
す
。
結
婚

し
た
と
し
て
も
出
産
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を

得
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う

な
現
状
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る
若
者
を
総

称
し
「
サ
ム
ポ
セ
デ
」
と
い
い
、
三
つ
の

こ
と
を
あ
き
ら
め
た
世
代
と
い
う
意
味
で

す
。
三
つ
と
は
恋
愛
、
結
婚
、
出
産
の
こ

と
で
、
年
代
と
し
て
は
25
歳
か
ら
33
歳
く

ら
い
ま
で
の
世
代
を
意
味
し
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
厳
し
い
社
会
環
境
の
中
で
、
相
談

者
の
若
者
に
対
し
て
、
も
っ
と
「
頑
張
っ

て
ね
。」
と
か
、「
あ
な
た
は
周
り
の
流
れ

に
流
さ
れ
て
や
っ
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、

本
当
に
何
が
し
た
い
の
か
真
剣
に
考
え
て

勉
強
を
し
た
の
？
」
と
批
判
す
る
こ
と
は

私
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
な
ら
こ
の

相
談
者
の
手
紙
に
何
と
答
え
る
の
で
し
ょ

う
か
。
答
え
を
そ
れ
ぞ
れ
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。 

■

厳　

廷
美　

准
教
授
（
社
会
言
語
学
）

「
韓
国
若
者
の
就
職
事
情
」

2012年
11月27日
火曜日
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人間を考える
　

本
日
お
話
し
す
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
で

「
聖
職
者
」
兼
「
言
語
学
者
」
と
し
て
活

躍
し
た
ユ
ー
ジ
ン
・
ナ
イ
ダ
（Eugene 

N
ida: 1914-2011

）
に
よ
る
斬
新
な
聖

書
翻
訳
理
論
に
つ
い
て
で
す
。
ナ
イ
ダ
は

昨
年
８
月
に
96
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

聖
書
翻
訳
と
い
う
分
野
で
不
動
の
業
績
を

上
げ
た
言
語
学
者
な
の
で
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
一
度
彼
に
つ
い
て
話
し
て
お
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

あ
る
宗
教
が
人
種
や
国
籍
の
壁
を
越
え

て
多
く
の
人
々
に
支
持
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
使
用
言
語
が
複
数
に
跨
る
こ
と
に

な
る
た
め
に
、
そ
の
経
典
（
聖
典
）
は
ど

う
し
て
も
翻
訳
さ
れ
る
必
要
性
が
出
て
き

ま
す
。
し
か
し
、
し
ば
し
ば
そ
こ
に
は
困

難
な
問
題
が
生
じ
ま
す
。
翻
訳
一
般
の
問

題
と
し
て
、
文
法
や
語
彙
体
系
あ
る
い
は

ま
た
社
会
環
境
や
文
化
的
背
景
な
ど
が
異

な
る
と
、
原
語
か
ら
翻
訳
語
へ
変
換
す
る

こ
と
は
極
め
て
困
難
だ
か
ら
で
す
。
つ
ま

り
、
対
応
す
る
語
句
が
存
在
し
な
い
、
あ

る
い
は
ど
う
い
う
語
句
を
当
て
て
も
意
味

が
ず
れ
る
と
い
う
こ
と
が
ど
う
し
て
も
起

こ
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
16
世
紀
の
イ
エ

ズ
ス
会
に
よ
る
日
本
布
教
で
、「
仏
教
用

語
を
借
用
し
て
教
義
を
説
明
し
た
た
め
に

キ
リ
ス
ト
教
が
仏
教
の
一
派
で
あ
る
と
一

部
の
人
々
に
誤
解
さ
れ
た
」
と
、
以
前
、

何
か
の
本
で
読
ん
だ
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
難
し
い
翻
訳
で
す
が
、
キ
リ

ス
ト
教
界
に
あ
っ
て
ナ
イ
ダ
は
、「
動
的
等

価
翻
訳
理
論
」（Functional equivalence
）

と
呼
ば
れ
る
新
翻
訳
理
論
を
用
い
て
聖
書
翻

訳
に
新
風
を
巻
き
起
こ
し
ま
し
た
。

１
９
４
３
年
の
こ
と
で
す
。
ゆ
え
に
彼
は
、

今
で
は
「
現
代
聖
書
翻
訳
の
父
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
彼
に
よ
れ
ば
、
聖
書
翻
訳
に
使

わ
れ
る
言
語
表
現
は
、
理
解
し
や
す
い
だ
け

は
だ
め
で
、
文
化
的
に
も
意
味
を
も
つ
も
の

で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ナ
イ
ダ
以
前

は
、
聖
書
翻
訳
は
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
キ
リ
ス

ト
教
界
の
指
導
者
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
な
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
キ
リ
ス
ト
教
の
教

義
に
は
造
詣
が
深
く
て
も
、
必
ず
し
も
翻

訳
の
プ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
結

果
、
彼
ら
に
依
る
様
々
な
言
語
へ
の
聖
書
翻

訳
は
ほ
と
ん
ど
逐
語
的
で
、
修
辞
技
法
も
顧

み
ら
れ
な
い
も
の
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
で
あ
っ
た
た
め
に
、
せ
っ
か
く
翻
訳
し
て

も
言
葉
を
通
し
て
聖
書
の
教
え
を
読
む
人
の

心
に
響
か
せ
る
こ
と
が
困
難
で
し
た
。
例
え

ば
、
聖
書
の
中
で
語
ら
れ
る
出
来
事
は
温
か

い
地
域
で
起
こ
っ
た
こ
と
が
多
く
（
し
ば
し

ば
砂
漠
も
）、
登
場
す
る
動
物
は
羊
、
ら
く

だ
、
ド
ン
キ
ー
な
ど
が
中
心
で
す
。
こ
れ
ら

の
題
材
は
す
べ
て
、
こ
の
地
域
に
住
む
人
に

と
っ
て
は
独
特
の
文
化
的
意
味
（
比
喩
も
含

め
て
）を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

例
え
ば
雪
深
い
北
極
圏
に
住
む
イ
ヌ
イ
ッ
ト

の
人
々
に
読
ま
れ
た
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
セ
イ
ウ
チ
や
ア
ザ
ラ
シ
、
ア
シ
カ
な
ど

の
他
見
た
こ
と
の
な
い
人
が
、
聖
書
に
出
て

く
る
「
羊
」
を
う
ま
く
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
言
葉
の
も
つ
比
喩
的
意
味

「
従
順
」
な
ど
も
理
解
で
き
る
で
し
ょ
う

か
。
深
い
文
化
的
理
解
な
く
し
て
良
い
聖
書

翻
訳
は
で
き
な
い
と
考
え
た
ナ
イ
ダ
は
、
イ

ヌ
イ
ッ
ト
語
（Inukitut

）
に
翻
訳
す
る
た

め
に
24
年
間
を
費
や
し
た
そ
う
で
す
。
こ
れ

ま
で
聖
書
を200

語
以
上
に
翻
訳
し
て
い
る

ナ
イ
ダ
で
す
が
、
異
例
の
長
さ
で
す
。
ち
な

み
に
、ア
フ
リ
カ
の
一
部
で
は
、「
羊
」
は
や
っ

か
い
も
の
扱
い
さ
れ
る
動
物
な
の
だ
そ
う
で

す
が
、
こ
う
な
る
と
聖
書
で
語
ら
れ
る
羊
と

羊
飼
い
の
感
動
的
な
話
も
否
定
的
な
ニ
ュ
ア

ン
ス
を
も
っ
て
読
ま
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
翻
訳
の
難
し
さ
を
あ
ら
た
め
て

教
え
て
く
れ
る
事
例
で
す
。
最
後
に
、
ナ
イ

ダ
が
か
つ
て
語
っ
た
印
象
的
な
一
言
を
引
用

し
て
本
日
の
お
話
を
終
え
ま
す
。

No m
atter in w

hat language one read the 
Bible, the goal was “to read it, to understand 
it and be transform

ed by its m
essage.” 

■

大
高
博
美　
教
授
（
言
語
学
）

ユ
ー
ジ
ン
・
ナ
イ
ダ
の
聖
書
翻
訳

2012年
12月11日
火曜日
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シリーズチャペル
　

二
つ
の
曲
に
つ
い
て
話
そ
う
。
一
つ

は
、
誰
も
が
一
度
は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ

る
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
名
曲
で
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
曲
の
「
歓
喜
の
歌
」。
も

う
一
つ
は
、
お
そ
ら
く
こ
こ
に
い
る
皆
さ

ん
が
誰
も
聞
い
た
こ
と
が
な
い
、
チ
ベ
ッ

ト
の
民
謡
で
「
シ
ガ
ツ
ェ
ワ
」
と
い
う
曲

で
あ
る
。

　

中
国
で
は
、
文
化
大
革
命
の
10
年
間
、

西
洋
由
来
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
「
資
本

主
義
敵
国
の
文
化
」と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い

た
。
文
化
大
革
命
が
終
結
し
た
１
９
７
０

年
代
末
か
ら
、
再
び
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が

庶
民
に
享
受
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ラ
ジ

オ
で
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
を
録
音
さ
せ

る
た
め
の
長
時
間
番
組
が
毎
日
の
よ
う
に

放
送
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
私

は
小
学
校
に
入
る
前
か
ら
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

最
高
の
名
曲
を
一
通
り
ぜ
ん
ぶ
聞
い
た
。

一
生
の
友
に
な
る
こ
れ
ら
の
名
曲
の
数
々

の
な
か
、
そ
の
当
時
と
く
に
好
き
だ
っ
た

の
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
第
９

番
ニ
短
調
の
第
４
楽
章
、「
歓
喜
の
歌
」

と
し
て
親
し
ま
れ
る
合
唱
の
部
分
で
あ
っ

た
。
音
楽
史
に
お
け
る
そ
の
記
念
碑
的
な

意
義
に
つ
い
て
知
っ
た
の
は
、
無
論
だ
い

ぶ
後
の
こ
と
だ
が
、
幼
少
時
代
の
私
に

は
、
単
純
に
そ
の
歓
喜
に
満
ち
溢
れ
、
気

持
ち
を
高
揚
さ
せ
る
メ
ロ
デ
ィ
が
と
て
も

心
地
よ
く
感
じ
ら
れ
た
。

　

そ
れ
か
ら
約
20
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。

あ
る
日
テ
レ
ビ
か
ら
「
歓
喜
の
歌
」
の
メ

ロ
デ
ィ
が
聞
こ
え
、
大
好
き
な
曲
な
の
で

テ
レ
ビ
に
近
づ
い
て
よ
く
見
た
ら
、
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
に
そ
の
曲
が
使
わ
れ
て
い

た
。
た
だ
歌
詞
は
中
国
語
に
よ
る
も
の

で
、
お
よ
そ
以
下
の
意
味
に
な
っ
て
い

る
。「
私
は
、
海
の
向
こ
う
側
で
、
波
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
見
て
み
た
い
。
私

は
、
自
分
と
同
じ
よ
う
な
、
好
奇
に
満
ち

た
目
と
見
つ
め
合
い
た
い
」。
馴
染
み
の

あ
る
メ
ロ
デ
ィ
と
相
ま
っ
て
、
中
国
少
年

合
唱
団
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
た
そ
の
歌
詞

は
、
私
の
心
に
響
い
た
。

　

こ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
見
た
一
年
後
、

私
は
京
都
で
あ
ら
た
に
学
生
生
活
を
始
め

て
い
た
。
以
来
十
数
年
、
世
界
中
の
海
辺

で
さ
ま
ざ
ま
な
波
を
見
て
き
た
。
自
分
と

同
じ
よ
う
な
、
あ
る
い
は
異
な
る
よ
う

な
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
と
見
つ
め
合
っ
て
き

た
。
人
生
っ
て
不
思
議
な
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
二
曲
目
の
話
を
し
よ
う
。
今
年
の

５
月
、
川
辺
ゆ
か
さ
ん
と
い
う
神
戸
生
ま

れ
神
戸
育
ち
の
日
本
人
女
性
と
知
り
合
っ

た
。
ご
自
宅
で
開
か
れ
る
小
さ
な
コ
ン

サ
ー
ト
に
招
か
れ
た
私
は
、
は
じ
め
て

乗
っ
た
神
戸
電
鉄
に
揺
ら
れ
、
た
っ
た
十

数
分
後
に
は
都
会
の
喧
騒
か
ら
脱
出
し
、

藍
那
駅
の
近
く
に
あ
る
築
２
０
０
年
の
古

い
民
家
の
座
敷
に
座
っ
て
い
た
。
チ
ベ
ッ

ト
の
伝
統
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
川
辺
さ

ん
は
、
ダ
ム
ニ
ェ
ン
と
い
う
チ
ベ
ッ
ト
の

弦
楽
器
を
弾
き
な
が
ら
、「
シ
ガ
ツ
ェ
ワ
」

な
ど
チ
ベ
ッ
ト
の
民
謡
、
そ
し
て
日
本
の

田
植
え
の
唄
や
東
欧
の
民
謡
な
ど
を
歌
っ

た
。
５
月
の
お
庭
は
緑
に
あ
ふ
れ
、
心
地

よ
い
風
の
中
に
草
の
に
お
い
が
交
じ
っ
て

い
た
。
遥
か
遠
い
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
の
メ
ロ

デ
ィ
が
、
日
本
の
伝
統
家
屋
の
空
間
の
な

か
で
響
き
、
不
思
議
な
こ
と
に
と
て
も
よ

く
マ
ッ
チ
し
て
い
た
。
優
し
い
時
間
が
流

れ
る
な
か
、
私
は
心
の
中
で
ひ
そ
か
に
決

め
て
い
た
、「
よ
し
、
今
年
会
っ
た
素
敵

な
人
ラ
ン
キ
ン
グ
、
女
性
ベ
ス
ト
ワ
ン
は

川
辺
さ
ん
に
し
よ
う
！
」
と
。

　

川
辺
さ
ん
は
大
学
在
学
中
、
家
庭
の
事

情
で
心
が
傷
つ
き
、
ど
こ
で
も
い
い
か
ら

遠
い
と
こ
ろ
に
行
き
た
い
と
い
う
一
心
で

チ
ベ
ッ
ト
に
出
か
け
た
。
そ
こ
で
出
会
っ

た
チ
ベ
ッ
ト
の
民
謡
に
魅
了
さ
れ
、
今
日

の
チ
ベ
ッ
ト
で
は
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
伝
統

民
謡
を
、
チ
ベ
ッ
ト
語
で
歌
い
続
け
て
い

る
。
川
辺
さ
ん
は
現
在
、
日
本
国
内
を
は

じ
め
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
で
演

奏
活
動
も
行
っ
て
い
る
。「
う
た
旅
行
家
」

と
自
称
す
る
彼
女
は
、
自
分
が
や
っ
て
い

る
こ
と
を
「
自
ら
の
足
で
訪
れ
、
時
間
を

か
け
て
、
宝
物
の
よ
う
に
拾
い
集
め
ら
れ

た
歌
を
異
国
の
言
葉
と
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ

で
表
現
」
と
言
う
。

　

ふ
と
し
た
こ
と
で
、
世
界
へ
足
を
向
け

た
私
と
川
辺
さ
ん
が
い
た
。
あ
な
た
が
海

外
に
出
か
け
る
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
は
ど

こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
創
立
以
来
、
世

界
市
民
の
育
成
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
き

た
わ
れ
わ
れ
の
大
学
は
、
多
文
化
と
共
生

し
、
国
際
的
に
通
用
す
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
に
、
海
外
へ
の
学
生
派
遣
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
拡
充
・
整
備
し
て
い
る
。
ま
た
、

文
部
科
学
省
は
２
０
１
２
年
の
「
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
推
進
事
業
」
に
関
西
学
院

大
学
の
構
想
を
採
択
し
た
こ
と
を
、
ご
存

じ
だ
ろ
う
か
。
世
界
へ
新
た
な
窓
を
開
け

る
た
め
に
、
海
を
渡
っ
て
、
こ
の
海
の
向

こ
う
側
の
波
を
見
に
行
こ
う
。
そ
の
行
動

は
、
多
少
の
苦
労
を
伴
う
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
人
生
を
よ
り
豊
か

な
も
の
に
す
る
に
違
い
な
い
。 

■

韓　

燕
麗　

准
教
授
（
映
画
史
）

海
の
向
こ
う
側
の
浪

2012年
12月17日
月曜日
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人間を考える
　

経
済
学
部
で
は
、
春
学
期
に
「
経
済
学

ト
ピ
ッ
ク
ス
ー
経
済
と
倫
理―

」
と
い
う

授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
経
済
学
部
で

学
ぶ
人
た
ち
に
、
経
済
の
問
題
と
併
せ
、

倫
理
の
問
題
に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
か
ら

で
す
。

　

２
０
１
２
年
６
月
か
ら
９
月
に
か
け

て
、
竹
島
を
め
ぐ
っ
て
日
韓
の
対
立
が
、

ま
た
尖
閣
諸
島
の
問
題
を
巡
っ
て
日
中
の

対
立
が
激
化
し
ま
し
た
。
特
に
中
国
で

は
、
満
州
事
変
の
記
憶
を
呼
び
起
こ
す
９

月
18
日
前
後
に
反
日
デ
モ
が
発
生
し
、
日

系
企
業
に
被
害
が
及
ん
だ
事
件
は
生
々
し

い
記
憶
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
下
で
、
経
済
学

部
の
井
口
ゼ
ミ
と
国
際
学
部
の
志
甫
ゼ
ミ

は
、
２
０
１
２
年
10
月
下
旬
に
、
中
国
・

浙
江
大
学
の
樂
教
授
の
ゼ
ミ
を
15
名
で
訪

問
し
、現
地
で
、日
中
共
同
国
際
ゼ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
11
月
下
旬
に

も
、
韓
国
・
延
世
大
学
の
キ
ム
サ
ン
ジ
ュ

ン
先
生
の
グ
ル
ー
プ
を
24
名
で
訪
問
し
、

第
９
回
の
日
韓
合
同
ゼ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し

ま
し
た
。
中
国
で
は
、
安
全
確
保
の
た
め

杭
州
市
内
で
の
行
動
に
は
浙
江
大
学
の
学

生
が
付
き
添
い
、
ト
ラ
ブ
ル
は
全
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

共
同
セ
ミ
ナ
ー
で
、
日
中
韓
の
学
生
に

共
通
す
る
関
心
は
、
ど
う
し
た
ら
グ
ロ
ー

バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
に
な
れ
る
の
か

と
い
う
テ
ー
マ
で
し
た
。
学
生
た
ち
は
、

英
語
が
も
は
や
外
国
語
で
は
な
く
、「
共

通
言
語
」
だ
と
い
う
こ
と
を
実
体
験
し
ま

し
た
。
ま
た
、
日
本
の
侵
略
戦
争
の
負
の

遺
産
が
あ
っ
て
も
、
中
国
人
学
生
と
日
本

人
学
生
が
、
若
い
同
世
代
の
人
間
と
し
て

互
い
に
共
感
し
あ
え
る
と
判
っ
た
こ
と
も

貴
重
な
成
果
で
す
。
日
韓
の
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
延
世
大
学
の
学
生
が
、
日
本
の
植
民

地
支
配
は
過
去
の
事
実
と
し
て
も
、
日
本

の
同
世
代
に
対
し
悪
い
感
情
は
な
い
と
発

言
し
、
救
わ
れ
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
２
０
１
３
年
２
月
18
日
、
関
学

経
済
学
部
に
、
浙
江
大
学
と
延
世
大
学
の

学
生
を
５
名
ず
つ
招
待
し
、「
学
生
ラ
ウ

ン
ド
テ
ー
ブ
ル
会
合
」
を
開
催
し
、
日
中

韓
の
政
治
、
経
済
、
社
会
問
題
に
つ
い
て

３
大
学
が
一
緒
に
議
論
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

さ
て
本
日
の
聖
書
は
、
有
名
な
マ
タ
イ

の
福
音
書
の
個
所
で
す
。
そ
こ
に
は
、「
疲

れ
た
者
、
重
荷
を
負
う
者
は
、
だ
れ
で
も

わ
た
し
の
も
と
に
来
な
さ
い
。
休
ま
せ
て

あ
げ
よ
う
。」
と
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。

イ
エ
ス
は
、
自
分
中
心
の
尺
度
で
は
な

く
、
イ
エ
ス
の
教
え
に
従
っ
て
生
き
る
よ

う
、私
た
ち
に
要
求
し
ま
す
。こ
れ
こ
そ
、

ま
さ
に
倫
理
に
関
す
る
勧
め
で
す
。

　

実
際
に
は
、
こ
の
よ
う
に
聖
書
に
つ
い

て
語
る
と
、
か
え
っ
て
皆
さ
ん
を
イ
エ
ス

か
ら
離
れ
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
イ
エ
ス
が
私
た
ち
に
要
求

す
る
こ
と
が
あ
ま
り
に
困
難
で
、
実
行
で

き
る
人
は
い
な
い
と
思
え
る
か
ら
で
し
ょ

う
。

　

確
か
に
、
イ
エ
ス
は
、
私
た
ち
が
通
常

負
っ
て
い
る
「
重
荷
」
に
加
え
て
、「
く

び
き
」
を
背
負
う
よ
う
に
求
め
ま
す
。
重

要
な
の
は
、
イ
エ
ス
に
従
う
と
い
う
こ
と

が
、
私
を
現
在
悩
ま
せ
苦
し
め
て
い
る
重

荷
を
解
消
す
る
訳
で
は
な
い
と
い
う
点
で

す
。

　

そ
れ
で
も
、
イ
エ
ス
が
招
く
通
り
、
私

た
ち
が
も
っ
と
大
き
な
課
題
を
背
負
っ
て

生
き
る
勇
気
を
も
つ
な
ら
、
次
第
に
、
自

分
が
日
常
抱
え
て
い
る
ち
っ
ぽ
け
な
困
難

や
苦
し
み
な
ど
、
深
刻
に
思
え
な
く
な
る

と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
て
、
私
た
ち
は
こ

れ
ら
重
荷
か
ら
解
放
さ
れ
、
創
造
的
な
生

き
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

　

現
在
、
日
本
経
済
は
、
解
決
困
難
な
困

難
を
内
外
に
本
当
に
た
く
さ
ん
抱
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
ア
ジ
ア
ワ
イ
ド
で
周
辺

の
新
興
国
と
協
力
し
地
域
の
問
題
を
解
決

す
る
と
い
う
、
大
き
な
課
題
に
挑
戦
す
る

こ
と
が
大
事
で
す
。
若
い
世
代
が
、
こ
の

課
題
に
挑
戦
す
る
こ
と
は
、
未
来
に
挑
戦

す
る
勇
気
を
生
み
、
目
前
の
困
難
に
屈
し

な
い
力
と
知
恵
と
を
持
て
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
政
治
摩
擦
が
激

化
し
て
も
、
日
中
又
は
日
韓
の
人
的
交
流

や
経
済
交
流
を
縮
小
さ
せ
て
は
な
ら
な
い

は
ず
で
す
。

 

■

井
口　

泰　
教
授
（
労
働
経
済
論
）

若
い
世
代
が
担
う
ア
ジ
ア
の
未
来

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
11
章
25
│
30
節

2012年
12月20日
木曜日
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シリーズチャペル
　

２
０
１
２
年
12
月
20
日
に
今
年
度
最
後

の
大
学
人
権
問
題
講
演
会
が
開
催
さ
れ

た
。
本
学
で
は
１
９
７
１
年
に
発
生
し
た

教
員
に
よ
る
「
部
落
差
別
」
発
言
を
き
っ

か
け
と
し
て
本
格
的
な
人
権
問
題
へ
の
取

り
組
み
と
教
育
が
開
始
さ
れ
、
そ
の
一
環

と
し
て
春
・
秋
そ
れ
ぞ
れ
２
名
ず
つ
外
部

よ
り
講
師
を
招
い
て
の
人
権
に
関
す
る
講

演
会
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
取
り
上
げ

ら
れ
る
主
題
は
、
そ
の
時
々
に
問
題
と

な
っ
て
い
る
事
柄
を
は
じ
め
、
部
落
差
別

問
題
・
貧
困
・
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

に
関
す
る
問
題
等
で
あ
る
。
ま
た
、
特
に

後
者
に
関
し
て
は
こ
れ
ま
で
継
続
的
に
、

講
演
会
だ
け
で
な
く
研
究
会
等
を
開
催
し

て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
今
回
の
講
演
で

は
貧
困
「
問
題
」
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と

な
っ
た
が
、
そ
の
講
師
と
し
て
お
招
き
し

た
の
は
、
湯
浅
誠
氏
で
あ
っ
た
。

　

湯
浅
氏
は
、
日
本
に
お
け
る
ホ
ー
ム
レ

ス
「
問
題
」
を
契
機
に
日
本
の
貧
困
問
題

に
対
し
て
１
９
９
５
年
よ
り
今
日
ま
で
活

発
な
活
動
と
発
言
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
方

で
あ
る
。
今
回
の
講
演
は
自
ら
の
貧
困
問

題
へ
の
関
わ
り
が
主
た
る
内
容
で
、
特
に

こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て
い
く
若
い
学
生
諸

君
に
向
け
て
の
貴
重
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込

め
ら
れ
た
大
変
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
中
で
最
も
驚
い
た
の
は
、
日
本

に
構
造
的
な
「
貧
困
」
が
存
在
し
て
い
る

と
認
め
ら
れ
た
の
が
ご
く
最
近
の
こ
と
で

あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

現
在
、
マ
ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
日
本
の
貧

困
率
が
話
題
に
さ
れ
る
際
、
特
に
若
者
の

貧
困
や
非
正
規
雇
用
の
問
題
が
当
た
り
前

の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
湯

浅
氏
が
活
動
を
開
始
さ
れ
て
か
ら
約
15
年

は
、
日
本
に
「
貧
困
」
が
存
在
し
て
い
る

こ
と
を
公
に
認
め
さ
せ
る
こ
と
に
費
や
さ

れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
生
活

保
護
等
の
社
会
保
障
が
「
整
っ
て
い
る
」

「
豊
か
な
」
日
本
に
お
い
て
「
貧
困
」
に

陥
り
、
ホ
ー
ム
レ
ス
状
態
に
ま
で
陥
る
の

は
、
あ
く
ま
で
「
特
別
」
な
「
個
人
的
」

理
由
が
あ
っ
て
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
個
人

の
責
任
で
あ
る
と
の
認
識
が
ま
か
り
通
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

関
学
で
は
ホ
ー
ム
レ
ス
「
問
題
」
に
関

し
て
は
す
で
に
当
事
者
を
お
招
き
し
て
の

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
懇
親
会
等
を
幾
度

か
開
催
し
、
ま
た
パ
ネ
ル
写
真
展
等
を
通

じ
て
、
そ
の
現
実
を
知
ら
せ
て
き
て
い
る

が
、
そ
こ
で
出
会
う
ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
た

ち
が
、
決
し
て
特
別
な
存
在
で
な
い
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。し
か
し
、我
々
は
、

自
ら
が
望
ま
な
い
こ
と
や
回
避
し
た
い
事

柄
に
関
し
て
は
い
わ
ゆ
る
「
切
断
操
作
」

に
よ
っ
て
、
思
考
を
停
止
し
、
そ
れ
に
対

す
る
「
ま
な
ざ
し
」
を
閉
ざ
し
て
し
ま
い

が
ち
で
あ
る
。
眼
前
に
あ
る
「
貧
困
」
に

関
わ
る
こ
と
を
避
け
る
あ
ま
り
、
明
ら
か

に
存
在
し
て
い
る
も
の
を
存
在
し
て
い
な

い
と
言
い
続
け
る
恐
ろ
し
さ
を
そ
こ
に
は

感
ぜ
ず
に
お
れ
な
い
。
経
済
活
動
は
、
と

も
す
れ
ば
一
見
経
済
「
発
展
」
に
不
必
要

あ
る
い
は
足
か
せ
と
な
っ
た
り
、
時
に
は

障
壁
に
な
る
も
の
を
厭
い
、
ま
た
、
否
定

し
た
り
し
が
ち
で
あ
る
。
そ
れ
は

２
０
１
１
年
の
原
発
事
故
以
降
に
明
ら
か

に
な
っ
た
日
本
の
原
子
力
行
政
か
ら
見
て

も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
経
済
は
そ
れ
の
み
で
存
在
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
人
の

営
み
が
背
後
に
存
在
し
、
人
が
軽
視
さ
れ

る
と
こ
ろ
に
本
来
の
経
済
（
発
展
）
は
あ

り
得
な
い
と
い
う
の
は
自
明
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
か
ら
目
を
背

け
て
、
自
ら
に
都
合
の
良
い
現
状
認
識
で

済
ま
せ
た
い
と
い
う
誘
惑
は
常
に
我
々
に

つ
き
ま
と
う
。
そ
の
誘
惑
に
気
づ
き
、
自

ら
が
本
当
に
こ
の
社
会
の
現
実
、
ま
た
、

現
実
の
中
に
存
在
す
る
一
人
一
人
の
人
間

の
存
在
と
営
み
に
そ
そ
ぐ
「
ま
な
ざ
し
」

を
忘
れ
な
い
こ
と
の
重
要
性
に
今
日
あ
ら

た
め
て
気
づ
き
た
い
と
思
う
。 

■

舟
木　

讓　
准
教
授
（
宗
教
哲
学
、
キ
リ
ス
ト
教
学
）

経
済
と
倫
理

―

人
へ
の
ま
な
ざ
し
を
喪
失
し
た
社
会―

2013年
1月10日
木曜日
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退任教授最終チャペル講話
　

私
が
関
学
経
済
学
部
に
入
学
し
ま
し
た

の
は
１
９
６
３
年
の
４
月
で
す
の
で
、
来

年
２
０
１
３
年
の
３
月
に
は
、
そ
れ
か
ら

ち
ょ
う
ど
50
年
目
に
な
り
ま
す
。
生
ま
れ

た
の
は
１
９
４
４
年
の
５
月
で
す
の
で
、

来
年
３
月
に
は
満
68
歳
と
し
て
定
年
退
職

と
な
り
ま
す
。
入
学
し
た
４
月
に
現
在
の

「
基
礎
演
習
」
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
私
は
そ
の
第
１
期
生
、
今
年
入
学
し

た
学
生
諸
君
は
第
50
期
生
と
な
り
ま
す
。

昨
年
か
ら
こ
の
基
礎
演
習
を
担
当
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
当
時
第
１
期
生
で
あ
っ
た

学
生
が
、
現
在
第
50
期
生
を
教
え
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
の
７
月
に
、来
年
３
月
発
行
の『
エ

コ
ノ
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
に
掲
載
し
た
い
と
い

う
ア
ン
ケ
ー
ト
が
エ
コ
ゼ
ミ
委
員
か
ら
届

け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
本
日
は
そ
の
回
答

の
紹
介
と
い
う
形
で
半
世
紀
の
一
部
を
振

り
返
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
文
章
で
答
え
る
べ
き
問
い
が
七
つ

あ
り
ま
し
た
。
以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
問
い

「　

」
と
、
そ
の
回
答
《　

》
お
よ
び
コ

メ
ン
ト
﹇　

﹈
で
す
。

　
（
１
）「
経
済
学
が
お
も
し
ろ
い
と
思
う

理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。」

　
《
18
世
紀
に
「
モ
ラ
ル
・
フ
ィ
ロ
ソ

フ
ィ
ー
」（
道
徳
哲
学
）
と
い
う
学
問
体

系
の
一
分
野
か
ら
「
経
済
学
」
が
誕
生
し

た
と
い
う
、
ひ
と
つ
の
「
ル
ー
ツ
」
が
存

在
す
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
か
ら
。》

　
﹇
こ
の
「
ル
ー
ツ
」
の
担
い
手
が
ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
で
、
私
は
学
部
の
卒
業
論
文

で
は
『
国
富
論
』（
の
資
本
蓄
積
論
）
を
、

修
士
論
文
で
は
『
道
徳
感
情
論
』
の
（
新

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
と
し
て

の
）
倫
理
学
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
後
ス
ミ

ス
の
遺
著
『
哲
学
論
文
集
』
と
学
生
ノ
ー

ト
と
し
て
の
『
修
辞
学
・
文
学
講
義
』
を

精
読
し
た
あ
と
、博
士
論
文
で
は「
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
思
想
」
の
な
か
に
ス
ミ
ス

を
位
置
づ
け
る
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
現
在
に
至
る
ま
で
ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
思
想
の
「
核
心
」
を
把
握
で

き
た
よ
う
に
は
思
わ
れ
ず
、「
日
暮
れ
て

道
遠
し
」
と
い
う
感
じ
で
す
。﹈

　
（
２
）「
学
生
時
代
、
ど
の
よ
う
な
学
生

で
し
た
か
？（
自
慢
し
た
い
こ
と
、頑
張
っ

て
い
た
こ
と
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ

い
）」

　
《
出
来
る
だ
け
多
様
な
（
英
・
仏
・
独
・

西
・
中
と
い
う
よ
う
な
）
言
語
を
（
と
り

わ
けspeaking

とhearing

能
力
を
中
心

に
）
修
得
し
よ
う
と
「
が
む
し
ゃ
ら
に
」

頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。》

　
﹇
多
様
な
言
語
の
う
ち
英
語
の
学
習
は

職
業
柄
（
研
究
上
）
ず
っ
と
継
続
し
て
お

り
ま
す
が
、
仏
〜
中
は
中
断
し
た
ま
ま
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。﹈

　
（
３
）「
今
の
日
本
を
ぶ
っ
た
切
っ
て
く

だ
さ
い
（
日
本
の
ダ
メ
だ
と
思
う
と
こ
ろ

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。）」

　
《
中
学
校
（
お
よ
び
高
等
学
校
）
で
の

英
語
教
育
で
、「
筆
記
体
」
を
ま
っ
た
く

教
え
て
い
な
い
と
い
う
、
非
常
に
驚
く
べ

く
、
悲
し
む
べ
き
（
か
つ
憤
慨
す
べ
き
）

事
実
。》

　
﹇
し
た
が
っ
て
私
が
担
当
し
た
「
英
語

経
済
書
購
読
」
で
は
全
身
全
霊
で
「
筆
記

体
」
を
教
え
ま
し
た
。﹈

　
（
４
）「
先
生
が
今
ま
で
の
人
生
で
一

番
、
幸
せ
を
感
じ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
何
で

す
か
？
」

　
《
長
期
間
の
訓
練
に
よ
っ
て
修
得
し
た

フ
ラ
ン
ス
語
の
「
ア
ー
ル
」（
Ｒ
）
の
発

音
を
確
認
し
な
が
ら
、
は
じ
め
て
孫
娘
と

手
を
つ
な
い
で
歩
い
た
休
日
の
散
歩

道
。》

　
﹇
正
確
に
は
フ
ラ
ン
ス
語
の「
Ｒ
」は「
エ

ル
」
と
発
音
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
喉
の
奥

を
連
続
的
に
震
わ
せ
る
「
ル
＝
Ｒ
」
の
音

声
は
娘
と
孫
娘
を
あ
や
す
と
き
に
ひ
じ
ょ

う
に
威
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。﹈

　
（
５
）「
こ
れ
か
ら
挑
戦
し
た
い
と
思
っ

●
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て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
（
理
由

も
添
え
て
）。」

　
《
長
年
の
教
員
生
活
の
あ
い
だ
に
入
手

し
た
多
種
多
様
な
（
未
読
の
）「
書
籍
」

の
う
ち
、
こ
れ
は
と
思
わ
れ
る
も
の
を
、

少
し
ず
つ
征
服
し
て
い
こ
う
と
「
思
っ

て
」
い
る
こ
と
。（
理
由
は
、そ
こ
に
「
読

ん
で
ほ
し
い
」
と
い
う
本
が
存
在
す
る
か

ら
。》

　
﹇
読
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
本
が
存
在
す

る
か
ら
、
と
い
う
の
は
き
ざ
な
表
現
で
す

ね
。
ま
ず
研
究
室
か
ら
「
書
籍
」
を
運
び

出
す
の
が
最
大
の
問
題
点
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。﹈

　
（
６
）「
人
生
の
中
で
一
番
考
え
て
工
夫

し
た
デ
ー
ト
の
場
所
は
ど
こ
で
す
か
？
」

　
《
大
和
路
と
ア
イ
ス
・
ス
ケ
ー
ト
リ
ン

ク
と
卓
球
場
。》

　
﹇
こ
れ
は
コ
メ
ン
ト
の
必
要
は
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
。﹈

　
（
７
）「
１
日
の
プ
ラ
ン
や
一
番
工
夫
し

た
こ
と
等
を
書
け
る
範
囲
で
教
え
て
く
だ

さ
い
。」

　
《
炎
天
下
の
真
夏
日
は
除
き
、
学
生
の

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
を
避
け
な
が
ら
、
甲
山

を
仁
川
の
左
右
に
見
つ
つ
、
外
国
人
住
宅

坂
を
登
り
、
竹
林
を
右
手
に
一
瞥
し
た
あ

と
、
ク
ス
ノ
キ
の
大
木
を
仰
ぎ
つ
つ
、
日

本
庭
園
横
の
研
究
室
に
到
着
し
、
ポ
ッ
ト

で
湯
を
わ
か
し
な
が
ら
、
お
も
む
ろ
に
、

そ
の
日
の
講
義
内
容
に
思
い
を
は
せ
る

…
…
。》

　
﹇﹇
委
員
の
意
図
は
、
デ
ー
ト
に
関
す
る

「
１
日
の
プ
ラ
ン
や
一
番
工
夫
し
た
こ

と
」
を
書
い
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
だ

と
、
あ
と
で
気
づ
き
ま
し
た
が
、
私
は

「
デ
ー
ト
の
話
題
」
は
前
の
質
問
で
終

わ
っ
て
、
通
常
の
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
と
し
て

の
１
日
の
プ
ラ
ン
等
を
書
い
て
ほ
し
い
、

と
い
う
意
味
に
誤
解
し
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
誤
解
回
答
内
容
が
38
年
間
の

教
員
生
活
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
の
一
端
を
物

語
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
当
該
回
答
内
容

に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
…
…
仁
川
の
左
岸
に
沿
っ
て
関

学
に
向
か
う
と
甲
山
が
右
岸
か
ら
左
岸
に

移
動
し
て
く
る
の
で
す
。甲
山
は
ま
ず「
翁

橋
」
に
近
づ
い
た
あ
た
り
で
そ
の
姿
を
現

し
、
右
岸
を
ゆ
っ
く
り
と
前
方
に
進
ん
で

い
っ
た
あ
と
、や
が
て
遠
方
の「
蓬
莱
橋
」

を
渡
っ
て
左
岸
の
住
宅
群
の
背
後
に
そ
の

姿
を
隠
し
ま
す
。
そ
の
「
蓬
莱
橋
」
を
前

方
に
見
な
が
ら
関
学
正
門
に
連
な
る
「
爪

先
上
が
り
の
道
」
を
登
る
と
（H

ouse 
N
o.1

か
らH

ouse N
o.9

ま
で
の
）「
外
国

人
住
宅
坂
」
に
到
達
し
ま
す
。
こ
の
外
国

人
住
宅
の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
邸
宅
」
に
は
み

ご
と
な
松
（
赤
松
と
黒
松
）
が
生
い
茂
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
か
つ
て
の
仁
川

の
土
手
の
松
林
の
一
部
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
荒
川
と
し
て
の
仁
川
が
多
量
の

土
砂
を
運
び
、
そ
の
土
砂
の
上
に
現
在
の

住
宅
群
が
入
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
。H

ouse N
o.3

とH
ouse N

o.4

の
間
の
細
道
を
左
に
折
れ
る
と
Ｆ
号
館
と

関
学
会
館
と
の
間
に
位
置
す
る
「
竹
林
」

を
右
手
に
臨
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
５
月

こ
ろ
に
は
「
タ
ケ
ノ
コ
」
が
芽
を
出
し
、

そ
の
急
速
な
成
長
ぶ
り
を
毎
年
こ
こ
で

誇
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。「
昭

和
34
年
卒
業
生
…
…
」
と
い
う
石
碑
│
│

「
34
年
卒
業
生
」
以
下
の
文
字
は
現
在
で

は
土
の
な
か
に
埋
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
部
分
の
文
字
は
「
有
志
寄
贈
」
で
あ
っ

た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま
す
│
│
が
あ
る

そ
の
竹
林
を
あ
と
に
見
や
る
こ
ろ
に
は
や

が
て
中
央
芝
生
の
「
時
計
台
」
が
右
手
に

現
れ
、
そ
の
背
後
に
、
仁
川
を
渡
っ
た
あ

と
住
宅
街
に
身
を
隠
し
て
い
た
「
甲
山
」

が
一
気
に
そ
の
勇
姿
を
あ
ら
わ
に
し
ま

す
。
そ
の
あ
と
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
諸
処

に
ク
ス
ノ
キ
の
大
木
を
目
に
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
に

は
「
保
護
樹
木
・
・
西
宮
市
・
・
昭
和
49

年
」
と
い
う
標
識
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
昭
和
49
年
（
１
９
７
４
年
）、
こ
の

年
に
私
は
経
済
学
部
の
助
手
に
採
用
さ
れ

た
の
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
38
年
目
、
第
50

期
生
の
基
礎
ゼ
ミ
で
は
「
自
然
と
人
間
と

哲
学
の
ル
ー
ツ
」
を
探
る
『
ソ
フ
ィ
ー
の

世
界
』
を
テ
ク
ス
ト
に
用
い
て
お
り
ま

す
。
専
門
科
目
の「
社
会
思
想
史
」で
は
、

試
行
錯
誤
の
末
、
現
在
で
は
ア
ダ
ム
・
ス

ミ
ス
に
よ
る
「
哲
学
史
」（
遺
著
の
『
哲

学
論
文
集
』
所
収
）
の
枠
組
み
を
参
照
し

つ
つ
、
古
代
の
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
（
そ
の
二

つ
の
ル
ー
ツ
と
し
て
の
イ
オ
ニ
ア
学
派
と

イ
タ
リ
ア
学
派
）
か
ら
ス
ミ
ス
思
想
体
系

に
い
た
る
ま
で
の
歩
み
を
講
義
の
主
題
に

し
て
き
ま
し
た
。「
外
国
人
住
宅
坂
」
に

沿
っ
て
並
ぶ
松
の
木
が
か
つ
て
の
「
仁

川
」
土
手
の
松
林
の
一
部
だ
っ
た
よ
う

に
、「
ル
ー
ツ
に
思
い
を
は
せ
る
」
こ
と

が
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
課
題
で
も
あ
っ
た

の
で
す
。﹈

 

■
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私
た
ち
は
例
外
な
く
「
時
代
の
子
」
で

あ
る
。
人
は
親
を
選
ん
で
生
ま
れ
て
く
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
ら
、
い
つ
の
時
代
の
ど
ん

な
社
会
に
生
を
う
け
る
か
は
運
命
と
し
か

い
い
よ
う
が
な
い
。
と
は
い
え
ど
の
時
代
の

人
も
与
え
ら
れ
た
自
分
の
命
を
い
つ
く
し

み
、
真
っ
当
に
生
き
ぬ
き
た
い
と
願
っ
て
い

た
に
ち
が
い
な
い
。
い
ま
で
も
そ
の
願
い
に

変
わ
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
真
っ
当

に
誠
実
に
生
き
る
こ
と
が
今
日
ほ
ど
難
し

い
時
代
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
世
界
大

に
広
が
っ
た
競
争
の
圧
力
の
も
と
で
精
一
杯

手
を
抜
か
ず
に
生
き
よ
う
と
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
、
人
は
い
つ
の
ま
に
か
目
に
み
え
な
い

巨
大
な
機
械
の
歯
車
の
一
つ
と
な
り
、
た
だ

闇
雲
に
回
り
続
け
る
だ
け
と
い
う
こ
と
に

な
り
か
ね
な
い
。
ユ
ダ
ヤ
人
を
ガ
ス
室
に
送

り
込
ん
だ
ア
イ
ヒ
マ
ン
は
、
そ
の
責
任
を
問

わ
れ
た
裁
判
で
、「
私
は
揺
る
ぎ
な
い
義
務

感
に
従
っ
て
、
自
分
に
課
さ
れ
た
仕
事
を

か
た
づ
け
た
」に
す
ぎ
な
い
、と
反
論
し
た
。

か
れ
の
自
意
識
で
は
、
ガ
ス
室
送
り
を
自

分
に
あ
た
え
ら
れ
た
任
務
と
思
い
定
め
、

そ
れ
を
忠
実
に
滞
り
な
く
遂
行
し
た
に
す

ぎ
な
い
。
か
り
に
そ
の
責
任
が
問
わ
れ
る
と

し
た
ら
、
か
れ
に
そ
の
「
仕
事
」
を
命
じ

た
者
か
、
あ
る
い
は
ナ
チ
ズ
ム
と
い
う
怪
物

の
よ
う
な
強
大
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
あ
る
と
抗

弁
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
、

か
れ
に
と
っ
て
は
義
務
と
信
じ
る
そ
の
仕
事

の
意
味
は
彼
の
頭
の
な
か
に
思
い
浮
か
ぶ
こ

と
は
な
か
っ
た
し
、
ま
た
そ
れ
を
考
え
た
く

も
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

現
在
で
も
私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で

自
分
の
仕
事
に
精
励
し
、
そ
の
任
務
を
は

た
そ
う
と
し
て
い
る
。
原
子
力
発
電
の
開

発
に
携
わ
っ
た
研
究
者
や
技
術
者
た
ち

も
、効
率
性
の
高
い
し
か
も
「
安
定
し
た
」

新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
供
給
し
た
い
と

い
う
社
会
的
な
使
命
感
を
も
っ
て
い
た
は

ず
で
あ
る
。
ま
た
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
研
究
開

発
に
た
ず
さ
わ
る
人
た
ち
も
、
一
刻
も
早

く
成
果
を
あ
げ
難
病
の
治
療
に
役
立
ち
た

い
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
熱
意
と
誠
実
さ
を

疑
う
者
は
い
な
い
。
経
済
学
者
も
そ
う
し

た
技
術
開
発
競
争
や
企
業
間
の
競
争
の
経

済
的
有
益
性
を
説
き
続
け
て
い
る
。
し
か

し
残
念
な
こ
と
に
当
の
研
究
者
や
技
術
者

に
は
、
そ
う
し
た
技
術
や
そ
の
開
発
を
促

す
競
争
と
い
う
制
度
の
目
前
の
有
用
性
を

主
張
し
え
て
も
、
そ
の
技
術
開
発
や
競
争

の
行
き
着
く
先
を
、
と
り
わ
け
画
期
的
と

い
わ
れ
る
社
会
的
影
響
力
の
大
き
い
成
果

ほ
ど
、
そ
の
思
わ
ぬ
破
局
的
結
果
を
予
見

し
え
な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
最
先
端
の
科

学
技
術
の
開
発
者
だ
け
で
な
く
、
社
会
の

片
隅
で
ル
ー
テ
ィ
ン
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
っ

て
い
る
者
も
、
競
争
に
せ
か
さ
れ
な
が
ら
、

そ
の
仕
事
に
誠
心
誠
意
う
ち
こ
み
当
面
の

成
果
を
あ
げ
よ
う
と
す
る
こ
と
で
か
え
っ

て
、
未
来
へ
の
無
責
任
と
い
う
逆
説
的
帰

結
を
背
負
い
込
む
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い

の
で
あ
る
。
科
学
研
究
や
技
術
開
発
と
一

見
無
関
係
な
と
こ
ろ
に
い
る
と
お
も
わ
れ

る
私
た
ち
も
そ
れ
に
賞
賛
の
拍
手
を
お
く

り
、
さ
ら
に
は
そ
の
結
晶
で
あ
る
商
品
や

サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
愛
用
す
る
こ
と
で
、
間
接

的
に
こ
の
時
代
に
加
担
し
て
い
る
と
い
え

る
。
こ
れ
が
自
由
競
争
と
科
学
技
術
万
能

（
各
種
の
「
力
」
へ
の
信
奉
）
時
代
の
つ
ら
い

背
理
の
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。

　

ブ
ー
タ
ン
の
首
相
ジ
グ
ミ
・
テ
ィ
ン
レ
イ

は
、「
私
た
ち
は
地
平
線
を
見
つ
め
る
人
の

よ
う
に
、
ど
こ
に
行
き
た
い
の
か
は
知
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
小
さ
い
国
で
は
あ
る
け

れ
ど
も
、
そ
こ
に
向
け
て
道
を
造
っ
て
い
ま

す
。
急
ぎ
過
ぎ
ず
、
む
ち
ゃ
を
せ
ず
、
人

間
性
を
た
も
っ
て
」
と
語
っ
て
い
ま
す
（『
朝

日
新
聞
』
２
０
１
２
年
８
月
１
日
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）。

一
国
の
指
導
者
の
背
筋
を
伸
ば
し
た
美
し
い

言
葉
で
あ
る
。
ひ
る
が
え
っ
て
私
た
ち
は
と

い
え
ば
、
地
平
線
を
望
め
る
風
景
を
と
う
に

失
っ
て
し
ま
っ
た
し
、
精
神
の
地
平
線
あ
る

い
は
未
来
へ
の
は
る
か
な
眼
差
し
も
見
失
っ

て
い
る
。
私
に
も
地
平
線
は
み
え
な
い
が
、

地
平
線
を
さ
え
ぎ
っ
て
い
る
も
の
を
想
像
力

で
乗
り
越
え
、
そ
こ
か
ら
私
た
ち
の
生
（
こ

の
時
代
に
と
も
に
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
の
意
味
と
根

拠
）
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
と
夢
想

し
て
い
る
。
こ
の
ご
ろ
は
、
見
た
い
も
の
だ

け
を
見
、
聞
き
た
い
こ
と
だ
け
を
聞
き
、
つ

き
合
い
た
い
人
だ
け
と
つ
き
合
う
、
と
い
う

気
風
が
強
く
な
り
、
異
な
る
意
見
や
嫌
い

な
も
の
な
ど
に
は
目
も
耳
も
心
も
閉
ざ

し
、
一
方
的
に
自
分
の
意
見
や
好
み
を
し
ゃ

べ
り
続
け
、
そ
れ
を
お
し
つ
け
る
と
い
う
場

面
に
で
く
わ
す
こ
と
が
あ
る
。
あ
ま
つ
さ
え

自
分
よ
り
弱
い
と
見
込
ん
だ
者
を
「
異
物
」

の
よ
う
に
み
な
し
て
、
攻
撃
し
排
斥
す
る
こ

と
が
日
常
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の

も
と
で
は
、〝
あ
え
て
〞
聞
き
、
読
み
、
そ

し
て
見
る
と
い
う
強
靱
な
意
志
を
取
り
も

ど
す
こ
と
で
、
地
平
線
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
か
の
カ
ン
ト
も「
あ

え
て
賢
く
な
れ
」
と
説
い
て
い
た
（『
啓
蒙
と

は
何
か
』）。
賢
明
た
ら
ん
と
す
れ
ば
、
常
識

と
化
し
た
も
の
の
見
方
や
社
会
の
目
に
み
え

な
い
掟
や
あ
ら
あ
ら
し
い
時
流
に
と
き
に
は

背
を
向
け
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
そ
れ
が
未
来
の
人
た
ち
に
背
を
向

け
る
こ
と
に
な
る
か
ど
う
か
は
誰
に
も
わ
か

ら
な
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

■

●
退
任
教
授
最
終
チ
ャ
ペ
ル
講
話
／
竹
本　

洋　

教
授
（
経
済
学
史
）

私
た
ち
に
地
平
線
は
見
え
る
か

2012年
12月18日
火曜日
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チャペル講話　卒業生を覚えて
　

過
ぎ
て
し
ま
え
ば
、
大
学
４
年
間
の
学

生
生
活
は
と
て
も
早
か
っ
た
と
思
わ
れ
る

で
し
ょ
う
。
入
学
し
て
間
も
な
く
の
頃

は
、
初
め
て
体
験
す
る
こ
と
（
さ
ま
ざ
ま

な
説
明
会
、W

eb

上
で
の
履
修
登
録
、

サ
ー
ク
ル
や
部
活
の
勧
誘
、
大
学
の
授

業
、
な
ど
）
ば
か
り
。
右
往
左
往
し
て
い

る
う
ち
に
、
初
め
て
の
定
期
試
験
。
夏
休

み
で
や
っ
と
一
息
。
秋
か
ら
ど
う
に
か
学

生
生
活
（
バ
イ
ト
や
旅
行
、
友
達
づ
き
あ

い
、
な
ど
）
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
は
じ
め
、

２
年
生
の
秋
学
期
か
ら
研
究
演
習
で
の
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
活
動
。
少
し
ば
か
り
経
済
や
経

済
学
に
興
味
を
持
っ
た
と
こ
ろ
で
、
３
年

生
も
終
了
し
、シ
ュ
ー
カ
ツ（
就
職
活
動
）

に
突
入
。
や
っ
と
内
定
を
も
ら
っ
た
と

思
っ
た
ら
、
卒
業
研
究
論
文
の
作
成
。
そ

し
て
、
単
位
の
数
を
気
に
し
な
が
ら
卒
業

式
へ
。
め
ま
ぐ
る
し
い
４
年
間
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
卒
業
を
目
前
に
し
て
、
自
分

が
す
ご
し
て
き
た
学
生
生
活
４
年
間
を
振

り
返
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
サ
ー
ク
ル
や

部
活
動
、
そ
し
て
バ
イ
ト
ば
か
り
の
４
年

間
で
は
、
少
し
さ
び
し
い
と
思
い
ま
せ
ん

か
。
あ
る
い
は
、
あ
る
新
書
の
タ
イ
ト
ル

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
学
生
生
活
の
思

い
出
は
シ
ュ
ー
カ
ツ
で
す
」
と
い
う
こ
と

で
は
、
あ
ま
り
に
も
貧
相
な
大
学
生
活
と

し
か
言
え
ま
せ
ん
。
大
学
で
確
か
な
学
び

が
で
き
た
の
か
。
社
会
に
役
に
立
つ
よ
う

な
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の

か
。
ぜ
ひ
、
自
己
点
検
・
自
己
評
価
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

確
か
に
、
短
い
４
年
間
で
は
、
経
済
や

経
済
学
の
こ
と
を
深
く
学
べ
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
社
会
や
経
済
に
つ
い

て
わ
ず
か
な
が
ら
で
も
興
味
や
関
心
を
持

ち
、
自
分
で
調
べ
、
考
え
た
経
験
が
社
会

に
出
て
か
ら
、
き
っ
と
役
に
立
つ
と
き
が

く
る
と
思
い
ま
す
（
そ
う
い
っ
た
経
験
談

が
、
経
済
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
わ
れ
ら

関
学
経
済
人
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

将
来
、
皆
さ
ん
も
こ
の
欄
に
登
場
し
て
く

だ
さ
い
）。

　

さ
て
、
経
済
学
部
で
は
、
学
位
授
与
方

針
（
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
、
略
し
て

Ｄ
Ｐ
）
に
基
づ
い
て
、
卒
業
必
要
単
位
を

取
得
し
た
も
の
に
学
士
号
を
授
与
し
ま
す

（
経
済
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
で
、
卒
業
前
に
必
ず
見
て
く
だ

さ
い
）。
そ
の
Ｄ
Ｐ
に
書
い
て
あ
る
基
準

を
自
分
が
果
た
し
て
満
た
し
て
い
る
の

か
、
ど
う
か
、
社
会
へ
出
る
ま
え
に
、
き

ち
ん
と
自
己
判
定
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
が
、
社
会
人
と
し
て
の
第
一
歩

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
自
分
が
ど
の
よ
う

な
人
間
で
あ
る
か
を
き
ち
ん
と
分
析
で
き

て
い
れ
ば
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
恐
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
学
の
門
戸
は
常
に
社
会
に
対
し
て
開

か
れ
て
い
ま
す
。
社
会
に
出
て
か
ら
も
、

学
び
な
お
し
の
機
会
は
い
く
ら
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、「
卒
業
し
た
の
で
、

関
西
学
院
大
学
と
縁
が
切
れ
た
」
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
は
関
西
学

院
大
学
経
済
学
部
の
卒
業
生
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
長
い
人
生
を
送
っ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
長
い
人
生
を
送
る
な

か
で
、
大
学
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る

M
astery for Service

（
奉
仕
の
た
め
の

修
養
）
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
れ

は
、
世
界
市
民
と
し
て
社
会
の
た
め
に
何

ら
か
の
形
で
貢
献
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
うm

ission

を
意
味
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
の
学
生
生
活
で
あ
っ
た
こ

と
を
振
り
返
り
、
自
身
の
４
年
間
を
総
括

し
て
く
だ
さ
い
。

 

■

利
光　

強　

経
済
学
部
長

４
年
間
の
学
生
生
活
を
振
り
返
え
る

―

社
会
人
と
し
て
の
第
一
歩―

2013年
1月11日
金曜日
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●
基
礎
演
習　

学
生
氏
名
・
論
文
タ
イ
ト
ル
の
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
★
印
は
優
秀
論
文
で
す
。

　井上貴文	 新たなエネルギーの導入
　糸井　誠	 自殺について
　中島謙太	 京都府は経済的に発展している府だと言える

か
　岩田和也	 日本の領土問題
　後藤優希	 外国とのコストパフォーマンスについて
★森　　毅	 なぜガンダムは長寿アニメとなりえたのか
　佐々木竣平	 なぜCDは売れないのか
　津田健登	 韓国はなぜ反日なのか
　吉田衣里	 スターバックスとドトール
　前田健太	 人々の消費活動に心理学はどのように影響す

るのか
　三村拓也	 IT 化が日本にもたらす影響
　阪井正浩	 遺伝子とは何か？
　内田龍之介	 日本と中国のこれから
　高橋悠真	 iPhone のもたらす経済効果
　神山尚人	 コンビニ経営戦略
　内田光樹	 世界一幸福な国デンマークについて

　田川明日香	 資生堂と花王
　三木有紗	 キャラクタービジネスについて
　礒谷友太	 東日本大震災後の日本経済
　長続　悟	 朝バナナダイエットの研究
　櫻井真也	 今の教育現場について
　砂川祐子	 ワークシェアリングが日本にもたらすメリッ

ト：オランダを例に
　安井茉里奈	 九州経済について
　越智雅也	 オリンピックが開催国にもたらす経済効果
　井上晃伸	 日本の原子力発電のこれからと新エネルギー
　谷口紀章	 コミュニケーション能力
　大山剛史	 今後の日本のエネルギー政策について
　元木　誉	 日本の大学の人気について
　大屋　匠	 お酒について
　重川　暁	 日本の新エネルギーについて
　美濃伊織	 原子力発電のこれから
　河野将太	 死刑制度は犯罪の抑止力になるのか

　長谷憂也	 キリスト教に関するルーツ及びお話
　中野美咲	 甲子園球場のルーツ
　古山貴大	 サザエさんの人気の謎
　大西一澄	 ルーツを求めて［『少年ジャンプ』について］
　萬谷利華	 「ルーツを求めて」［名字について］
　杉原　蓮	 コーヒーのルーツについて
　久保和也	 貨物列車と鉄道コンテナ輸送のルーツ
　座間慶彦	 世界に変化をもたらした男　スティーブ・

ジョブズとその会社「Apple」のルーツにつ
いて

　押谷直樹	 自転車のルーツ
　石尾拓也	 ペットのルーツを求めて
　熊取圭佑	 ルーツを求めて［自動車のルーツ］
　田中健太	 オリンピックの歴史
　山下高弘	 ルーツの求めて─数のひろがり─
　和久沙織	 ディズニーランドのルーツ

　臼井千紗	 テレビのルーツ
　坪根健悟	 小林一三と阪急電鉄
　西條翔大	 カラオケの歴史
　斯波美早	 ウォークマンのルーツ
　石本稚香子	 パンのルーツ
　妹尾宗紘	 THE	BEATLES のルーツを求めて
　藤本勝也	 宇宙のルーツ
★坂井雄貴	 宝塚歌劇団のルーツ─小林一三の挑戦─
　江南真由子	 ルーツを求めて［バーバリーについて］
　大垣裕祐	 ラジオのルーツ
　中田有香	 ルーツを求めて［コンバースについて］
　中根諒哉	 Google のルーツ
　三島由華子	 クリスマスツリーとイルミネーション
　北岡佑弥	 ルーツからの成功と可能性［ユニクロについ

て］
　佐々木真理	 サンフレッチェ広島の歴史について

２組　根岸教授

１組　篠原教授
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●
基
礎
演
習　
論
文
一
覧

　片岡航平	 人の気持ちを引きつけるプレゼンとスピーチ
　白木雄大	 日本の領土問題とその影響
　小山雄太朗	 日韓の領土問題は解決するのか？
　大橋侑季	 LCCとは何か	-LCC を知ることで快適な空

の旅を考える -
　木下彩美	 今日におけるいじめ問題について	-ネット

社会の観点より -
　上田隆之助	 スポーツにおけるメンタルの重要性
　森岡拓也	 オスプレイの諸問題
　林　滉輔	 TPPが日本に与える利益と損失
　中岡佳苗	 キリスト教と日本人
　籔田彩月	 ルワンダ紛争	-紛争が起こった背景とその

復興について -
　田村航大	 陸上競技
　山田浩大	 THE	CLUB
★石垣翔基	 オリンピックと経済
　細尾太郎	 スマートフォンが変える就職活動
　足高雄哉	 JAL の経営破綻と再生について
　藤岡真央	 児童虐待の真実

　辻　晴花	 なぜ IKEA や COSTCOの人気が上昇してい
るのか

　久保翔紀	 国際問題	-尖閣諸島はどこの国の領土か？ -
　阿部乃樹	 バレーボール女子日本代表のオリンピック、

メダル獲得の快挙の裏側
　酒井汐理	 出版業界の将来
　間島久美子	 アイドルブームについて
　浅田伸策	 薬物に対して僕が思うこと
　本田　優	 ロンドンオリンピックによる経済効果
　八木啓太	 消費増税について
　小田原亮介	 宮崎アニメはなぜヒットし続けるのか
　那珂大心	 効率のよいトレーニングを行うためには
　宇田翔真	 テレビCMに効果はあるのか
　長沖弘子	 携帯電話
　向　翔平	 日本でオリンピックを開催すべきか
　藤井翔也	 就職活動早期化における囚人のジレンマ

（改）
　横手　蘭	 飲食店での喫煙と禁煙

　津村勇宜	 応援の力
　神谷朋宙	 信長の天下統一 -できなかった背景には何が

あったのだろうか！
　中井悠介	 日本人の睡眠不足
　門脇健二朗	 日本人が使う日本語
　織田美智子	 錯視
　重信亮介	 日本の領土問題
　中川永盛	 違法ダウンロード刑罰化による現状と私たち

への影響
　山野　大	 なぜ三国志という時代が成立したのか
　森本つくし	 原子力発電は必要か不必要か
　坂東拓哉	 政策の面から見た毛利家
　横山知輝	 ハダカデバネズミから学ぶ社会の生き抜き方
　廣瀬美穂	 スマートフォンが私たちに与える影響
　内田由布子	 グループ活動における当事者意識の欠如 -傍

観者効果から考える -
★蔡　侑霖	 日本の雇用システムの変化と改革の行方
　吉田綾乃	 小学校早期英語教育について

　川崎嵩優	 リーダーシップ論について
　細見健吾	 特攻隊員の死を考える
　金谷侑樹	 アジアの音楽
　石川健太郎	 外国人の人権
　二宮　誠	 ファミリーレストランの経営
　高杉勇人	 なぜ人は音楽に魅了されるのか
　桝田悠介	 日本将棋の歴史 -持ち駒使用ルールの成立時

期について -
　西谷流星	 色彩が人に与える影響
　井上尚也	 アスペルガー症候群の実態について
　大汐航平	 民主主義の歴史
　酒井芳浩	 音楽療法の現状とこれから
　竹村悠也	 日本人のブランド意識
　深津　椋	 地方自治体の財政状況
　村下将梧	 良き指導者とは
　吉川直哉	 ファッションから見る流行の循環
　川野光志	 バドミントン
　松本浩一	 尖閣問題の歴史と論点について

４組　宮脇専任講師

３組　舟木准教授
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●
基
礎
演
習　

学
生
氏
名
・
論
文
タ
イ
ト
ル
の
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
★
印
は
優
秀
論
文
で
す
。

　高井昂毅	 領土問題は解決するのか
　福家みのり	 日本の「おもてなし産業」の可能性
　藤田自由	 「ちゃんとした福祉国家」にしませんか。
　瀧川美咲	 年金は本当にもらえるのか？
★宮城　綾	 脱原発後の日本社会－原発立地自治体から日

本経済の未来を考える
　栄沢省吾	 日本はＴＰＰに参加すべきか、否か
　鎌田爽倭子	 生活扶助と貧困
　清久卓也	 日本における労働問題に対してどのように対

処するか
　斎藤恵理菜	 これからの子どもたちに何が求められているのか

～ゆとり教育と脱ゆとり教育の観点から考える
　菊本一輝	 環境問題は、経済にどのような影響を及ぼすのか
　高谷周志	 これからの日本のエネルギー体制はどうある

べきか
　梶原久暉	 終わらない人種差別にどう対応すべきか
　大迫秀政	 ニート・フリーターの増加と日本の将来
　平松　梢	 大阪維新の会の政策の真意とその利点や弱点

について

　小林　慎	 ゆとり教育は学力低下を産み出したのか
　中村昴喜	 いじめをなくすには
　宮田健人	 無料に潜む魔力
　山根　花	 オリンピックが「商業主義」を実践するのは

是なのか非なのか
　青木慶一郎	 日本は原発を続けていくべきか
　島　大介	 日韓通貨スワップ協定の拡充措置は廃止する

べきものだったのか
　笹木萌絵	 子ども手当は必要なのか
　山田大輔	 若者の早期退職を止めるためには
　福里道広	 タンス預金が日本経済に与える影響について
　大野正貴	 Ｊリーグの空洞化と問われるクラブ経営
　小泉勇輝	 韓国経済と韓国が日本経済に与える影響について
　村田幸弘	 学歴は必要であるか
　安里遥香	 沖縄から基地はなくならないのか
　森　千紗	 学歴と就職率との相関性
　川島　大	 日本は終身刑を導入すべきか

　大上紗璃	 外国人労働者の差別
　村垣音和	 定住外国人の日本語教育
　小谷咲希	 最終リポート
　西原広大	 定住外国人の参政権を国際比較で考える
　百合本泰広	 太平洋戦争時の強制連行・労働
　魚谷冴佳	 米兵による犯罪は少なくなるのだろうか
　上間陽平	 中国経済の発展に伴う中国国内での出稼ぎ労

働者と海外への移民
　飯田匡祐	 在日外国人の医療・母子保健の問題
★谷本　卓	 現在の日本企業の外国人労働者問題
　岩波開人	 在日外国人に参政権を与えるべきか
　佐野将太	 日本における外国人労働者問題
　市丸優希	 フィリピン女性との国際結婚
　芳田裕紀	 外国人の労働における格差問題
　武藤　節	 「外国人参政権」の国際比較

　高濱翔平	 移民問題と選挙　フランス
　勝川　周	 在日朝鮮・韓国人の文化継承
　岡田直大	 外国人労働者は受け入れるべきか
　角野　亘	 在日韓国・朝鮮人に関わる国籍法
　西澤慶輔	 1990年前後の入管問題と在外外国人の労働

環境
　東海優衣	 在日コリアンの新世代
　中村優介	 外国人参政権
　羽地ひかり	 在日朝鮮人の言語・生活意識と共生社会
　濱田　光	 「外国人」と海外駐在員
　関谷　駿	 在日韓国・朝鮮人と参政権問題
　東城則之	 国政選挙権
　黒田慎弥	 日本の難民問題
　欠野仁美	 日本と外国の参政権問題と今後の日本

６組　西村教授

５組　中川教授
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　石丸けい	 経済学的思考のセンス：お金がない人を助け
るには

　能田瑤子	 「騙されない！」ための経済学
　梶山竜司	 日常に潜む経済学
　徳永一貴	 労働経済学入門
　有吉　夢	 ブラック企業：日本を食いつぶす妖怪
　渡辺嵩侑	 実生活における経済学的思考
★神原醇次	 BRICs の底力
　鈴木彩華	 『自分を守る経済学』
　川端ひかり　日本経済の奇妙な常識
　樋野良輔	 日本の経済格差：所得と資産から考える
　清水健吾	 金融危機のカラクリから知ったこと
　六田　翔	 2012，世界恐慌：ソブリン・リスクの先を読む
　榎本朝香	 エコノミック恋愛術
　大前実沙	 日本経済の底力
　小林達矢	 景気と経済政策
　石井優介	 経済学的思考のセンス

　今江明梨	 日本経済の底力
　星加修吾	 人間回復の経済学とは
　勝井祐貴	 経済学的思考のセンス
　谷野風美	 TPP亡国論
　藤井亮平	 無税生活から学ぶ税の実態
　山本ゆい	 無税生活
　福井恵輔	 『新・国富論』
　後藤江里奈　一目でわかる！世界経済のからくり
　末常　栞	 ひとりビジネス
　金平晃生	 日本はなぜ世界でいちばん人気があるのか
　北島大樹	 統計学入門（基礎編）
　勝本泰地	 よい経営者とは
　中田篤志	 消費税増税について
　中野克紀	 間違いだらけの TPP
　加藤琢也	 『行動経済学』（依田高典，中央公論社，

2010）を読んで

７組　本郷准教授

　槌田敦子	 数値化がもたらしてくれること
　筏信一郎	 スマートフォンの発展は適切なものか？
　崔　世昊	 なぜ“ONE	PIECE”はおもしろいのか：「お

もしろさ」の正体を探る
　門脇大地	 方言事情とその変化
　戸田昌秀	 関西弁と関東弁，どちらが標準語
　佐藤史康	 いじられキャラの特徴と自分
　河野つばさ	 食の安全性
　杉山智哉	 腕時計と人生について
　田口　諒	 地域性と自分
　近藤達貴	 私が興味を持ったアニメ
　平嶋ゆい	 私にとっておしゃれって何？
　増田　瑛	 地元を活性化し有名にするには
　竹内　雄一	 ソフトテニスをメジャーなスポーツにするには
　松瀬裕也	 賞味期限
　石　　虹	 Is	China	 a	New	Destination	 for	 Luxury	

Brands?
　竹内花奈	 雑貨屋でまちの活性化

　加茂田知沙	 私にとってバレエとは
　高崎彪志	 Green	Day と私
★平田晋太郎	 奈良はなぜ観光客が集まらないのか
　宮本のぞみ	 コンビニエンスストアの現状とこれから
　神戸　耀	 アルバイトの作業効率の上げ方
　阿部結芽乃	 熱狂的なファンの特徴とは
　山岡佳祐	 LCCに身長が高い人でも快適に乗るためには
　小野晃弘	 微妙な三重県
　寺山航平	 人間関係の円滑な進め方：上手なコミュニ

ケーションのとり方
　上田有希	 高校卒業後の進路
　立石佳津斗	 和食とフランス料理
　渡邉亮太	 祈りとその効果
　田中健太郎	 妖怪の地域との関係性
　中川日向	 WBC問題
　松元　諒	 英語・コミュニケーション能力獲得：殻を破

ろう

８組　松枝教授
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　玉井遼平	 税金とは何か
　梶　晃樹	 東京ガールズコレクションからみる経済学
　牧岡広樹	 日本はＴＰＰに参加する必要があるか
　吉田達揮	 競争社会に生きる私たち
　木村優太	 原子力発電の必要性
　小山将平	 日本の人口変動と社会に及ぼす影響
★岡島利恵	 ワシントン大行進
　阪本麻貴	 コンペティションとエミュレーション～アダ

ム・スミスを再読する～
　山裾知春	 競争は経済の発展に必要なものか
　澤崎帆波美	 競争社会をどう生きて行けばいいのか
　天野可南恵	 二つの競争論を比較して
　久保田章義	 ビジネスで一番大切なこと
　藤田良平	 競争社会を生き抜くために
　藤澤勇希	 環境経済学とエネルギー問題
　土井将希	 現代の競争論について
　小泉剛平	 ギリシャ危機問題を考察して
　中西　奏	 アダム・スミスの考える競争論

　小林直貴	 近年の自動車産業はどのような変化をしてい
るのか

　井上尭大	 「ゲーム理論」について
　山本響己	 「利他心」を持った経済学
　阪本和也	 二つの競争
　川島拓朗	 完全競争論と現在の競争論
　戸田佳織	 経済における「競争」の意味
　若宮康佑	 日本と世界における２００１年
　細川和暉	 大学をめぐる問題
　斉藤博一	 東日本大震災を経済的に見る
　松尾美由貴	『二つの「競争」－競争観をめぐる現代思想

－』を読んで
　奥島康司	 二つの「競争」について～淘汰と模倣～
　牧　拓哉	 日本万国博覧会が及ぼした様々な変化
　井上厚志	 「スポーツ」と「経済」の関係性
　奥長尭久	 世界の不況とリーマンショックをはじめとす

るアメリカの問題との関係性

９組　竹本教授

　清水文菜	 アダム・スミス：『経済学の巨人　危機と闘う』
　木村真之介	 アダム・スミス：『経済学の巨人　危機と闘う』
　平岡哲平	 リカード：『経済学の巨人　危機と闘う』
　小川煕樹	 ジェヴォンス：『経済学の巨人　危機と闘う』
★都倉由香子	 マーシャル：『経済学の巨人　危機と闘う』
　櫛本瑞貴	 ケインズ：『経済学の巨人　危機と闘う』
　北村時皇	 アダム・スミス：『経済学の巨人　危機と闘う』
　堀江正人	 フランク・ナイト：『経済学の巨人　危機と

闘う』
　山田大介	 Ｊ・Ｓ・ミル：『経済学の巨人　危機と闘う』
　井筒康介	 「貨幣論の系譜」：『経済学の巨人　危機と闘う』
　久保唯斗	 ケインス：『経済学の巨人　危機と闘う』
　山本ゆりえ	 アダム・スミス：『経済学の巨人　危機と闘う』
　前川晋平	 アダム・スミス：『経済学の巨人　危機と闘う』
　松原圭佑	 フランク・ナイト：『経済学の巨人　危機と

闘う』
　藤原拓也	 アダム・スミス：『経済学の巨人　危機と闘う』
　旭　直樹	 ケインズ：『経済学の巨人　危機と闘う』

　坂　亮一	 シュンペーター：」『経済学の巨人　危機と
闘う』

　鈴木祐希	 マーシャル：『経済学の巨人　危機と闘う』
　松浦亮平	 「貨幣論の系譜」：『経済学の巨人　危機と闘う』
　才野裕太	 アダム・スミス：『経済学の巨人　危機と闘う』
　吉野由祐	 ケインス：『経済学の巨人　危機と闘う』
　検見川陵	 「貨幣論の系譜」：『経済学の巨人　危機と闘う』
　新井弘泰	 アダム・スミス：『経済学の巨人　危機と闘う』
　角田　友	 アダム・スミス：『経済学の巨人　危機と闘う』
　佐々木耀佑	 マーシャル：『経済学の巨人　危機と闘う』
　村岡千晃	 ケインス：『経済学の巨人　危機と闘う』
　田中万理奈	 アダム・スミス：『経済学の巨人　危機と闘う』
　鎌田脩汰	 フランク・ナイト：『経済学の巨人　危機と

闘う』
　平野真志	 シュンペ＾ター：『経済学の巨人　危機と闘

う』
　山崎烈真	 マーシャル：『経済学の巨人　危機と闘う』

10組　春井教授
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　中尾智哉	 通貨制度と経済
　泰中久瑠実	 モバイルコンテンツ市場とケータイ世代
　竹崎智香	 今後の日本の電子産業
　毛利仁美	 東日本大震災による原発事故が与えた経済影

響について
　荒金照大	 消費税増税すると不況ではなくなるのか　　

～現在の状況～
　坂東篤磨	 外国人労働者問題　─日本の将来─
　大塚美奈実	 ＥＵと経済
★岡井美樹	 ユーロ危機の今、そして日本の危機
　川口真菜	 ファッションと経済
　森下貴央	 消費税を考える
　梶原大空	 増税が経済に与える影響について
　松尾翔平	 東日本大震災と日本の経済
　福永隆之	 企業はどのようにしてＳＮＳを利用するのか

　─ビジネスの場としてのＳＮＳ─
　神木　聖	 原発の未来について
　宮路一史	 サブプライム危機の正体

　栗山侑大	 リーダーシップについて
　杉浦美穂	 ファッションと経済
　池田千尋	 社会保障制度と経済の関係性
　大西沙希	 政治と為替相場の関係
　福永安惟	 消費増税は是か非か
　盛田翔平	 ＥＵの経済
　丸吉洸太	 ユニクロと経済の関係
　高野晟智	 原発依存脱却とは
　松浦　光	 21 世紀における金融危機　～リーマン・

ショック後から～
　高妻進之介	 円高は日本経済にとってマイナスなのか
　上枝良多	 資本主義経済とスポーツ
　大上友里	 音楽ＣＤの売り上げ変化について
　橘高勇太	 東アジア共同体は実現可能か？～アジアの経

済史・歴史的関係性と共同体形成への課題～
　三谷一成	 株と経済
　山下晃志郎	 環境問題と地球温暖化懐疑説

　西村幸介	 ディズニーから見るアメリカ
　小林加奈	 ディズニーからみるアメリカ─ディズニーア

ニメーションからみるアメリカの文化・歴史
　松山弘紀	 IT から見たアメリカ
★松村美保	 マクドナルドの経営戦略─ビジネスモデルか

ら見るアメリカ
　山本　耀	 マクドナルドについて
　増田　瞬	 アメリカ文学から見た差別
　今村勇介	 ファーストフードとアメリカ人
　孫　銀珠	 メジャーリーグから見るアメリカ
　伊東義敬	 ディズニーランドから見るアメリカ経済
　山本大遥	 ファーストフードの健康と経済格差
　西嶋綾香	 日本とアメリカの健康─サプリメント
　中村千晶	 マクドナルドの経済学
　田中　聖	 アップルとグーグル─２社から見るアメリカ
　荒牧由香	 差別から見るアメリカ─女性たちの行き方は

どのように変わったのか

　丸山大智	 黒人差別からみるアメリカ
　倉橋怜子	 大学教育から見るアメリカ─日本と比較して

見る
　宇都宮健太	 メジャーリーグの経済学的構造から見るアメ

リカ
　多林　晃	 アメリカの教育から見る国民性
　善塔達也	 「企業理念」からみるアメリカ
　取渕慎治	 医療から見るアメリカ
　木村圭佑	 フィットネスから見るアメリカ
　中野悟史	 映画『クレイマー・クレイマー』から見るア

メリカ
　石田斐佑雅	 IT から見るアメリカ─なぜアメリカは IT 産

業が強いのか
　山野裕紀	 ディズニーリゾートの人気の秘密─経営理念
　那須井美咲	 IT 産業を通してみるアメリカ
　佐々木庸祐	 ディズニーワールドはなぜ人気なのか

12組　寺本教授

11組　増永教授
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　中原直哉	 世界経済の発展における日本の役割／日常生活で出会った疑問を経
済学的観点から考える

　福田亜弓	 世界経済の発展における日本の役割／エスカレーターの立ち位置
が、関東では左側、関西では右側のように、地域によって違うのは
なぜか？

　谷岡みのり	 世界経済の発展における日本の役割／日本でボーナスが大多数の人
に支給されるのはなぜか

　松本佳祐	 世界経済の発展における日本の役割／日常生活で出会った疑問を経
済学的観点から考える

　毛利文彌	 世界経済の発展における日本の役割／なぜ大手企業が普通より多く
の退職金をだしえまで社員を減らすのか

　土屋聡蔵	 世界経済の発展における日本の役割／なぜコンビニはスーパーより
商品の値段が高いのか

　高島大輝	 世界経済の発展における日本の役割／日常の疑問～居酒屋のお通し
が有料なのはなぜか～

　中井　航	 世界経済の発展における日本の役割／日常生活で出会った疑問を経
済学で解く～ガソリンの方が少なく貴重なのになぜペットボトルの
水の方が高いのか～

　中村朱里	 アジア地域の発展から世界経済の発展へ／なぜ試着できない
「ZOTOTOWN」で服が売れるのか

　山口　穣	 世界経済の発展における日本の役割／なぜ居酒屋には「お通し」が
あるのか

　迫田靖人	 世界経済の発展における日本の役割／日常の疑問を経済学で考える
　中山　聡	 世界経済の発展における日本の役割／日常生活での疑問
　平田圭章	 世界経済の発展における日本の役割／日常生活と経済学の繋がり
　川戸翔吾	 世界経済の発展における日本の役割／なぜ通話無料アプリが存在

し、ヒットしているのか？
　中島　佑	 世界経済の発展における日本の役割／年始の安売りセールに利益は

あるのか

　冨田真之佑	 世界経済の発展における日本の役割と責務／日常生活の疑問に対す
る経済学的解説～鉄道料金の疑問～

　土田恭輔	 世界経済の発展における日本の役割／牛丼チェーン店のビジネス
　金森雄司	 世界経済の発展における日本の役割／日常生活で出会った疑問を経

済学的観点から考える
　高橋亜梨沙	 世界経済の発展における日本の役割／日常生活で出会った疑問
　三枝将也	 世界経済の発展における日本の役割／なぜ、通販番組は深夜に多く

放送され、さらに放送終了後、一定時間内に商品を注文すると特典
をつけるのだろうか

　鉄田悠貴	 世界経済の発展における日本の役割－ASEAN地域のさらなる発展
－／ 100円ショップの謎－どうしてあんなに安いのか－

　伏喜陽祐	 世界経済の発展における日本の役割／視聴率競争が激化しているの
はなぜか

　山下達也	 世界経済の発展における日本の役割－アジア経済の発展について／
定食屋のごはんがおかわり無料なのはなぜか？

★濱野男光	 これからの世界経済に日本がどのように関わっていくのか／日常の
疑問を経済学的に考える

　矢野智子	 世界経済の発展における日本の役割／田舎で暮らすのと都会で暮ら
すのとではどちらがよいか

　山口拓真	 世界経済の発展における日本の役割／アメリカの携帯と日本の携帯
の差について

　善明直資	 世界経済の発展における日本の役割／ノベルティの思惑
　部谷佳菜	 世界経済の発展における日本の役割／ＳＮＳは、無料なのになぜ儲

かるのか
　本田直之	 世界経済の発展における日本の役割／なぜ都市と地方ではアルバイ

トの平均時給が違うのか
　麻田直也	 世界経済の発展における日本の役割／日常生活での疑問

13組　土井教授

　江上真司	 大阪都構想について
　常森雄也	 SNSがもたらす経済効果
　上武大輝	 マイケル・ジャクソンのパフォーマンスはど

のようなものであったか、またその原点は何
なのか

★宮川理紗子	 身近に迫る環境問題	-寿司ネタから考える、
漁業と環境問題 -

　藤田靖恭	 日本における地球温暖化の現状
　福田晋一朗	 宮崎県経済調査書
　安田峻紀	 日中韓のもつれ
　土田拓馬	 大学生の就職難とその原因
　田村　彪	 クローン技術の是非
　河野　恵	 欧州債務危機
　田中麻美子	 高齢化社会
　田ノ内亮平	 大阪都構想は実現すべきか
　大内一輝	 映画業界の現状と日本人が好む映画
　山根郁摩	 国内の廃棄物について
　南　賢志	 私的違法ダウンロード刑罰化について

　伊藤大貴	 尖閣諸島問題
　望月貴燿	 現代の少子化問題について考える
　松崎哲郎	 日本のクラブと音楽シーン
　福岡優女	 再生可能エネルギーについて
　後藤雅樹	 クールジャパンと日本アニメ
　高月寛太	 税金の使い道と無駄遣い
　大川裕生	 日韓関係の領土問題の本質を考えてみよう
　臼谷侑利子	 上場会社の株式について
　許　天任	 中国経済の実情の観察報告
　京極架樹	 今日における若者はどのように仕事をしてい

るか
　眞嶋伸豪	 アルバイトの何たるか
　島ノ江勇太	 原発は停止すべきか
　木村拓也	 TPP参加是か非か
　藤井美穂	 地方における第三セクターの役割
　荒堀貴文	 英語の方言について、英語と米語の違い
　中村健吾	 日航再上場から考える日本の公的資金投入の

問題を考察する

14組　宮脇専任講師
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　余田　壮	 日本で電子書籍ブームは到来するのか
　後藤紘樹	 日本と世界の労働比較から考える日本の労働

問題改善案
　林　衿伽	 世界と言語―日本の企業において需要のある

第二外国語は何か？―
　大下智史	 現代の教師が求められているものはなにか
　井之川達哉	 ソーシャルメディアと新市民革命
　中西令子	 日本の店舗における労働面からみるユニクロ
　児玉樹康	 アイドルの時代における変遷と未来のアイド

ル像
　山本勝也	 悪化する地球環境―地球温暖化を食い止める

ために私たちに何ができるのか―
　井上枝里子	 日本におけるカメラの在り方の変容
　吉田彰宏	 原子力から火力、次世代エネルギーへの転換

と日本経済
　竹本大希	 疑似科学から学ぶこと・できること
　王　　璐	 外国人児童生徒への教育に関する研究
　鈴木健人	 派遣労働問題―理不尽な雇用打ち切りはなく

なるのか―
　吉田憲一	 生活保護制度の課題
　山田健太	 就職活動問題と就職難

　服部文音	 ドコモの経営戦略―ドコモの未来は―
　千徳那稚	 東日本大震災によって与えられる影響
　西村郁美	 日本の食生活の変化がもたらした問題
　福田吉功	 日本のアニメ産業―より発展させるには？―
　樋口拓磨	 四国から見る都市と地域経済
　湯浅文也	 日本のレジ袋有料化政策における考察と今後

の課題
　河野雄史	 絶滅危惧種から学ぶ人間の過ち
　藤原尚紀	 Twitter の発展と問題からみる日本の経済回復
　藤村奈津子	 ドイツに学ぶブランド力―自動車を中心に―
　吉田周平	 歴史と地域差から見た英語
　勝又周平	 日本への LCC参入
　向井志礼	 ホスピタリティの重要性～サービス業との関

わり～
★杉本直樹	 BOP ビジネスモデルの考察～日本企業が参

入するために必要なものは何か～
　石井智也	 少子化がもたらすおもちゃ業界への影響
　中小路祥	 ワンワード・ブランディングから購買意欲を

高めるには

　李　赫中	 人手不足の日本：火消し役になるのは？
★磯江諒亮	 今だからこそ知っておきたい風評被害
　宮尾伍郎	 なぜ日本人は英語が苦手なのか：日本に潜む問題
　金子和樹	 日本の借金を考える：政府・地方の二重苦を

どのように解決するのか
　稲川希生	 戦争責任は果たされたか否か
　馬場俊一	 地球温暖化説の真偽：地球は温暖化に向かう

のか、寒冷化に向かうのか
　内本崚太	 Steven	Jobs	vs	Bill	Gates:	Apple	&	Microsoft
　山本崇博	 日本国民の選挙参加の現状：望まれない政治

は国民の無関心が招く
　内田彩美	 綿花に潜む影：綿花農家の苦悩
　山中寛子	 大学生と就職活動：新しい就活の形
　山脇仁志	 なぜ日本人は欧米人に表情が豊かではないと

いわれるのか
　佐野勇介	 派遣労働者を救うにはどうすればよいのか：

非正規雇用の実態と課題
　古川颯馬	 ニート：ニート問題と国民の未来
　廣部敬之	 日米戦争：約 60年の歴史
　我部直人	 原子力発電と日本：原発の今、そして未来

　今村朱理	 日本の抱えるエネルギー問題：ナンバー１よ
りオンリー１を目指せ

　山根翔太	 いじめ問題
　丸橋昂平	 日本の領土をめぐって：日本の領土を守れ
　古賀郁美	 激化する尖閣諸島問題：よく考えてみると何

かが見えてくる
　池ヶ谷憲吾	 地下経済の拡大：闇に広がるECONOMY
　能登谷俊紀	 利益を上げるには
　濵野南実	 割れる尖閣
　米泉星香	 スポーツと社会の関連
　廣畑　駿	 中東ではなぜ政治的紛争が絶えないのか
　大森あかね	 TPP参加反対：日本の農業への影響
　宮本さやか	 社会の縮図、「いじめ」とは：輪廻する「いじめ」
　尾崎大輔	 竹島（独島）か、独島（竹島）か
　小倉瑛美	 死刑制度における問題点と今後の展望：死刑

制度は廃止すべきである
　杉山祐哉	 ちょっと待て、再処理
　小原一輝	 原発問題をめぐって：人と環境にやさしい日

本をめざして
　横山大希	 為替とは：日本にとって円高と円安どちらが

よいのか

16組　田 准教授

15組　山田准教授
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　北村標陛	 ステルスマーケティング：一般人と業界人の乖離
　丹下貴子	 食べ放題について：店側は果たして儲けているのか
　梶みのり	 K-POP の海外進出：日本と欧米諸国での反

応の違い
　高田康平	 興隆するアジア経済：世界の中でのアジア経

済の変化、展望、位置
　藤澤純也	 なぜ日本で医療崩壊が起こったのか：その対

策とは
　丸山和宏	 インターネットと音楽配信がCDの売り上げ

にもたらす影響と音楽のあり方の変化
　礒野紗幸	 外来生物対策と遺伝子組み換え植物の危険
　岡田美雄士	 慰安婦問題
　網野翔太	 生活保護：どうすれば日本の生活保護は改善

されるのか
　松村枝里乃	 宇宙産業：日本の技術力と小型衛星が導く未来
　矢部恭隆	 TPPへの参加：日本の衰退
　安田拓未	 就職氷河期：企業が求める人材と英語力
　福崎紗代里	 イオンとイトーヨーカ堂：両社の経営比較
　堯志弘輝	 草食系男子と独身女性の増加：草食系男子で

少子化を解決
　浦田幹人	 沖縄に米軍基地は必要か
　西川拓毅	 なぜヒップホップダンスは中学校の必修科目

になったのか

　松田康魁	 余暇ビジネス：余暇の過ごし方、ディズニー
ランドの人気

　杉田浩彰	 「レアメタル」は日本経済になにをもたらすか
　鶴田航大	 オリンピックと経済戦略
　石田有佳理	 ネット社会における物品販売：販売方法と経

営戦略
　藤戸ゆり	 ネット社会：ライフログとその危険性
★日比野友美	 女性の社会進出：保育所の増設は女性の社会

進出を促すか
　山口世令奈	 ファストフード：近代の日本の食文化にもた

らしたもの
　芝本太一	 たばこ税を引き上げるべきか：強力な税収源

の活用法
　高月飛鳥	 タクシー産業について
　上垣宏貴	 スティーブ・ジョブズ：Apple 社を復活させ

たイノベーション
　服部圭一郎	 マインド・コントロール：日本の経済と政治
　矢野貴大	 売れなくなったCD：違法ダウンロードとの関係は
　津田貴裕	 テーマパークの経営
　岡崎陽介	 クローン技術：再生医療と法規制

　上枝佑多	 資本主義とボランティア
　千葉大輝	 資本主義と金融
　元辻春菜	 資本主義社会における現代の教育文化
　牧野由実	 資本主義における広告の役割について
　谷　祥広	 中国の資本主義
　黒木稀衣	 戦争と資本主義
　田原　藍	 資本主義文化における家族の在り方の変化
　石橋美佳子	 資本主義と食
　森沖歩美	 スポーツと資本主義
　中西翔馬	 資本主義とユーロ危機
　芦谷太基	 音楽と資本主義
★高見将平	 「オタク文化」が日本経済にもたらす影響
　笠井里織	 資本主義とスポーツ
　齊藤周斗	 資本主義と環境運動
　塩井紗里	 通販と資本主義
　堀之内円香	 多国籍企業の光と闇

　大谷和之	 資本主義とＮＦＬ
　徐　希錫	 資本主義の陰
　伊藤　暖	 歴史から見たスポーツと資本主義の関係性
　谷藤隆真	 資本主義における戦争と平和について
　内山直人	 資本主義による地域格差そその是正
　森口佳名子	 資本主義と中国
　村田　翔	 資本主義におけるプロスポーツの変化
　西尾康平	 資本主義と漫画
　櫻井佑季	 資本主義社会においてオリンピックは必要

か？
　井上　楓	 Ｈ＆Ｍの経営戦略からみる資本主義
　大石昂明	 資本主義の未来
　守護友一	 資本主義は社会問題を解決できるのか？
　岩部　真	 資本主義と環境問題
　内田美弥	 資本主義と教育

18組　藤田教授

17組　大高教授
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　三宅正大	 SNS の発達と若者のコミュニケーション能
力について

　上島康太郎	 タバコはどうしてなくならないのか―世界のタバ
コ市場と JT(日本たばこ産業株式会社を通じて―

　横道翔伍	 「パラサイト・シングル」－もたらす社会的
影響とその改善策を考える

　有本　凜	 旅行形態の変遷―経済先の関連性―
　槙野恵介	 スポーツビジネスについて―プロ野球産業の

今後の課題―
　船木俊佑	 インターネットゲーム内における経済につい

て考える―RMTの現状と今後についいて―
　平田優斗	 エスカレーターの片側空けの習慣―エスカレーターの片側空け

の習慣はエスカレーターに乗ることを効率的にしているのか―
　高田隆司	 ポケットティッシュが配られるわけとは
　坂本真吾	 関西学院大学上ヶ原キャンパスの大学生協が

運営する飲食施設の現状
★平田　剛	 不買運動の分析からみる敵意の消費者行動に

与える影響
　萩野沙紀	 日本の宿泊施設―なぜ分類の種類が多いのか―
　中村穰一朗	 弱小球団が強くなるには？－セイバーメトリ

クス」とインセンティブ設計から考える―
　川嶋達也	 学生国際支援団体ができること―NPO法人

と比較して―

　石川泰雅	 学校制服の役割とは
　大谷一生	 よりよく生きるための成功の指針―成功とは何か―
　稲澤孝仁	 なぜピグミ族は自発的に富を分配するのか
　徳舛宗哉	 人間の感情と表情表出
　神保舞香	 スポーツで結果を残し続ける秘訣
　塚本有一郎	 AKB48から学ぶセルフブランディング術－

指原はなぜトップアイドルになれたのか―
　腰高拓也	 コンビニエンスストア社会―コンビニエンストアは

私たちの生活にどのような影響をもたらすのか―
　新井悠介	 アパレル業界に潜む資本主義
　色谷政芳	 野菜と果物の違い
　林　　森	 中国における水環境問題
　齋藤　嵐	 快眠をするにあたっての諸説―心地よい眠り

をするにはどうすればいいか―
　安岡　亨	 レジ袋の有料化
　秦　拓也	 「いじめと不登校の現状」－アメリカとの比較―
　安藤祐貴	 プロ野球の人気は本当に低下しているのだろ

うか―様々な観点から考察してみる―
　佐藤友亮	 阪神大震災―被害を少なくすることはできな

かったのか―
　平原廣子	 日本の教育行政の実態について―在日朝鮮学

校における「朝鮮学校補助金問題」を通して
考える―

　新井菜月	 日本のアニメとマンガについて
　木村倫人	 自殺のススメ
　末永貴大	 Apple がなぜ成功したか
　松原由佳	 AKB48が成功した理由
　篠原菜摘	 現代のチェーン店で勝ち残るには
　鈴木　剛	 オイルマネーとは
　武隈大輔	 原子力発電は本当に必要ではないのかどうか
　熊井健人	 夢と目標とは　－夢・目標を持っている人と

持っていない人の違い－
　岡田瑞希	 宝塚歌劇　100年の伝統と魅力
★松下実加	 マインド・コントロール　～なぜ人はテロリ

ストに変貌するのか～
　小林昂太郎	 あだち充はなぜ愛されるのか
　集　真優	 東京ディズニーリゾートの成功とその経済効果
　安藤正樹	 市場経済と道徳
　松本誠人	 テレビ離れの実態
　熊本圭佑	 ブランドは消費者にどのような影響を与えるか
　大野仁也	 AKB48がもたらした経済効果

　照沼あかり	 東日本大震災が社会に与えた影響
　森　啓吾	 日本の経済事情とスポーツに起こりうる経済効果
　加藤紗生	 LCCが変える世界の空
　川本一喬	 日本とその周辺諸国との関係
　平野るり子	 これからの日本農業
　下池　凜	 エネルギーシステムの変化～将来のエネル

ギーはどのように変化していくのか～
　小倉正成	 任天堂はなぜ大企業になり得たか
　竹内悠里	 いじめ問題の解決策
　伊藤　淳	 2020年東京オリンピック開催におけるさま

ざまなメリット、デメリット
　秋山晃次	 日本における TPPの諸問題について
	 － TPP参加と日本の農業における影響
　阿南雄介	 模倣のモラル	
　渡辺健弥	 スポーツと経済効果
　古野智之	 花粉症について
　青木悠太朗	 本当に食品添加物は人体に影響を与えるのか
　社家エリカ	 音楽と経済　～CD業界の昔と今～

20組　厳 准教授

19組　ボイル教授
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　森田詩央	 不合理と脳のトラップ
　山本麻莉子	 新しい時代に求められているモノ
　出口絢菜	 少子高齢化と経済の関係
　高奥香澄	 女性の品格は就職するために必要か
　吉川千晴	 電子マネー時代は来る！
　棟居奈々	 内定をとれる学生、とれない学生の違い
　清水　梓	 LCCの経済影響
　井上侑華	 高齢者の雇用は必要であるのか
　西井勝久	 死刑制度の必要性について
　笠井智成	 オタクパワーによる経済効果
　李　佳騏	 日系企業の中国進出の動向
　小谷竜大郎	 年金問題－若者が持つ不信感－
　小林　純	 全てのサッカークラブが儲けるには
　廣瀬亮平	 死刑は要るか、要らないか。
　川村真由	 なぜレコード会社は潰れないのか
　羽坂健太	 NPBとMLBとWBCの経営戦略

　小林七海	 日本人はなぜ豊かなのに不幸なのか？
　井上恵介	 TPPが日本経済に与える影響とその考察
　瀬口知也	 スペインが一枚岩になるためにすべきこと
　大出玲郁	 音楽がもたらす心理的影響とその経済効果
★萩原健太	 日本はなぜ死刑制度存置国なのか
　鈴木秀真	 日本の就職　体育会は就職に強いのか
　原　若菜	 消費税増税は本当に必要なのか
　窪　宏樹	 ゲームの子どもへの影響
　渡邊健人	 シェールガスと日本、そして世界
　西澤洸樹	 日本の笑いが世界で成功するには
　清水菜々	 いじめの深刻性
　江川琢大	 違法ダウンロードは防げるのか？
　雷　紳司	 島を得ることによる経済的影響
　小野智哉	 なぜディスニーパークは成功を収めているのか
　杉村祐樹	 Apple 製品の社会的経済的効果

　中田陽太	 任天堂のゲームはなぜ売れるのか
　冨滿直斗	 なぜ iphoneはこれほど利用者を獲得したのか
　土屋宗一朗	 日韓歴史問題を問う─韓国「反日」思想と歪

む歴史観
　高畑諄子	 強いブランド作り
　山本翔二郎	 商品がヒットする要因とは何なのか？
　酒井　翼	 成人年齢を引き下げるべきか
　出原雅敏	 日本の自動車メーカの強さと今後の成長
　入交智之	 成人年齢引き下げについて
　山口紗弥	 なぜブランドは売れるのか
　池永侑稀	 日本が破綻しないのはなぜか
　照井慎平	 脱原発すべきか
　光森智紀	 日本財政はギリシャ化してしまうのか
　波頭亮佑	 観光による地域活性化について
　向井智輝	 なぜスマートフォンが普及したか─なぜガラ

パゴス化した日本市場に普及したのか
　山本一輝	 消費税増税すべきか
　下山啓次郎	 死と自殺と老化

　設楽沙也香	 ルイ・ヴィトンの成功戦略
　今村貴史	 消費税は増税されるべきか
　松下智美	 東京でオリンピックを開催するべきか
　木下大二郎	 米の輸入を自由化すべきかどうか
　片桐穂乃	 消費税を増税すべきか
　辻　雄亮	 経済効果の算出は何のために行われ、役立つのか
　中尾嘉之	 音楽業界は不況なのか
　福冨孝也	 日本の成人年齢引き下げ
　森田絢子	 日本でオリンピックを開催すべきか
　笹谷知輝	 関西におけるインバウンド観光振興のすすめ
　吉田健佑	 日本が行うべき社会保障制度とは
　蔵　浩平	 日本は TPPに参加すべきか
　河内　亮	 消費税を増税すべきか
　嶋越藍樹	 大阪にオリンピックを招致するには？
★平林宗人	 経済復興する中でNPOは何をすべきか
	 ─災害ボランティアの視点から
　松田康人	 成熟社会とは
　安井克之	 マーケティング戦略の有効性

22組　西村教授

21組　韓 准教授
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　森田美和	 東日本大震災の復興に向けての課題
　黒木　洸	 ジョンソン・エンド・ジョンソンの経営戦略
　黒田里紗	 現代におけるネットショッピング
　木下豪大	 日本のプロスポーツを発展させるには
　高原　想	 ドーピング
　村田賢大	 竹島問題の歴史と解決策の提案
　村上絢名	 限定からみつめる
　松野恵利香	 日本の音楽業界の低迷
　芝田直人	 ソーシャルネットワーク
　間野史唯	 FX 入門
　湯　孟超	 太陽光発電システムの可能性
　工藤　允	 日本における救急医療の現状
　阿知波敬子	 ボランティア活動は自己満足に過ぎないのか
　橋本由香	 LCCと航空市場
　横山拓哉	 オリンピックと経済効果
　木下優吾	 日本の領土問題
　中野　涼	 サッカー日本代表の成長

　坂本光浩	 初音ミクによる経済効果
　木村一輝	 世界のUNIQLO
　忠野隆太郎	 大手家電企業の現状と市場
★初田美有	 GNPと GNH―幸せとは何か―
　石田祥悟	 世界を制したサムスンの戦略
　柿本知樹	 少子化から展望する雇用課題
　池田早織	 お化け屋敷ビジネス
　高山鎭亘	 就職難はなぜおこっているのか
　佐々木智也	 非正社員の現状
　青野　真	 夢、睡眠
　藤本真希	 監視社会の光と闇
　中壷成明	 マイナンバー制度―平等な社会にするための

番号による管理―
　波多慶丞	 メディア・リテラシーに関する提言
　油谷　凌	 中華料理の発展
　浜口敏明	 小学校の英語教育

24組　本郷准教授

25組　森田准教授

　池上龍介	 友だち地獄：「空気を読む」世代のサバイバ
ル

　芥川淳生	 ケインズ経済学から見る、今の日本経済
　松村憧伍	 『消費税のカラクリ』を読んで
　佐竹愛香	 『日本人の消費行動』を読んで
　中川愛海	 世界と日本の航空事情について
　伊藤茉莉子	 買い物の裏の心理戦
　橋本芽依	 『経済学の犯罪』を読んで
　坂本一成	 Ｂ層の行動経済学
　野中一樹	 『ゼロからわかる経済学の思考法』を読んで
　礒野直輝	 ＴＰＰ参加に際しての農業の経済的影響
　武市栞奈	 稀少性の経済学と過剰性の経済学
★小島宏基	 双曲問題にみる自然選択
　横山隼司	 『商店街はなぜ滅びるのか：社会・政治・経

済誌から探る再生の道』を読んで
　安田千尋	 働く女性が知っておくべきこと：グローバル

時代を生きるあなたに送る智恵
　山岡千華	 経済学の犯罪について
　依光里夏	 社会問題として考えるブラック企業

　杏橋　遵	 インターネットが社会に与える影響
　里中江哉	 『金融入門』
　金本一希	 将来のために
　白川桃子	 迷惑メールは誰が出す？
　牧瀬康裕	 インド　IT 革命の驚異
　西川奈津美	 賃金差別
　立原信行	 『経済論戦』を読んで
　高橋拓海	 世代間格差と若者
　杉本遼太	 無料ビジネスの仕組み
　大原直也	 『日本経済　絶望の先にある希望』の要約と

考察
　矢尾田雄一	 金融技術の罠
　横山弘明	 『ソーシャルゲームのすごい仕組み』を読ん

で
　山口恭平	 佐藤百合『経済大国インドネシア』を読んで
　岩本一平	 『ソーシャルゲームのすごい仕組み』を読ん

で
　兪　品福	 中国の都市と農村の教育格差
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井口　泰ゼミⅡ

アジア・ワイドな視野を持っているか
　われわれは実は、大変な時代に生きている。世界経済危機
で、先進国経済は深く傷ついている。ただし、欧州の債務危
機は、最悪期を脱した。アメリカは、新エネルギー革命のな
かで、経済危機を克服する可能性がある。ところが日本は、
東日本大震災後の復興もなかなか進まず、内外に解決が容易
でない複雑な課題を抱えこんだままある。しかも、グローバ
リゼーションの主役は、アジアなどの新興国経済に移りつつ
ある。
　君たちは、井口ゼミの一員として、韓国の延世大学と交流
し、日本政策学生会議にも出場し、日中韓ラウンドテーブル
会合」にも参加する機会を得た。あれらは、一体何のためだ
ったのか。成長するアジア経済と協力し、日本が活力を取り
戻すにも、アジア・ワイドの視野を持った人間が必要ではな
いのか。
　もし、本当に有意義な人生を生きたいのなら、狭い利益ば
かり考える人間になってはならない。知識を覚えこむだけの
学習しかできない人間は役に立たない。世界の変化は早く、
狭い知識など、すぐ役に立たなくなる。複雑な現実とメカニ
ズムを探求する能力や、問題解決の戦略を構想する能力を身
に付けたのか。就職するからと言って、自分に強い目的意識
と優れた能力があるのか。自ら問い直してもらいたい。

卒業論文一覧
　馬　麗麗	 私の目からみた華僑世界とグローバル化
　井上雄太	 日本の製造業を救うには～取るべき対外経済

戦略～
　大岡倫久	 コンパクトシティ実現による地域活性化─各

地方都市からみるコンパクトシティ政策
★北田健人	 潜在的グローバル人材の活用とその方策─

「グローバルな人格ベースを持った人材の育
成・活用という選択」─

　瀬尾拓也	 今後、銀行はどのように収益を拡大すべきか
　陳　　梅	 中国の格差問題
　菅野昌吾	 国内農業を守るために JAが今求められる政

策
　薛　秀娟	 日中の経済発展と人材の移動
　池下礼華	 女性が正社員として働き続けるには
　美馬卓弥	 税における世代間不公平の是正
　韓　　陽	 日中韓三国の家電業界について
　土井俊一郎	 住宅市場の今後と日本経済
　葛上舞子	 日本の平等社会の見直し～労働者問題や社会

保障制度を考える～
　石定佑介	 大規模都市における環境都市実現に向けて
　杉田　亮	 インド経済～ネルーの時代とネルーの功罪～
　谷口智紀	 インド成長ビジネス

市川文彦ゼミⅡ

かんがく人＝“侃諤人”としての飛躍を期す！
　市川ゼミ栄えある節目の、第 X期生諸君へ贈る表題の造
語こそ、学窓を巣立とうとする皆さんへゼミ教員としての期
待を込めた、はなむけの言葉です。「侃々諤々」（かんかん　
がくがく、と読む！）あるいは「侃諤」（かんがく）とは、
元来、遠慮せず議論を恐れずに自らが信ずるところを述べて
いく姿勢のこと。このような意味での“侃諤人”＝かんがく
人として、皆さんが社会にあって、自らの主張を、論理的に、
冷静に、そして明瞭に他者へ伝えられる人物になって欲しい
と願っています。このゼミと経済学部で得た知識と経験を礎
にした、論理立ててのメッセージ発信が出来る“侃諤人”と
して！
　さて、この第 X期はゼミ幹事の K.M 君や K.Y 君の尽力、
取り纏めにより、３年生時には「ゼミ共同研究 2011」とし
ての成果＜日本企業CSR活動の国際比較史的検討＞を発表。
CSR国内調査・高イメージ企業も国際基準では低順位であ
ったり、その背景として各企業の経営特質が長期的な組織成
長径路に依存することをも解明。長浜での夏のゼミ合宿での
準備的議論やゼミ・ロシア研修での得難い経験、他学との数
回のディベート、工場見学など、印象深い二年半でしたね。
　第X期生諸君の“侃諤人”としての活躍をば祈る！
　祝・ご卒業！
	 （F・いちかわ）

卒業論文一覧
　山口公典	 イギリスから学ぶ日本食料問題
★溝渕克馬	 広がる電子マネーとその展望
　下岩昇平	 ソーシャルビジネスの経済効果
　井上卓也	 バラエティー番組のPR
　小浜良太	 CSR活動から見る会社内部への影響
　橋本裕樹	 ガラパゴス化が日本の携帯電話産業にもたら

した影響
　増重大志	 日本の衛生陶器の変革
　近藤慎太朗	 関西学院大学生の電車での行動と吊り広告
　湊　友亮	 AKB	48、歴史でたどるマーケティング戦略
　長島　真	 タバコ産業が経済に与える影響
　田村優樹	 日本の医師不足と医療制度改革
　上仲智也	 大卒新入社員の早期離職の原因
	 ─過去と現在の比較─
　太田晋也	 強力なポテンシャルを秘める次世代自動車
　松田大樹	 行動経済学からみる消費者購買行動
	 ～スーパーミクロ経済学～
　深山規宏	 グローバリゼーションの中の宗教信仰
　吉積雄人	 少子高齢化対策としての外国人労働者受け入

れ
　小川健史	 サブサハラ地域における日本流アプローチの

模索
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上村敏之ゼミⅡ 井上琢智ゼミⅡ

さあ、準備は整った。今、旅立とう！
　経済学部の学生 22名と文学部の学生１名とからなる研究
演習。留学した学生や進路の関係から演習を去った学生もい
て経済学部の学生は 19名になった。それでも、ゼミ委員と
それを支えるサポーターとさらにその周囲に全員が協力をし
てまとまった井上ゼミ。公用の関係でともに学びあうことが
十分でなかったため（ごめんなさい！）、これまで以上に自
主性を尊重した結果が、卒業論文のテーマの多様性。それで
も現代を見る眼の確かさには驚く。論文としての形式は重要
だが、「ものを見る眼」を養うことが大学教育の一つの目的
であるとすれば、大成功か。「個性」とは与えられた「賜物」
であり、「才能」である。それを自らが発見し、それを生か
す道に気付いたとすれば、社会へ旅立つ最低限の条件は整っ
たこととなる。あなたたちが社会に期待している以上に、あ
なたたちの旅立ちと営みを家族、会社、社会は期待している。
その期待に応えることが人としての責務である。
さあ、準備は整った。今、旅立とう。

卒業論文一覧
　三反崎裕子	 オランダとチューリップ－黄金時代のさなか

に起きたチューリップ狂について
　生田結花	 リンゴのなる日本になるためには－混乱する

政権の中で日本をどこへ導くのか
　青山祐亮	 日本カジノ構想
　麻西　俊	 原発廃止による問題点
　安部由佳里	 日本におけるＬＣＣ市場の開拓
　小玉和樹	 南アフリカＷ杯がもたらしたもの
　堀　遼平	 人口減少と日本経済
★川上菜納	 絶対的貧困と相対的貧困の起因とその対策－

諸外国の現状と開発経済学を踏まえて考える
　田中将司	 ケンブリッジ学派－経済学に与えた影響
　平井祥太	 自治体の観光政策による大阪・神戸の経済活

性化
　髙吹健一	 アパレル業界の現状においてとるべき戦略
　鈴木將平	 ユニクロはなぜ売れるのか
　鈴木新也	 将棋の歴史
　井上大地	 オタク文化の可能性
　徳田祐介	 福沢諭吉から学ぶ、これから先の時代の生き

方－激動の時代を生きた偉人の教訓
　荒木大河	 音楽メディアの移り変わりと、日本の音楽ビ

ジネスの展望
　戸田匡憲	 ビールメーカーにおける企業戦略について
　森高大貴	 日本の中高年の自殺－「睡眠」からのアプロ

ーチ
　藤谷昌樹	 資本主義終焉論を考察する

３期生に贈る言葉
　今年１月の最後のゼミで、ゼミ生の皆さんには、２年半の
ゼミ生活を振り返り、最後の言葉を1人ずついただきました。
あの場にいたゼミ生には分かると思いますが、とても印象的
で感動的なゼミでした。上村ゼミ３期生の絆というものが、
ここまで強いのかということを、改めて確認させてもらいま
した。
　皆さんが２年半で得たものは、決して金では買えることは
できない、素晴らしい絆です。強い絆と書きましたが、実の
ところ絆はもろいものです。簡単に捨てることができます。
しかし皆さんは、ゼミの絆の本当の意味を理解していたと思
います。
　上村ゼミは、大学で単位をとるためにあるのではなく、卒
業後に社会に貢献するために存在しています。今後の人生で、
この絆が生きるときが、必ずやってきます。皆さんは、大学
は卒業しても、上村ゼミを卒業したわけではありません。
　上村ゼミは、毎年１月に新年会を行います。ぜひ、お互い
の成長を喜び合いましょう。上村ゼミの絆は、３期生だけで
のものではありません。ぜひ、皆さんの絆を、先輩と後輩を
通した縦の絆に拡張してください。
　大学卒業、おめでとうございます。次は来年の新年会で集
まりましょう。

卒業論文一覧
　山本佳宜	 中距離旅客輸送の競争
　頃安美那	 ゆるキャラ・B級グルメによる地域振興およ

び経済効果
　松原実沙	 環境税導入の効果 -「地球温暖化対策のため

の税」の再検討 -
　鞍谷早紀	 日本の長時間労働
　片山文加	 ラグジュアリーブランドの本質と課題について
　奥野真帆	 女性の就業率と出生率との関連
　吉森絢乃	 少子化問題これから
　新美貴文	 日本のアニメーション産業の展望
　高柳早希	 若年層における日本の雇用問題 - 他国と教育

や社会保障の観点から比較して見える日本の
未来 -

　山田一真	 タイ経済の展望
　吉見沙耶	 日本農業の課題と今後の展望
★荒川浩平	 関西の鉄道における新線建設ラッシュについて
　内樋優一	 国内医薬業界の行方
　表具明宏	 欧州財政統合 - ユーロ危機の現状と今後の展

望について -
　高瀬麻未	 航空業界における LCCの変遷
　塚田圭裕	 データでみる教育 -日本の教育の現状と課題 -
　松山　翔	 沖縄のサンゴ礁が経済に与える影響
　湯口隼人	 累進課税制と社会的格差について - 誰もが頑

張れる社会を目指して -
　川谷　愛	 未来を繋ぐ環境ビジネス
　鎌尾洋輔	 M&Aにおける成功戦略についての考察
　松野孝志	 少年非行に対する経済学的分析
　渡辺侑弥	 メコン地域におけるミャンマーの可能性
　野間皓雄	 ビール業界の今後の展望
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岡田敏裕ゼミⅡ

思わぬ効果
　最後まで卒業研究を続けた学生の卒業論文のほとんどは、
形式や文章の書き方などの点で少々問題が見受けられたが、
内容的には優れたものだった。成績上位のものは例年以上の
出来栄えであった。自信を持ってもらいたい。
　卒業論文を完成させる一連の作業は大変辛いものであり、
そのような苦労をしてまで卒論を完成させるメリットは何な
のかと疑問に感じた学生は少なくないだろう。しかし、しっ
かりとした（単なるリポートではない）卒論を完成させた学
生は、近い将来、その思わぬ効果を実感し、その効果に助け
られることだろう。卒業研究により修得した重要なものは、
専門知識や論文の書き方ではなく、多くの情報から必要なも
のを抽出して分析を行い、論理的に思考し、自分の考えを効
果的に伝える能力である。今は実感できないかもしれないが、
必死に取り組んだ学生だけが、いつかこのことを認識できる
であろう。やった人にしか分かりえない事である。
　卒論のケースと同様に、正しい方法でしっかり行えば多く
のことを得られるのに、自分の限られた知識や噂から、「割
に合わない」と安易に判断してしまいそうになることが今後
あるだろう。このようなときは、そのことに真剣に取り組ん
だ経験のある、信頼できる人の意見を参考にし、その効果を
信じて最後までやり遂げてみることを勧める。

卒業論文一覧
　清水崇弘	 投資と企業価値の相関の考察　－企業はなぜ

投資するのか－
　毛利麻夏	 投資と企業価値　－企業はなぜ投資するのか

－
　松尾安晃	 日米における為替レート変動の分析　- アメ

リカのプライマリーバランスの赤字の影響を
検証する－

　奥田雄馬	 企業固定投資と企業価値の関係　－企業の投
資行動の背景にあるものは何か－

　中里憲弘	 何が国の豊かさを決めるのか　－内生的成長
理論による分析－

　藏本　司	 投資と企業価値
★西浦克俊	 人的資本モデルを用いた国別所得格差の実証

分析

河野正道ゼミⅡ

ゼミの総括
　研究演習入門、I とヴァリアン著「入門ミクロ経済学」勁
草書房をテキストとして輪読を行った。研究演習 II では卒論
の準備として自由研究に入り、卒論指導を行った。今年から
の新しい制度として、卒業論文が必修科目ではなくなった。
松本佑貴君は環境問題を研究し、かなりレベルの高い理論的
レポートも書いていたが、卒論としては提出しなかった。し
かし、ゼミには出席して基礎的な経済理論の学習に励んだ。
今年の研究演習 II の履修者のうち、卒論を提出したのは有馬
佑輔君と石丸達也君のみであった。この２名の論文は共同論
文であり、いじめ問題を経済学的に考察した。インゼミ大会
では、有馬君が発表する予定であったが、都合で欠席し、急
遽、石丸君が発表することになった。ボクシング部で鍛えた
舞台度胸で無事に代役を果たした。一寸先は闇の世の中を、
動じることなく歩む訓練の一助になったのではないか。卒論
を提出した後、桜宮高校の事件など、学校での暴力問題が報
道された。これをきっかけに全国各地から指導者に対する告
発の声が上がっている。卒論を完成するプロセスで、このよ
うな問題に対して論理的に考え、意見をまとめる力が多少は
付いたのではないかと思う。

卒業論文一覧
★石丸達也	 いじめの経済分析
★有馬佑輔	 いじめの経済分析
　宮腰恭平	 自民党政権発足～今後の日本～
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桑原秀史ゼミⅡ

経済政策の奥深さを求めて
　私たちのゼミは、日本経済と経済政策をテーマに、合同ゼ
ミを始めとする諸目標をもって、活発に勉学し、友達同志の
交流を図ることに努めた。情報メディア教育センターを利用
しての統計や計量分析のデータ処理の実習は、今後、有用か
つ実践的な技術となることでしょう。情報センターでの学習
から始まり、世界とアジア経済の動向、中国経済とマーケテ
ィング、流通と産業組織の研究、公益事業の企業戦略と競争
政策、今後の社会保障のあり方、企業経営のケース・スタデ
ィなどを取り上げ、充実したゼミ生活であった。
　とくにブランド・マーケティングの市場調査をめぐる勉強
は、関心の深い、実践的なものであった。合同ゼミナール、
課題レポートの提出、工場見学など、多くの有意義な時間を
もつことができた。なかでも、京都河原町での発表、洛中で
のディベート、烏丸東洞院通りでの夏季合宿などは、思い出
深いものでしょう。阿弥陀堂、奥の院など連なる堂塔の建築
美が山あいに映え、貞観のころからの日本の伝統の美しさと
経済政策のあり方について、語ったことを思い浮かべるであ
ろう。
　将来、ゼミナール諸君が、大きく羽ばたくことを祈って、「高
啓」の詩をおくりたい。
「春風　江上（こうじょう）の路　覚えず　君が家に到る」

卒業論文一覧
　川崎友紀	 日本のベンチャー企業と海外進出先としての

ベトナム
　鳥越早耶香	 花王の革新
★三ッ島伸晃	 関西私鉄文化と地域発展
　藤井滉平	 本当に中国は成長しつづけるのか
　谷澤祐介	 日本の音楽業界はどうなっていくのか
　白澤千明	 農産物ブランドの中国進出の可能性
　尾嶋湧二	 ワコールとトリンプの比較に見る SPAの展

望
　則兼有輝	 日中貿易の構造と日本産業
　川崎麻以	 グローバル経営
　山本脩介	 長瀬産業 180年の歩み
　辻丸優矢	 チェーンストアの展望
　上本周平	 衰退するメガネ市場で成長する JINS の経営

戦略
　廣本一真	 退職給付会計基準の改訂が投資家の行動に与

える影響
　中井愛子	 中国化粧品業界におけるネット通販の動向
　大谷祐介	 旭硝子についての研究と今後の動向
　前川裕太郎	 医薬品業界の現状と生き残りの戦略
　宮永翔太	 鴻海精密工業の台頭の分析と EMS企業の将

来
　村田亜利沙	 人口減少社会の到来
　増本　健	 ビッグデータから見るこれからの IT 戦略
　安高浩紀	 中国における宅配営業

栗田匡相ゼミⅡ

My Endless Love
　君たちの事をどうやって形容しようかと、言葉にしようか
と、この文章を書きながら、昔の、つまりは沖縄とか、白浜
とか、ベトナムとか、タイとか、そして何気ない授業の一コ
マとか、そんなことを思い出しています。ものすごく色々と
君たち一人一人の事を考えていた割には（本当です）、一方
であまり後先考えずに突っ走るつきあいだったかもしれませ
ん（確かに）。イライラさせられることもたくさんあったは
ずなのに、そういうことはなかなか頭に浮かばず、楽しい、
うれしい、笑顔に満ちた日々だけが次々と目の前に、そのと
きの気温や匂いや君たちの声と共にキラキラと浮上してきま
す。とてもとても愛おしく不思議で温かい日々でした。
　僕たちが見た沖縄やベトナムには、深い怒りや悲しみがあ
り、それでいて人間の正しい尊厳と優しさが同居していまし
た。だから、僕たちは世界の裂け目を繕うことの出来る人に
なるべきなのだと思ったわけですね。そう、旅に出る準備は
とっくにできあがっている。なぜなら理解することは、すな
わち旅立つことは、思い出すことに似ているからです。
　でも、とりあえず、僕より早く死なないようにしてくださ
い。そういう親不孝はやめましょう。辛くなったら戻ってく
ればいいのだから。

卒業論文一覧
　立石和己	 中国における地方労働者の就業選択―農村部の労働

者余剰問題と都市部の労働者不足問題の解決法―
　長麻奈美	 LDC 教育におけるドロップアウトの要因に

ついて家庭環境要因と学校環境要因が与える
影響―マラウィの事例より―

　柳　美妃	 ベトナムにおける日系企業立地決定要因―ト
―ビット・モデルを用いた実証分析―

　中須賀麗菜	 海外労働移動の決定要因分析―ベトナムの事
例から―

　上山夏季	 子どもの健康状態を決定付ける要因について
―ベトナムの場合―

　森岡美咲	 社会保障制度を充実させる要因―ベトナムの
現状を探る―

　佐藤文香	 情報アクセス機会が所得に与える影響
　榮口徹哉	 ベトナム農業における中間投資財の実質的効

果―同時決定方程式の利用から―
　後藤達也	 ベトナム農村部における幸福度と米生産に関

する値との関係―北部ホワビン省・南部ベン
チェ省での現地調査から―

★福田彩乃	 ベトナムにおける男女間賃金格差の要因分析
―サンプル・セレクション・バイアスを考慮
した分位点回帰による分析―

　妙見憲彦	 中国政府の教育投資を促す諸要因について―
1級行政区を用いたパネルデータ分析―

　荻野岬平	 ベトナム農村地域における農業生産について
―南部ベンチェ省・北部ホワビン省の例―

　若尾理沙	 中国女性の賃金上昇について―ヘックマンの
二段階推定法を用いた実証分析―

　木島卓耶	 ベトナム農村地域の農村金融について―
2011 年ベトナム農村の調査結果より

　金澤健太郎	 ベトナムにおける男女間賃金格差の規定要因―ブ
ラインダー・ワハカ分解分析手法による分析―

　田中健太	 中国の電力需給量を増加させる要因―パネル
データを用いた実証研究

　松下武史	 ベトナムにおける経済成長と労働移動の関係
―同時方程式モデルを用いた実証分析―

　宮間和香	 ベトナムにおける貧困決定要因―インフラ整
備による貧困削減―

　松永万里	 情報への投資が貧困者の所得に与える影響―
ベトナム農村部世帯の計量分析より―

　宋　雨函	 中国農業の生産要因分析

　前川あゆみ	 ベトナムの医療の現状と課題―都市部と農村
の格差を軽減させるために―
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篠原久ゼミⅡ 小林伸生ゼミⅡ

遠く離れてこそのネットワーク
　チームワークが良く、まとまりのある学年だったなという
のが、小林ゼミ第 6期生に対する率直な印象です。ディベ
ートや研究発表が近付くと、談話室ポプラを覗けばいつも誰
かゼミ生がいて、ホワイトボードを真っ黒にしながら、ディ
スカッションをしていました。皆が大学で過ごしたこの 4
年間は、私自身も職務上多忙を極めていましたが、皆に会っ
て話ができるポプラは、多忙な日々のストレスを癒してくれ
る、心のオアシスでした。
　第 6期生は、関西以外の出身のゼミ生の割合が高い学年
でした。そのこともあり、卒業後の進路は、例年以上にばら
ばらです。地元へ帰る人、関西に残る人、東京に出る人、そ
れぞれが新しい持ち場で、社会人としての第一歩を踏み出し
ます。一抹の寂しさを禁じえませんが、2年半で培われたこ
のつながりは、地域的な遠さをものともしない位強固なはず。
遠くへ飛び立って、新たな場所で力強く、第一歩を踏み出し
ましょう。強い「個」が、与えられた場所で力を発揮しなが
ら、他の世界で頑張っている仲間と、いつまでもつながって
いられる。それこそがネットワークの真価です。
　……しかし、時には、ネットワークのハブ拠点である、上
ヶ原にも顔を出しに来てください。私はこれからも、皆の後
輩たちをビシビシ鍛えながら、待っています。

卒業論文一覧
　中　美咲	 LCCによる地方空港活性化について
　高嵜舞菜	 開発援助のあり方～ソーシャルビジネスの台

頭～
　前田淳志	 産学連携は日本経済を活性化させるか
　佐々木このみ	出生率の国際間差異はなぜ生じるのか
　崎山良太	 我が国の観光市場の現状と将来性～観光立国

の実現に向けての外客誘致～
　瀬見敦之	 日本で成長しうる企業像とは～価値観～
　山黒友紀	 中古住宅流通市場の活性化に向けて
　田ケ谷ゆみか	今後の政策の在り方～過去の反省と現状を踏

まえて～
★奥山佳貴	 学力向上にむけた日本の戦略～負のスパイラ

ルから貧困層を救う～
　杉嶋大嗣	 鳥取県と企業誘致
　浅田悠佑	 ファッションマーケティング
　植本和平	 日本の電機メーカーの今後の成長戦略
　馬谷美羽	 大阪都構想は経済活性化につながるか～財政

面から検証～
　太田幸宏	 日本の新競争戦略～BOPビジネスの可能性～
　東野聖也	 電子マネー普及のために
　津田裕月	 クレジットカードの課題と可能性
　坂本あゆみ	 アジアの人口転換と経済発展
　吉田奈央	 オーストラリア経済の分析
　加藤　駿	 西宮市の商店と阪急西宮ガーデンズとの関係

についての分析
　徳永麻里	 日本自動車産業の今後
　梅垣翔太	 兵庫県における地域活性化～地場産業の活性

化～
　田中梨沙	 観光による地域活性化～長野県における新た

な観光振興～
　小林理究	 格差社会
　田坂あつか	 電力自由化の是非～東日本大震災を経て～

最終ゼミナールと最終講義
　経済学部に専任教員として就任してから６年目の1980年
（昭和 55 年）に、第１期生としての「篠原ゼミ」が始まり
ました。その９年後に１年間スコットランドに学院留学しま
したが、それ以外にはゼミの空白期間がなく、今年の３月の
卒業生は第 32期生ということになります。
　１月 10日の最終ゼミの時間に（教室を変更して）、「アダ
ム・スミスの思想体系」と題して「定年退職最終講義」を行
い、私自身の卒論（「アダム・スミスの資本蓄積論」）から始
まった「スミス研究」の一応の仕上げとなるような話しをい
たしました。私の場合、修士論文も博士論文もテーマはいず
れもアダム・スミスですが、いまだに彼の思想の核心には迫
り切れておりません。今年度のゼミ生は３名が卒論にアダム・
スミスを選び、それぞれ経済理論、修辞学、教育論をとりあ
げ、スミスから何かを学ぼうという姿勢を示してくれました。
当該「最終講義」は数名のゼミ生参加という「さびしい状況」
のもとで始まりましたが、講義終了時点ではほぼ全員がそろ
い、ゼミ生からの花束贈呈という形で最後を盛り上げてくれ
ました。アダム・スミスは近代経済社会の重要な「徳性」と
して PUNCTUALITY（時間厳守）を挙げておりますので、
諸君のこれからの社会生活では、ぜひともこの「徳性」を実
践していただくよう、切にお願い申し上げます。

卒業論文一覧
　嶋田　葵	 人生とは－大きな選択をした３人を通じて－
　好川将史	 エネルギー政策
　尾㟢優大	 チャールズ・ロバート・ダーウィンの軌跡
　藤田穂積	 原子力発電のルーツ
　芝原裕貴	 社会保障制度の系譜と課題　－生活保護・年

金を中心に－
　中川良介	 私的ダウンロード違法化の経済学的効果の実

証分析
　東隆太郎	 ハーバード・スペンサーの教育に対する研究
　濱崎貴広	 日本競馬の発展と海外挑戦
　高田裕人	 食料の重要性と今後の課題
　王　　琼	 「平和」のために「戦う」　－「アラブの春」

は未完の革命－
　田中健士郎	 アダム・スミスの修辞学
　山田昌幸	 日米外交の歴史と今後の展望
　尾㟢正弥	 イノベーションとは　－ヨゼフ・アロイス・

シュンペーターの理論とスティーブ・ジョブ
ズの考え方から考察する－

　足立　将	 『国富論』再考
　瀧内皓文	 入退院を通じて
　高橋佑輔	 大麻について
　藤本将太	 レオナルド・ダ・ヴィンチ　－彼はなにをし

たかったのか－
★村井俊之	 フィンランドの教育
　杉山崇裕	 日富論－アダム・スミスに学ぶ日本復興論－
　寺田和馬	 異彩あふれるインド　－思想と経済の歴史－
　呉本成基	 教育のルーツから貧困問題解決へ
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新海哲哉ゼミⅡ

総括
　研究演習入門では、岡田章著の「ゲーム理論入門」を精読
し、阪大に一人編入してゼミを辞め、研究演習Ⅰでは、Luis	
M.	B.,Cabral	Introduction	to	Industrial	Organization を読み、
夏季のゼミ合宿後、学内ゼミナール大会、立命館大学経済学
部、大川隆夫ゼミ、紀國洋ゼミと合同研究報告会での研究グ
ループ論文を執筆、研究演習Ⅱでは、就職活動後 2名がゼ
ミを辞め、残るは 2人。卒論執筆で頑張りました。必修が
はずれた最初の年度で、教員も学生も根気と忍耐がいるゼミ
でした。こんなゼミもあってもいいと思います。2名のうち
1名は神戸大学大学院博士前期課程に進学予定です。

卒業論文一覧
★三上康介	 固定価格買取制度における均衡量の導出と固

定買取価格に関する比較静学	
　落合　剛	 シネマコンプレックスの普及に伴う日本の映

画産業の変遷と分析

大洞公平ゼミⅡ

大洞公平ゼミⅡ
　卒業論文の作業を通して、一つのことを完璧な形で仕上げ
ることの大変さがよくわかったのではないかと思います。ま
た、日頃のゼミ活動を疎かにしていると、後で痛い目にあう
こともよくわかったのではないでしょうか。普段から横着せ
ずにやるべきことをしっかりやることの大切さは、ゼミ活動
だけでなく広くあてはまることだと個人的には考えていま
す。ゼミでの経験を、今後に生かしてください。ともあれ、
最後まで粘り強く卒業論文を仕上げきったという点には、敬
意を表したいと思います。

卒業論文一覧
★梅本　成	 マッチング理論による結婚ミスマッチの解消策
　藤本静恵	 合理的に非効率をもたらす国民性
　下村くるみ	 環境政策における罰則と報酬
　一條達気	 au の iPhone	4S の販売権利獲得が与える

iPhone 市場の変化
　中谷亮介	 日本プロ野球　選手移籍による戦力格差の是

正
　鈴木健太	 M&A戦略の分析～敵対的買収は悪か～
　後藤　啓	 スターバックスコーヒーの経営戦略
　村上貴則	 新規参入により変化する航空業界
　檜田　良	 企業成長に有益な経営法－内部成長－
　山崎菜生	 コンビニ 24時間営業問題について
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竹本洋ゼミⅡ

最後の卒業生に贈る
・	自分の体は自分で守ろう。残念ながら社会は体をこわした
者には冷酷である。

・	損得の判断だけで人間関係を作らないようにしよう。他人
からも損得の目でしかみられない人間になりたくなけれ
ば。

・	本を友としよう。失意の時や孤独の時にやわらかく支えて
くれるのは、そして得意の時に頭を冷やしてくれるのは、
独りで向き合える本である。

卒業論文一覧
　康　貴碩	 日本の少子高齢化による人口減少
　安部都兼	 道州制導入が日本に与える影響
　源中啓祐	 ２１世紀を創る次世代企業家が経済に与える

影響
　香山宗裕	 近年の大学が抱える現状と課題
　佐川　翔	 インターネットビジネスとＳＮＳの展望
　川嶋勇人	 宇宙開発による経済効果
　内匠佑樹	 日本の自動車産業は今後国際競争に勝ち抜い

ていくことができるか
　久武　僚	 年金の現状と未来
　吉井　遼	 大阪市西成区の現状と課題
　林　大悟	 セブン－イレブンがコンビニ業界で業績が一

番な理由
　菅原隆太郎	 ＴＰＰによる日本経済への影響について
　中津琢磨	 原子力発電にかわる代替エネルギーの可能性
　黄　賢人	 スマートグリットがもたらす経済効果とは
　松田紘士郎	 日本のたばこ産業の現状
★寺内勇人	 なぜ戦時中、日本の貯蓄率は高かったのか

ゼミは卒業後の方がずっと長い
　高林ゼミの 16期生は個性的豊かなお人好し（？）集団で
した。ふだんはのんびりしていても「やるときは絶対にやる
!」というゼミの伝統を引き継いでいました。「超短期集中型」
の頑張りから潜在能力の高さは十分認識させてもらいまし
た。３回生のときにインゼミやWEST（研究論文発表大会）
で見せた粘りや集中力は目を見張るものでした。
　卒論のテーマは以下の通りバラエティに富んでいて、毎年
のことながらちょっと財政学のゼミとは思えません。「地域」
の課題に取り組んだ論文が多いのも最近の特徴ですね。テー
マは自由でも必ずオリジナルなデータ分析を織り込むことを
卒論作成の基本としました。社会に出ても、「オリジナルな
証拠をもとに説得する」という姿勢は持ち続けていただきた
いと思います。
　本当にこの２年半の間、いろんなことがありました。雨中
の甲子園球場にみんなで繰り出して最悪（？）のゲームに出
くわしたこと（2011 年５月 26日ロッテ戦）やディベート
で北海道遠征したことなど、私は生涯忘れないでしょう。ゼ
ミは卒業してからの方がずっと長いのです。５年後、10年
後にさらに成長した姿でお目にかかることを楽しみにしてい
ます。

卒業論文一覧
　清政よしの	 化粧品ビジネスについて
　亀岡夏子	 百貨店の現状とこれから
　中西健太	 競馬に明日はあるのか～中央競馬・地方競馬

の現状から見つめる～
　八木隆幸	 最適な広告方法とは
　岡崎晃典	 沿線から始まる街づくり
　林　幸奈	 東日本大震災が自動車産業に及ばした影響
　佐原　豪	 スポーツによる地域活性化
　関灘純子	 たばこ税と喫煙
★杉内智哉	 消費税逆進性とその緩和策～給付付き税額控

除の試算～（共同論文）
★柘植俊輝	 消費税逆進性とその緩和策～給付付き税額控

除の試算～（共同論文）
　井上聖一朗	 コンビニ産業における立地戦略
　森田有香	 日本とアメリカの投資信託市場の比較～そこ

から見える今後の課題～
　加古真也	 消費税の逆進性とその緩和策～給付付き税額

控除の試算～
　堀本大輔	 難民の実態～諸国との違い～
　木曽聖子	 アイドル産業の経済分析
　山田大樹	 九州の地方銀行と今後の課題
　米澤志織	 パーソナルトレーナーの資格制度を検討する

～独自アンケートにいる分析～
　海老原太郎	 国内外の実情から分析する再生可能エネルギ

ーの可能性
　鮫島和子	 ブライダル市場の将来性に関する一考察－歴

史分析・経済分析による検討－
　角川知里	 地方銀行のこれから－関西の地方銀行の地域

貢献～
　若島直人	 政府、メーカー、小売りの 3点から変えて

いく新たな自動車業界マーケティング

高林喜久生ゼミⅡ
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田中敦ゼミⅡ

笑顔
　笑顔。この言葉がもっとも当てはまるのが我がOゼミで
はないだろうか。
　２年生の時。約３倍の倍率を突破して、このゼミに入るこ
とができた。この時はみな喜んだが、それは始まりにすぎな
かった。先生は笑顔だった。
　３年生の時。先生の厳しくも愛のあるご指導が始まる。発
表の前の日は眠れなかった。発表中も先生の顔色をうかがっ
た。発表後は笑顔で怒られた。笑顔の分余計怖かった。ディ
ベート大会ではまさかの敗北。あってはならぬことだった。
秋のディベート大会。圧勝した。先生は笑顔だった。
　４年生の時。人生の一大イベントの就職活動が始まった。
面接官がやさしく見えたことは先生に感謝したい。就職活動
中でもゼミの発表はあった。発表の前日に心折れ次々と辞め
ていく仲間たち。ゼミでサッカーができなくなり、野球もで
きなくなり、バレーができる人数でとまった。卓球にならな
くてよかったと安堵した。それでも先生は笑顔だった。
　卒業前。残ったのは７人となった。飲み会で予約が不要に
なった。総裁は白川さんでなく田中先生だと思うようになっ
た。先生は常に笑顔だった。
　我ら７人すばらしいゼミにめぐり合えたことに笑顔で感謝
したい。

卒業論文一覧
　李　海寧	 財政危機後のユーロ圏におけるギリシャの行

方
　更谷卓彦	 デフレ下における日本の金融緩和政策の在り

方
　吉本朋也	 同上（共同研究）
　森本貴大	 同上（共同研究）
★小林裕介	 信用金庫の経営戦略～どのような形で地域経

済に貢献していくのか～
　太田晃太郎	 日本農業再生への考察－カロリーベース自給

率向上に向けて－
　柏井俊樹	 日本の林業再生に向けての補助金政策

寺本益英ゼミⅡ

卒業生へのメッセージ
　このところ報道に注目していると、安倍晋三首相が連日「安
倍政権は政策の一丁目一番地を経済の再生と位置付けていま
す」と訴えているのに気づきます。日本は今、様々な課題に
直面していますが、首相は経済問題に最優先で取り組まなけ
ればいけないという認識を示しているのです。就職につなが
るかどうか不透明のため、経済学部はあまり人気がなく、資
格をとれる学部が評価される傾向が続いているようですが、
実は今こそ経済学部生が力を発揮し、経済再生のリード役に
ならなければいけません。
　経済は企業・家計・政府の３主体によって動かされていま
す。これは我々が何らかの職業につき、給料をもらい、消費
生活を営んでいることと、税金を納め、公共サービスを受け
ていることを想定すれば明白です。しかしこの単純な図式の
中に、難問が山積しており、壁にぶつかっているのです。
　私は卒業生のみなさんに、この難局打開のために先頭に立
ってがんばってほしいと思います。経済のどこに問題がある
かを分析し、経済学の正しい知識に基づいて適切な行動をと
り、豊かで幸福な経済を実現してほしいと願っています。
　ご活躍をお祈りいたします。

卒業論文一覧
　松本直人	 食の脅威から学ぶこれからの食の安全・活性

化への道
　北川達也	 トヨタショックにおけるトヨタ自動車の生産

方式の欠点と愛知県の雇用状況・トヨタ自動
車の雇用制度の見直し

　西村　遼	 これからのエネルギーを考える
　馬場裕隆	 最適な高齢者の暮らしとは
　井上みなみ	 日本音楽産業の現状と今後の課題　－インタ

―ネット時代における音楽産業の可能性－
★森　一磨	 少子化対策の過去・今・未来
　宇都野藍	 最近のプライベートブランド
　寺田賢剛	 大阪・堺市の歴史と経済
　河合佑亮	 クリエイティブ都市の形成に向けた神戸市の

取り組みについて
　橘高　真	 家電系３社に未来はあるのか
　山田雅弘	 地域銀行の今後の可能性とは
　馬渕祐也	 LCCの参入による航空革命の影響
　池内健人	 日本の長時間労働
　西尾達也	 地方経済活性化の一つの手段としてのプロ野球
　岡　亮二	 ディズニーランドの一人勝ち戦略
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豊原法彦ゼミⅡ

コンピュータで遊ぶ
　わがゼミでは、2.5 年間にわたって、luna を使いながら基
本的なソフトに加えＲ、maple などのソフトを使って統計分
析を研究しました。またインゼミ大会では準備に時間をかけ、
アンケートを行いながら「地域政策、データ分析」について
報告しました。さらに報告自体を１つのプロジェクトとしそ
れをマネージメントすることも学びました。そしてゼミの総
決算である卒業論文では各自の関心に従って、宇宙産業、水
ビジネス、ユニクロなど幅広いテーマでデータ分析を行いま
した。
　社会に出るとしばしば決断を求められます。そのためには
情報収拾が欠かせませんがたとえインターネットでたくさん
の情報を集めたとしても、そこに不確定な要素がある限り必
ずリスクが伴います。予想外の事態を少しでも減らし、よい
結果を導くためには事前の備えつまりシミュレーションをし
っかりしておくことが重要です。そして一度意思決定すると、
あとは熱意を持って一気に事を進めなければことは成就しま
せん。もちろん、今後の情報環境が大きく変化していくこと
は間違いありませんが、ゼミで学ばれた情報分析能力が皆さ
んの今後に少しでも役に立てばと願っております。

卒業論文一覧
　平原　遼	 日本の外国人労働者問題について
　本田康二	 日本における宇宙産業の利用と経済発展
　村田裕介	 TPP参加における日本への影響について
　木村　晋	 日本の人口問題ついて
　三宅正大	 格付け業界の未来
★柴田靖之	 日本は水ビジネスで成功できるか
　戸松健太朗	 スポーツビジネス
　加藤　誠	 自動車の電子化による生産方式の移行
　王子康智	 ユニクロ経営戦略について
　嶋崎俊也	 日本のマスメディアについて　～インターネ

ットの出現～
　佐野弘貴	 円高から分かる日本経済の状況
　西本拓弥	 消費税増税問題について　～日本経済に及ぼ

す影響～
　塩田文香	 女性の社会進出について
　中藤将太	 フリーターの増加について
　平子裕司	 野球と確率
　金丸　拓	 我が国“ニッポン”　～中国との比較から～

利光強ゼミⅡ

「どうにか研究活動もがんばった」
　09年度入学のゼミ生は、当初２１名で出発したが、現在
1名が海外留学中であり、1名やめたので、最終的には 19
名での卒業となる。この期のゼミ生のうち 5名が研究演習
Ⅰの 12月に学習院大学で東京の 4私大（上智、中央、法政、
学習院）との合同ゼミナールにおいて研究発表を行った。そ
れなりの発表ではあったが、東京の大学生のレベルの高さに
少しばかり忸怩たる思いをしたかもしれない。そのことを糧
に、今後、一社会人としてがんばってもらいたい。

卒業論文一覧
　都出貴之	 国際経済史
　松成亮	 中国市場は魅力的であるかー所得格差による

消費の制約ー
　岡田聡一郎	 カンボジア経済の現状とこれからの展望
　井上　諒	 ペット産業の実態と今後の動向
　永井　了	 オフショア開発の経済効果
　古枝亮輔	 音楽と経済学－へヴィメタルの未来－
　高橋和也	 税効果会計の経済分析
　結城建人	 中国の経済成長と日系企業
　渡邊大貴	 TPP 参加における日本への経済効果ー農業

に対する影響ー
★伊藤有佑	 東南アジアにおける教育と経済成長
　高山寛正	 サッカーと経済効果ーJリーグと地域活性化ー
　稲岡洋介	 東日本大震災と今後の日本経済
　井土翔太	 日本企業の中国進出
　篠原秀典	 直接投資と立地選択－これからのアジア経済－
　井林　章	 原発と今後の経済の動き
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野村宗訓ゼミⅡ

世界を広げる
　２回生秋学期からプレゼンとディベートを中心に、ゼミ旅
行や飲み会、OP生や卒業生との交流など、忙しい２年半で
した。ゼミ募集で約束した通り、ほとんどのメンバーがどこ
かで何らかの役割を果たしてきたはずです。面倒なロジ周り
の仕事をした人は、会場設営や予約手続き、見積もり作成な
どでそれなりに苦労したかもしれませんが。
　週１回のゼミでは得られる知識も限られるため、就活に向
けたインターンや外国旅行も強く勧めてきたつもりです。日
程や金銭面での事情もあるなかで、思い切って行動に踏み切
った人もいれば、思うように経験を積むことができなかった
人もいるでしょう。授業とバイト、クラブ・サークルだけの
生活でも、それなりに充実していたと思います。
　いつも「就職するとまとまった時間はとりにくくなるから、
海外へ行くなら今しかないよ」という助言をしてきました。
資源争奪や国境線をめぐる紛争が増えているからこそ、地球
人として生きていく必要性も高まっているのではないでしょ
うか。就職先が関西でよかったとか、地元に帰れるので安心
という発想も否定しませんが、今後も自ら世界を広げる気持
ちは持ち続けてほしいと願っています。

卒業論文一覧
　東　大雅	 トップ営業マンになるための営業過程の研究
　中嶋　慶	 電気自動車は本当に普及するのか
　檀野早希	 消費税による幸福度　―デンマークから学ぶ

こと―
　中川詩麻	 原子力とエネルギーの未来　―ドイツの実例

から考察する―
　松本光加	 円高の善と悪
　奥田真弓	 不動産業界の現状と課題　―これからどうな

る不動産業―
　寺山阿須沙	 非正規雇用の現実と今後の雇用改革　―職業

能力開発社会実現に向けて―
★山口　誠	 地方都市活性化と鉄道政策　―コンパクトシ

ティを核とした政策―
　牧田彩美	 安心できる安全な食生活のために　―互いの

信頼関係が築く安全な食卓―
　若佐谷薫	 資源小国、日本におけるベストミックスとは

　―欧州との比較から考察する―
　中野亜梨花	 雇用ミスマッチ　―就職活動のあり方―
　野崎紗都子	 女性の選択　―脱少子高齢社会―
　三宅直人	 車載用リチウムイオン電池市場において日本

が勝つにはどのような方策があるのか
　福良崇迪	 日本の電力自由化の今後	
　森田亮祐	 日本における地熱発電の優位性
　柴尾衣美	 再生可能エネルギー　―安心・安全な未来へ

の希望―
　布施絵莉子	 地域とエネルギー
　森本有莉佳	 日本は韓国から学ぶべきか　―家電メーカー

にみる企業の実態―
　大西祐里	 世界で進む電力自由化と日本における自由化

の展望
　森　越朗	 広告媒体の変化
　新井国人	 通信販売の可能性　―カタログからインター

ネットへ―
　木佐直幹	 東日本震災後の日本とスマートグリッド
　谷口将大	 北陸新幹線　―地域活性化とその先へ―
　田口紗也	 生活保護における闇
　矢野真衣	 日本女性が変える経済　―男女平等雇用実現

への模索―

林宜嗣ゼミⅡ

卒業おめでとう。そして、ありがとう。
　25期生のゼミ活動は共同研究で始まり、初めての個人研
究である卒業論文作成にたどりついた。卒業論文の採点を終
え、どれもが力作であったことはとても嬉しく、これまでの
努力が実を結んだことを心から喜びたい。
　ほんとうにあっという間の２年半だったような気がする。
２年数ヶ月前にまだ幼さを残してゼミに入ってきた 25期生
が、ゼミでの報告、討論会などを経て大きく成長した。もち
ろん、就職活動も含めて本当に忙しく、大変な２年半であっ
たことと思う。そしてこの期間がゼミ生にとって山あり谷あ
りであったことは容易に想像がつく。とくに、ゼミが選択制
になった初めての学年であり、しんどいゼミから抜け出した
いという気持ちが湧いたかもしれない。しかし、大変だから
こそゼミ生活は楽しく有意義だったのだろうし、共同研究や
イベントを通じて培われた友情は、きっと卒業後も消えるこ
とはないと思う。
　研究以外にもさまざまな思い出がある。ゼミ旅行、夏の北
海道合宿、京都での合宿、学祭での模擬店出店、コンパ等々、
さまざまなイベントを楽しませてくれた。精神的に最も成長
するこの時期に時間を共有できたのは幸せなことであり、ゼ
ミ生に感謝しなくてはならない。

卒業論文一覧
　山田隆允	 統計学的観点による 2013 年度プロ野球セ ･

リーグのペナントレース予想
　住川仁美	 少子化の要因分析─効果的な少子化対策とは

─
　矢島里奈	 関西人と関東人のテレビ嗜好の違い
　水野雅登	 ゲーム機市場の勝因分析
★山城ももこ	 ファストファッションブランドの消費者動向

─関西学院大学経済学部編─
　松浦圭佑	 総合商社の今後の在り方
　橋本奈苗	 航空業界の現状と展望─収入の変動要因分析

を用いて─
　内山　芽	 女性の就業継続に向けた研究
　西森新司	 スウェーデン・日本の年金政策分析
　御子柴嵩	 教育的観点から見たOECD加盟国の国際競

争力の要因分析
　伊永恭子	 宝塚花火大会の経済波及効果
　後藤太智	 高校野球において先制点は重要か？─先制点

から見る勝てる試合展開─
　広瀬一優	 建物火災の要因分析
　楠田真梨	 幼保一体化について
　常光康彦	 人口と経済成長
　古賀隼人	 医療費の地域格差の要因分析─格差を是正す

るには─
　中山麻衣子	 フリーターの実態と増加の要因分析
　山上麻衣	 離婚の決定要因について
　石森一基	 幸福度から考える世代別考察─住みよい都道

府県は何処か─
　櫃本紗代	 J リーグ観客動員数の決定要因分析



Econo Forum 21／March 2013 80

●
研
究
演
習
Ⅱ　

学
生
氏
名
・
論
文
タ
イ
ト
ル
の
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
★
印
は
優
秀
論
文
で
す
。

ゼミ総括
　2009 年 9 月から 2010 年９月までの 1年間、イギリス
のロンドンにある大学へ客員研究員として派遣され、中央銀
行に関する研究を行った。2008 年の「リーマンショック」
によりアメリカのサブムプライムローン問題が世界的な金
融・経済危機に発展し、それがやっと収束しつつあった
2009 年秋に、ギリシャ危機の勃発とギリシャ国債価格の暴
落（利回りの高騰）が発生し、さらに 2010 年春にはユーロ
圏の南欧諸国（PIGS）ソブリン・デット危機を引き起こし
てしまった。現代の世界各国がいかに密接に政治・経済関係
を構築しているのか、グローバル化がいかに進展してきたの
かを実感させられた。
　今春卒業する春井ゼミ生は総勢 19名と平均的なゼミの規
模であるが、「ユーロ危機』の問題を中心にゼミを展開して
きたが、これは現代のわれわれがおかれている世界の政治・
経済環境についての関心とそれを深く洞察する分析力を身に
つけることを意図してた。卒業するゼミ生１人ひとりが高い
学識を身につけて、社会に飛び立っていくことを心から祈念
するものである。

卒業論文一覧
　太口裕介	 ブレトンウッズ体制崩壊後の為替レート制度

の変遷と国際通貨危機問題のこれから
　圓谷健二	 日本における現在と今後の貿易について
　西村　悟	 日本のＴＰＰ参加の是非――欧州経済危機か

ら学び、次に活かすために――
　北條心也	 東アジア通貨統合への課題と日本の展望
　堤　健太	 Ｊリーグの成功について
★白井元貴	 格付けとデフォルトの関連性について
　大矢匡志	 ＴＰＰとアメリカの知的財産権保護
　的場　順	 ギリシャ危機から派生したユーロ危機からの

脱却
　山本翔平	 ユーロ危機からまなぶ、日本への教訓
　陳　多	 ロシア経済発展およびＥＵの発展との関連
　横山真人	 地方銀行と地域発展

原田哲史ゼミⅡ

ゼミ１期生へ
　22年間教えた他大学からこちらに来て、初めてのゼミ生
が君たちであった。立派な偏差値の関学生なら自主的に勉強
してくれるだろうと思ったのだが……、そういうわけにもい
かないことが分かり、途中でしっかり締めていったら、逆に
脱落者が増えていったのには正直まいった。私にとって君た
ちの指導は転職にともなう適応のプロセスでもあり、おかげ
でここでの指導方法がそれなりにつかめたので感謝してい
る。他方、本気になればできる君たちの能力を充分に引き出
せなかったかもしれず、その点では申し訳なく思っている。
　とはいえ、何度かのコンパや、徳島でのゼミ合宿、ユーハ
イム本店への訪問、映画（?）鑑賞などそれなりに面白いこ
とをともに体験することができたし、また卒論では各自の関
心に応じたテーマでのプレゼンで楽しませてもらった。最後
まで残ったゼミ生はプレゼン・討論の能力でも人間的にも成
長しているので、それを基礎に今からゼミを始めたいような
気持ちに駆られるが、そうもいかないのが残念である。
　すでに言ってきたことだが、一流になるために一生懸命努
力すること、ひとつの目標を定めたら全体を自分で思い描い
て最後まで成し遂げること、運命が厳しくても自分のできる
ことを追求して活路を開いていくこと、これらを忘れずに今
後も頑張ってほしい！

卒業論文一覧
　村岡弘太郎	 ドイツと日本の食文化
　藤田　祈	 情報技術革新が経済社会に与える影響
　竹内慎哉	 トヨタとベンツの比較
　和泉宏次朗	 イタリアと日本の食文化
★山田浩毅	 欧州の交通事情から学べることはないだろう

か
　嶋田陽一	 「下流」化論の諸相とその連関
　岸本　淳	 日本の農業と TPP
　堀　和真	 外国人から見た日本社会
　松岡太一	 ドイツと日本のエネルギー供給問題の比較と

環境問題
　末永健悟	 フランチャイズ・システムの現状と問題点

春井久志ゼミⅡ
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東田啓作ゼミⅡ

今年の 4 回生は・・・
　4回生のゼミ生のみなさん、ご卒業おめでとうございま
す。2回生の秋から 2年半、僕のわがまま（？）にお付き合
いいただき、どうもありがとうございました。
　今年は、学部の規定よりもずっと長い卒業論文を、それぞ
れが頑張って仕上げました。データを集めたり、自分でアン
ケートをとったりして、統計分析（多変量解析、重回帰分
析）を行った人も多かったです。学部の卒業論文の水準とし
ては、とても良いものがたくさん出来上がったと思います。
　この学年は、良い意味で大人だと思います。他のメンバー
より勉強や卒論が進んだ人は、いやがらずに遅れている人の
卒論を手伝ってあげてくれました。下級生の面倒も見てくれ
ました。とても感謝しています。
　それから、不思議なことに、それぞれが好きなことを自由
にやっているにもかかわらず、2回生のころより仲がよく楽
しそうでした。今年度はゼミが 2限だったのですが、ある
ときゼミが終了してから 30分以上たったころに忘れ物を取
りに教室に戻ったことがありました。そしたら、みんなで輪
になって座って楽しそうにおしゃべりしていました。とても
微笑ましかったです。
　できれば、今後ともよろしくお願いいたします。

卒業論文一覧
　大谷亮太	 マイタンブラーのすすめ
　北野勝也	 日中間における廃プラスチック貿易の経済分

析
　田邊有惟	 水ビジネスを制するために日本が行うべき戦

略
　山口耕平	 都市鉱山の有効活用　－携帯電話のリサイク

ル率を上げよう－
　横内誠史	 ハイブリッドカーの普及　－消費者意思決定

理論－
　大井千聖	 人はなぜ行動を我慢できないのか？　－衝動

買いのメカニズムと自己制御資源－
　清家康平	 生物多様性の経済価値評価　－夙川・六甲山

の経済価値評価－
　信保武志	 日本を救おう　－海洋資源メタンハイドレー

トの開発－
　陸野友太	 中学年代におけるサッカー選手の特徴分析
　坂口良介	 卒業論文の選択科目化を踏まえた今後の学校

教育の在り方
★澁谷百合子	 ドイツに学ぶ太陽光発電の普及政策
　野田ちとせ	 食糧問題と貧困
　木口屋竹志	 災害廃棄物の最適な処理方法
　岩崎由華	 日本における電力自由化について
　倉田駿平	 インド農村部の経済発展
　長谷川貴一	 日本に求められる賃金体系
　三澤優香	 太陽光発電を普及させるためには
　泉本泰宏	 文楽　－歴史的経緯からの助成金問題考察－

平山健二郎ゼミⅡ

平山ゼミ 14 期生総括
　平山ゼミ 14期生も本の書評を 6本書いたり、毎日 1人ず
つ日経新聞の記事コメントをしたり、株式ポートフォリオを
組んだり、企業訪問したり、日経 TESTを受験したり、2年
半でディベートを全部で 8試合したり、インゼミ大会で研
究発表したり、海岸で BBQしたり、ゼミ合宿したり、と数
多くの活動に参加してくれました。早稲田・同志社との対戦
にために東京遠征した際には、東京証券取引所や日本銀行の
見学もしました。それが今後、役立つのかどうかよく分かり
ませんが、平山ゼミとして一致団結してあたったことは良い
思い出になる筈です。
　進路も企業・公務員・専門職と多様ですが、卒業後も交流
を暖めて頂ければと願う次第です。
　ゼミのときに何度も「情けは人のためならず」と申し上げ
ました。（自分のことは棚に上げまして）人のために働ける人、
人を喜ばせる人になってください。諸君の社会でのご活躍を
心より祈念いたしております。

卒業論文一覧
　古根川桂	 東京ディズニーリゾートの成功：経営戦略か

ら分かること
　田中祐衣	 行動経済学は政策に役立つのか？
　奥谷寛晃	 コーヒーとフェアトレード
　吉川祐介	 音楽産業の現状と今後について
　中村丘史	 メガバンク化の選択における妥当性
　高橋悠介	 生涯賃金～大卒は経済的に得か～
　鈴木唯弘	 メガバンク化の選択における妥当性
　村木俊哉	 欧州財政危機からの欧州経済の復興
★小林耕平	 日本の株式市場における小型株投資とバリュ

ー株投資の有効性
　貫見優太	 日本証券市場の活性化は、日本経済回復の手

段に成り得るか
　安武祐輝	 グローバル経済における日本企業のM＆ A

成功要因
　西村美緒	 国際財務報告基準～利益をとらえるアプロー

チに注目～
　藤本三智姫	 日本が少子化社会を脱出する道はあるのか
　林田泰佑	 コーヒーとフェアトレード
　高柳実奈	 行動経済学は政策に役立つのか？
　岩崎翔吾	 欧州危機を通して考える日本への影響
　西脇健人	 ソーシャルゲーム市場
　萩尾幸治	 東日本大震災と日本経済への影響
　吉村　潤	 ユーロ危機と日本の共通点 : 日本が財政危機

を迎えないために
　藤本昌宏	 買収防衛策の導入は必要であるのか
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藤井英次ゼミⅡ

“No pain, no gain”
　大学における学びの集大成として、ゼミ生が知的にも精神
的にも独り立ちすることを求められた 1年であった。就職
活動と重なる時期もあって、受講者にとってはしんどい 1
年間であったとは思うが、苦しみもがいた分だけ実りも多く、
卒業研究をやり遂げた者は実際にやり遂げる事でしか得るこ
との出来ない自信と誇りをもって、充実感に満ちた表情で卒
業を迎えた。こつこつと積み上げてきた経済学の基礎の上に
立って、自らの関心と視点から現実の国際経済・社会の課題
を取り上げた意欲的な卒業論文が並んだ。「自らの付加価値
は何か」と繰り返し問われた卒業研究は、本ゼミの学びのモ
ットーである“no	pain,	no	gain”そのものであり、それを
実践する過程で得たものは一生の財産になるだろう。
　最終授業における議論では受講者がほぼ反射的に「経済学
的に考える」姿勢を身に付けている事が窺え、初めて研究室
に訪ねてきた頃の様子を思い起こしてはその成長ぶりに目を
見張った。安易な妥協を重ねて楽な方向に流されることなく、
最後まで「成長したい」という志を貫いた記念すべき第 1
期生の面々を指導教員として敬意を持って送り出したい。実
社会での活躍を祈念しつつ。

卒業論文一覧
　近藤洋行	 為替レートの変動が日本の貿易に及ぼす影響

についての分析　～二国間レートと実効為替
レートの比較を用いた検証～

★影山りえ	 海外直接投資が受入国の雇用に与える影響　
―産業別比較分析―

　安藤早紀	 為替変動が企業業績に及ぼす影響：金融業と
製造業の比較研究

　香西直美	 円高による日本の輸出企業への影響と対策
　猪元恭宏	 災害が為替レートに及ぼす影響
　横山　崚	 世界各国の犯罪発生率とその経済的要因

藤井和夫ゼミⅡ

「前進あるのみ」
　ゼミに入った当初から、この 2年半で皆さんは大きく変
わるはずです、と言い続けてきました。
　これまで結構長くゼミを担当してきた感想なのですが、多
くの学生が、「大学生になる」ことなしに、つまり、自分が
何者であるか、あるいは何者でありたいかを考えることなく、
何を学ぶべきなのかわからないまま入学してきます。それゆ
え、2年生の後半からのゼミでは、知識を学び身につけると
いうよりは、社会の中の自分の位置づけを手探りしながら、
もっぱら何かを学ぶ基礎と気構えを作り上げることに費やさ
れます。皆さんの２年半はそういう時期だったと思います。
　ゼミの中で、皆さんは一歩前進します。2年半経って気づ
けば大きく変わっています。その間、ゼミで何かを教え込も
うとしても無駄です。実は、何かを身につけていくのはこれ
からです。本当はここから大学生活を始めてほしいのですが、
無理には引き留めません。
　ただ、前進あるのみ。これからの皆さんを楽しみにしてい
ます。

卒業論文一覧
　諏訪弘樹	 一般消費者にとって電子書籍は必要であるか
　佐々木啓太	 消費者から支持されるファッション企業とは
　平野　萌	 いかにして、日本の富裕層を投資に向かわせ

るか
　小柳和也	 日本カジノ合法化への道
　竹内利彰	 日本における米消費拡大への道
　中野　翔	 国内スマートフォン産業の今後
　上田慎也	 国内市場における日本のたばこ産業の未来
★南出仁嗣	 中小企業の可能性
　喜多　舞	 水ビジネス－日本企業の競争力向上に向けて

－
　野口奈津美	 女性の社会進出の推進－ワークライフバラン

スの実現－
　小山雄介	 スマートシティ実現による日本再生
　高田和徳	 緑茶の昔、今、これから－緑茶は世界ブラン

ドになれるのか－
　眞鍋拓馬	 領土問題を抱える日本の国防費は現在の額で

十分であるか
　藤林拓也	 粉飾決算防止における監査役の役割
　木下郁美	 我が国における電子決済の可能性
　山本　潤	 商社ビジネスを追って
　嵯峨拓真	 グローバル資本主義の問題とその影響－新し

いグローバル経済の模索－
　高岡ゆい	 清涼飲料から見るロングセラー商品の戦略
　谷川原彩	 消費行動からみるコーヒービジネスのゆくえ
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藤原憲二ゼミⅡ

ゼミの総括
　第 1期生である。留学先のカナダで事務室からメールで
送られてきた志望理由書を読み、どんな学生なのか分からな
いまま 18人で出発した。欠席が多く単位を落とした人、ク
ラブに専念するために辞めた人がいて 16人になった。授業
中は勉強だけに集中しそれが終わると各自のやりたいことに
専念するという目標は達成されたと思う。授業中に学んだグ
ラフや数式は忘れてもよいが、ゼミで養ったこの姿勢は社会
人になっても維持してほしい。
　卒業生へ 2つ願いがある。まず時間を守ること。就職活
動が終わって気が抜けたのか、4年生になって授業開始直前
にメールで欠席や遅刻を知らせたり無断欠席する人が多かっ
た。携帯やメールが使えるからといって時間をおろそかにし
ないこと。そして適度に休むこと。これまで仕事を頑張る余
り体調を崩すことが度々あった。若いから大丈夫だと思って
いたが、最近は仕事もスローペースにしている。このゼミの
目標通り、集中するときには仕事に専念しそれが一段落つけ
ばゆっくり休むようにしてほしい。

卒業論文一覧
　原田拓哉	 日本の貿易相手国としての中国とアメリカの

違い
　茨木啓次	 円高不況下で日本政府が今後とるべき政策
　田中健太郎	 日本の TPP 参加意義と日本経済に今後期待

される役割
　椋尾俊亮	 米国発の世界金融と欧州危機の行方－ギリシ

ャ危機に端を発して－
★岡島良典	 イギリス経済と日本経済
　桐山伸人	 日中間貿易の将来
　山中浩行	 開発援助と日本のODA
　谷野稜太	 国際経済史
　池宮輝一	 日中貿易の経済分析
　青沼佑樹	 国際経済危機の日本への影響
　北原礼都	 BOPビジネスについて
　甲斐浩介	 東南アジアの経済発展について
　深井友貴	 国際貿易の問題点とその解決策－貿易で途上

国が豊かになるには－
　服部祐樹	 ギリシャ危機から見る欧州金融危機
　久米洋希	 中国市場の拡大が日本に与える影響

前田高志ゼミⅡ

誇りと希望
　世に出る皆さんを、誇りと希望をもって見送ります。プロ
ジェクト研究への渾身の取り組みと報告会での地方議員や自
治体職員、ＮＰＯ関係者、他大学の先生方を前にしての立派
な報告、研究報告書の発刊、名市大・関大・同志社との合同
報告会、ゼミ合宿、新月祭出店、懇親会、クリスマス会、お
誕生日会、女子会、大阪女学院の高校生のための模擬ゼミ
･･･ 学びも遊びもすべてに最高のゼミでした。これからいよ
いよ人生の本番、いろいろと辛いことも多いでしょうが、皆
さんなら大丈夫です。誇りをもち胸をはって陽の当たる道を
歩いていって下さい。
　最後に、私の好きな映画「ニューシネマパラダイス」の中
で、故郷から旅立つ青年サルバトーレ（トト）に、彼を幼い
頃から父親代わりとして愛しんできた老映写技師のアルフレ
ードが告げた別れの言葉を送ります。

　　　　戻るなよ
　　　　私たちを想い出すな
　　　　手紙も書くな
　　　　郷愁にくじけずに　すべて忘れろ
　　　　我慢できずに戻ってきても　うちには入れない
　　　　いいな
　　　　何をするにせよ　それを愛せ
　　　　子供の頃　パラダイスの映写室を愛したようにだ

卒業論文一覧
★湯浅美穂	 日新信用金庫の成長戦略－京都中央信用金庫

との比較による考察－
　三好亮太	 過疎地域の活性化が与える日本への影響
　鎌田早紀	 商店街の活性化～高齢者の住みやすいまちづ

くりのために～
　西岡正之	 経済思想から経済政策を考える
　鷹尾実和	 太陽光発電の今後を考える
　遠藤洋紀	 スポーツによるまちづくり～スポーツが地域

に与えた影響とは～
　芥川　睦	 サード・セクターとしてのNPOのあり方
　小森　彩	 農産物の地域ブランド化～京野菜を事例とし

て～
　市川真実	 信用組合の現状と在り方～豊橋商工信用組合

が生き残っていくためには～
　島本綾香	 北欧型福祉国家から日本が学ぶべきもの－経

済状況・税制の比較－
　長田彰紘	 消費税増税による社会への影響
　清水菜都美	 住みやすいまちづくりとは－東大阪市を事例に－
　櫻間康介	 地域活性化における地方銀行の役割と今後
　上岡　誠	 商業を中心とした地域の活性化（大阪市）
　重久優也	 日本の音楽産業の現状と今後の展望～デジタ

ル社会でどのように発展していくべきか～
　中永椋友	 日本郵政の今後
　小銭美穂	 生活保護の現状と未来～最後のセーフティネ

ットのあり方～
　秋月大和	 ブームとその経済効果～マラソンブームを例

に挙げて～
　美田嘉行	 大阪市経済の活性化－大阪市の観光産業から

の分析－
　伊藤健一	 消費税の逆進性
　土村亮太	 徳島経済と徳島銀行の役割
　奥野彰仁	 スマートグリットによる日本の経済効果
　甲山敬悟	 日本特殊陶業の現状とこれから
　岩本悠里	 ネットワークビジネス（ＭＬＭ：マルチ・レ

ベル・マーケティング）について
　田部　翠	 学童保育と指定管理者制度の関係
　河野桃子	 非正規から正規への転換
　堀越早由希	 日本の消費税のあり方
　畑中智絵	 フランス・リール第１大学留学中
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松本有一ゼミⅡ

また会う日まで
　今期のゼミは、研究演習が選択科目になって最初のゼミで
す。そのため途中で抜けた人がいますが、下記の卒業論文提
出者が最後まで残った人たちです。卒論を提出しなかったけ
れど一年半以上同じゼミで学んだ人たちの氏名を記録として
残しておきます。春日井翔太、中戸進哉、土居通也、米田俊
一、荒武信吾、長見祐樹、皆見圭亮の７名です。
　ゼミ活動としては特段のことは出来ませんでしたが、みな
さんはゼミ外で楽しい活動をしていたようです。卒業しても、
これから更に厳しい現実があります。健康には気をつけて、
社会の荒波と戦ってください。Bon	voyage.　

卒業論文一覧
　町谷和基	 次世代を牽引する自動車
　岩本浩希	 日本における環境税の現状
　上元雄太	 排ガス規制と自動車産業
　藤川洋基	 循環資源・廃棄物の越境移動―アジアを中心

とした国際資源循環体制
　石田陽平	 環境税の導入と競争力への影響
　栗巣脩平	 新エネルギーの現状と今後の展望
　笠松友樹	 西宮市でのエコシティ提案
　山下拓洋	 スマートシティ構想
　山崎敦史	 次世代エコカー　燃料電池自動車の可能性
　稲葉　秀	 日本の環境税の望ましいあり方
　中村尚寛	 スマートグリッドと再生可能エネルギー
　島田恭兵	 経済活動と環境保全の両立は可能か？
　平　拓也	 容器包装リサイクル法の定めるリサイクルと

その実態
　佐々木健斗	 風力の未来―風力発電の現状と動向
　山森隆広	 地球温暖化に伴う気候変動とその経済的リス

ク
　笹井貴文	 資源と教育を考える―次世代の「持続可能な

社会」
　上田浩捷	 排出量取引
★遠藤　興	 スマートシティにおける環境ビジネスの今後
　宮滝悠佑	 ハイブリッドカーの未来―トヨタ・ホンダの

戦略を比較して

村田治ゼミⅡ

2013 年 3 月卒業
　今年卒業するゼミ生は、いつもながら個性的なゼミ生の集
まりでした。そのためか、研究報告では質の高い論文に仕上
げてくれました。
このことは、WESTでの発表やと東京での ISFJ での報告な
どに反映されています。卒業してからも、ゼミの友人を大切
にして、お互いに切磋琢磨していくことを願います。
また、社会に出たら、上司や同僚など人間関係に煩わされる
こともあると思いますが、小さなことを気にせず、自分の信
じた道を進んで行ってください。決して諦めないで、自分の
可能性に挑戦していってください。皆さんの活躍を期待して
います。

卒業論文一覧
　藤井達貴	 発送電分離による電力自由化が日本経済に与

える影響
　小林　匠	 ミャンマーの持続的な発展に必要なものとは
　永野真弓	 TPPが農業にもたらす影響
　濵浦　凜	 私的コピーがもたらす経済的影響
　太田　亮	 輸出企業と投資行動
　峯　吉希	 中小企業活性化のための金融システムの構築
　末富詩織	 増税による財政再建
　安藤亮輔	 公的年金制度の改革
★平岩宏章	 J リーグの地域に対する経済波及効果
　古田彩花	 日本の家計貯蓄率低下の要因分析
　徳植貴大	 日本の消費税と海外の税の比較
　中野友理	 未婚率の上昇
　山元七菜子	 日本経済と広告
　西山理絵	 国民医療費抑制政策
　宮内英恵	 現代の就職内定率と若年層の雇用問題
　稲垣祐司	 ビール酒税改革の考察
　梅田祐里	 日本の経済格差と教育格差
　眞砂大介	 教育格差と所得格差
　筒井裕梨奈	 少子化と女性の社会進出
　野入遥香	 女性の社会進出
　中村　翔	 国民皆保険に代わる医療制度への移行
　岡田涼佑	 開発途上国における非正規労働廃止が与える

影響
　五宝亮太	 日本のエネルギー政策の今後に関する考察



Econo Forum 21／ No.1985

●
研
究
演
習
Ⅱ　
ゼ
ミ
の
総
括
と
卒
業
論
文
一
覧

山鹿久木ゼミⅡ

「今年度のゼミの総括」
　今年のゼミは、山鹿ゼミには珍しく、女性が多かった！
　だから、男性陣も緊張したのかな？少しおとなしいゼミで
した。
　みんな大丈夫かな、と 2年の時は思っていましたが、や
はりみなさん成長するものですね。これからが楽しみな人に
なってきました。
　これから、どんどんいろんなことに挑戦していってくださ
い。

卒業論文一覧
　森田　鼓弓	 日韓両国における音楽産業の比較と分析
　渡邉　満春	 差の差の手法を用いたイベントと政策のイン

パクトの計測
　内海　明子	 アイドルがおよぼす経済効果
　小西　麻莉子	東京ディズニーリゾートの事業戦略
　森田　あすか	CDは生き残るのか
　松江　大樹	 職場のメンタルヘルス
　磯　祐一郎	 観光地としての長崎県
　美根　弓香	 ワークライフバランスの現状と課題
　高谷　愛子	 楽天イーグルスができたことによる宮城県仙

台市への影響
　大島　絵美	 日本での LCCの普及と浸透
　木内　俊彰	 今後の戸建て住宅と集合住宅の展開
　堀川　渉	 TPPはどうあるべきか
　南部　修志	 アマチュア野球界を盛り上げる
　福岡　歩	 日本の今後の交通整備の展望
　笠原　卓也	 原子力の是非をエネルギーの観点から考える
　川上　絵梨	 商工組合中央金庫の企業価値
★井戸本　響	 ランドマークが地域に与える便益－あべのキ

ューズタウン開業を事例として－
　吉山　洋輝	 日本の卓球と中国の卓球の違い－どうすれば

日本は中国に追いつくことができるのか－

本年度は不開講の研究演習Ⅱに所属していた
卒業論文提出者は次のとおり。

井上勝雄ゼミⅡ

　中村彩乃	 子どもの収入・学歴に影響する教育格差
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懸賞論文の選考について
　本年度から、懸賞論文は個人執筆論文部門と共同執筆論文部門に分けて審査し、それぞれの最優秀論文に賞状
と副賞を授与することになった。個人執筆論文部門に５本、共同執筆論文部門に 14本、計 19本の応募があった。
選考委員会の審査と教授会の議とを経て以下の論文に賞を与えるこことになった。

経済学部懸賞論文受賞者と論文名

＜個人執筆論文部門＞
　福田彩乃（栗田匡相ゼミ）
　　ベトナムにおける男女間賃金格差の要因分析
　　─サンプル・セレクション ･バイアスを考慮した分位点回帰による分析─

＜共同執筆論文部門＞
　井戸友貴・内田亜輝・大谷貴志・冨野光章・西村早織（栗田匡相ゼミ）
　　カンボジア農村は稲作において最も効率的な生産を行っているのか
　　─確率的フロンティアを用いた技術非効率性の分析─

＜講評＞
　�　個人執筆論文部門の福田論文は、ベトナムのドイモイ改革に伴う労働市場への影響を、男女別の賃金変数を
求めたうえで、男女間の賃金格差の要因と結果について分析し考察を深めたものである。男女間に賃金の格差
は依然として認められるものの、2004 年から 2008 年のあいだの賃金上昇率に着目すると、女性の賃金上昇率
が男性のそれを上回り、賃金格差は縮小する傾向にある。その作用因として女性の就学に対する評価の高さが
みとめられるとしている。問題意識の明瞭さ、分析に用いた統計的分析手法の理解の高さとその応用における
周到さ、導きだされた結論の妥当性において、学部学生の水準を超えるものと高く評価された。

　�　共同執筆論文は、現地調査によってえたデータをも使用しながら、カンボジア経済において圧倒的的比重を
占める農業の生産性の上昇を阻害している要因を分析し、その結果をふまえて政策提案をおこなった論文であ
る。耕作に導入された農業機械が生産以外の用途に使用されていることや農地の散在のために機械の効率的利
用が阻害されていることが、機械の導入にもかかわらずそれがかならずしも生産生の向上に寄与していないこ
と明らかにし、加えて教育の遅れによる技術の非効率性が農業所得に負の影響を与えていることを指摘してい
る。この分析をふまえて、農業の専門的知識のレクチャーの機会を設けること、次世代の子どもたちに対する
教育水準の底上げをはかることの２点の政策提案をおこなっている。執筆者たちの分析手法もそれを使った検
証結果の経済学的解釈も、また政策提案も妥当であり、グループ研究のメリットをよくあらわした好論文と評
価された。

� （懸賞論文選考委員会委員長　竹本　洋）
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❶昨年のエコノフォーラムは、ダイレ
クトに東日本大震災を取り上げておら
れました。今年は、東日本大震災とそ
の後の問題について、少し異なった視
点から捉えてみようと考えました。そ
れでいて、あれもこれもといった感じ
にならずにギュッと焦点を絞れればよ
いなあと考え、……それでも少し焦点
がぼやけた感じはありますが、何とか
モラルという視点からまとめることが
できたかなと感じています。
最初からかなりテーマを絞ってお願い
したにもかかわらず、快くご執筆いた
だいた先生方には、心より感謝申し上
げます。特に何人かの先生方には、わ
ざわざ書き直しをお願いしてしまいま
した。本当にありがとうございました。

（東田）
❷関学に着任して 10 年未満ですが、
これまで編集委員を何故か４、５回も
担当させてもらいました。しかし、本
年度は編集委員とは名ばかりで、原稿
を書くこともなく、ほとんど全ての仕
事を東田先生や他の方々にお任せして
しまいました。申し訳ありませんでし

た。次回もし担当させていただくこと
があれば（？）、初心に帰り、真面目
にモラルを持ってお手伝いさせていた
だきたいと思っています。（HR）
❸今年度の編集に参加するチャンスを
いただき、とても光栄です。この雑誌
は学生と教員が分担して編集するもの
であり、その点は独自の試みで、非常
に有意義だと思います。毎回この雑誌
は学生の皆さんの努力によって刊行さ
れてきましたが、今回も学生の皆さん
の協力なしにはできなかったでしょ
う。コンビーナの東田先生をはじめと
する委員会の皆さんは座談会を開き、
特定テーマのエッセイをアレンジする
など、本当にありがとうございました。
何もできなかった自分はとても勉強に
なりました！（田）
❹関学・経済学部に着任して、まもな
く１年になります。研究活動に加え、
ゼミ・講義の準備など、多忙を極めた
１年でしたが（人生で最も忙しかっ
た！）、母校関学のためであれば少し
も苦しくはありません。むしろ幸せで
す。本誌の刊行にあたり、今回はお役
に立てませんでしたが、１年目という
ことでどうか大目に見て下さい。徐々
に貢献できるように頑張りますので！
編集委員の一人として改めて本誌を熟
読しましたが、手作り感に溢れる素晴
らしい情報誌であり、学部の制度的財
産としての本誌の編集に携わること
に、誇りと責任を感じます。（本郷）
❺世間にはありとあらゆる情報が散乱
していますが、その中から自分達に
とって正しい意味のある情報を如何に
素早く入手できるかが、社会で生活を
していく上で重要な要素であるのは言
うまでもありません。しかしながら、
この情報化社会に「どっぷり」の学生
達に、なかなか有用な情報が伝わらな
いことに苛立ちを覚えます。私自身は
学生の「尋ね癖」がその一因ではない
かと思っています。今後 社会に出れ
ば、「自分で調べる癖」というのは重
要なスキルの一つだと思うので、是非 
学生時代に習得して欲しいと思ってい
ます。（yuki）
❻最近、脳に関する本を読んだ。人間
起きている時は、五感すべてで情報を
得ようとし、脳は常にその情報を行動
に結びつけようとする。睡眠中は情報

が遮断されるため、起きている間に得
た情報を取捨選択し思考を整理する。
朝に仕事が捗り、前日とは違ういいア
イデアが浮かびやすいのはこういう理
由もあるようです。本誌編集作業でも
これは当てはまる。必死で考えて作っ
たページ案だからこそ、そのまま出す
のでなくて一晩寝かせることが重要
だったと。（白坂）
❼久しぶりに学生時代の友人と会う
と、手にしているのは全員スマート
フォン。電車などでも、多くの人がス
マホの画面を見つめています。普通の
携帯しか持っていない自分がすごく時
代に取り残されている気がしました。
いつでもどこでも様々な情報を手にで
きる便利な時代。私もそろそろスマホ
デビューしてみようかと思案中。使い
こなす自信は全くないですが……。デ
ジタルに慣れた学生さんたちにも、エ
コノフォーラムにはぜひじっくりと目
を通してもらいたいものです。（山本）

編 集 後 記
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